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例言
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2. これらの調査は大阪市教育委員会の指導の
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究所が各原因者より委託をうけて実施したも

のである。

3.本報告書の執筆は (公財)大阪市博物館協

会大阪文化財研究所 南秀雄の指揮のもとに

各々の発掘担当者が担当した。その氏名は各

報告書に記してある。

4.本報告書の編集は大阪市教育委員会事務局

文化財保護課において行った。
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北区天満橋二丁目34-3における建設工事に伴う

同心町遺跡発掘調査(DC15-1)報告書
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調査 個 所 大阪市北区天満橋二丁目34- 3

調査 面 積 62栢

調査 期 間 平成27年11月19日～11月26日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明、岡村勝行
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1)調査 に至る経緯と経過

調査地は弥生時代～中世の集落遺跡である同心町遺跡の北部に位置し、大 川に近接する。これまで

付近では、北200mのDCO2-3次調査地で、弥生時代から近世にわたる地層や遺構が確認され、弥生

時代中・後期および奈良時代の遺物が多く出土した[太阪市教育委員会・大阪市文化財協会2004]。また、

南400mのDCO7-1次調査地においても、弥生時代中期と中世の遺構が検出され[大阪市教育委員会・

大阪市文化財協会20081、大川沿いに弥生時代中期の集落が少なくとも南北600mの範囲に拡がって

いることが判明している。

また、近 世では今回の調査地から南南東800mのTW12-1次調査地、900mのTWO8-1次調査

地では、堤 防跡が検出された[大阪市教育委員会・大 阪市文化財協会2010,大阪市教育委員会・大阪

文化財研究所2014]。その規模はTW08-1次調査地では上端面で幅7m前後、下 端幅20～25m前後

に推定されている。築造時期を明確に示す出土遺物はないものの、豊 臣秀吉による1586(天正14)年の

堤防普請に対応する可能性が高いことが指摘されている。

当該地で大阪市教育委員会が2015年8月2日に行った試掘調査の結果、現 地表下約1.2mで、中世

～近世の遺構面および遺物包含層が検出され、本 調査を実施することになった。

調査は比較的遺跡の残存状況が良いと思われる敷地東側に東西7 m,南北6mの調査区を設定し、

11月19日に開始した。地表下1.Omまでを重機によって掘削し、精査したところ、調 査区全面で盛土

が検出され、堤防跡(SXO4)に当たっていることが判明した。教 育委員会の指示のもと、 その規模を

調べるために調査区の一部を西側に拡張し62屑とした。調査はSXO4を中心に進め、平 面図や断而図

の作成、写真撮影などの記録作業を行った。その後、S×04の一部を裁割りし、弥生時代の遺構を確認・

図2 調査区配置図
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記録し、11月26日、現 地における調査を完了した。

以下、本文および挿図に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)である。また、本 報告書で用いた方

位は、図2は現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得た世界測

地系座標に基づいた座標北を基準にした。

2)調査の結果

1)層序

調査地の現地表面はTP+3.2m前後とほぼ平坦である。

調査では現地表下2.8m (TP+0.4m)までの地層を確認し、

9層に大別した。各岩相の特徴は次の通りである。

第1層 :現代盛土・攪乱層である。層厚は全体的に20cm

で、最大120cmである。

第2層 :黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルトおよび黒褐色

(10YR3/2)細粒砂質シルトを主体とする盛土層で、層厚

は最大200cmである。盛 土を構成する単層間の境界が明瞭

Qある。2a～d層の4層に細別した。

第2a層:オリーブ黄色(2.5Y 4/6)を基調とする細粒砂質

ンルトからなり、層厚は最大40cmである。

第2b層:黒色(10YR2/1)細粒砂質シル トを基調とし、

図3 "% 2- a構"関係[￥J      層厚は最大50cmである。

第2c層:偽礫を多く含む黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルト～黒褐色(10YR3/2)細粒砂質シルトか

らなり、層厚は最大100cmである。弥生土器、土師器、瓦 器を含む。

第2d層:黄褐色(2,5Y5/6)細粒砂質シルトを主体とし、層厚は最大50cmである。

第1層

第2a層

第2層 第2b層

第2c層 一,一っ,=二;==ヨゝト
第2d屡,,/て二=レー″堀3b層 一“-: 1

ダ ゴー ヵ。。ヮ ″″′[
第5層 第4層

SKOI
\ ～ 03 ノ

第6層

第7層

第8層

第9層

第3層 :中礫～粗粒砂からなる盛土層であり、層厚は最大180cmである。盛 土を構成する単層間の

境界が明瞭である。第3a～c層の3層に細別した。いずれも弥生土器を含む。

第3a層:灰色(5Y5/1)を基調とする粗粒～細粒砂からなり、層厚は最大30cmである。

第3b層:暗灰黄色(2.5Y5/2)～灰黄褐色(10YR4/2)中礫～粗粒砂からなり、層 厚は最大90cmで

ある。

第3c層:黄褐色(2.5Y5/4)粗粒～中粒砂からなり、層厚は最ナ20cmである。

第4層 :暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シルトからなる遺物包含層・SKOI～03の埋土である。包含層

はS×04築造によって、大 きく削平されているが、一部で30cm以上存在したことが確認できた。弥生

時代中期の土器を含む。

第5層 :黄灰色(2.5Y5/1)粗粒砂からなる自然堆積層で、層厚は最大20cmである。上面で弥生時代

の遺構が検出された。

第6層 :灰オリーブ色(5Y5/2)細礫～粗粒砂からなる自然堆積層で、層厚は最大30cmである。
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第7層 :灰色(5Y5/1)細礫～粗粒砂からなる段丘礫層である。層厚は最ノ(25cmである。上面は凹凸

が著しい。

第8層 :黄灰色(2.5Y5/1)細礫～粗粒砂からなる段丘礫層である。層厚は最大30cmである。

第9層 :黄灰色(2.5Y5/1)細礫～粗粒砂からなる段丘礫層である。層厚は20cm以上である。

ii )遺構と遺物(図4・5)

a.弥生時代の遺構と遺物

第5層上面で弥生時代の遺構SK01～03を検出した。埋土はいずれも暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シ

ルトである。

SKOI  調査区北部で検出した深さO.lmの西から東への落ちで、南 北1.2m以上、東 西0.6m以上で

ある。弥生土器壺1が出土した。口縁部が外反し、端部に刻み目を施し、畿内第Ⅱ～Ⅲ様式に属する。

SKO2  SXO4の一部断ち割りで検出した土壊で、一辺0.7m以上、深 さ0.25mの土塘である。

SKO3  SXO4の一部断ち割りで検出した土塘で、一辺0.6m以上、深さ0.5m以上の土塘である。売

6を含む弥生土器が、 6、 7点出土した。

そのほか図示可能な遺物のほとんどは第2層から出土した。2は壺の頚部で、櫛描直線文を施す。

3は広口壺の口縁部で、内面をハケで調整する。4は壺の口縁部、5は底部である。これらは畿内第

Ⅱ～Ⅲ様式に属する。7は高杯の脚裾部で、底径10.Ocmである。8は小型鉢で口縁端部を短く外反さ

せる。以上は飛鳥時代に属する。

b.近世の遺構

SXO4  第5層から土盛された堤防跡S×04を検出した。盛土は東西幅12.5m,南北9mの調査区全

域に及ぶ。高 さは現状で約2.0mである。先述したように盛土からは弥生土器を中心に中世以前の遺物

しか出土せず、また、第5層からはまったく遺物が出土しなかったため、正確な築造時期は不明である。

地層・盛土の観察から、堤 防は次の工程を経て、築造されたと考えられる。

①築造開始面には旧表土は存在せず、構築前に全体に地面は削平されている。全体が水平ではなく、

堤防の基部の西端は高く削 り残 されている。

②大川の川砂に由来すると考えられる細礫～粗粒砂(第3b層)を盛り上げ、基部が作られる。その東

西幅は不明であるが、高さは現状で2.0mまで確認でき、約30゚の斜面を作る。走行方向は検出部をみ

る限り、正方位からやや東に振っており、西 に振る大川の方向と一致しない。

③次に基部の斜面から平坦面まで細礫～粗粒砂(第3a層)で覆う。

④その後、街場から運ばれたと考えられる黄褐色細粒砂シルトおよび黒褐色細粒砂シルト(第2層)

を積み上げる。高 さは現状で2.0mまで確認できる。

先述したように、天満地域、大川沿いには、TWO8-1・12-1次調査の2か所で堤防が検出され

ている。その築造開始は天正期に遡る可能性があり、その後18世紀に内側で補修工事が行われている。

今回のSXO4では第2層と第3層と間には土壌化は確認できず、盛土工程の二段階の時間差は明確に

できなかった。

一方、天満の堤の描写がある「明暦元年大阪三郷町」絵図(1655年)、「篠山絵図」(1654年以前)によ

一5-



シ シ ―し・二 一二 と 一゙1 弧 ン゚゙と・゙一吐 一 J゚゙ ゜"゚ ゜

1:80

I IX<143,72

SKOI

SXO4基部

/ SKO2

Y, 4

1220

TP+3.0m

十2.0m

+lOm

+O.Om

1 :現代感土・攪乱(第1八゙・フ)

2:オリーブ褐色(2.5Y 4/6)

細粒砂質シルト(第2a)',・})

3 :.l.iA色(10YR2/1)細粒砂質シルト(第2b)・冫})
4 , I,:,褐色(2.5Y5/4)～

黒褐色(10YR3/2) 釧粒砂質シルト(第2Cll1j)

5:莢褐色(2.5Y5/6)細粒砂質シルト(第2tU:・マ)

6:灰色(5Y5/1)羽1粒～細粒砂(第3alr'?)

7:ロi'l一灰 t11色 (2.5Y5/2)～

灰711褐色(10YR4/2)中粒～オ11粒砂(第3bli;ク)

B : ＿,I,1%,褐色(2.5Y5/4)411粒～中粒砂(第3claiqt)

9 : Bias褐色(10YR3/3)細粒砂質シルト(第4)・1'・フ)

10 : r,1%,灰色(2.5Y5/1)オ11粒砂(第5)・,'・'})

11:灰オリーブ色(5Y5/2)粗粒砂(第6j・,・})

12:灰色(5Y5/1)細礫～オ11粒砂(第7)・.・})

13 : ;,1%,灰色(2.5Y5/1)廁礫～オ11粒砂(第8j・.・マ)

14 : ;i'z灰色(2.5Y5/1)細礫～ill粒砂(第9)・1・))

図 4 調査 区平 面 ・断 面 図



図5 出土遺物

SKOI(3)、SKO3( 6 )、第2層(2～ 5 ・7・8

20cm

ると、前 者では現在の帝国ホテル付近、後者では大阪環状線付近まで、堤が北に延びていることが確

認でき、今 回発見された堤防はこれに連なるものと考 えられる。

3)まとめ

今回の調査では、 限られた面積にも係 らず、大川から天満の町を守る堤防跡が検出され、詳 細な築

造時期は不明なものの、 絵図や発掘調査で知られていた堤がさらに北に延びていることが 明らかに

なった。また、その下位には弥生時代中期の集落が拡がっていることが確認された。今 後、周辺調査

の蓄積によって、 より確 度の高い地域史像が復元できるものと期待される。
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調査区全景(北西から)

調査区北壁断面(東から)

堤基部の状況(西から)



北区本庄東3丁目9-10における建設工事に伴う

長柄古墳発掘調査(HH15-i)報告書
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調査 個 所 大阪市北区本庄東3丁目9-10

調査 面 積 48留

調査 期 間 平成28年2月29日～3月4日

調査 主 体 公益財閣法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明、松 本啓子
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1)調査に至る経緯と経 過

調査地は淀川河口部のデルタ地帯に立地し、淀 川は北約300mの地点を西向きに流れている。

戟後の復興期に調査地の北200m地点で行われた工事で、古 墳時代中期の家形埴輪が出土したこと

から、長柄古墳の存在が推定されるようになり、調査地はその推定範囲内に位置している。

周辺の調査で、古墳の痕跡は未だ見つかっていないが、HHOI-2次調査では古墳時代前期の遺

構・遺 物が発見されている[大阪市教育委員会 ・

大阪市文化財協会20031o また、HH97-1次調

査では弥生時代後期と江戸時代の遺構・遺 物が、

HH13-1次調査では中世の溝・土 壇などの遺構

と遺物、HHIO-1次調査では江戸時代の耕作痕

跡が検出された(図1) [大阪市教育委員会・大阪

市文化財協会1999、大阪市教育委員会 ・大 阪文

化財研究所2012・2015]。

図1 調査地位置図

これらの結果を受けて、現 在この地域は長柄古

墳推定地を含め、本庄東遺跡・本庄東遺跡B地点

という名称で埋蔵文化財包蔵地に登録されてい

る。本調査でもこれらと同様の時期の遺構・遺物

の検出が期待された。

当該地で平成28年1月14日に大阪市教育委員会

が行った試掘調査では、地表下約1,2m以下で本格

的な発掘調査を必要とする中世以前の遺構面およ

び遺物包含層が検出されたため、本 調査が行われ

ることとなった。

調査は平成28年2月29日から開始した。東西6

m1 南北8mの調査区を設定し(図2)、地 表下1,2

mまでを重機を用いて掘削し、その後、人力によ

る掘削を行った。層序に応じて順次掘り下げて遺

構・遺物を検出し、適宜実測図や写真撮影によっ

て記録しながら、河 川による自然堆積層の第3層

層中(地表下2.5m)まで調査した。3月4日には現

地におけるすべての作業を終えて撤収し、調 査を

完了した。

Y-＿45,100

2am

1:800

図2 調査区配置図
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なお、 基準点はMageⅡan社製ProMark3によ

り測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に

基づく座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京

湾平均海面値)でTP+○mと記した。

表土

現代作土

SPIOI～109など

第1b層

SP314～316・305など

SD301b     SP307など
第3層

図3 地層と遺構の関係

2)調査の結果

1)層序(図3・4、写真図版上段)

調査地内の現況地形はTP+2.8～2.9mで、ほ

ぼ平坦である。

現代の表土・作土層、近代の作土層の下の地層は3層に分かれる。

第1層:本層は2層に細分した。第1a層は褐色礫混り細粒砂層で、層厚12～15cmの近世の
整地層で、

上面で溝や土壇、小 穴が見つかった。第1b層はにぶい黄褐色礫やシルト混り細粒砂層で
、近 世の整地

層である。層厚は最大15cmあるが、中央部に向かって徐々に薄くな り、南部では見られ
ない。

遺物は第1a層から図8の内黒の黒色土器椀口縁部2、瓦 器椀3などの古代後半～中世の
遺物ととも

に肥前磁器の破片が出土した。黒色土器や瓦器は下位の第2層に由来するもので、本 層
は江戸時代の

地層である。

第2層 :黒褐色極細粒砂混り砂質シルトで、炭 を含む。層厚は最大45cmである。上面で
土壇や溝が

見つかった。

遺物は土師器の破片が1点出土したが、時期は判別できなかった。しかし、本 層上面の
遺構SD209

から瓦器片が出土したことから中世の地層ど推定される。

第3層 :本層は河川による堆積層で、上面から20cmほどの間はにぶい黄褐色細粒砂層で
ある。その

下約50cmの間は、極 細粒砂から細粒砂、粗粒砂、礫へと下に向かって粒径が大きくなる
堆積で、ラミ

ナの方向はほぼ水平であった。さらにその下の約10cmが極細粒砂～細粒砂、約5 cmが
粗粒砂、約15

cmが極細粒砂、 5 cmほどの礫を間に挟んで20cmほどの極細粒砂が堆積しており、南へ下
がる緩やかな

傾斜のラミナが西壁で観察された。ここまでの層厚は約1.2mで、本層はさらに下へと
続いてぃた。

本層からの出土遺物はない。本層上面で溝や土壇、小 穴が見つかった。

11)遺構と遺物(図5～8、写真図版上・中段)

第3層上面(図5、写 真図版中段)

第3層上面では溝と土塘・小穴が見つかったが、いずれの遺構からも遺物は出土してい
ない。

調査区の南東隅から北西隅に延びる溝SD301は、図5のSD301北断面に見られるよう
な、溝の方

向に沿って数cmの高まりが底部に残っていたことから、同じ位置で掘り直されたことが
わかり、上 の

溝をSD301a,下の溝をSD301bとした。埋土はいずれも水成堆積層で、SD301aが黒
褐色砂質シル

ト～シルト、SD301bが黒褐色細粒砂混シルトとよく似 ているため、平面・断面とも両
者の境界は不

明瞭であった。溝 の幅は、両者がほぼ重なっている南端で約0.5m,北部ではSD301a
は0.2mほど東
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黒褐色(10YR3/1)細粒砂混シルト(SD301b)

暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒砂混りシルト(SP320)
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SD301北断面
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1 :黒褐色(10YR3/1.5)

細粒砂混り砂質シルト

2:黒褐色(10YR3/1)シルト(SD301a)

3:黒褐色(10YR3/1)細粒砂混砂質シルト

(SD301b)

4:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂(第3層)

SP314

SD302北断面

1:仄黄褐色(10YR4/1)

細粒砂混り粘土質シルト
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SP309
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NW           SE
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1 :にぶい黄褐色(10YR4/3)

シルト混細粒砂(SP308)

2:暗灰黄色(2.5Y4/2)

シルト質砂(SP315)
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SD301b
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(SD30ia)

2:、り,1褐色(2.5Y3/2)細粒砂混り砂質シルト(SD301b)

3:黒褐位(2.5Y3/2)細粒砂氾りシルト質砂(SP316)

4:にぶいi1褐色(10YR4/3)細粒砂(灰位シルト質砂が混る)

(SP305)

5:にぶいでl!褐位(10YR5/3)細粒砂(第31・1'・;;)

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)

シルト混細粒砂

SP307

SP306

NE        SW

-142.408 1:にぶい黄褐色(10YR4/2 5)

細粒砂混りシルト質砂

1 : 100(平面)

3m

SD302南断面

[ニ]SD301bに伴う追禍 (第3層)1:暗褐色(10YR3/3)

細粒砂混粘土質シルト

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)

細粒砂(第3層)

1m

1:50(断面)

図 5 溶3層 上 面 の遺 構

にずれた位置に掘られていた。深 さは0.5～0.6mで、底 面は調査区の両端で5 cmほどの高低差があり、

北西側が少し低くなっている。

溝の両肩際には直径0.3～0.4ms 深さ10cmほどの小穴が並んでおり(SP305 ～309 - 311 - 312 - 314

～316・320)、これらは暗オリーブ褐色細粒砂混りシルトで埋められていた。

SD302は、SD301aの約1m東にほぼ平行に掘られた溝で、幅0.45m,深さは15～18cmある。埋土

は暗褐色細粒砂混粘土質シルトで、水 の流れた痕跡があり、その方向は南東から北西方向である。

このほか、土壊が西壁際で2基見つかったが(SK304・313)、攪 乱によって大きく削平されている

ため、性格はよくわからない。SK304は、東 西0.4m,南北2.3m分が残っており、深 さは25cmで、埋

土は黒褐色シルト質砂である。SK313は、甫北0.3m,東西0.3m以上を測り、深 さは20cmで、埋 土は

暗褐色砂質シルトである。
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0              3m                                       3m
1    1         [コ深 さ10 cm前後の遺構  1             1

1 : 100                                      1 : 100

図6 第2層上面の遺構                図7 第1層上面の遺構

第2層上面(図6・8、写 真図版下段)

第2層の上面では溝 と土壇が見つかった。

SD209は、幅 約1.Om, 深さは25cmの溝である。調 査区の中央から北西隅にかけて見つかった。埋

土は黒褐色極細粒砂混 り砂 質シル トで、炭 を含む。SD209は第3層上面のSD301a・301 bとほぼ同

じ位置にあり、北 西方向の溝である。SD301a・bの埋 まりきらず に残った凹みが埋積されたもので

あろう。埋 土から瓦器椀の破片4 ・5が 出土 した。あ まり密 ではないが、器表面にヘラミガキがある。

13世紀のものと推定され、 これ らが SD209の時期を示す。

SK206は、調査区北端で見つかった、 幅約0.4m, 深さ4～15cmの南北に細長い土塘である。埋 土

は3層に分かれ、上層がにぶい黄褐色礫 ・シル ト混 り細粒砂、中層が暗灰黄色細粒砂混シルト、下 層

が黒褐色シル ト質粘土である。遺 物は出土 していない。

このほか南北約0.5m,東西0.5m以上、深 さ40cmのSK212や、南 北約0.8m,東西約0.3m, 深さ8

cmのSK201、南 北約0.5m,南北約0.3m,東西0.5m以上、深 さ5 cmのSK214、南 北約1.Om,東西0.1

m以上、深 さ5 cmのSK213は平面形が楕円形または溝状の土壇で、東 西約0.2m,深さ12cmのSK211

は平面瓢箪形の土塘である。ほかに、 直径約1.2m, 深さ5 cmのSK204、 直径約0.4m, 深さ6 cmの

SP208、南北約0.4m, 東西0.3m以上、深 さ5 cmのSK202、南北約0.4m, 東西0.lm以上、深さ14cm

のSP210,長径約0.5m1 短径約0.4m,深さ12cmのSK203がある。土壊の埋土はいずれも黒褐色シル

ト質砂である。これ らの土壇から遺物は出土 していない。

第1層上面(図7)

本層上面では溝と小穴、土壊が検出された。
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SD110は、 幅0.25m, 深さ最大10cmで、埋土 胃ゴ爾; 耳ダ、

I:4

10巾

は灰黄褐色細粒砂である。土師器片と肥前磁器の

白磁片が出土した。

土塘はsKi20・121が調査区南東隅で見つかっ w['J
た。SK120はSKl2iにより東側が切られている。 1 : ＿fJiffW、2 : $。18、3 - 5 : XW

東西0.4m以上、南北0.2m以上で、深さは45cmあ         図. 遺物実よU1

る。埋土は灰黄褐色細粒砂である。SK121は東西  SD209( 4・5)、第1a層(2・3)、表土掘削中(1)

0.3m以上、南 北1.Om以上、深さ45cmの土壇で、埋 土は炭混りの暗黄褐色細粒砂である。どちらも遺

物は出土しなかった。

小穴は、深 さ30cm程度の深いものと10cm程度の浅いものとがある。

深いほうの一群は、直 径10～20cmの円形の小穴で、直径8 cm前後の柱抜取穴があるもの(SP108・

122)もある。埋土は暗灰黄色礫・炭混り細粒砂で、柱抜取穴には灰黄褐色粘土質砂が詰まっていた。

遺物はSP108から焼塩壺の破片、SP101・102・104から肥前磁器の破片が出土し、これらが江戸時

代の遺構であることがわかる。

浅いほうの一群は、形 も大きさもまちまちで、一辺が0.3mほどの平面隅丸方形のSP115・116や、

直径0.1～0.3mの平面円形のSP103 - 107 - 112 - 114、長径0.2mほどの平面不整形なSP123 - 124が

ある。埋土はいずれも暗灰黄色礫・炭混り細粒砂である。

SP104・122・124、SP111・115・118・119は、方位北で西にやや振る柱筋にのるようであるが、

明確に建物を復元するには至らなかった。

3)まとめ

今回の調査では、第1層上面で近世の遺構を、第 2層上面で中世の遺構を検出した。第 3層上面遺

構からは遺物が出土していないので、詳細な時期はわからないが、図 8に示した表土から出た土師器

皿1や第2層出土の内黒の黒色土器2が第3層上面の遺構の時期を示す可能性がある。

今回は弥生時代や古墳時代の遺構・遺物は検出されなかったが、今後の調査の積み重ねによって、

当該地の古代から近世に至る過程を明らかにできると思われる。

引用・参考文献

大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.l9-27

2003、「本庄東遺跡発掘調査(HHOI-2)報告書」:『平成13年度大阪市内埋蔵

文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 3 - 7

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012、「北区本庄東二丁目における建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査(HHIO

1)服告書」:『平成22年度 大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報

告書(2010)j、pp. 1 -10

2015、「本庄東遺跡発掘調査(HH13-1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵

地発掘調査報告書(2013)』、pp.l5-22
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北壁地層断面

第2層上面全景(北から)



北区長柄西一丁目12-1における建設工事に伴う

長柄西遺跡B地点発掘調査(NN15-1)報告書
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調査 個 所 大阪市北区長柄西一丁目12-1

調査 面 積 160留

調査 期 間 平成27年11月9日～11月17日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 大阪文化財研究所調査課長清水和明、積山洋
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1)調査 に至る経緯と経過(図1・2)

調査地は市営地下鉄「天神橋筋六丁目」駅の北東約250mの位置にあり、旧淀川の本流である大川の

西岸に当る。現地表面の標高は約3.5mという低地である。当地の北西400mには家形埴輪が出土した

長柄古墳や弥生時代とされる本庄東遺跡があり、北東400mには長柄東遺跡、南300mには摂津国分寺

跡などの遺跡が存在する(図1)。

長柄西遺跡はもともと調査地の北方約500mの地点であったが、2011年、本 調査地の北隣で実施さ

れた発掘調査では、埴 輪や飛鳥・奈良時代の須恵器・土師器を含む遺物包含層が確認され(NNII-2

次調査)、長 柄西遺跡B地点と称されるようになった[大阪文化財研究所2013]。

平成27年9月15日に数箇所で試掘調査を実施したところ、一 箇所で地表下約1.7m以下の深さで中

世～近世の遺構面と遺物包含層が確認されたため、 その地点で本格的な発掘調査を実施することと

なった(図2)。

調査は平成27年11月9日に開始した。地表下1.7mまで重機にて掘削し、それ以下は人力により掘

り下げた。機械掘削の際、未知の地中障害物(大型の防火水槽)によって調査区南側の遺物包含層が破

壊されていることが明らかとなり、関係諸機関と協議の上、その分を北西側に拡張して調査を行った。

その結果、調査面積は当初予定の120rrfから160 m"となった。調査は、地 表下1.7mより下に遺存する

複数の遺構面を精査し、遺構の検出、遺物の採集、平面図・断面図の作成を行った。調査は11月17日

にすべての現地作業を終了した。

本報告書で用いた方位は、発掘調査現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成す

ることにより得た世界測地系座標に基づいた座標北を基準にした。標 高はT.P.値(東京湾平均海面値)

1:10,000 000

50m

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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第1層

第2a層

第2b層 ごゞ実Kシノ
第3a層

ヵ。6ヨ q F

第4層 5ゞ=モぞ覗/ノ

である。

図 3 地層 と遺 構 の関 係 図

2)調査 の結果

1)層序(図3・4)

調査地の地層は6層に区分される。第2a～3b層は、

第2a層が近代を含むほかはいずれも近世の作土層で、

第4層が自然堆積層である。

第1層 :近現代の整地層で、盛土の厚さは約1m

である。

第2a層:灰黄褐色(10YR4/2)粗砂混りシルト層で、

層厚は20～25cmである。年代を推定できる資料は出

土していないが、下位層の年代から近世末～近代の

層準とみられる。

第2b層:灰黄褐色(10YR5/2)砂混りシル ト層で、

層厚は15～20cmである。肥前磁器の細片、糸切底の

東キ断佃

TP+3.0m

+2,○m

W
北壁断面

TP+3.0m

+2.0m

図 4 東壁 ・北 壁 断 面 図

1:50

2m
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土師器皿のほか、白泥の上に染付する関西系陶器が出土しており、19世紀中ごろに年代の一点がある。

第3a層:暗灰黄色(2.5Y5/2)砂混りシルト層で、下位の3b層に比べて含有する砂は少ない。層厚は

5～10cmである。土師器・須恵器・瓦器の細片などが出土しているが、下位層の年代より新 しい層準

である。

第3b層:にぶい黄褐色(10YR5/4)砂混りシルト層で、含有する砂は比較的多い。層厚は10cmほど

である。肥前磁器の細片を含むので、江戸時代には降るが詳細は不明である。

第4層 :明黄褐色(10YR6/6)の砂・礫層で自然堆積層である。本層には遺物は含んでぃないが、上

面で検出される遺構からまとまって出土した須恵器により、年代の下限は6世紀である。

ii )遺構と遺物

第4層上面遺構(図5)

SXO1 :調査区の北側で検出された不定形な落込みである。蛇行する流路かとも思われるが、埋 土

SKO5

SXOI

SKO4

SKO3C

図5 第4層上面遺構平面図
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Y-44,565

は図4北壁断面図に示した①～③であり、

再堆積した第4層の砂礫が主体であるが、

ラミナ等は明瞭でない。深 さは0.2～0.3m

程度であるが、北壁の断面観察では約0.5m

5              とみられた。ただ、そこでは下位に生痕
2 ◇ 1

1, ) 3            が顕著であり(図4北壁断面図の④層)、

,5             その部分は遺構外かもしれない。そ うで

8-142゙654 あれば、ここでの深さは0.4m程度となる。

50cin                  落込みの上半部から数箇所で須恵器が出
1:20                     土した。その大半は尭等の破片であるが、

16 須0器"18゙  ゝ       うち一箇所では完形の杯蓋が杯身の上に

かぶさった状態で出土した(図6)。そ れ

らは図7の1と5、 2と7がセットであり、その脇でも3と9が出土した。ただし、 3と9は口径から

みると組合っていた可能性は低い。蓋がかぶさった2セットの蓋杯の内部にはこの遺構の埋土と同じ

粗粒砂が充満していた。

出土土器は須恵器のみである(図7)。1～9は蓋杯である。このうち1～ 4は杯蓋である。口径は

最小の1が13.Ocm, 最大の4が14.8cmである。天 井部外面の回転ヘラケズリは範囲が狭くなる傾向

にあり、天井部下端の稜の突出は丸味を帯びて鋭さを欠く。5～9は杯身である。口径は最小の5が

11.Ocm,最大の9で13.6cmを測る。口縁端部は内側に面を作り出す7～9と、丸 く終わる5・6があ

る。10は短頚壺で、口縁部が直立して蓋とセットになるものである。11～13は尭であり、このうち13

は平底で底部内面まで成形時の当て具痕(青海波)がおよぶという特異な土器である。これらの須恵器

は、 5・6の口縁端部に新しい傾向がみられるものの、おおむねMT15型式に位置づけられる。

SXO2 : SXOIの南東で部分的に検出されたごく浅い落込みであるが、防火水槽の攪乱塘に壊されて

おり、詳細は不明である。検 出部分で東西約5 m,深 さ約0.lm未満であった。遺物は出土していない。

土塘:SKO3は調査区の東側で検出された円形の土塘である。東西約1 m,南北約1.2mで、深さはO.lm

程度である。平面と断面で生痕が顕著に見られた。遺物は出土しなかった。SKO4は東西0.4m,南北0.3m

ほどの小土壇で、深 さは約0.2mである。遺物は出土していない。SKO5はSXOIと重複し、かつSXO1

に先行する遺構であるが、後述のSDO6とも重複しており、詳細は不明である。南北規模は約1mであっ

た。遺物の出土はない。

第3a層下面遺構(図8)

小溝群:この面ではおもに調査区の東側で東西方向の小溝が検出された。第3a層の耕作に伴う、い

わゆる筆溝群がごく部分的に遺存したようである。下位の第3b層の年代により、これらは江戸時代の

ものとみられる。
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20cm

:4(1～11)

30cm

1:6(12・13)

図 7 SXOI出土 遺物 実 測 図

第2b層上面検出遺構(図8)

大きく分けて、東西溝とその南の土壇群からなる古段階と、方形の小穴群からなる新段階の遺構が

ある。

古段階:SD06は幅0.8～l.Om,深さ0.4mの直線的な溝である。埋土は砂混りシルトであるが、砂

の多い上層と少ない下層に大別され、上層ではシルトや砂の偽礫が混るなど、人為的に埋めたものと
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1 : 100

図8 第3層・第2層検出遺構平面図

みられる。溝の底には点々と楕円形で深さO.lmほどの掘り込みが見られた。これらも人為的に埋めら

れたものである。中央部を除いてその間隔は2m前後であったが、規則的というほどではない。18世

紀後半の陶磁器等が出土したが、下位の第2b層の年代からみると、古 くとも近世末、おそらく近代初

めごろの溝であろう。

新段階:一辺15cm前後の方形の小穴が多数検出された。深 さはまちまちで、浅いもので0.4mほど、

深いものでは0.6mほどである。柱列のように一直線に並ぶ例もいくつか見られたが、建物を構成する

にはいたらなかった。埋土には偽礫が入っており、人為的に埋められていた。おそらく近代の所産で

あろうが、その性格はよくわからない。

3)まとめ

今回の調査成果は、事 前の予想に反して6世紀前半(MT15型式)の須恵器がまとまって出土したこ

とである。それらは数箇所に散在しており、投 棄されたものと思われる。ただし、蓋 をかぶせた状態
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の蓋杯が2セットあったことは、古 墳での類例をみるまでもなく、なんらかの祭紀が行われたことを

示すであろう。尭類もそれに伴う供献物が入っていたのかもしれない。当時、この地の付近に居住者

たちがいたことは確かであろう。

調査地は、東 と南が太川(淀川の本流)、北は新淀川開削(1910(明治43)年)以前の中津川に囲まれた

低地である。この地の開発は、南方の大川沿いの北岸で5世紀に始まっていたことが判明している[小

田木富慈美2004]。一方、調査地が位置するこの低地の北部の開発をうかがわせるのは、旧中津川南

岸に位置する「長柄古墳」であろう[中村博司19751。ただ、ここでは墳丘が未確認で、家形埴輪の出土

が知られるのみである。家形埴輪は明らかに無黒斑で焼成されたものであるが、その年代は5～ 6世

紀としかいえない(少し限定しても5世紀後半～6世紀前半であろう)。今 回出土の須恵器は、この期

間内に収まるものである。

大川北岸の開発が、 5世紀に進んだことと呼応して、その北方約2 kmのこの地も、遅 くとも6世紀

前半には開発の手がおよんでいたことが判明した。これが今回の調査の大きな成果であろう。それが

具体的にどういう内容であったのか、今 後の調査の進展が期待される。

参考文献

大阪文化財研究所2013、『長柄西遺跡B地点発掘調査報告』

小田木富慈美2004、「古墳時代の天満～砂州上のムラ～」:『葦火』113号、大阪市文化財協会。

中村博司1975、「大阪市内出土の埴輪鳥・家について」:『大阪城天守閣紀要』第3号
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北区天満橋一丁目12-2における建設工事に伴う

天満橋1丁目遺跡C地点発掘調査(TW15-1)報告書

一冨 一



調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市北区天満橋1丁目12-2

144留

平成27年7月6日～7月28日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、櫻 田小百合
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1)調査に至る経緯と経 過(図1・2)

調査地は同心町遺跡から南に約300m,天満本願寺跡から北へ約300mの地点に位置する。建設工事

に先立ち大阪市教育委員会が行った試掘調査において弥生～江戸時代の遺物を含む地層が確認された

ことにより新たに発見された遺跡で、天満橋1丁目所在遺跡C地点とされた。

調査地から現在の天満橋筋を挟んだ西側には豊

臣期に寺町が形成され、徳川期にはこの北側に町

奉行所や与力・同心屋敷が拡がっていたことが絵

図により明らかである。また、1878(明治11)年以

前は大川に架かる天満橋が現在の位置よりも一筋

東に架けられており、この延長上にあたる調査地

東を通る南北道が天満橋筋と呼ばれていた。豊 臣

期に形成された寺町に近く、主 要な交通路に面し

た調査地における豊臣～徳川期の様相が明らかに

なることが期待された。

周辺調査 としては、DCO7 - 1次調査があげ

られる[大阪市教育委員会 ・ 大阪市文化財協会

2008]。この調査では中世および弥生時代中期前

～中葉の遺構が確認されている。弥生時代の遺構

は、 ここ以外に北方の同心町遺跡でも確認されて

おり、今 回の調査においても弥生時代の遺構が確

認されることが期待された。

発掘調査は平成27年7月6日に開始した。南北

12m1 東西12mの調査区を設定し、第0～2層を

重機により掘削し、第3層上面以下の遺構および

地層を人力により掘 り下げ、TP+0.l5mまで調査

を行った。 これらの作業と並行して実測図の作成

および写真撮影による記録作業を行い、 7月27日

に調査を完了し、28日に撤収した。

なお、基 準点はMageⅡal1社製ProMark 3により

測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づ

く座標北を基準とした。また、標高はT.P値(東京

湾平均海面値)を用い、本文および図中ではTP+ 図2 調査区位置図

Y-44,SIO Y-44,090

X-144 100

ー144120

1:600

20m
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○mと表記した。

2)調査の結果

1)層序(図3～ 5、図版1)

調査地における標高はTP+3.3～3.5mでほぼ平坦である。

第0層 現代の整地層で層厚は30～97cmである。

第1層 19世紀以降の整地層で、第1a層と第1b層に細分できる。第1a層は炭をわずかに含む暗灰

黄色(2.5Y 4/2)・黒褐色(2.5Y3/2)わずかにシルト質細粒砂、黒褐色(2.5Y3/2)細粒～極細粒砂質シ

ルトを主とし、層厚はIOOcmである。第1b層は黒褐色(2.5Y3/2)細粒～極細粒砂質シルト、灰黄褐色

(10YR4/2)わずかにシルト質中粒～細粒砂、黄 褐色(10YR5/6)わずかにシルト質中粒砂からなり、

層厚は最ラ(28cmである。

第2層 にぶい黄色(2.5Y6/4)・にぶい黄撥色(2.5Y6/4)粗粒～中粒砂からなり、層厚は最ラC27cm

である。19世紀の整地層とみられる。

第3層 暗褐色(10YR3/4)・黄褐色(2.5Y5/3)わずかにシルト質中粒～細粒砂、炭・細粒砂質シル

ト偽礫を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒～細粒砂、炭 ・細粒～極細粒砂質シルト偽礫を含

む暗灰黄色(2.5Y 4/2)細粒砂質シルト、暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)わずかにシルト質中粒砂を主とし、

層厚は最大16cmである。19世紀の整地層とみられる。

第4層 にぶい黄褐色(10YR5/4)・にぶい黄色(2.5Y6/4)中粒砂を主とし、層厚は最大45cmである。

19世紀の整地層とみられる。

第5層 炭・細粒砂質シルト偽礫を含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)中粒～細粒砂質シルト、オリー

ブ褐色(2.5Y 4/3)中粒砂、暗灰黄色(2.5Y 4/2)

シルト質中粒～細粒砂、炭・焼土をわずかに

エ。ヤ。.。」 含むにぶい黄褐色(10YR5/3・4/3)・暗褐色

(10YR3/3)細粒～極細粒砂質シルトからなり、

層厚は最大30cmである。19世紀初頭～前葉の

=:;                    整地層で、調査区南端部にのみ分布した。

2゙゙00  第6層 炭・ 焼土をわずかに含む暗褐色

第翔                    (10YR3/2・3/3)中粒～細粒砂質シルト、炭 を

含む灰黄褐色(10YR4/2)細粒～極細粒砂質シ

第0層

第1a層

第1b層 lへ) 一
/ .,1 -=
1ねダIll -二二

-冨T扁「一、、 第4層 \5♂52/I
第6層

第7層} i 一牟弊一
KKqil

第9層 )

第10層 ( 1」
第t1a' C

十1,○m
ルト、炭 ・シルト質粗粒～中粒砂偽礫を含む暗

SE202

SD215

11b層

第12層

図3 地層と遺構の関係図

灰黄色(2.5Y 4/2)細粒～極細粒砂質シルトから

なり、 層厚は最大28cmである。18世紀後葉の

整地層である。

0̂.Om  第7層 炭をわずかに含む暗オリーブ褐色

(2.5Y3/3)中粒～細粒砂質シルトからなり、層
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SK229 SK230                       第0層   SK225
8 - '     SP231                                       SK221SK224

-ム ー        SK223  SK226     ～                                                                                              TP+3.0m

===  第8層

+1.Om

SK213     第12層                                             SK249

SK221

1:炭をわずかに含む黒褐色(10YR3/2)細粒砂～細粒砂質シルト
SK222

2:炭をわずかに含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)わずかにシルト質中粒～細粒砂
3:黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルト

4:暗灰黄色(2.5Y 4/2)わずかにシルト質細粒砂

5:灰オリーブ色(5Y5/2)わずかにシルト質細粒砂
SK223

6:炭・漆喰・極細粒砂質シルト偽礫を含む暗褐色(10YR3/4)シルト質中粒砂
SK224

7:炭をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質粗粒～中粒砂

8:細粒砂質シルト偽礫を含む暗灰黄色(2.5Y3/2)中粒砂質シルト

9:粗粒～中粒砂偽礫を含む黄褐色(2.5Y5/3)わずかにシルト質中粒砂

10:極細粒砂質シルト・細粒砂質シルト偽礫・細礫を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒～細粒砂質シルト
SK225

11:炭を含む黒褐色(2.5Y3/2)わずかにシルト質粗粒～中粒砂
SK226

12:炭を含むにぶい黄橙色(10YR6/4)極細粒砂質シルト偽礫
SP227

13:炭をわずかに含む黒褐色(10YR3/2)中粒～細粒砂質シルト
第1a層

14:炭をわずかに含む黒褐色(2.5Y3/2)わずかにシルト質細粒砂

15:黄灰色(2.5Y 4/1)中粒砂質シルト
SX252

16:炭をわずかに含む暗褐色(10YR3/3)わずかにシルト質中粒～細粒砂
SP228

17:第4層偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y4/4)わずかにシルト質中粒砂

SKO2

18:極細粒砂質シルト偽礫を含む暗褐色(5YR3/4)シルト質中粒砂

19:極細粒砂質シルト偽礫を多量に含むにぶい黄橙色(10YR6/4)細粒～極細粒砂質シルト

20:極細粒砂質シルト偽礫を含むにぶい黄橙色(10YR4/3)細粒～極細粒砂質シルト
21:オリーブ褐色(2.5Y4/4)中粒砂

22:極細粒砂質シルト偽礫を含む褐色(10YR4/4)細粒～極細粒砂質シルト
23:黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂
SK229

24:炭・漆喰を含むオリーブ褐色(2.5Y4/3)わずかにシルト質中粒～細粒砂
SK230

25:炭・漆喰を含む褐色(10YR4/4)わずかにシルト質中粒～細粒砂
SP231

26:漆喰を含む暗褐色(10YR3/3)わずかにシルト質中粒砂
SK232

27:オリーブ褐色(2.5Y4/4)わずかにシルト質中粒砂
第2層

28:にぶい黄色(2.5Y6/4)・にぶい黄橙色(10YR6/4)粗粒～中粒砂
第3層

29:暗褐色(10YR3/4)わずかにシルト質中粒～細粒砂

30:黒褐色(2.5Y5/3)わずかにシルト質中粒～細粒砂

31:炭・細粒砂質シルト偽礫を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒～細粒砂、

炭・細粒～極細粒砂質シルト偽礫を含む暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂質シルト

第4層

32:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒砂
SK

33:炭・シルト質細粒砂偽礫を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒～極細粒砂質シルト

図 4 南壁 地層 断 面 図



SK233

34:10～20cm大の礫・漆喰を含む黒褐色(2.5Y3/2)中粒～細粒砂質シルト
SK234

35:粗粒～中粒砂・中粒～極細粒砂質シルト偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y4/4)細粒～極細粒砂質シルト
第5層

36:炭・細粒砂質シルト偽礫を含む賠オリーブ褐包(2.5Y3/3)中粒～細粒砂質シルト
37:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)中粒砂
38:暗灰黄色(25Y4/2)シルト質中粒～細粒砂

39:炭・焼土をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒～極細粒砂質シルト
SK235

40:にぶい黄色(2.5Y6/4)中粒砂
SK236

41:炭・焼土を含む褐色(10YR4/4)細粒～極細粒砂質シルト
SK237

42:炭を含む暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒～極細粒砂質シルト
第6層

43:炭・焼土をわずかに含む暗褐色(10YR3/2)中粒～細粒砂質シルト
44:炭を含む灰黄褐色(10YR4/2)細粒～極細粒砂質シルト

45:炭・シルト質オ11.粒～中粒砂偽礫を含むロ1'1"灰fII色(2.5Y4/2)細粒～極細粒砂質シルト
SK238

46:炭をわずか1こ含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質細粒砂
SK92

47:焼土を多量に含む暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シルト
SK239

48:炭・シルト偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y4/3)細粒砂質シルト
第7層

49:炭をわずかに會む町コオリーブ褐色(2 5Y3/3)中粒～細粒砂質シルト
第8層

50:にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～細粒砂質シルト

51:炭・細粒砂質シルト偽礫を含む暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒～極細粒砂質シルト
SP240

52:にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～細粒砂質シルト
SK241

53:暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒～細粒砂質シルト
54 : ;14褐色(2.5Y5/3)中粒砂質シルト

55:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂

56:暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒砂質シルト
SK242

57:黄褐色(25Y5/3)粗粒～中粒砂質シルト
SK243

58:中礫を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂
59:オリーブ褐色(2.5Y4/4)中粒～細粒砂質シルト

SE14

60:細礫・細粒砂質シルト偽礫を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒砂(井桁抜取り穴)

61:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質粗粒～中粒砂 (井桁抜取り穴)

62:細礫・シルト質中粒砂偽礫を含むにぶい黄色(2.5Y6/3)中粒砂 (井桁抜取り穴)

63:細礫を含む黄褐色(2.5Y5/3)シルト質極粗粒～粗粒砂 (井桁抜取り穴)
64:細礫を會む11ゞ灰色(2.5Y5/1) tau粗粒～利粒砂 (井戸側抜取り穴)

65;中粒砂偽礫を含む灰黄色(2.5Y6/2)シルト質粗粒～中粒砂 (掘形埋土)SK244
66:炭・瓦を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒～細粒砂質シルト
SK245

67:炭をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒～細粒砂質シルト

68:第10層偽礫を含む黄灰色(2.5Y4/1)シルト質中粒砂(力H工時形成層)
SK246

69:炭をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒～細粒砂質シルト

70:炭をわずかに會む莢褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂
71:炭をわずかに含む黄灰色(2.5Y 4/1)中粒～細粒砂質シルト
SK247

72:にぶい黄褐色(10YR4/3)わずかにシルト質粗粒砂
73:暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒砂質シルト
SX248

74:細礫をわずかに含む黄褐色(2.5Y5/4)中粒～細粒砂質シルト
75:黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂質シルト
SK249

76:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒砂

第9層

77:細礫をわずかに含む褐色(10YR4/4)中粒～細粒砂質シルト

78:褐色(10YR4/4)シルト質中粒砂
第10 1I:停

79:褐色(2.5Y4/4)中粒砂
第11a"層

80:黒褐色(10YR3/2)細粒～極細粒砂
第11a層

81:細礫を含む暗褐色(10YR3/3)わずかにシルト質粗粒～中粒砂

第11b層

82:細礫を含む黒褐色(2.5Y3/2)粗粒～中粒砂
第12111ク

83:細礫をわずかに含む黄褐色(2.5Y5/3)極粗粒～粗粒砂



第0層

SK250

1 :黒褐色(2.5Y3/2)シルト質粗粒～中粒砂
SK251

2:暗灰黄色(25Y4/2)中粒～細粒砂質シルト
SK

3:暗オリーブ褐色(2 5Y3/3)わずかにシルト質中粒～細粒砂
第1a層

4:炭をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y4/2)・黒褐色(2.5Y3/2)

わずかにシルト質細粒砂

5.炭をわずかに含む黒褐色(2.5Y3/2)細粒～極細粒砂質シルト

6:炭をわずかに含む暗褐色(10YR3/4)わずかにシルト質細粒砂

7:にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒砂

8:炭・貝を含む黒褐色(2.5Y3/2)細粒～極細粒砂質シルト
SK37

9:極細粒砂質シルト偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y4/3)

シルト質中粒～細粒砂

10:にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質細粒～極細粒砂偽礫を多量に含む

褐色(75YR4/3)細粒～極細粒砂質シルト
SX252

11:炭をわずかに含む暗褐色(10YR3/3)わずかにシルト質中粒～細粒砂
SK253

12:炭を含む暗褐色(10YR3/3)シルト質中粒～細粒砂

13:14の偽礫を含む黄褐色(2 5Y5/4)中粒砂[加工時形成層1
SKO5

14:黄褐色(2.5Y5/6)わずかにシルト質粗粒～中粒砂

第1b層

15:黒褐色(2.5Y3/2)細粒～極細粒砂質シルト

16:灰黄褐色(10YR4/2)わずかにシルト質中粒～細粒砂

17:黄褐色(10YR5/6)わずかにシルト質中粒砂

第2層

18:にぶい黄橙色(10YR6/4)粗粒～中粒砂
SK16

19:黒褐色(10YR3/2)シルト質中粒砂

第3層

20:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)わずかにシルト質中粒砂

・黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂

21:灰黄色(2.5Y7/2)シルト質細粒砂

22;暗褐色(10YR3/4)わずかにシルト質中粒～細粒砂
SD52

23:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)わずかにシルト質中粒砂
第4層

24:にぶい黄色(2.5Y6/4)中粒砂
25:粗粒～中粒砂質シルト偽礫を含む

にぶい黄橙色(10YR6/4)粗粒～中粒砂
第5層

26:炭・細粒砂質シルト偽礫を含む

暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)中粒～細粒砂質シルト

27:オリーブ褐色(2.5Y4/3)中粒砂

28:細礫をわずかに含む暗褐色(10YR3/3)粗粒～中粒砂質シルト

29:炭をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR5/3)・暗褐色(10YR3/3)

細粒～極細粒砂質シルト
SP254

30:黒褐色(2.5Y3/2)粗粒～中粒砂質シルト
第6層

31:炭・焼土をわずかに含む暗褐色(10YR3/3)中粒～細粒砂質シルト
SK256

32:瓦・礫・炭を含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒～極細粒砂質シルト
SK238

33:炭をわずかに含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質細粒砂

TP+3.0m

十2.0m

第7層

34:炭をわずかに含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)中粒～細粒砂質シルト
SP255

35:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)中粒～細粒砂質シルト
第8層

36:にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～細粒砂質シルト
第9層

37:細礫をわずかに含む褐色(10YR4/4)中粒～細粒砂質シルト

38:褐色(10YR4/4)シルト質中粒砂

39:細礫をわずかに含むオリーブ褐色(2.5Y4/4)中粒～細粒砂質シルト

40:黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂質シルト
SK205

41:褐色(10YR4/4)中粒砂
第10層

42:褐色(2.5Y 4/4)中粒砂
第11a'層

43:黒褐色(10YR3/2)細粒～極細粒砂質シルト
第11a層

44:細礫を含む暗褐色(10YR3/3)わずかにシルト質粗粒～中粒砂

45:黒褐色(2.5Y3/2)粗粒～極細粒砂質シルト
SP257

46:細礫をわずかに含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂
SD215

47:黒色(2.5Y2/1)シルト

48:黒色(2.5Y2/1)わずかに粗粒砂質シルト

49:第12層偽礫を含む黒色(2.5Y2/1)シルト[加工時形成層1
第11b層

50:細礫を含む黒褐色(2.5Y3/2)粗粒～中粒砂
第12層

51:細礫を含む黄褐色(2.5Y5/3)極粗粒～粗粒砂・粗粒砂
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厚は最大39cmである。18世紀前葉の整地層である。

第8層 にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～細粒砂質シルト、炭 ・細粒砂質シルト偽礫を含む暗灰黄色

(2.5Y 4/2)細粒～極細粒砂質シルトからなり、層厚は最ラ(24cmである。17世紀後葉～18世紀初頭の整

地層である。

第9層 細礫をわずかに含む褐色(10YR4/4)・オリーブ褐色(2.5Y4/4)中粒～細粒砂質シルト、褐

色(10YR4/4)シルト質中粒砂、黄 褐色(2.5Y5/3)中粒砂質シルトからなり、層厚は最大43cmである。

徳川初期の整地層とみられる。

第10層 褐色(2.5Y4/4)中粒砂からなる河成層である。5世紀以降に堆積したものであるが詳細な

時期は不明である。

第11層 弥生時代～古墳時代の古土壌で第11a層と第11b層に細分できる。第11a層・第11b層の上

面はいずれも後述するSD215を境に南側がやや低い。第1 1a層は細礫を含む暗褐色(10YR3/3)わず

かにシルト質粗粒～中粒砂、黒褐色(2.5Y3/2)粗粒～極細粒砂質シルトからなり、 この上部に第11a'

層としたやや泥質な黒褐色(10YR3/2)細粒～極細粒砂質シルトが堆積する。層厚は、第11a゙層は最

大7 cm,第11a層は最大34cmである。第11b層の古土壌が形成された後にこれを覆う河成層が堆積し、

土壌生成された地層である。第11b層は第12層上部に形成された古土壌である。細 礫を含む黒褐色

(2.5Y3/2)粗粒～中粒砂からなり、層厚は最大20cmである。第11a層は5世紀、第11b層は弥生時代

中期前半の地層である。

第12層 細礫を含む黄褐色(2.5Y5/3)極粗粒～粗粒砂・粗粒砂・粗粒砂主の粗粒～中粒砂からなる

河成層で、層厚は67cm以上である。本層以下には遺物を含まない。本層上部を一部掘り下げて平面精

査を行って流向を確認したところ、北西一南東方向の流向が確認できた。これまで推定されてきたと

おり、淀 川からの堆積作用により調査地周辺が陸地化したようすが確認できた。

ii )遺構と遺物

遺構検出は第3・4層上面と第5～12層の各上面で行った。

a.弥生～古墳時代の遺構と遺物

第12層上面遺構と遺物(図6～8、図版2上)

第12層上面でSP217、SK213・214・218、SD215を検出した。壁面の観察や埋土の特徴から本来

の層準はSD215は第11b層上面、SP217・SK214・218は第11b層中、SK213は第12層上面の遺構である。

SK213は東西0.98m以上、南北0.83m以上、深 さ0.22mの土壇である。

遺物は弥生土器3～ 6が出土した。3は広口壺の頚部で櫛描直線文を施す。 4は壺の底部である。

5は亮で、体 部外面は縦方向のハケ調整を施す。6は鉢で、口縁部下から体部上半に櫛描直線文を巡

らせ、体 部外面にはミガキを施す。これらの土器は畿内第Ⅱ様式に位置づけられる。

SP217は東西0.42m,南北0.22m以上、深さ0.l6mの円形の土壇で、埋土は炭を含む黒褐色(2.5Y3/2)

シルト質極粗粒～粗粒砂である。遺物は出土していないが、第11b層の年代から弥生時代中期前半の

遺構である。

SK214は北西一南東0.48m,北東一南西0.30m,深さ0.05mの浅い土壇で、埋 土はわずかにシルト
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図6 第12層上面遺構平面図

質粗粒～中粒砂である。

SK218は東西1.60m,南北1.42m以上、深さ0.30mの円形の土塘である。SD215と重複しており、

これよりも古い遺構である。広口壺の口縁部1が出土している。口縁端部は上下にやや拡張し、端面

に櫛描波状文を施す。畿内第Ⅱ様式に属する。

SD215は最大幅3.l0m,深さ0.81mの東西方向の溝である。シルトで埋没していることから、水流

は弱く徐々に埋没したものとみられる。中央部には土堤状の部分が認められ、溝の底が一定程度埋没

した後に第11b層を削り土堤状に盛土されたものと推定され、土橋の可能性がある。

遺物は広口壺2のほか、頚部下端に押捺突帯をめぐらす壺が出土していることから畿内第Ⅲ様式の
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N
SD215土堤状部分

TP+0.9m

0.4m

1:シルト質極粗粒～粗粒砂偽礫・細礫を含む

黒褐色(2.5Y3/2)極粗粒～粗粒砂 (土堤)

2:黒色(2.5Y2/1)わずかに粗粒砂質シルト (機能時堆積層)

3:暗仄黄色(2.5Y5/2)粗粒砂 (加工時形成層)

4:黒褐色(2.5Y3/1)シルト (加工時形成層)

5:細礫を含む黒褐色(2.5Y3/2)極粗粒～粗粒砂 (別遺構?)

6:灰黄色(2.5Y6/2)・褐色(7.5YR4/4)細礫～粗粒砂 (第12層)

※1の上には西壁地層断面図47の黒色シルト層が堆積していた

図7 12層上面遺構断面図

SK218

TP+1.Om

:黒褐色(10YR3/1)粗粒砂

:細礫を含む灰黄褐色(10YR4/2)極粗粒～粗粒砂

:シルト偽礫を含む黄灰色(2.5Y 4/1)極粗粒～粗粒砂

2m

111

20cm

〆
へ
い
 
115

図 8 第12層上 面遺 構 出土 遺 物 実 測 図

SK213(3～ 6)、SD215(2)、SK218(1)

遺構とみられる。

第11a層上面(図版2中)

第11a層上面では遺構は確認されなかったが、下位のSD215の上部が東西方向の窪みとして残って

いた。また、第10層を埋土とする巣穴とみられる生痕が認められた。

b.豊臣～徳川期の遺構と遺物

第10層上面の遺構と遺物(図9～Ⅰ1、図版2下)

第10層上面でSP189・194・198・199・206・208・209・211・212、SK190・193・200・201・

205・207、SE202を検出した。

SP189は直径0.31m,深さ0.30mで、柱 痕跡は確認できなかったが柱穴の可能性がある。

SP208は直径0.13 ～0.l5m,深さ0.22mで、杭穴の可能性がある。

SP211は直径0.25m1 深さ0.25mで、柱穴の可能性がある。SK205で壊されており、 これよりも古

い遺構である。
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Y-44,105\ Y-44,1 00\

SK207  SP209   SP206

SP208

SK201 SP212

SE202

SK190SP198

SP194◎

SP199

SK200
SP189

X-144,11C)

X-144,1 20

5m

1:80

図9 第10層上面平面図

SP194 - 198 - 199 - 206 - 209 - 212は小穴である。SP194は直径0.l7m,深さ0.08m, SP198は東

西0.29m,南北0.42m,深さ0.l2m, SP199は直径0.20m,深さ0.09m, SP206は直径0.l9m,深さ0.l3m,

SP209は直径0.lOm,深さ0.06m, SP212は直径0.25m,深さ0.l7mである。

SK190は東西0.76m,南北0.80m,深さ0.l3mの長円形の土塘である。

SK193は東西0.47m,南北0.32m,深さ0.53mの遺構である。比較的規模が大きいことから土城と

したが、深 さから柱穴の可能性もある。

SK200は東西0.43m,南北0.36m,深さ0.29mの土塘である。

SK201は東西0.86m,南北0.88mの円形の土塘で、深さは0.27mである。SE202が埋められた後に
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SK190

1:炭をわずかに含む

暗褐色(10YR3/3)シルト質中粒砂

SK201

1:暗灰黄色(2.5Y4/2)
2:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)

SE202

TP+lOm

0.5m

1 :黒褐色(10YR2/2)細粒砂質シルト偽礫を含む

暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂

2:黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂

3:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒砂

4:黄褐色(10YR5/6)中粒砂

SK205
N

TP+1.Om

1:褐色(10YR4/4)中粒砂

1m

1 : 20 (SK190・201)

0           1           2m

1 : 40 (SE202・SK205)

図10 第10層上 面 遺構 断 面 図

するものであろう。

これらの遺構のうちSE202を除いて時期判定が可

能な遺物が出土しておらず、詳細な時期は不明であ

るが、第1↓a層よりも新 しく、豊 臣期よりも古い時期

の遺物が希薄であり、SE202と近い時期の遺構であ

る可能性がある。

第9層上面の遣構と遺物(図11～14、図版3上)

第9層 上 面 で SP112・116・118・120・123～

126・131・134・145～147・151・155・156・160・

165・168・169・174・180・181・184・188・2201

SK110・111・113・115・117・119・121・127～

129・132・133・135～137・139・142～144・148～

150・152～154・157～159・161～164・166・167・

170～173・175～179・182・183・185～187・203・

204、SE114を検出した。

SP120は直径0.26～030m,深さ0.33mの遺構で、柱抜き取 り穴の可能性がある。

SP145 - 151 - 155 - 174 - 184は杭穴の可能性がある。SP145は直径0.l5m, 深さ0.38m, SP151

は直径0.l2m,深さ0.l7m, SP155は直径0.18～0.20m,深さ0.25m, SP174は直径0.lOm, SP184

は直径0.l6m,深さ0.32mである。

SP'l12・116・118・123～126・131・134・146・147・156・160・165・168・169・180・181・

188 - 220は小穴である。SP112は直径0.18-0.l9m, 深さ0.07m, SP116は直径0.25 ～0.26m, 深

さ0.09m, SP118は直径0.27～0.30m,深さ0.l9m, SP123は東西0.26m,南北0.35m,深さO.llm,

SP124は直径0.22 ～0.24m, 深さ0.l2m, SP125は直径0.28m, 深さ0.l3m, SP126は直径0.28m,
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10cm

図11 出土遺物実測図

SE202( 7・8)、SK128( 9～12)、SK91(13～22)、SK95(23)
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深さ0.05mである。SP131は直径0.21～0.26m, SP134は直径0.25 ～0.28m, 深さ0.09m, SP146

は直径0.38m, 深さ0.03m, SP147は直径0.l8m, 深さ0.08m, SP156は直径0.l2m, 深さO.lOm,

SP160は直径0.36m,深さ0.07m, SP165は直径0.30～031m,深 さ0.05m, SP168は直径0.20 ～0.28m,

深さ0.07m, SP169は東西0.27m,南北0.20rn,深さ0.l6m, SP180は直径0.33m, SP181は直径0.20

～0.24m1 SP188は直径0.38m,深さO.llm,SP220は直径0.20 ～0.24m1 深さ0.21mである。

SK110は東西0.22m以上、南 北0.40m,深さO.lOmの土壊である。

SK1 11は東西0.54m,南北0.l7m以上、深 さ0.l5mの土壊である。

SK113は東西0.53m,南北0.41m,深さO.lOmの浅い土塘である。

SK115は東西0.64m,南北0.66m,深さ0.22mの円形の土壊である。

SK117は東西0.54m,南北0.59m,深さ0.l6mの土塘である。

SK119は東西0.60m,南北0.65m,深さ0.08mの浅い土塘である。

SK121は東西0.43m,南北0.49m,深さ0.37mの円形の土壊である。

SK127は東西0.30m,南北0.37m,深さ0.l3mの土壇である。

SK128は東西0.49m,南北1.30m,深さ0.28mの長円形の土塘である。

遺物は9～12が出土した。9・10は肥前磁器である。9は染付碗で、一 重網目文 を施す。10は色絵

素地とみ られる白磁皿で、型 押しで宝尽文を施す。11は銅緑釉を施す肥前陶器の鉢である。12は小型

の土師器壺で通称「つぼつぼ」である。以 上は17世紀後半に属する。SK129と重複 しており、これより

新しい遺構であることから17世紀後葉の遺構とみ られる。

SK129は北西一南東0.72m, 北東一南西0.35m, 深さO.lOmの浅い土壊である。出土遺物から17世

紀後葉の遺構とみられる。

SK132は東西0.30m以上、南 北0.24m,深さ0.09mの浅い土塘である。

SK133は東西0.52m,南北0.26m,深さ0.l3mの土壇である。

SK135は東西0.83m,南北0.47m,深さ0.l3mの土塘である。

SK136は東西0.34m,南北0.43m,深さ0.04mの浅い土壇である。SK137と重複しており、 これ よ

りも新 しい遺構である。

SK137は直径0.51mの円形の土壊で、深 さは0.05mである。

SK139は東西0.82m,南北0.50m,深さ0.08mの浅い土壇である。出土遺物から17世紀後葉の遺構

とみられる。

SK142は東西0.52m以上、南 北0.46m以上、深 さ0.l2mの土壊である。SK167と重複しており、 こ

れよりも新 しい。

SK143は直径0.45～0.47m, 深さ0.l4mの円形の浅い土塘である。SK144と重複 しており、 これ よ

りも新 しい遺構である。

SK144は東西0.98m以上、南 北0.54m,深さ0.05mの浅い土塘である。

SK148は東西0.60m以上、南 北0.l7m以上、深さ0.l3mの土壇である。

SK149は東西0.70m以上、南 北0.62m以上、深 さO.lOmの土塘である。
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図12 第9層上面平面図

SK150は北西一南東0.47m,北東一南西0.70m以上、深 さ0.06mの浅い土壇である。

SK152は東西0.26m,南北0.65m以上、深 さ0.06mの浅い土塘である。

SK153は北西一南東0.69m,北東一南西0.43mの長円形の土壊で、深 さは0.l3mである。

には10～20cm程度の礫が出土した。SK154と重複しており、これよりも新しい遺構である。

土塘の底

出土遺物

から17世紀代の遺構とみられる。

SK154は東西1.OOm以上、南北0.96mの円形の土壇で、深 さは0.20mである。

SK157は北西一南東0.3m程度、北東一南西0.lm程度の土塘で、深さは0.22mである。出土遺物か

ら17世紀前半の遺構とみられる。
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SKIIO
N

TP+L5m

1:瓦 を含むにぶい

黄褐色(10YR4/3)

中粒～極細粒砂質シルト

N
SE114

SK111

TP+L5m

SK113
N

丈=フ TP+l5m

1 :細礫をわずかに含む

暗仄黄色(2.5Y 4/2)

細粒～極細粒砂質シルト

1:炭をわずかに含む

褐色(10YR4/4)

細粒～極細粒砂質シルト

1:中粒砂～細礫・極細粒砂質シルト偽礫を含む

オリーブ褐色(2.5Y 4/4)シルト質中粒砂 (井戸枠・井桁抜取り穴)

2:シルト・細粒砂質シルト偽礫・細礫を含む

黄褐色(2.5Y5/3)シルト質粗粒～中粒砂 (井戸枠・井桁抜取り穴)

3:暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒砂質シルト (掘形埋土)

4:中粒砂偽礫・少量の細礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)

・にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質中粒砂(掘形埋土)

5:中粒砂偽礫を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～極細粒砂質シルト(掘形埋土)

6:にぶい黄褐色(10YR5/3)細礫～粗粒砂 (第12層)

SK115
N

くゝミゴフ▽Σ二ニニ;ニゴ7 TP+L4m
1:炭 をわずかに含む

オリーブ褐色(2.5Y 4/3)

細粒～極細粒砂質シルト

SP116

1 :炭をわずかに含む

暗灰黄色(2.5Y4/2)

中粒～極細粒砂質シルト

SK117

1 :炭をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y 4/2)

細粒～極細粒砂質シルト

2:中粒～極細粒砂質シルト(第8層)

偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)

細粒～極細粒砂質シルト

1:炭をわずかに含む

にぶい黄褐色(10YR4/4)

細粒～極細粒砂質シルト

SK119 SP120

TP+l.5m

1 :にぶい黄褐色(10YR4/3)

細粒～極細粒砂質シルト(柱抜取り穴 ?)

2:オリーブ褐色(2.5Y 4/4)

細粒～極細粒砂質シルト

SK127
E

;ゝⅡニニS=ゴ/ TP+1.5m
1:麦をわずかに會むBi"1灰1]1位(2.5Y5/2)

中粒～極細粒砂質シルト

SK128

TP+L5m

1:炭を含む灰莢褐位(10YR4/2)

細粒～極細粒砂質シルト

SK129 SK133 SK135

NE SW N

＿ ＿ TP且 5m 【又+15m てI▽TP+l5m

1:炭をわずかに含む暗褐色(10YR3/3)

細粒～極細粒砂質シルト

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)

中粒～極細粒砂質シルト

1:シルト偽礫・少量の炭を含む

暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒～極細粒砂質シルト

1m

1 : 20 (SK110・111・113・

117・119・127～129・

133・135、SP116・

118・120)

1           2m

1 : 40 (SE114・SK115)

図13 第9層上面遺構断而図(1)
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SK164 SK170 SK171
S

TP+1.5m TP+1.2m

第9層偽礫・少量の炭を含む
オリーブ褐色(2.5Y4/3)
シルト質中粒砂

1:灰オリーブ色(5Y 4/2)中粒砂質シルト
2:第11層偽礫を含む黒褐色(10YR3/2)
中粒砂質シルト(加工時形成層)

:黒褐色(10YR3/2)細粒～極細粒砂質シルト偽礫・
細粒砂質シルト偽礫を含む灰黄褐色(10YR4/2)
中粒～細粒砂質シルト

黒褐色(10YR3/2)細粒～極細粒砂質シルト偽礫を含む
にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒砂
褐灰色(10YR4/1)極細粒砂質シルト
:灰黄褐色(10YR4/2)中粒～細粒砂質シルト
にぷい黄褐色(10YR5/3)中粒砂質シルト

N SKi76
SK175 SK163

S

TP+1.5m I :オリーブ褐色(2.5Y 4/3)中粒～細粒砂質シルト(SK176)
2:中礫を含むオリーブ褐色(25Y4/4)粗粒～中粒砂 (SK176)
3:黄褐色(2.5Y5/4)粗粒～中粒砂質シルト偽礫を含む
にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒砂質シルト (SK176)

4:黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルト偽礫を含む
・00  黒褐色(10YR3/2)シルト質中粒砂 (SK175)
5:にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒砂質シルト (SK175)
6:暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質中粒砂 (SK175)
7:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質中粒砂・
中粒砂質シルト偽礫を含む
にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒砂 (SK163)

SK179
E1

SK178 ノ
・TP+1.8m

1 :シルト質細粒砂偽礫を含む黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂質シルト
2:炭・細粒砂質シルト偽礫を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒～細粒砂質シルト
3:細粒砂質シルト偽礫を多量に含む黄褐色(2.5Y5/3)中粒～細粒砂質シルト
4:炭を含む黒褐色(2.5Y3/2)細粒砂質シルト
5:細粒砂質シルト偽礫を含む暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質中粒砂
6:炭・細粒砂質シルト偽礫を含む黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒～細粒砂
7:細粒砂質シルト偽礫を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒～極細粒砂質シルト
8:にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～細粒砂質シノレト
9:細粒砂質シルト・中礫を含む黄褐色(2.5Y5/4)シルト質中粒砂
10:暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒～細粒砂質シルト

SK178

TP+l8m

\'  一 .9

- 10- ・  ・
.丁1- ・ - 二

1   ゚  ・   16

15     17
1     19

11:黄褐色(2.5Y5/4)シルト質中粒～細粒砂
12:炭を含む暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒～細粒砂質シルト
13:黒色(2.5Y2/1)炭
14:暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒砂質シルト
15:黒色(2.5Y2/1)炭
16:黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂質シルト
17:炭を多量に含む黒褐色(2.5Y3/2)中粒砂質シルト
I8:黒色(2.5Y2/1)炭
19:炭を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒砂質シルト
20:中粒砂偽礫・炭を含む

黄灰色(2.5Y4/1)中粒～細粒砂質シルト

SK182

TP+l.5m

1 :暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質中粒砂
2:細粒砂質シルト偽礫を含む
暗灰黄色(2.5Y6/3)中粒砂

3:中粒～細粒砂質シルト偽礫を含む
オリーブ褐色(2.5Y5/3)中粒砂

4:第11層偽礫を含む黒褐色(10YR3/2)
シルト質細粒砂 (加工時形成層)

SK203
S       N

TP+l2m

.0m

1:オリーブ褐色(2.5Y4/3)
中粒～細粒砂質シルト

SK204

TP+L2m

オリーブ褐色(2.5Y4/3
中粒～細粒砂質シルト

1m

2m

1 : 40 (SK171・163・175・

176・178・179・182)

図14 第9層上面遺構断面図(2)
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SK158は東西0.82m,南北0.58m,深さ0.08mの浅い土壊である。

SK159は東西0.36m,南北0.1 5m以上、深 さ0.l5mの土壇である。

SK161は東西0.34m以上、南北1.37m以上の土塘である。

SK162は東西0.44m,南北0.27m,深さO.lOmの浅い土塘である。

SK163は東西1.l5m1 南北0.80m以上、深 さ0.42mの土塘である。SK175と重複しており、 これよ

りも古い遺構である。

SK164・172・203・204は類似する長円形の土塘で、東 西方向にほぼ等間隔に並ぶ。SK164は東西

0.82m,南北0.28m,深さ0.44mで、埋土には偽礫を含み人為的に埋められている。SK172は東西0.70m,

南北0.25m,深 さ0.41m, SK203は東西0.59m1 南北0.l8mで、深さは西側が深く0.58m,東側は0.42m

である。SK204は東西0.54rn,南北0.25mで、深さはSK203と同様に西側が深く0.60m,東側は0.41m

である。いずれも一定の深さがあることや、東西方向に一定の間隔で並ぶこと、SK203・204は西半

が深いことから、柱 穴の可能性がある。

SK166は東西0.96m以上、南北0.30m以上、深 さ0.37mの土塘である。

SK167東西0.75m以上、南北0.l8m以上、深 さO.lOm以上の土塘である。

SK170は直径0.92～0.97rn,深さ0.89mの円形の土壊である。SK182と重複しており、これよりも

新しい遺構である。

SK171は東西1.lOm以上、南北2.33m以上、深さ0.64mの土塘である。出土遺物から17世紀中葉の

遺構とみられる。

SK173は東西1.OOm以上、南北0.63m,深さ0.09mの土城である。

SK175は東西3.56m, 南北1.l7mの土壇で、深さは0.59mである。SK163-176と重複しており、

SK163より新 しくSK176より古い遺構である。これら3つの土塘の埋土にはいずれも偽礫が含まれて

おり、いずれも人為的に埋め戻されている。

SK176は東西1.67m,南北1.42mの円形の土壇で、深 さは0.43mである。

SK1 77は東西0.45m,南北0.62m,深さ0.06mの浅い土塘である。

SK178は東西0.46m以上、南北0.76m以上、深 さ0.78mの土壊である。

SK179は東西2.40m以上、南北0.41m1 深さ0.64mの土塘である。埋土はSK178と類似する。

SK182は東西0.88m以上、南北0.94m,深さ0.72mの円形の土塘である。埋 土には偽礫を含み、埋

め戻されているようすが確認できる。

SK183は東西0.92m,  南北0.85m,  深さ0.53mの土壇である。SK185 - 186と重複 しており、

SK185より新 しく、SK186より古い遺構である。

SK185は東西1.32m以上、南北0.98m以上、深 さ0.52mの土壇である。SK176-183と重複しており、

これらの土壇より古い遺構である。

SK186は東西1.OOm,南北1.l5m以上、深 さ0.l6mの土塘である。

SK187は東西0.60m以上、南北0.76m,深さO.lOmの浅い土壇である。

SE114は東西3.34m1 南北1.40m以上、深さl.21m以上の円形の井戸である。遺構断面の観察から
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X-144,110
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SK106

5m

1:80

図15 第8層上面平面図

井戸側および井桁が抜き取られたようすが確認できた。

以上の遺構のうち時期について記述のないものについては、時期判定が可能な遺物が出土しておら

ず詳細な年代は不明であるが、他 の遺構の時期からおおむね17世紀代の遺構とみられる。

第8層上面の遺構と遣物(図15・16、図版3中)

第8層上面でSP105・107、SK103・104・106・108・109・138・141を検出した。

SP105は直径0.36m,深さO.llmの小穴である。

SP107は直径0.l8m,深さ0.l8mで、杭 の抜き取 り穴の可能性がある。

SK103は東西0.66m,南北0.35m,深さO.llmの土塘である。出土遺物から17世紀末～18世紀初頭
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SP105SK103
N

TP+L7m 一Δ;=ヨヨ=;褒)二=ニニ;=モレrTP+l7m

SE NW

TP+l7m

1:瓦・礫を含む暗灰黄色(2.5Y4/2)

中粒～細粒砂質シルト

1:炭を含む暗仄黄色(2.5Y4/2)

中粒～細粒砂質シルト

1:炭をわずかに含む

灰黄褐色(10YR4/2)

中粒～細粒砂質シルト

SK106
NE

SK108
NW

SK109
SE

TP+l7m

1:漆喰・炭を含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)

中粒～細粒砂質シルト

1:炭をわずかに含む

暗灰黄色(2.5Y4/2)

細粒砂質シルト

P+L7m TP+1.7m

1:炭を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)

中粒～細粒砂質シルト

SK141

1 :炭・中粒砂質シルト偽礫を含む

暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒～極細粒砂質シルト (掘り直し?)

2:オリーブ褐色(2.5Y4/4)中粒～細粒砂質シルト

3:黒褐色(2.5Y3/2)中粒～細粒砂質シルト

4:暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒砂質シルト

1m

1 : 20 (SK103・104・106・

108・109、SP105)

1

1 : 40 (SK141)

2m

図16 第 8層 上 面 遺構 断 面 図

の遺構とみられる。

SK104は東西0.51m,南北0.98m,深さ0.I2mの土壇である。

SK106は東西0.61m,南北0.83m,深さ0.l4mの土塘である。

SK108は北西一南東0.52m,北東一南西0.42m,深さO.lOmの土塘である。

SK109は北西一南東0.48m, 北東一南西0.50m以上、深 さ0.l7mの土塘である。出土遺物から18世

紀前葉の遺構とみ られる。

SK138は東西0.68m,南北0.20mの土塘である。

SK141は東西1.74m以上、南 北1.56m, 深さ0.61mの土壇である。遺 物から17世紀末～18世紀初頭

の遺構とみられる。

以上の遺構は、お おむね17世紀後葉～18世紀前葉の遺構である。

第7層上面の遣構と遺物(図11・17・18、図 版 3下 )

第7層上面で石敷、 礎石a ～g, SP85 ・96 - 100、SK77 ～82 - 86 - 87 - 89 ～95 - 97 ～99 - 101 -

102を検 出した。これ らの遺構の多 くに炭や焼土が含まれており、第 7層が18世紀前葉の整地層とみ

られることから妙知焼けに伴うものと推定される。

石敷は調査区北端部の西端および東端で検出した遺構で、上 面が平な15～25cm大の花崗岩が敷き詰

められている。遺構の性格については不明である。

礎石a～dは35～46cm大の上面が平な石で、東 西方向に並んで検出されたことか ら礎石と推定され

る。これ らの礎石と組み合う礎 石が北側や南側に認められないことか ら、東 西方向の塀の基礎の可能

性が考えられる。
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Y-44,105\ Y-44,100\

SK95
SK101

SK89

SP96

礎石C

礎石。   礎石b

Q SK82

SK98

SK81

SK94

SK86

SK87

SK92

X-1 44,110

5m

1:80

図17 第7層上面平面図

このほか、構 築物としての組合い関係は不明であるが、礎 石e～gを検出した。

SP85は直径0.20m, 深さ0.08mの小穴、SP96は直径0.28 ～0.34m, 深さ0.l5mの小穴、SPIOOは

直径0.26 ～0.27m,深さ0.07mの小穴である。

SK77は東西0.55m,南北0.50m,深さ0.24mの円形の土壇である。

SK78は東西0.54m, 南北1.OOm, 深さ0.l6mの長円形の土壊である。SK79 - 80と重複 しており、

これらの遺構よりも新 しい。出土遺物からl8世紀中葉の遺構とみられる。

SK79は東西0.95m以上、南 北0.83m,深さO.llmの土壇である。

SK80は東西0.58m以上、南 北0.56m,深さ0.08mの土塘である。出土遺物から18世紀前葉の遺構と
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SK77 SK82

TP+2.0m

.8m

1:炭・焼土をわずかに含む

黒褐色(10YR3/2)細粒砂質シルト

1:炭・焼土を含む灰黄褐色(10YR4/2)

細粒砂質シルト

N
SK89

TP+2.0m

15m

:焼土を會むにぶいMNO (10YR4/3)わずかにシルト質細位砂

:多11{の瓦 を會 む Bf"i一灰 ヱ11色 (2.5Y5/2)極 利 粒 ～相 粒 砂

:炭 ・多 }1:の瓦 を 含 む灰 i1l褐 仏 (10YR4/2)細 粒 砂 質 シ ル ト

SK90
N

TP+2.0m

.5m

1 :極細粒砂質シルト偽礫・少11;の瓦を合む

にぶい工11褐色(10YR4/3)シルト質細粒砂

2:多:I:の瓦・少31:の炭を會む掲色(10YR4/4)細粒砂質シルト

3:炭をわずかに今むE17"1灰で11仏(2.5Y5/2)細粒～極細粒砂質シルト

SK91

NエPや2.い

.5m

:貝・炭・陶磁器・瓦を含む黒褐色(2.5Y3/2)細粒～極細粒砂質シルト

:炭をわずかに含む暗才リーブ褐色(2.5Y3/3)細粒～極細粒砂質シルト

:炭・焼土を含むにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒～極細粒砂質シルト

:瓦・礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)細粒～極細粒砂質シルト

:炭・焼土をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒～極細粒砂質シルト

:炭・焼土をわずかに含む黒褐色(2.5Y3/2)中粒～細粒砂質シルト

SK93

N S TP+2.0m

.5m

1 :にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質細粒砂

2:焼土・瓦を多量に含む褐色(10YR4/4)細粒砂質シルト

SK94
E

TP+2.0m

.5m

1:焼土・瓦を多量に含む褐色(10YR4/4)シルト質細粒砂

SK95
N
TP+2.0m

1 :炭・焼土をわずかに含む

にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～極細粒砂質シルト

SK101
SW TP+2.0m
l

.5m

:炭を會むl%"1灰71'1色(2.5Y4/2)細粒～極細粒砂質シルト

:細粒～極細粒砂質シルト偽礫を含む"i'i灰莢色(2.5Y4/2)極相粒～中粒砂

:昭オリーブ褐位(2.5Y3/3)中粒～細粒砂質シルト

:黒褐色(10YR3/2)シルト質羽1粒～中粒砂

:細礫をわずかに含むにぶいヱ11褐色(10YR4/3)極羽]粒～羽1粒砂

1 : 20 (SK77)

1:40(SK82・89～ 91・

93～95・101)

図18 第7層上面遺構断面図
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みられる。

SK81は北西一南東0.70m,北東一南西0.40m,深さ0.l8mの土壊である。焼 けた瓦・焼土を含む。

SK82は東西0.70m,南北0.56m,深さ0.22mの円形の土塘である。

SK86は東西0.32m,南北0.20m,深さ0.03mの浅い窪みである。

SK87は東西0.20m,南北0.37m,深さ0.05mの浅い土壇である。

SK89は東西0.68m以上、南北1.88m以上、深さ0.65mの土壇である。炭 ・焼土・多量の瓦を含み、

瓦を廃棄したごみ穴とみられる。SK91と重複しており、 これよりも古い遺構である。

SK90は東西0.76m以上、南 北1.l4m,深さ0.82mの土塘で、多量の瓦が廃棄されていた。出土遺物

から18世紀後葉の遺構とみられる。

SK91は東西2.00m以上、南北1.26m,深さ0.56mの土壇である。炭 ・焼土・陶磁器・貝を比較的多

く含んでいることからごみ穴とみられる。

遺物は13～22が出土している。13～16は肥前磁器の染付である。13～15は碗で、13は草花文、14

はコンニャク印判による桐文を施す。15は高台内に渦福銘が見られる。16は皿である。17は備前焼の

灯明受皿である。18は関西系陶器の半筒碗である。19は口縁部下端が外方へ突出する土師器焙烙であ

る。20～22は土人形で、家 ・人物・鳥を模る。以上はおおむね18世紀前～中葉に属し、15が最も新し

い様相を示す。このほかわずかに18世紀後葉の遺物を含むことから遺構の年代は18世紀後葉とみられ

る。

SK92は東西0.58m,南北0.20m以上、深 さ0.02mの浅い窪みで、焼 土を多量に含む。

SK93は東西1.06m,南北0.68m,深さ0.60mの土塘で、焼 けた瓦・焼土を多量に含むことから、火

災により生 じた不要な瓦を廃棄したごみ穴と考えられる。

SK94は東西1.38m,南北1.52mの土塘で、深 さは0.32mである。焼 けた瓦や焼土を多量に含む。出

土遺物から18世紀中～後葉の遺構とみられる。

SK95は東西2.00m,南北1.23m,深さ0.25mの土塘である。SKIOIと重複しており、これよりも新

しい遺構である。23は器形不明の関西系陶器で、底部内面にも施釉している。外面には白泥と鉄絵で

文様を施し、底 部外面に「乾」字を鉄絵で記すことから乾山焼とみられる。器 種は盃台であろう。18世

紀中葉の遺構とみられる。

SK97は東西0.78m,南北0.68m,深さ0.05mの浅い土壇である。

SK98は東西0.28m,南北0.50m,深さ0.06mの浅い土壇である。

SK99は北西一南東0.24m,北東一南西0.38m,深さ0.08mの土壇である。

SK101は東西1.75m以上、南 北1.47m以上、深 さ0.64mの土壇である。出土遺物から18世紀前葉の

遺構とみられる。

SK102は東西1.40m,南北0.54m,深さ0.l4mの土壊である。

これら第7層上面の遺構はおおむね18世紀前～後葉の遺構である。

第6層上面の遺構と遺物(図19～2L 図 版4上)

第6層上面で礎石h～j, SP46・48・53～61・66～69・73・76・258～266、SK47・49・62・63・
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X-1合4,120

[二]石      \

図19 第6層上面平面図
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5m

70～72・75、SD64・74・267を検出した。

礎石h・1は第7層上面で検出した礎石a～dとほぼ同位置で東西方向に並んでおり、南 北に建物と

して組合う礎石が認められないことから、同様に塀の基礎の可能性がある。

このほか調査区北端部で礎石jを検出した。

SP46・SP53～61・66～69・76は第4層の中粒砂を埋土とする。いずれも柱や杭の抜取り穴の可能

性がある。

なかでもSP54～60は一定の深さがあり、またSP60以外は底に直径0.lOm程度の柱痕跡が確認でき

たことから柱穴とみられ、規則的に配置されていることから建物遺構と推定される。SP54は直径0.22
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SK49

TP+2.0m

1 :瓦・礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)

中粒砂主の粗粒～中粒砂

2:瓦を含む黄褐色(2.5Y5/3)

シルト質中粒～細粒砂

SK63

1

SD64

N TP+2.3m

1 :オリーブ褐色(2.5Y 4/3)
シルト質細粒砂

2:炭をわずかに含む黄褐色(2.5Y 4/1)
細粒砂質シルト

SK62

2,Om

瓦

1 :炭を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)
シルト質細粒砂

2:黄褐色(2.5Y5/6)細粒砂

3:炭をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y 4/2)
シルト質細粒砂

SD74

SW                   NET。十,.3.      N

1:暗灰黄色(25Y 4/2)細粒砂質シルト

\之冫 、JP+2.2m
2,Om

1:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質中粒砂

0                      1m

1 : 20 (SK62・63、SD64・74)

0           1           2m

i : 40 (SK49)

図20 第6層上面遺構断面図

～0.25m,深 さ0.41m, SP55は直径0.23 ～0.25m,深 さ0.53m, SP56は直径0.20～0.28m,深 さ0.82m,

SP57は直径0.20～0.25m,深さ0.34m, SP58は直径0.22～0.24m, 深さ0.29m, SP59は直径0.20～

0.32m1 深さ0.43m, SP60は直径0.20m,深さ0.47mである。

このほかSP46は直径0.22m, 深さ0.36m1 SP53は直径0.↓8m, 深さ0.l4mである。SP61は直径

0.l2m,深 さ0.21m, SP66は直径0.lOm,深 さO.llm, SP67は直径0.lOm,深 さ0.l3m, SP68は0.08m,

深さO.llm, SP69は直径0.09m,深さ0.l3m, SP76は直径0.17 ～0.20m,深さ0.09mである。

SP48は直径0.30m, 深さ0.23mで、 陶磁器を多 く含 む。24・25は肥前磁器の染付碗と同皿で、 と

もに草花文を施す。25の底部内面中央にはコンニャク印判による五弁花文が見られる。これ らの遺物

は18世紀前半に属するが、第6層が18世紀後葉の整地層とみられることか らこれ以降の遺構である。

SP73は直径0.37 ～0.40m,深さ0.l6mで、底には根石が確認された。

SP258 ～266は小穴である。SP258は直径0.08m, 深さ0.07m, SP259は直径0.lOm, 深さ0.08m,

SP260は直径0.lOm, 深さ0.06m, SP261は直径0.lOm, 深さ0.05m, SP262は直径0.10 ～0.l5m,

深さ0.06m, SP263は直径0.12 ～0.l7m, 深さ0.04m, SP264は直径0.08m,深さO.Olm, SP265は

直径0.lOm,深さ0.05m, SP266は直径0.15 ～0.l8m,深さ0.08mである。

SK47は直径0.34～0.40mの円形の土壇で、深 さは0.30mである。埋 土は第4層の中粒砂である。

SK49は東西0.90m1 南北1.25m1 深さ0.40mの土塘である。

SK62は東西0.73m,南北0.60mの円形の土塘で、深 さは0.29mである。

SK63は東西0.50m,南北0.51mの円形の土塘で、深 さは0.23mである。

SK70は東西0.50m以上、南北0.28m以上の土塘で、深 さは0.l6mである。

SK71は東西1.l8m以上、南 北0＿34m以上、深さ0.06mの土壇である。SK72と重複しており、これ

よりも新 しい。
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SK72は東西0.88m以上、南北0.52m以上、深 さ0.l5mの土壊である。

SK75は残存部分がわずかであるが、東西0.22m以上、南北0.66m以上の土塘で、深さは0.06m以上

である。

SD64は最大幅0.37m,長さ1.↓5m以上の北西一南東方向の溝である。深 さはO.lOmである。

SD74は最大幅0.80m,長さ2。55mの東西方向の溝で、深 さは0.09mである。

SD267は幅0.lOm,長さ0.50、深 さ0.04mの南北方向の小溝である。

これら第6層上面遺構はおおむね18世紀後葉～19世紀初頭の遺構とみられる。

第3・4層上面遺構と遣物(図21～25、図版4中・下)

第3 ・4層上面では石列、 礎石k ～o, SPO7 - 13 a 17 ～21 a 23 ～25 - 30 - 32 ・38 - 41 - 45 - 65 a

219、SK01～06・08～12・14～16・26～29・31・33～37・40・42・43・50, SD51・52を検出した。

このうちSK37は第1b層上面の遺構である。これと類似する埋土のSKO2も第1b層上面遺構と推定さ

れ、SK02との重複関係からSKO1・SP13についても第1b層上面以上の遺構であろう。また、SK28は

第1a層上面に属する遺構である。

石列は第6 7層上面で礎石が並んで検出されたのとほぼ同位置で検出した。花 崗岩を使用し、北

に面をもつことから敷地境の石垣と推定される。

礎石k・0は花崗岩の礎石で、SD51の埋まった後に据えられている。

礎石1は花崗岩の礎石で第3層上面に据えられている。

SPO7は直径0.17 ～0.22m,深さ0.l4mの小穴である。

SP13は直径026 ～029m,深さ0.l4mの小穴である。

SP17 ～21-30-32-38は第1層に類似する埋土の遺構である。SP17は直径0.31～0.44m,深 さ0.28m

である。SK36と重複しており、 これより新 しい遺構である。SP18は直径0.24～0.25mで、SK36と

重複しており、 これより新 しい。SP19は直径0.18 ～0.20m,深さ0.l2mで、SP20は直径0.25m,深

さ025m, SP21は直径0.40m,深さ0.l3mである。SP30は直径0.20mで、SK36と重複しておりこれ

より新 しい。SP32は直径0.22m, 深さ0.l4mで、SKO4と重複しており、 これより古い遺構である。

SP38は直径0.37 ～0.39m,深さ0.26mで、SD51より新 しい遺構である。

SP23～25は小穴である。SP23は直径0.l8m,  深さO.lOm, SP24は直径0.l5m,  深さ0.09m,

SP25は直径0.14～0.l6m,深さ0.l2mである。

SP41は直径0.28～0.32m,深さ0.32mである。一定の深さがあることから柱穴の可能性がある。

SP45は北西一南東0.44m,北東一南西0.25rn1 深さ0.57mである。柱穴の可能性がある。

SP65は直径0.28～0.42mで、深さは0.34mである。SD52と重複しており、 これよりも新 しい遺構

である。

SP219は直径0.l5mである。

SK01は東西3.30m,南北1.l4m以上、深 さ0.40mの土塘である。SKO2と重複しており、 これより

も新 しい遺構である。出土遺物の年代から19世紀前～中葉の遺構とみられる。

SK02は東西0.95m1 南北0.56m以上、深 さ0.63mの土塘である。
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図21 出土遺物実測図

SP48(24・25)、SK15(26～32)、SK16 (33～37)
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図22 出土遺物実測図

SKO4 (38～52)、SK28(53・54)
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SK03は東西1.84m1 南北2.57m以上、深 さ0.32mの土塘である。SKO4と重複しており、 これより

も古い遺構である。

SK04は東西1.75m1 南北1.59m,深さ0.32mの土壇である。

遺物は38～52が出土した。38・39は肥前磁器で色絵の御神酒徳利である。40は肥前磁器の染付小

杯で、口縁部が直線的に広がる。41は萩焼のピラ掛け碗である。42は肥前陶器の飴壺である。43は関

西系陶器の盃台で、内面に型押しによる文様が見られる。44は中国産青花の小杯で、口縁部が端反と

なる。外面には唐草文と「松」「梅」の文字を施すことから、松竹梅の文字を記していたことが知られる。

Y-44,105\ Y-44,100\

5m

1:80

図23 第3・4層上面検出遺構平面図
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大阪市内では同一文様の出土例はなく、現地へ特注した品の可能性がある。45は肥前磁器色絵の蓋付

湯飲み碗である。46は肥前磁器の染付端反碗で、外面に西洋人を描く。高台内には焼継印がある。47

～50は瀬戸美濃焼磁器の染付端反碗である。外面には草花を描<47・48と、縦縞を描<49、仙芝祝寿

文を描< 50がある。以上の瀬戸美濃焼磁器碗の高台内にはいずれも崩れた「福」字を記す。51は丹波焼

の通い徳利である。52は関西系陶器の煎茶急須で、体部外面にはイッチンで文字を施す。以上は瀬戸

美濃焼磁器の形態からみて19世紀第2四半期に属するものであろう。

SK05は東西0.6m以上、南北1.lOm以上、深 さ0.34mの土塘である。

SK06は東西2.l0m以上、南北1.22m,深さ0.24mの土塘である。出土遺物の年代から19世紀前半の

遺構とみられる。

SK08は東西0.50m,南北0.37m,深さ0.l3mの円形の土塘である。SKO9と重複しており、 これよ

りも古い。

SK09は東西1.lOm,南北1.l5m,深さ0.l9mの方形の土塘である。SKIO-11と重複しており、こ

れらよりも古い遺構である。

SK10は東西1.03m,南北1.06m1 深さ0.l3mの土壇である。

SK1 1は東西0.95m,南北0.95mの方形の土塘で、深 さは0.l5mである。

SK12は東西0.48m,南北0.40m以上の土塘で、深 さ0.l8mである。

SK14は東西1.57m,南北1.50mの土塘で、深さは0.79mである。

SK15は東西1.lOm,南北1.l9mの方形の土塘で、深 さは0.28mである。

遺物は26～32が出土した。26～30は肥前磁器である。26・27は青磁染付の碗蓋と碗で、いずれも

口縁部内面に四方欅文を施す。28は染付の朝顔形碗、29は染付の筒形碗である。30は染付の皿である。

31は瀬戸美濃焼陶器の片口鉢で、灰釉を施す。32は関西系陶器の鉄絵平碗である。以上は18世紀後半

に属する。第 5層の年代が19世紀初頭～前葉に位置づけられることから遺構の年代は19世紀前葉頃と

み られ る。

SK16は東西0.52m以上、南北0.78m,深さ0.47mの円形の土塘である。

遺物は33～37が出土した。33・34は肥前磁器の染付である。33は朝顔形の碗で、口縁部内而に四方

欅文、底部内面中央に手描きの五弁花文を施す。34は笹文を施す紅皿である。35は瀬戸美濃焼陶器の

ひだ皿である。36は関西系陶器の型押し皿で、内面に鉄絵と呉須で文様を施す。37は土人形で三連の

SK○3          SKO4 SK15

N          W             E TP+2.5m

1:漆喰・8cm大の礫・少量の炭を含む

オリーブ黒色(5Y3/2)中粒～細粒砂質シルト(SKO3)

2:炭を含む中粒～極細粒砂質シルト偽礫を多量に含む

暗灰黄色(2.5Y 4/2)黒褐色(2.5Y3/2)わずかにシルト質中粒砂(SKO4)

1:瓦・少量の炭を含む黒褐色(2.5Y3/2)

中粒～細粒砂質シルト

0            1           2m

1 1 1 1 1 1                        1

1:40

図24 第3 ・4層 上面検 出遺構断面図
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X-144,110

Y-44105\ Y-44100\

X-144,115

5m

1:80

図25 SD51・52平面図

竃を模る。以 上は18世紀後半に属するが、遺 構の年代は19世紀前葉頃とみられる。

SK22は東西0.27m,南北0.32m,深さ0.l7mの小土壊である。

SK26は東西0.72m,南北0.50mの土壇で、深 さは0.l8mである。

SK27は東西0.38m以上、南 北0.52m,深さ0.66mの土壇である。

SK28は東西1.48m以上、南 北1.65m,深さ0.26mの土壊である。

遺物は53・54が出土した。53は瀬戸美濃焼磁器の染付端反碗である。54は変形巴文の軒桟瓦である。

以上は19世紀前半に属するものであろう。

SK29は東西0.58m,南北0.30m,深さ0.09mの土壇である。

SK31は東西1.40m,南北2.04m1 深さ0.07mの土塘である。

SK33は東西1.1 1m,南北0.42m以上、深 さ0.83mの土塘である。

SK34は最大幅0.45mの溝状の土塘で、 深さは0.07mである。SK35・36と重複 しており、SK35よ

り古 く、SK36より新 しい遺構である。

SK35は最大幅0.55mのL字状に曲がる溝状の土塘である。深 さは0.34mである。

SK36は東西3.l8m1 南北2.50mの円形の土塘である。深 さは0.30mである。

SK37は東西0.90m以上、南 北0.90m以上、深 さ0.96mの土壇である。出土遺物から19世紀前葉の遺

構とみられる。

SK40は東西1.l7m以上、南 北1.58mの円形の土塘で、深 さは0.l9mである。

SK42は北西一南東0.55m,北東一南西0.38m,深さ0.l7mの土壇である。

SK43は東西0.72m,南北0.80m以上、深 さ0.l5mの土塘である。

SK50は東西0.80m以上、南 北0.90m以上の土壇である。

SD51は最大幅1.22mの東西方向の溝で、深さは0.l8mである。石 列以前の溝で敷地境の溝の可能
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性がある。

SD52はSD51とほぼ同位置で検出した東西方向の溝である。SD51よりも古い溝で、幅は0.50m以上、

深さは0.36mである。

このほか第5層上面で礎石とみられる石を検出した。

以上の第3・4層上面遺構はおおむね19世紀前～中葉の遺構とみられる。

c.地層出土遺物(図26・27)

第11a層から62、第11b層から60,第11層から55 ～59 - 61 - 63 - 64が出土した。

55～61は弥生土器である。55は壺の頚部で櫛描直線文を巡らす。56・57は壺の体部で、56は櫛描

直線文および扇形文を施し、57は櫛描直線文および波状文を施す。58～61は姿である。58は口縁端部

を刻み、体 部内面はハケ調整である。59は体部内外面ともにハケ調整である。60・61は尭の底部であ

る。これらの遺物は畿内第Ⅱ様式に位置付けられる。

62～64は土師器である。62は椀形の高杯の杯部で、63・64は高杯の脚部である。これらの遺物は6

世紀以降に属する。

第9層から65・66が出土した。65・66は肥前陶器の皿である。65は折縁皿で、器壁が薄い。66は

口縁部の2箇所に鉄釉を掛けた皿である。これらは17世紀前～中葉に属するものであろう。

第8層から67が出土した。67は肥前磁器の染付碗である。器高は高く、外面には一重網目文を施す。

I7世紀中葉である。

第7層から68が出土した。68は肥前磁器の染付碗である。外面には草花文を施し、高 台内には「大

明年製」銘を有する。17世紀末～18世紀初頭であろう。

第6層から69・70が出土した。69は肥前磁器の染付碗で、体 部が半球形を呈する。70は瀬戸美濃焼

陶器の半筒碗で、鉄 釉と灰釉を掛け分けている。以上は18世紀中葉に属するものであろう。

第5層以下の地層から71が出土した。71は土師器焼塩壺である。外面には「御塩壺師堺湊伊織」の刻

印を有し、内面には粗い布目圧痕が見られる。18世紀前半であろう。

第3・4層上面で73が出土した。73は関西系陶器の筆立で、 3本の竹を模る。19世紀に属するもの

であろう。

この他に遊離資料として中国産青花の端反碗72が出土している。外面には仙芝祝寿文を施す。18世

紀末～19世紀初頭に属するものであろう。

なお、各 地層の年代はi)に示したとおりである。

3)まとめ

今回の調査では、弥生時代中期前半および豊臣～徳川期の遺構を検出したほか、 6世紀以降の古土

壌を確認した。以下に調査地における遺構や地層の変遷を示してまとめとする。

調査地は淀川の堆積作用によって運ばれた第12層の堆積により離水し、 これにより弥生時代中期前

半に人間活動が開始される。これに伴い、弥生時代中期前半の古土壌である第11b層が形成されるが、

淀川の堆積作用の影響を受けて砂礫が堆積し弥生時代中期前半の遺構面は埋没する。その後6世紀以
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1己賜懸赫 騙 鑓

10cm

73

図27 地層出土遺物実測図

第9層(65・66)、第8層(67)、第7層(68)、第6層(69・70)、第5層以下(71)、第3・4層上面(73)、遊離資料(72)

降にはこの砂礫層を母材とする古土壌第11a層が形成されるが、調査地においてはこの時期の遺構の

形成は認められなかった。この後、再 び淀川の影響を受けて第10層の中粒砂が運ばれる。第11a層上

部の第11a゙層が泥質であることやこの上面に巣穴状の生痕が確認できることから、第10層堆積時には
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調査地は水に浸かった状態であったと推定される。その後再び離水し、第10層上部が風成する。豊臣

期になるとこの上面に遺構が形成され、天満本願寺や寺町の形成に伴い調査地付近も活動域となった

ことが窺えるが、井戸や土塘といった遺構が中心で建物遺構や区画施設などは認められないことから、

人々の活動領域ではあるが屋敷地のような積極的な利用はされていなかったようである。その後徳川

期に入ると、第 9層上面でみられた柱穴とみられる遺構や、第 6・7層上面でみられた塀の基礎とみ

られる礎石、第3・4層上面で検出したSD51・52や石列などほぼ同位置に東西方向の敷地境が認め

られることから、17世紀前葉以降、屋敷地として利用されるようになったものと推定される。
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内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 3 -11

大阪市文化財協会1997、『天満本願寺跡発掘調査報告Ⅰ』

2003、『天満本願寺跡発掘調査報告Ⅴ』
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南壁地層断面(北から)

図
版
一

東壁地層断面(北西から)



第12層上面全景

(南から)

第11層上面全景

(南から)

第10層上面全景

(南から)

図
版
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第9層上面全景

(南から)

第8層上面全景

(南から)

第7層上面全景

(南から)

図
版



第6層上面全景

(南から)

第3 4層上面全景

(南から)

石列(西から)

図
版
四



福島区玉川三丁目68における建設工事に伴う

野田城跡伝承地発掘調査(NO15-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市福島区玉川3丁目68

48留

平成28年2月22日～2月25日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

大阪文化財研究所調査課長 清水和明、南秀雄
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1)調査に至る経緯と経過

野田城跡伝承地は、JR大阪環状線野田駅の東方、福島区玉川3・4丁目に広がる埋蔵文化財包蔵地

である。野田城は大川河口の低地に立地し、大坂本願寺や大坂城と海を結ぶ戦略上の拠点にあった。

野田城の端緒は、細川晴元と三好元長の抗争の際、永享4(1531)年に三好方が野田・福島に陣取った

陣地(砦)にさかのぼるという(『細川両家記』)[渡辺武1995]。野田城が日本史上、大きな役割を果た

したのが、元亀元(1570)年の三好三人衆と織田信長との合戟である。三好勢は、野田・福島の砦の堀

を広げ、城壁(土塁)を築き、矢倉を建て、周囲の川の浅いところに乱杭・逆茂木を打って八千人が立

て籠り、大坂本願寺と連動して信長を敗走させた(『信長公記』)。ここに10年に及ぶ石山合戦が始まる。

その後、野田城は信長の手に落ち、大坂冬ノ陣では大坂方が使用した。元亀元年の合戟記事などから、

野田城は大阪市内の戦国時代の城のなかで相当の規模を誇っていたことがわかる。

江戸時代後期の野田村は、奥ノ町・東ノ町・城ノ内町・弓場町・堤町・北ノ町の六町から成り、明

治20年頃の地図には、奥 ・村東・城ノ内・弓場・堤・大北の字名がある。城にちなむ地名、街区の形

態、水路(井路)の位置、現地表の高低などから、[渡辺19951・[藤三郎2012]によって野田城の大ま

かな復元案が示されている。野田城跡伝承地では、2007年以来3件の本調査がある。それらも含める

と、これらの復元案は今後の野田城の調査研究の指針になり得、将来の発掘調査によって、史上重要

な野田城の実態に迫れる可能性は十分にある。

当遺跡の初の本調査であるNOO7-1次調査では、17世紀初頭までに埋められた深さ2m以上の堀

状遺構を検出した[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008、櫻井久之20081o これは野田城の北

東外縁付近の防御施設の可能性がある。NO11-1次調査では、野田城築城以前の15世紀代の遺構・

Y-47イ740

200m

7   Y-47,700＿1,

20m

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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遺物を検出した[大阪市教育委員会・犬 阪文化財研究所2013]。野 田城期の遺構面はさらに高く、近

現代に失われたと推定される。調 査地点は字大北にあり、 中心部ではないが城内の可能性がある。

NO12-2次調査では、16世紀以降の甫北の堀状遺構を検出した[大阪市教育委員会・大阪文化財研究

所2014]。調査地点は字城ノ内と字奥の間にあり、東 隣の道は明治38年等の地図にある南北の井路の

場所である。堀状遺構は、井路に痕跡をとどめた郭を画する堀かもしれない。

今次の調査地点は恵美須神社の南至近に当る。敷 地の前の道は井路を埋めたものである。大 阪市教

育委員会の試掘では、地表下1.8m以下で中世以前の遺物を検出したことから、 2月22日より本調査

を実施した。南北8 m,東西6mの調査区を設定し、地表下約1,6mの第5層上面から第9層上面の間

を平面的に調査し、以下は調査区南東部を深掘りして約3.6mの深さまでの地層を観察し、遺 物を採集

した。

基準点はMageⅡan社製ProMark 3により測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP̂ ○mと記 した。

2)調査 の結果

1)層序(図3・4)

現代の盛土を除いた地層は以下の通りである。

第」層 :黄灰色(2.5Y 4/1)粘土の偽礫からなる近代の盛土で、最 大層厚55cmである。

第2層 :灰オリーブ色(5Y 4/2)中粒～粗粒砂層で、最大層厚25cmである。近世以降の作土層である。

第3層 :シルトの小偽礫を含むオリーブ黒色(5Y3/1)中粒～粗粒砂層で、層厚は30～55cmである。

近世以降の作土層である。

第4層 :黒色(2.5Y2/1)シルト質中粒砂層で、層厚はⅠ5～20cmである。近世以降の作土層である。

第5層 :オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質中粒砂層で、層厚は10～20cmである。第 5層から瀬戸

美濃磁器染付碗12と関西系陶器土鍋13が出土し

た(図6)。19世紀中頃の作土層で、 本層下面に

SD501～505がある。

表士

第1層

第2層

第3層

第4層

SD501など 第5層
 /

′ k

SK602 ノ 第6層 \ゝ、一:二一一
-一一一- 0 07ゞ ふ点 SD702SD701

第8層

第9a層

第9b層

第10層

第11層

第6層 :暗オリーブ灰色(5GY4/1)中粒砂質シ

図3 地層と遺構の関係図

ルト層の上層と暗オリーブ灰色(2.5GY 4/1)中粒

砂質シルト層の下層からなり、層厚は30～35cmで

ある。第 6層上面でSK601・603、第6層下部上

面でSK602を検出した。第 6層からは肥前磁器染

付碗6・蓋 7・皿8、肥 前陶器捕鉢5が出土した。

下限が19世紀初めの作土層である。

第7層 :一部にオリーブ灰色(5GY5/1)細粒砂

の薄層を挟む灰色(10Y 4/1)細粒砂質シルト層で、

層厚は15cmである。水 成層を母材として耕作され
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た地層と観察した。上 面で

SD701～704を検出した。時

期不明の土師器片のほかは

出土していない。

第8層 :暗オリーブ灰色

(2.5GY 4/1)細粒砂質シルト

層で、層厚は30～40cmであ

る。水 成層だが、植物の根

による擾乱のためラミナを

ほとんど留めない。 本層か

らは瓦器椀2、土 師器皿3、

瀬戸美濃焼灰釉輪花皿4が

出土 した。4は16世紀後半

のものである。

第9層 : オリー ブ黒色

(5Y3/1)粘土層の9a層と同

色の細粒砂質粘土層の9b層

から成り、層厚は50～60cm

である。 湿地の堆積層で、

葦などの根の痕跡が多数あ

る。 原因はよくわからない

が、上面の凹凸が激しい。遺物は出土していない。

第10層:灰色(5Y 4/1)シルト質細粒砂層で、層厚は35～40cmである。葦 などの根の痕跡が多数あり、

ラミナが続かない。近世の平瓦片2点が出土し、図 6の1には滑り止めの櫛目がある。

第11層:オリーブ黒色(5Y3/1)粘土層で、層厚は15cm以上である。湿地の堆積層で、遺物は出土し

てい ない。

ii )遺構と遺物(図5・6)

a.第7層上面の遺物

第7層上面で小溝SD701～704を検出した。平面的に検出したのはSD701のみで、幅0.10～0.20m,

深さ0.03mである。SD704は第7層上面の帯状の土の違いから、SD702・703は南壁断面で把握した。

SD702は幅0.23m,深さ0.06m, SD703は幅が同様で、深 さ0.04mである。上層のSD501～505と同

じく、現 在の敷地の方向である。埋 土は、いずれも第7・6層と異なるシルト偽礫混りオリーブ灰色

(2.5GY5/1)極細粒砂である。畠の畝間ではないかと考えられる。

b.第5層下面・第 6層の遺構と遺物

第5層下面で検出したSD501～505は、第5層の畠に伴う鋤溝である。幅 は0.15～0.35mで、 ごく

西壁

E

南壁

第6層

第11層/一一一一一

図4 地層断面図

1:80

I

I

N

TP0.0m

TPO.Om

-1.Om

-2.0m

3.0m

2,Om

-3.0m
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第7層上面

2m

1:80

浅い。方向は現在の敷地と同じである。

Y-4乙725

SD504SD503

SD501、

第5層下面・第6層

図 5 遺構 平 面 図

第6層上面ではSK601 - 603を検出した。SK601は残存長0.30m,深さ0.05mである。SK603は調

査区北東に一部が残存し、深 さ0.40mである。第 6層の偽礫とオリーブ黒色(5Y3/1)中粒～粗粒砂で

埋められている。SK603からは18世紀末の肥前磁器染付碗11が出土した。第 6層下部上面でSK602

を検出した。SK602は南北2.35m以上、東西2.l5m以上あり、深 さ0.35mである。灰 色(10Y 4/1)細

粒～中粒砂等で埋められている。SK602からは19世紀初めの肥前磁器染付広東碗9と、関西系陶器土

鍋10が出土した。

c.他の調査地との対比

第10層出土として報告した瓦は、江戸時代のものでまちがいないと考える。第10層を江戸時代の地

層とすると、野田城期の地層はその下になり、これまでの調査地点の遺構面と大きな高低差が生じる。

野田城期の遺構面は、城内と推定されるNO12-2次調査でTP-2.0m, NOII - 1次調査でTP-1.8+

amであり、今 回の調査地点はTP-4.0m以下であるから、少 なくとも2m低い。北東のNOO7-1

次調査の堀状遺構の高いところはTP - 3.Ornで、そこより1m低い。第10層では他にも江戸時代とみ

られる近世の瓦が出土している点から、混 入とは判断しがたい。第 5層→6層→8層と出土遺物がし

だいに古くなっていることから、仮に第10層の出土遺物を混人としても、第9層や第8層とNO12-2・
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10ω

1:3

図6 遺物実測図

第10層(1)、第 8層(2～4)、第 6層(5～8)、SK602( 9・10)、SK603(11)、第5層(12・13)

11-1次の野田城期の遺構面とは依然、高低差がある。

本調査地では、第 8層以下は湿地状の堆積が続いており、第 7～6層と高くなって畠に利用される。

敷地の前の道はかっての井路を埋めたもので、調査地点から北の恵美須神社、その隣の極楽寺へと現

地表は高くなっていく。渡辺武氏らの復元案とこれらを勘案すると、調査地点は野田城の堀に入って

おり、恵美須神社との間に堀と城本体との境がある可能性がある。堀の中であれば、その底は第11層

以下にあり、もともとあった自然の低い湿地を利用した幅の広いものであった可能性がある。

3)まとめ

今回の調査では、地表から3.6m(TP-4.0m)までの地層と遺構を把握した。それによれば、第8層(TP

-2.7m)まで湿地状の堆積が続き、第 7～6層と高くなった江戸時代後半以降は畠に利用される。

既調査の野田城期の遺構面と比較すると、今 回の当該期の地層はかなり低 く想定でき、野 田城の堀

に入っていた可能性がある。今回の調査成果は、野田城の南東外縁などを推定するための資料となる。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008、「野田城跡伝承地発掘調査(NOO7-2)報告書」:『平成19年度 大阪市

内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.l5-23

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013、「野田城跡伝承地発掘調査(NOII-1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財

包蔵地発掘調査報告書(2011)』、ppi3'-i44

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2014、「野田城跡伝承地発掘調査(NO12-2)報告書」:『平成24年度大阪市内
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第7層上面遺構検出状況

(東から)

第5層下面 第6層の遺構

(東から)



中央区日本橋一丁目7-27・8-13における建設工事に伴う

日本橋1丁目所在遺跡発掘調査(NP15-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

中央区日本橋1丁目7-27・8-13

約111爾

平成27年5月18日～5月27日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明 市川創 櫻田小百合
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1)調査 に至る経緯と経過

当調査地は大阪市における南北方向の主要道路の1つである堺筋に面し、同じく東西方向の主要道

路である千日前通から北へ約100mほどの地点に位置する。このうち堺筋については、 日本橋以南は

徳川期においては紀州街道であり、長 町と呼称される両側町を伴っていた[平凡社地方資料センター

編19861o 調査地は徳川期においてはこの両側町に属する。徳川期の長町については、宿 泊施設が建

ち並んでいたことが知られる[宇佐美英機1996・加藤政洋2004」。また、発 掘調査成果などに基づい

て作成された古地理図では、縄文時代後期には上町台地西側に形成されていた砂州A上に立地する[趙

哲済ほか2014」。

周辺での既往の調査としては、Sm -1次調査が調査地の北方約330mで、SIO4-1次調査が北西

約360mで、KDO7-1次調査およびNPO5- 1次調査が南東約580mで行われている(図1)。このうち

Sm -1次調査では、TP+2.2m以下で海浜砂層を検出し、徳川初期以降の遺構と遺物を検出している

[大阪市教育委員会・大 阪文化財研究所2013]。SIO4-1次調査では、TP + 0.2m以下で水成の砂層を

検出し、18世紀以降の遺構と遺物を検出した[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2005]。KDO7-

1次調査では、TP+l.Omで湿地的な堆積環境を示す泥層を、TP+0.9m以下で海成ないし風成の砂層

を検出している[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会20091。NPO5-1次調査もKDO7-1次調査と

ほぼ同様の堆積状況を示すが、泥層より13世紀後半頃の瓦器椀が出土しているほか、TP +0.8m以下

には上町台地から流下してきた堆積物を検出している[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006]。

今回の調査に先立って行われた大阪市教育委員会による試掘調査では、地表下約2.0m以下の深さで

本格的な発掘調査を必要とする弥生時代末～古墳時代と目される遺物包含層が検出された。今 回の調

査は、この地層の年代や遺構・遺物の分布状況などを把握し、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得

図1 調査地位置図

堺

筋

Y-45,240 1                Y-45,220 1

拡張区

調査地

1:500

図2 調査区位置図
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ることを目的に発掘調査を実施した。

調査は平成27年5月18日に10mx10mの調査区を設定して開始した。後述する第1層まで重機で掘

削し、第2層以下を人力で掘り下げ、遺構面の精査と遺物の採集、写真撮影、実測などを行った。こ

うした調査の過程で弥生時代末頃の遺構が認められ、当該期の地形を追求するため、教育委員会の指

示を受け、11渭を拡張し、攪乱を利用して地層の観察を行った。調査は5月26日まで行い、翌27日に

は機材撤収を含むすべての作業を完了した。

以下、本文および挿図に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、TP+○mと記した。また、本報

告書で用いた方位は、現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得

た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。古式土師器の理解については、[杉本厚典19991を

参照しつつ、器形等の名称を含め基本的な理解は[西村歩2003]に拠った。

2)調査の成果

1)層序(図3・4、写真1・2)

当調査地は、上町台地の西側に当り、台地裾から海岸部へと下る緩傾斜面に立地している。周辺の

標高は、TP+3.8m前後である。今回の調査では、現地表下3.2m

まで の地層を6層 に区分 した。第0層

SEi)1・10 第1層

旨 冨 り

阿 いSK201

第4a層 一 \ゝ 第38層

七!1゚ ″゙、

第4b層 SK3a10

第0層:現代の盛土層および攪乱の埋土である。層厚は平均

第5層

的には140cm程度であるが、部分的に300cm以上に及ぶ。

第1層:近代の盛土層である。層厚は最大で20cmで、第0層

によりそのほとんどが削剥されていた。

第2層:豊臣～徳川期の盛土層である。暗褐色の細粒砂～細

礫からなり、 層厚は最大で40cmであった。本層の上面では大

別して2時期の遺構を検出しており、18世紀以降の遺構とし

てSEOI・10, SXO2など、豊臣後期から17世紀の遺構として

SD○4、SK05・17・18などがある。 また、 層内でもSP203・
図3 地層と遺構の関係図

写真1 攪乱部地層北壁断面 写真2 第5層の覆瓦構造(南から撮影)
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205、SK201・204・208・213・317など豊臣後期から17世紀の遺構を検出しているが、これらは本

来は上面に属するものであろう。本層からは土師器・須恵器・瓦質土器・金属器・動物骨などが出土

している。

第3層:上位から第3a～3c層に細分した。第3a層はにぶい黄色の細粒～粗粒砂からなる自然堆積

層である。下位と比べ上位は淘汰が悪く、風成層を含む可能性力槁 い。層厚は最大で48cmである。第

3b層は灰黄褐色のシルト質細粒～粗粒砂からなる古土壌である。層厚は最大で8 cmである。第3c層は

にぶい黄色の細粒～極粗粒砂からなる自然堆積層で、後述する第4層を削剥する。層厚は最大で20cm

であった。このうち、第3a層から土師器および須恵器の細片が出土している。図19-48に図示した須

恵器により、年代の1点は8世紀頃に求められる。

第4層:上位から第4a・4b層に細分した。第4a層はにぶい黄褐色のシルト質細粒～粗粒砂からな

り、第4b層の上位に形成された古土壌である。層厚は14cmであった。本層上面ではSD3a02のほか、

SK3a01・3a03～3a○5・3alOを検出した。本層からは、庄内期の土器が出土している(図19)。第4b

層はにぶい黄色の細礫質細粒～極粗粒砂からなる自然堆積層である。層厚は52cmであった。本層から

遺物は出土していない。

第5層 :にぶい黄褐色の砂ど礫の互層からなる自然堆積層である。調査区南部の攪乱を利用して観

察を行った(写真1)。層厚は100cm以上あり、いわゆる難波砂堆を構成する地層である。礫 には覆瓦

【西壁】

第0層

N TP+4.Om

l

l

I

/        TP+3.0m

SEo1

TP+2.Om

{北壁】

TP+4.0m

TP+3.Gm第0層

第1層

第2層

/--一
第4b層

第3a層 ,

TP+2.0m

【攪乱部北壁】
TP+3.0m

第4a層
拡 張 区 一 一 一 一 一 →

第 1層  /'

第2層

TP+2.0m

TP+LOm

5m

1:80

図4 地層断面図(撹乱部北壁の作図位置は図2参照)
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構造が認められ、本 層を形成した古流向の一部が西→東であったことがわかる(写真2)。本層から遺

物は出土していない。

ii )遺構と遺物

a.庄内期～古墳時代の遺構と遺物(図5)

第4a層の上面において、SD3a02のほか、SK3a01 - 3a03 ～3a05 a 3a10を検出した。

SD3a02  南北方向に延びる溝で、調査区の東端で検出した。後述するSK3a10を破壊し、SK3a01

に切られ、第3層により削剥される。幅2.0以上、長g3.2m以上で、検出面からの深さは0.6mであった。

溝の東端は調査区外にある。埋土は黄褐色のシルト質細粒砂～細礫であり、流水・滞水の痕跡は認め

られなかった(図6)。

当遺構からは、古式土師器・須恵器・土錘が出土した(図7)。1～ 8は古式土師器で、1～3は弥

生形亮A類である。1は器高13.Ocmで、外面にはタタキ痕があるものの、ナデなどで消そうとしている。

内面は板ナデ調整である。2のタタキ整形は左上がりで、底 部は上げ底状となり裏面に木の葉圧痕が

一45,246 -45,240 Y-45,237 1

X-147,655

一147,658

一147,661

図5 庄内期～古墳時代の遺構平面図
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ある。内面はナデ調整である。3の内面はハケ調整である。4は翌の口縁部であり、形 態からみて古

墳時代前期以降に下るものであろう。外 面にはススが付着する。5～7は高杯の脚部である。5は横

方向のヘラミガキを施す。内面には棒状の工具による刺突痕が認められる。6は円形のスカシ孔を有

し、内面はハケ調整である。7も円形のスカシ孔を開け、内面・外面ともハケ調整である。8はミニチュ

アの鉢か。手づくねにより成形している。9・10は管状土錘であり、10の端面にはタタキ痕が認めら

れる。なお、本 調査で出土した土錘については、表 1に計測表を示した。

SK3a01  調査区の東南部で検出した。第 3層により削剥される。直径約0.5mの不定形な土塘で、

検出面からの深さは0.2mであった。埋土は偽礫化した第4a層である(図6)。当遺構からは古式土師器

と思われる細片が出土している。

TP+2.Om

SK3g01

1:褐色(7.5YR4/4)
偽礫化した第4a層

SKあ O3

NE SW

-k石一
1 :褐色(10YR4/4)

砂礫

1:40

SK3a04 SK3a○5

TP+2.○m

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂～細礫

2二黄褐色(10YR5/6)細粒砂～細礫

1:黄褐色(2.5Y5/6)

細粒砂～細礫

2m

図 6 SK3a01 ・3a03-3a05 o 3alO - SD3a02断面 図 (作図位置 は図 5参 照)

1:3                            113

図 7 SD3a02 ・SK3a03 o 04出土 遺 物 実 測 図

SD3a02(1 -10) ・SK3a03(11 ・12) ・SK3a04(13)
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SK3a03  調査区の中央部で検出した。SK3a04を破壊していた。直径0.2mの土塘で、検 出面から

の深さは0.2mである。埋 土は褐色の砂礫である(図6)。当遺構からは古式土師器が出土した(図7)。

このうち11・12は弥生形JA類で、11の内師調整はナデ、12は底面が上げ底状となる。

SK3a04  調査区の中央部で検出した。直径1.6mの土塘で、検出面からの深さは0.l5mである。埋

土は上半がにぶい黄褐色の細粒砂～細礫、下 半が黄褐色の細粒砂～細礫であった(図6)。当遺構から

は、古 式土師器が出土した(図7)。このうち13は高杯の脚部である。胎土は長さ2 mm以下の長石・石

英・チャートを含み、粗 い。

SK3a05  調査区の西南部で検出した。直径0.7mほどの土壇で、SK3a10を破壊していた。検 出面

からの深さは0.lmで、埋 土は黄褐色の細粒砂～細礫である。古式土師器の細片が出土している。

SK3a10  調査区の南部で検出した。第4a層上面検出遺構のうち、切合い関係からみて当遺構がもっ

とも古い。直径は3,6mほどで、検 出面からの深さは1.2mである。埋 土はにぶい黄色の砂礫で、下半

表1 管状土錘計測表

9   完形

10   完形

20   完形

21   完形

56  よぼ完形

SD3a02    6.2

SD3a02    5.O

SK3al0    5.6

SK3al0    6.2

SK17    7,5

3.3   1.0   73.9 土師器質

0.7   93.2

1.0   83.5

0.7   106.6

1.0   92.8

土。ffiWW  端面にタタキ痕
使用痕あり

土師器質      一

土8ffi器質・端面にタタキ痕
使用痕あり

土師器質・黒斑あり

図 8 SK3alO出土 遺 物 実 測 図

Ⅰ:3

10巾
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は礫を多く含む。

当遺構からは、古 式土師器・土師器・製塩土器・土錘・イイダコ壺などが出土した(図8)。このう

ち壺14は、外 面をハケののち板ナデ、内面を板ナデで調整する。胎土は長さ1 mm以上のチャートなど

を含み、粗 い。近隣の遺跡では同様の形態をもつ資料は出土しておらず、搬 入品である可能性も考え

られよう。15～17はともに弥生形尭で、いずれも外面にはススが付着する。15は分割成形されており、

内面はナデ調整である。底部には剥離痕があり、台付盗である可能性力塙 い。16の内面調整は、上半

部が板ナデ、下半部がナデである。外面は下半部にナデ調整を施す。17は底部裏面にもタタキ痕がある。

18は土師器の亮で、口縁部の内外面はヨコナデ、体部の内外面はナデ調整である。形態・調整からみ

て古墳時代中期以降の資料である。古墳時代以降に下る資料はこの1点のみであり、SD3a02から混

人した可能性がある。19は平底の壺底部である。外面はタタキで整形したのち、横 方向のヘラミガキ

を施す。内面調整はナデである。20・21は土錘で、 2点とも黒斑を有する。21の側面には粘土板の接

合痕が観察でき、棒 状のものに粘土板を巻きつけて成形したのち、側面はナデ、端面にはタタキを施

したことがわかる。22はイイダコ壺で、円孔を穿ち、内面・外面ともナデ調整である。23は鉢状の小

型品で、 ミニチュアなどと思われる。

これら第4a層上面検出遺構から出土した土器群は、庄 内期に属するものを主体とし、SD3a02では

古墳時代中期以降の資料をわずかに含む。多 くの遺構が庄内期に機能し、SD3a02などはその後、古

墳時代頃に埋没したものと考える。

b.豊臣後期～17世紀の遺構と遺物(図9)

第2層の上面でSD04およびSK05・17・18、層内でSP203・205、SK201・204・208・213・317

Y-45,243 1               Y-45,240 1 Y-45,237 1

X-147,655

×-147,658

5m

1:80

図9 豊臣後期～17世紀の遺構平面図
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TP+2.5m

SK18

1 :灰黄褐色(10YR4/2)シルト質砂礫

(下部にシルトの偽礫および炭が混る)

2:オリーブ褐色(2.5Y4/3)含炭シルト質砂礫

10cm

1:3

1:3

図10 SDO4・SK18断面図およびSDO4出土遺物実測図

などを検出した。

SDO4  東西方向の溝で、東でやや北

に振る方向に延びる。後 述するSK17・

18により破壊される。幅は0.8m,長さは

7,2m以上で、検出面からの深さは0.45m

である。埋 土は灰黄褐色のシルト質砂・
10ω

礫で、下部にはシルトの偽礫および炭を

含む(図10)。

1"8゙゚511 4ゝ11         当遺構からは、土師器・備前焼・丹波焼・

肥前陶器・肥前磁器のほか、銭貨やスラグが出土している。このうち、肥前陶器24、瓦質土器25、土

師器26、丹波焼27を図示した(図10)。24は碗で、外面の下半は無釉である。25は瓦灯の脚部であり、

外面にはヘラミガキを施す。尭26は口縁端部が上方に肥厚する。描鉢27は口縁端部が上方に肥厚し、

捕目は櫛状の工具で施す。これらは17世紀前半に属する資料である。

SKO5  調査区の西部で検出した。長辺0.5rnほどの土壊で、検 出面からの深さは0.4mであった。埋

土はシルト質砂礫である。当遺構からは、土師器・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器のほか、ウシの肋骨

を中心とする動物遺存体が出土した(写真3、註 1)。ウシの肋骨は、切断された骨端部(写真3一左

下)が大部分を占め、中央部はわずかである。中央部は長さ約5 cmに統一されていることから(写真3

一左上)、この中央部を取得するための加工作業が当調査地ないし近隣で行われていたと考えられる。

なお、骨端部には切断の失敗痕跡が認められるものもある(写真3一右)。

当遺構から出土した陶磁器類のうち、肥前磁器28、肥前陶器29、丹波焼30を図示した(図11)。28は

染付碗で、全体的に歪みが大きい。29は碗で、外 面の体部下半を無釉とし、口縁端部を外反させる。
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写真3 SKO5出土の骨細工素材

左上:目的材

左下:肋骨端部

右上:切断失敗痕跡(▼部)

E     SP203    W

1 :黄褐色(2.5Y5/4)

含粘土偽礫シルト質砂

(柱痕跡)

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)
砂礫

3:暗褐色(10YR3/3)

含シルト偽礫シルト質砂

捕&30はヘラ状の工具で捕目を施し、全面

に自然釉が付着する。これらは17世紀前半

～中頃の資料であろう。

SK17  調査区の西南部で検出した。不

定形 で、 東西は2.0m, 南北 は1.2mほどで

ある。検 出面からの深さは0.2mであった。

当遺構からは、土師器・瓦質土器・瀬戸美

濃焼・肥前陶器・肥前磁器のほか、土錘が出土している。

SK18  調査区の東南部で検出した。大型の土壇で、東西4.5m以上、南北3.2m以上の規模がある。

検出而からの深さは0.4mで、埋土はオリーブ褐色の含炭シルト質砂・礫である(図10)。当遺構からは、

土師器・瓦質土器・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器のほか、金属器が出土している。

SP203・205  調査区の南半で検出した柱穴であり、SK18により上部を破壊されていた。平面形は

不整形ながら一辺0.8mほどの方形を呈する。柱痕跡は直径0.2mほどであり、柱 間隔は2.9mである。

掘形の深さは0.2mで、埋土は砂・礫を主とし、シルトの偽礫などを含む(図12)。SP205から土師器・

肥前陶器が出土している。2基の柱穴が組み合う可能性もあるが、建造物を明確に復元することはで

きない。

SK201  調査区の西北部で検出した。直径0.8mほどの土壇で、検 出面からの深さは0.4mであった。

遺構内からは備前焼の壺32が横位で出土し(写真4)、ほぼ完形に復元することができた。埋土は砂・

礫を主体とし、炭などを含む(図13)。

1:灰黄褐色(10YR4/2)含シルト偽礫砂
(柱痕跡)

2:黒褐色(10YR3/2)シルト質砂礫

3:にぶい黄褐色(10YR4/3)
含シルト偽礫砂礫

1:40

図12 SP203～205断面図

1m
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当遺構からは、先述の備前焼のほか、スラグや魚骨が出土している。このうち備前焼31・32を図示

した(図13)。31は小型の壺で、外面の下半にはヘラケズリ、上半には回転ナデを施す。内面には茶褐

色の付着物が認められ、鉄漿壺として使用された可能性もある。32は壺で、環状の双耳を有する。外

面の体部下半には「干」状の窯印を有する。「く」の字状に屈曲する口縁部形態からみて、17世紀代の資

料と考えられる。なお、32内部の土を洗浄したが、

何も出土しなかった。

SK208  調査区の南部で検出した。南半は攪乱に

より破壊される。東西の規模はl.Omで、検出面か

らの深さは0.2mであった。当遺構からは、土師器・

肥前陶器・肥前磁器が出土した。このうち焼塩壺35

を図示する(図15)。粘土塊を剖り抜き外面はナデ、

内面は板ナデで調整するC2類であり[積山洋19991、

17世紀に属する資料である。

SK213  調査区の西端で検出した。上 部はSDO4

写真4 SK201検出状況

1 :暗灰黄色(2.5Y4/2)含炭砂・礫

2:暗褐色(10YR3/3)含炭砂・礫

3:暗褐色(10YR3/4)含砂偽礫砂・礫
4:にぶい黄褐色(10YR4/3)含炭砂・礫

5:褐色(10YR4/4)砂・礫

1m    O

1:40

10cm

50cm

N

1

2

3

4

5

6

SK213

1:40

:にぶい黄褐色(10YR5/4)礫質中粒～粗粒砂

:黒色(2.5Y2/1)含有機分シルト質中粒～粗粒砂

:オリーブ褐色(2.5Y4/3)中粒砂

:黄褐色(2.5Y5/6)中粒砂

:黒褐色(10YR3/2)含有機分シルト質中粒砂

:にぶい黄褐色(10YR5/4)礫質中粒～粗粒砂

1m

+t5m  丈く=J≧=星二二▽トー---1,2,挺=/
+1.Om 10ω

1:3

図14 SK213断面図および出土遺物実測図 写真5 SK213出土人骨
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およびSK17により破壊されていた。平面形は直径1.6mほどの円形を呈し、検 出面からの深さは1.1m

である。埋土は砂礫を主体とし、下部には有機分に富んだシルト質中粒～粗粒砂の薄層が認められる

(図14)。この薄層からは人骨が出土しており(写真5)、有機分が人体に由来する可能性がある。ただし、

木質の痕跡などは認められなかったことから、当遺構は墓ではなく投棄土塘であると考える。 f項で

後述するように頭骨は遺存しておらず、頭部を欠いた状態で当遺構に投棄されたのだろう(註2)。

当遺構からは、人骨や土師器・備前焼・丹波焼・瓦 ・博 ・壁土・鉄釘のほか、混入品として須恵器

が出土している。このうち、土 師器皿33・34を図示した(図14)。2点とも手づくね成形であり、内面

の底部と口縁部の境には沈線を巡らせる。33は口縁部にススが付着することから、灯 明皿として使用

されたことがわかる。34は外面にススが付着する。形態からみて、豊 臣期～徳川初期に属する資料で

あろう。

SK317  調査区の西南部で検出した。北端はSK17により破壊されていた。東西・南北とも0.9mほ

どの規模で、検 出面からの深さは0.2mである。当遺構からは土師器・瓦質土器・瀬戸美濃焼・肥前陶

器・瓦が出土し、 このうち土師器皿36を図示した(図15)。36は手づくね成形で、内面の底部と口縁部

の境に沈線を巡らせる。口径はll.8cmである。形態からみて、豊臣期～徳川初期に属する資料であろう。

c.18世紀以降の遺構と遺物(図16)

第2層の上面において、SEOI・10, SXO2などを検出した。

SEOI  調査区の西北隅で検出した。直径1.Omの石製井戸側を有する井戸で、遺 構の上部は廃絶時

に破壊されていた。井戸側は火山礫凝灰岩(いわゆる豊島石)製で、検出面からの深さは0.5m以上ある。

埋土は黒褐色の砂・礫で、焼土および漆喰を多く含んでいた。

当遺構からは、土 師器・関西系陶器・肥前陶器・肥前磁器・中国産青花・瓦 ・金属器(鉄釘・銭貨)・

動物骨などが出土した。 このうち、埋 立て土から出土した中国産青花37、関西系陶器38、肥前陶器

39、軒平瓦40を図示した(図18)。37は碗で、体 部に文様はなく、外 面底部には字款「大明成化年製」を

有する。高台端部には施釉しない。日本における出土例が少ない時期の資料であるが、難波宮跡(NWO8

-3次)のSK404から出土した良好な一括資料の中に見られる[太阪市教育委員会・大阪市文化財協会

2010」。38は腰折碗であり、外 面体部の下部は無釉である。刷毛目鉢39は、高台端部および底部外面

を無釉とする。40はいわゆる橘唐草文の定型化に先立つ文様である。これらの遺物からみて、当遺構

の廃絶は18世紀中頃であろう。

SE1 0  調査区の南端で検出した。掘形の直径はl.2m,瓦製井戸側の直径は0.8mであった。検 出面

からの深さは0,8mである。井戸枠内の埋立て土は黄

褐色の粗粒砂～細礫で、炭およびシルトの偽礫を含

む。掘形の埋土はにぶい黄褐色のシルト質中粒砂～

細礫であった(図17)。当遺構からは、土師器・瓦質

土器・備前焼・丹 波焼・肥前陶器・肥前磁器・瓦 な

どが出土している。

10cm

t＿＿ ズ

35       1゚ 3

図15 SK208・317出土遺物実測図

SK208(35)、SK317(36)S×02 調査区の北西部で検出した。SEOI廃絶に
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伴う井戸側の抜取り穴によって、西部を破壊されていた。直径1.Omほどの範囲を掘り窪め、その中に

粘土を貼っていた。粘土の表面は焼結している。構造からみて、竃 である可能性が高いだろう。当遺

Y-45,2431

SEO1

Y-45,240

SEIO

Y-45,237

SKI 1

×-147,655

×一147,658

1:80

図16 18世紀 以 降 の遺 構 平 而 図

SEIO
E

TP+2.0m

TP+l.5m

1 :黄褐色(10YR5/6)含炭・シルト偽礫粗粒砂～細礫

2:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒砂～細礫

S

1:オリーブ色(5Y5/4)

02゙2゚51  含炭・焼土粘土偽礫
2:黒褐色(7.5YR3/2)粘土偽礫(焼結)

3:黄褐色(2.5Y5/3)粘土偽礫

4:暗黒褐色(5YR3/2)炭・焼土

TP+2.○m 5:黒褐色(7、5YR3/2)第2層(鉄分沈着)

1

1:40

2m

図17 SEIO・SXO2遺構断面図

10cm

1:4 (39・40)

図18 SEOI出土 遺 物 実 測 図
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構からは土師器片が出土している。

d.各層出土遺物(図19)

各層から出土した遺物のうち、特徴的な資料について述べる。

第4a層出土資料では、弥 生形尭41・42、脚部43、高杯44～46、壺 47を図示した。41・42は底部で、

42の外面にはタタキ痕が残る。また、底部はやや上げ底状である。43はタタキののちシボリによって

脚部を整形している。形 態および整形技法からみて製塩土器であろう(註3)。44は椀形高杯である。

調整は不明である。脚部45・46のうち、45は中空、46は中実である。46は外面にタタキメがあり、黒

斑を有する。47は広口壺の口縁部である。内面にはヘラミガキを施している。

第3a層出土資料では、須 恵器杯B蓋48を図示した。細片であるが、本 層の形成が8世紀以降に下る

ことを示唆する。

第2層出土資料には、瀬戸美濃焼49、土管50などがある。49は柿釉を施す天目碗である。50は瓦質

に焼成され、端部が受け口状を呈する。これら第2層出土資料の下限は、徳川初期である。

51～57には、古式土師器のうち攪乱および第2層以上の遺構・地層から出土した遊離資料を示した。

51は製塩土器で、外 面にはタタキを施す。52は弥生形尭の口縁部で、体 部内面はハケ調整である。胎

土に結晶片岩を含み、紀伊などから搬入された可能性がある。53～55は弥生形尭の底部で、いずれも

外面にはタタキを施し、底面は上げ底状である。内面調整は53・54はナデ、55はハケである。56は管

状土錘で、外面には黒斑を有する。57は高杯の脚部である。

58～64はいずれも弥生土器で、本 調査に先だち調査区外で実施された試掘調査のうち、西 側の試掘

壊で出土した資料を中心に図示している。58は壺の口縁部で、口縁端部には刺突列点文を2段に施し、

その下位に櫛描きの波状文を施す。広 口壺59は口縁端部に凹線文を巡らせる。60も広口壺で、器壁の

荒れが著しいが、口縁端部下端にはキザミメが認められる。61・62は高杯の口縁部である。61は器壁

の摩耗が著しいが、62にはヘラミガキが認められる。63は小型の尭で、口縁部を面取りしない粗製品

である。64は亮の底部で、外 面にはススが付着する。これら試掘調査出土資料は、弥生Ⅳ様式を中心

とする。なお、当調査出土の古式土師器と比較した場合、器壁の劣化が明らかに進行している。

e.動物遺体について

今回の調査では、17世紀前半～中頃と思われる土WSKO5から、多 量の動物遺存体が出土した。先

述したようにこれらは、ウシの肋骨の骨端を切除し、長 さ5 cmほどの材を得ることを目的とした加工

により生 じた残滓と考えられる。大坂でこれまでに知られている骨細工はいずれも大腿骨などを素材

としており、屈曲が強く、また緻密質層の薄い肋骨を素材とする例は知られていなかった。どのよう

な製品を目的とする材であるのか興味がもたれるところであるが、今回の調査ではこの先の工程を示

す資料は出土していない。

そこで図20には、今 回出土した材を利用した可能性のある製品を図示した。299・341・342はいず

れも大坂城下町跡(OJ92-24次)で出土した資料である[大阪市文化財協会2004」。図示した3点のう

ち、299は骨を薄い板状に加工したもので、長 さ5.Ocm,幅1.6cm,厚g2mmである。平而を半月状に

成形している。端面は薄く面取りされ、刃状になっている。片面には骨の内側の海綿状組織が残され
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図19 包含層ほか出土遺物実測図

第4a層(41～47)、第3a層(48)、第2層(49・50)、攪乱および遊離資料(51～57)、試掘塘(58～64)
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ている。341はその破損品と思われるが、342は材の方

向が上記2点 とは異なっており、 未製品の可能性があ

るだろう。299はSK429、341 - 342は第4c層から出土

しており、 このうちSK429の時期は17世紀前半である。

-虱 一

299

5cm

1:2

図20 0J92-24次出土骨製品

342これらの骨製品は用途不明であるが、製 品の寸法および

裏面の状態が資料と酷似しており、今 回の調査で出土し

た資料がこうした製品を目的の1つとしていた可能性

があるだろう。

f.SK213出土の人骨について

出土部位は鎖骨・撓骨・尺骨・大腿骨・脛骨と腓骨などの四肢骨のみで、頭骨は遺存していない(図

21)。出土部位で重複している箇所は無く、出土骨全体の観察から1体と推定される。性 の判定がで

きる部位は出土していないが、年齢は寛骨耳状面[J. E. Buikstra, D.H.Ubelakerl994]より、20歳前後

と推定された。

骨計測ができた骨は右撓骨、左 尺骨、左 右の大腿骨と脛骨であり、 このうち身長の推定に用いる最

大長が計測できたものは撓骨のみであった(表2)。身長の推定には藤井の式[藤井明1960]を用い、性

の判定ができなかったため男女両方の推定を行った。その結果、男性の場合の推定値が155.lcmで、

女性の場合では150.6cmであった。

1』21 出土 人骨 の遺 存二部泣

表2 出土人骨σ冗:測表

撓骨

尺骨

大腿骨

脛骨

1

a 生理学長

骨体最小周

骨体矢状径

骨体中央横

骨頭矢状径

下端幅

11 骨体矢状径

12 骨体横径

13-01

3

8

9

10

8a

中央横径

中央周

上顆幅

上部横径

上部矢状径

上投影幅

上端幅

中央最大径

中央横径

中央周

栄養孔位矢

状径

栄養孔位横

径

栄養孔位周

219.28

209.12

43.00

17.24

16.09

20.64

30.38

13.44

17.00

28.23   28.44

27,24   26、95

87.00   85.00

32.74 33,98

25.27 26.66

28.03

21.25

76.00

70.37

30.26

20.93

77.50

32,34

22.45

87.00
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3)まとめ

以下では今回の調査の意義について、古 い時代から順にまとめる。

まず試掘壊からは、弥生時代中期の土器が出土した。当地の陸化と人間による利用の開始を考える

うえで、重要な資料である。

次に、第4a層上面では庄内期に属する多くの遺構・遺物を検出した。遺物のうち亮にはいわゆる庄

内亮を含まず、弥生形晃で占められるという特色がある。また、土錘やイイダコ壺、製塩土器の出土は、

海浜部に位置する当地での生業を示すものと評価してよいだろう。土器類には胎土に結晶片岩を含む

ものがあり、紀伊地方から搬入された可能性を示すことも興味深い。ただ、 これらの遺物を伴う遺構

からは古墳時代中期以降の遺物も少数ながら出土しており、遺構の埋没時期を示すものと考えられる。

古墳時代後期から中世にかけては、遺構や遺物がほとんど認められなかった。この間、第3c層が第

4a層を削剥したのち、第3b層、第3a層がその窪地を埋積する。このうち第3a層からは8世紀の須恵器

が出土している。

調査地で再び活発な活動が認められるのは、豊臣後期から17世紀にかけての時期である。当該期の

SDO4は現在の堺筋とは異なる方位に延びており、堺 筋沿道における敷地の変遷を考えるうえで興味

深い。またこの時期には、 ヒトを含む動物骨の出土が特徴的である。とりわけウシの肋骨を素材とし

た骨製品生産に関する遺物が得られたことは重要で、大 坂周辺の生業変遷を考えるうえで重要な資料

となろう。なお、18世紀以降の遺構からは骨製品生産に関する遺物は出土していないので、当地にお

ける生産は17世紀で終了したようである。

18世紀以降の遺構には井戸や竃があり、絵 図などに見えるとおり、当地は町屋として推移したよう

である。このうちSEOIの井戸側はいわゆる豊島石製である。近年、徳川期の大坂における豊島石製

品の分布について集成が行われたが[吉田悠歩2015]、本例により新たな事例を加えることができた。

以上、今 回の調査では、各時代にわたって重要な成果を得ることができた。とりわけ弥生時代中期・

終末期の資料が得られたことは重要で、今 後、周辺における調査成果の蓄積により、大 阪湾沿岸にお

ける地形発達と人間活動の相関を追及する必要があるだろう。

註)

(1)動物遺存体については、東海大学海洋学部の丸山真史氏にご教示を賜った。

(2)人骨については、大阪市立大学大学院医学研究科の安部みき子氏にご教示を頂くとともに、ii ) 一f項につ

いて玉稿を賜った。

(3)製塩土器については、岩本正二氏にご教示を賜った。
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調査区北壁地層断面

(南西から)

庄内期～古墳時代の

遺構(東から)

豊臣後期～17世紀の

遺構(東から)



中央区本町三丁目24-1・24-10における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査(OJ15-1)報告書
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大阪市中央区本町3丁目24-1・24-10
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公益財団法人大阪市搏物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は大坂城下町跡の西部に位置し、三休橋筋と本町通の交差点東南部に当り、一帯では多くの

調査が行われている。古地理に関する所見も蓄積され、[趙哲済ほか20141の古地理復元によれば、上

町台地西側に堆積した難波砂州の一部である河口州1により弥生時代後期には離水した地域とされて

いる。東側150mのOJO2- 2次調査地[大阪市文化財協会2003]、南東側120mのOJ12-1次調査地

[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2014]で見つかった弥生時代後期の遺物は、この一帯の人間活

動の鳴矢でろう。古墳時代以降古代には活動領域が調査地の西側にも及び、南西側150m付近のOJ95

-8次[大阪市文化財協会2004]・99-2次[大阪市文化財協会2002a]・03-3次調査地[大阪市教育

委員会・大阪市文化財協会2005]や、西側130mのOJOO-4次調査地[大阪市文化財協会2002b]で遺

構・遺物が散見されるほか、北側130m付近のOJ98- 8次調査地[大阪市文化財協会2001]では奈良時

代の建物跡が見つかっている。中世では後半を中心にOJ99-2次・03-3次調査地で土壇や溝、また

OJOO- 4次調査地で瓦が出土している。豊臣後期～徳川初期には周辺のほとんどの調査で遺構が見っ

かっている。大坂冬ノ陣の焼け面はOJO8- 3次調査地の例がある程度だが、17世紀代に一帯の開発

が進んだことが、活発な整地活動と大量の出土遺物から察せられる。

大阪市教育委員会が行った試掘調査では中世以前の遺構面および遺物包含層が見っかり、当該地に

おける発掘調査が行われることとなった。

調査は平成28年2月8日から開始した。調査地の西部に東西6 m,南北10mの調査区を設定し(図

2)、地表下1.8mまでを重機で、その後は人力で掘削した。層序に応じて順次遺構・遺物を検出し、

実測や写真撮影によって記録しながら、海浜砂層を起源とする第3層までを掘削して調査した。2月

17日には現地における全作業を終了した。

OJ98

本 町 三 丁 目

ご

j\     本    町    通
Y-45,480

200m

1 : 5,000

π一.亡平一↑i 叩 Hr『]・il,-W 丑ヨ→- ffi- 。

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図

1 : 800
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第 0層

重機による掘削

 ゞ ノ ノ ・・・
0゚1 ヵ。ヨ

また、本報告書で用いた方位は、現場で記録

した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成

することにより得た世界測地系座標に基づき、

座標北を基準にした。標 高はT.P.値(東京湾平均

海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3 ・4)

第4層   調査地内の現況標高はTP + 2.4m付近で、周辺

図3 地層と遺構の関係図        も含め、地表はほぼ平坦になっている。

現代の盛土層である第0層を除き下位の地層は計4層に分かれた。調査区の西壁・南壁の状況から

以下にそれぞれを記す。

第0層 暗灰褐色礫質粗粒砂層で、層厚は180～210cm,ガラス片などを含む現代の整地層である。

第1層 にぶい黄褐色(10YR4/3)わずかにシルト質細粒～中粒砂層で、層厚は最大45cmである。

平安時代の遺物が出土しているが、第2層の年代から、本層は古代～中世に相当するとみられる。本

層上面で17世紀代の徳川期の遺物を含む多数の遺構を検出した。

第2層 にぶい黄褐色(10YR5/3)わずかにシルト質細粒～中粒砂層で、層厚は最太40cmである。

第3層上面遺構の埋土として確認した。奈良時代のほか中世に下る可能性のある遺物が出土している。

第3層 中部から上部にかけては明黄褐色(10YR6/6)で極粗粒砂層から細粒砂層へ上方細粒化す

る。下部は明黄褐色(10YR6/6)細粒～中粒砂である。層厚は最大60cmである。ラミナは認められなかっ

たが海浜砂層である第4層の上部が擾乱を受けた自然堆積層とみられる。飛烏・奈良時代の土師器・

須恵器片が出土している。

第4層 にぶい黄褐色(10YR5/4)細礫～粗粒砂で、南西から北東へ傾斜するラミナが顕著である。

上町台地西側に堆積した海浜性堆積層である。出土遺物はない。

ii )遺構と遺物(図5～10)

各層準の遺構を古いものから順に記述する。

a.中世以前(図5～7)

第3層上面遺構

調査区の北部で東西に並行する2条の溝SD204・205や、中央部で土WSK202・203などを検出した。

SD204・205は平面での検出時に第3層をやや削り込んだため、調査区西壁の地層断面で幅と深さ

を確認した。南側のSD204は幅約0.85m,深さ約0.40mで、北側のSD205は幅約1.20m,深さ約0.45m

で、調査区西壁の地層断面で確認すると、両者は同時に存在したとみられる。埋土はわずかにシルト

質な中粒～粗粒砂で均質であり、両者ともに機能時堆積層は確認できなかった。東部ではSD204はや

や北向きに曲っているが、SD205は第1層上面遺構で壊され、方向が不明である。おもな出土遺物に
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西壁

1:黒褐色(2.5Y3/2)細粒～中粒砂質シルト

2:にぶい黄褐色(10YR5/4)細礫質中粒砂

3:黒褐色ないし黒褐色(10YR3/2.5)細礫混りシルト質中粒砂(SKO5埋土)

4:上部:にぶい黄褐色(10YR4/5)粗粒砂炭・焼土を含む(SKO8埋土)

下部:黒褐色(10YR2/2)粗粒砂質シルトで炭・焼土を多量に含む(SKO8埋土)

5:にぶい黄色または褐色(10YR4.5/4)シルト質中粒砂

6:黒褐色(2.5Y3/2)腐植土(矢板痕)

7:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒砂(第1層)

8:明黄褐色(10YR6/6)上:細粒砂、中:極粗粒砂、下:細粒～中粒砂(第3層)

9:にぶい黄橙色またはにぶい黄褐色(10YR5.5/4)粗粒砂から細礫(第4層:海浜性堆積層)

10:にぶい黄褐色(10YR4/3)わずかにシルト質細粒～中粒砂で炭を含む

11:にぶい黄褐色(10YR5/3)わずかにシルト質細粒～中粒砂(SD204・SD205埋土:第2層)

12:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒砂(第4層:海浜性堆積層)

TP+2.0m

+1.Om

SK○8       6     第1層 第1層

SKO5

南壁

1

2

3

4

5

6

7

8

:黒褐色(2.5Y3/2)細粒～中粒砂質シルト

:にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒砂

:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質細粒砂

:暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒砂

:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒砂(第1層)

:黄褐色(2.5Y5/3)わずかにシルト質細粒～中粒砂(SK201埋土:第2層)

:明黄褐色(10YR6/6)上;細粒砂、中:極粗粒砂、下:細粒～中粒砂(第3層)
:にぶい黄橙色またはにぶい黄褐色(10YR5.5/4)粗粒砂から細礫(第4層:海浜性堆積層)

TP+2.Dm

1:40

0.Om

第1層

図 4 調査 区西 壁 ・南 壁 地 層 断 而 図

十LOm

0.Dm



Y-45,509 Y-45,505

SD205

SD204
×-145,945

X-145,950

1:50

図5 第3層上面遺構平面図
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TP+0.4m
、8   SK202      SK203    8 7        8   SD204    SD205  、

3                                                   0.Om

0           1           2m

1:40

1:にぶい黄褐色(10YR5/4)わずかにシルト質中粒～粗粒砂  1:にぶい黄色(2.5Y6/4)わずかにシルト質中粒～粗粒砂
2:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質中粒～粗粒砂      2:黄褐色(12 5Y5/2)わずかにシルト質中粒～粗粒砂
3:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒～極粗粒砂(第3層)     3:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒～極粗粒砂(第3層)

図6 第 3層上面遺構断面図

はSD204の東部から見つかった土師器杯3、須恵器尭4・杯5などがある。3は杯か皿で口縁端部を

わずかに内側へつまみ上げ、内面および外面の口縁部下をヨコナデ、外面体部にはユビオサエの痕が

残る。4は口縁端部を下方に垂下させ、内外面を回転ナデで仕上げている。5は杯Bで底部外面の外

縁付近に高台を巡らす。これらは奈良～平安時代に属するものである。

SK202 ・203は調査区中央付近にあり、SK202は長軸0.7m,深さ0.l5m程度、SK203は上位の遺構

で壊されているものの長軸2.4m,深さ0.l5m程度の不定形な土壊である。埋土はわずかにシルト質な

中粒～粗粒砂で均質であり、両者ともに機能時堆積層は確認できなかった。出土遺物は細片のため図

化していないが、SK202からは土師器・須恵器の細片のほか内面に布目が残る燻し瓦が、SK203から

は土師器細片に口縁部が「ての字」となる皿が出土した。これらのことから、SK202・203は古代末か

ら中世に下るものと考えられる。

地層出土遺物

第3層上面遺構のほか、第3層および第1層も中世以前の遺物を包含する。第 3層からは土師器皿

1、須恵器杯蓋2、第1層からは須恵器杯B6・尭7などが出土した。1は皿Aで口縁端部をやや外に

つまみ上げ、内外面はナデで仕上げている。2は杯Bの蓋で中央のつまみは失われている。

b.近世(図8～10)

第1層上面遺構

調査区のほぼ全面にわたって遺構が検出された。

調査区中央やや南側で、東西に直線状に打ち込まれた矢板の列が2条見つかった。矢板の幅は20cm

以下で、後述の土塘群に壊されていることから徳川初期より遡る可能性があるが、時期は不詳である。

そのほかは徳川初期から肥前磁器が出現して以降の17世紀代を中心とする遺構群で、水溜S×27以

外はゴミ穴と考えられる土壊である。敷地の奥を日常生活の残滓処理に利用したものであろう。

ノ ーr)

0           10          20cm
1   1   1 1

1:4

図7 中世以前の遺物

SD204( 3～5)、第 3層 (1・ 2)、第 1層(6・7)
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Y-45,5091 Y-45,5051

SK40

SX27
SK37

SK31

SK26

SK22

SK17

SK16

SKO8

SKO6

SKO5

X-145,945

X-145,950

1:50

図8 第1層上面遺構平面図
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SKO8
E

SK22

1:= ゜゙ ・   一:;二 ・  ゙
1゙ -。一5 。。  7

10--- 一二一一一こ 一

TP+0.6m

1 :にぶい黄褐色(10YR4/3)炭・焼土を含む粗粒砂
2:にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂
3:黒褐色(10YR2/2)粗粒砂
4:にぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒砂
5:黒褐色(10YR2/2)炭・焼土を含む粗粒砂質シルト
6:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質粗粒砂
7:にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂
8:黒色(2.5Y2/1)炭・焼土を含む砂質シルト
9:黄灰色(2.5Y4/1)シルト質粗粒砂
10:黄褐色(10YR5/6)粗粒砂(第3層)

1:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒～極粗粒砂(第3層)
2:にぶい黄橙色(10YR6/3)細粒砂(第3層)
3:レこぶい黄褐色(10YR5/4)中粒砂(第3層)
4:にぶい黄褐色(10YR4.5/3)細礫(第3層)
5:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒～粗粒砂(第3層)
6:にぶい黄褐または褐色(10YR4.5/4)細礫(第3層)
7:褐色(10YR4/4)中粒砂(第3層)
8:褐色(10YR4/4)細礫～極粗粒砂(第4層)

:黒褐色(10YR3/2)炭を含む細粒砂ないしシルト質細粒砂
:褐色(10YR4/4)中粒砂
:にぶい黄褐色(10YR4/3)炭を多く含むわずかにシルト質粗粒砂
:にぶい黄褐色(10YR4/3)炭・第2層偽礫を含む中粒砂
:黄褐色(10YR5/6)中粒砂

:にぶい黄橙色(10YR6/4)中粒砂(第3層)

SX27
N /

"-TP+0.6m

2m

1:40

図9 第1層上面遺構断面図

土塘のうち西側に位置するものがやや大型である。そのうちSKO8・SK22・S×27について記述する。

SKO8は調査区西南部にあり、東 西1.5m以上、深 さ0,8m程度の平面形が不定形な土塘である。炭や

焼土の偽礫を含む黄褐色ないし黒褐色粗粒砂などで埋められている。出土遺物には土師器8～11、肥

前陶器12～14・17、九州産とみられる陶器31のほか、図化していないが肥前磁器などがある。8～10

は口径7～8 cm程度の小皿で、やや凹面となる狭い底部から上方へ広がる体部はユビオサエ、口縁部

はヨコナデで仕上げている。10は灯明皿である。11は口径約11 cmでやや大きく、調整は同じだが底部

は平坦である。12は口縁部を外反させた小碗、13は体部が直立し口縁部がわずかに外反する小碗であ

る。14は口径に比して背が高い碗である。17は口縁部をやや内側に立ち上げた丸皿である。31は壺と

みられ、口縁端部を広く平坦に作り、そこに残る密な目痕が特徴的である。

SK22は調査区中央の西側にあり、長 軸2.5m,幅1.2m,深さ0.8m程度の土塘である。炭 を含む黒

褐色粗粒砂ないしシルト質粗粒砂、褐色または黄褐色中粒砂、炭を含むにぶい黄褐色シルト質粗粒砂

ないし中粒砂などで埋められている。出土遺物には土師器20・25、肥前陶器16、肥前磁器21～23、備

前焼26、フイゴ羽口33などがある。20は皿で、口縁部を強いヨコナデで仕上げ、底部内面との境に段

が生じている。25は焙烙C類[難波洋三19921で体部と底部の境に掻き上げ痕が残る。16は碗で体部は

丸みを帯びている。21・22は染付碗、23は染付皿である。26は捕鉢で、底部内面とわずかに内湾する

体部に斜格子状に捕目を付けている。33は孔先端の口径1.2cmで、周囲にガラス質が熔着している。

S×27は東西1.8m,南北1.6m弱、深 さ0.7mで、底 に曲物で直径0.7mの水溜を設けている。水溜の

高さは不明であるが、埋 土に井戸側の跡は確認できず、一段のみの構造と考えられる。

以上のほか、別の遺構から出土した遺物を図化した。土師器にはSK31から出土した焙烙24がある。
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\ 二 j = ゴ / 27

20cm

図10 第1層上面遺構の出土遺物実測図

SK06(29)、SK06・17(30)、SK08(8～l4・17・31)、SK16(34)、SK22(16・20～23・25・26・33)、SK26(32)、

SK31(18・19・24)、SK37(15)、SK40(27・28)
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外面の体部と底部の境界付近にタタキメが施された焙烙A類[難波19921である。肥前陶器にはSK37

から出土した碗15、SK31から出土した皿18・碗19などがある。中国産青花にはSK40から出土した皿

27・28、SK06から出土した大皿29・30などがある。30は同一個体の破片がSK17からも出土した。

以上の出土遺物は豊臣期～徳川初期以降の17世紀代に当り、第1層上面の遺構群の時期を示してぃ

る。大坂冬ノ陣の焼け面は、本調査地では確認できなかった。敷地奥を調査しており焼失するような

建物が存在しなかったためとも考えられるが、戦災後の片付けに係ると考えられる遺構は見っかって

いない。これらのほかに遊離資料としてSK26から瓦器椀32が出土している。また、SK16から宝珠を

中心飾りとする唐草文軒平瓦34が出土し、これには豊臣期のものに類似例がある。

3)まとめ

今回の調査では周辺の既往の調査と同様に、古代から近世に至る遺構と遺物を検出することができ

た。以下、おもな成果を時代順に列挙する。

・古代では奈良時代の東西に延びる溝や土塘を検出したが、遺物の出土量は多くない。

・続く中世も同様の傾向にある。

・一帯は上町台地西側の大阪海岸低地では早くに離水した地域であるため、周辺では古代から中世

の遺構が確認されている。本調査地の状況を判断するには、なお周囲の調査を重ねる必要があろう。

・豊臣期に遡る遺構や大坂冬ノ陣の焼け面、片付けに係ると推測される遺構は確認できなかった。

・徳川期に入るとゴミ穴と考えられる土壊が繰り返し掘られ、水溜も存在する。

引用 ・参 考文献
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中央区久太郎町三丁目40-7における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査(OJ15-2)報告書
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は大坂城下町跡の西南隅に当り、心斎橋筋と御堂筋に挟まれて中央大通に北面する街区に位

置する。付近では、これまで多くの調査が行われている(図1)。

古地理に関する所見では、[趙哲済ほか2014]の古地理復元によって、上町台地西側に堆積した難波

砂州の一部である河口州1により弥生時代後期か古墳時代には離水した地域とされてぃる。調査地の

北側のOJ95- 8次調査地では、海浜性堆積層内から庄内～布留式土器が出土したほか、埴輪片も見

つかっている。また、顕著な遺構はないが奈良・平安時代の遺物も出土してぃる。中世後期には瓦質

土器や瓦器を含む幅5mの大型の溝が見つかり、東西の方位に合わせていることから集落や施設を画

する機能が推測されている[大阪市文化財協会2004]。豊臣期には土塘などの遺構は存在するが顕著な

遺構はない。東に近接するOJ99- 2次調査地でも同様の傾向がある[大阪市文化財協会2002]。

一方、調査地の南側ではOJO9- 1次調査地で庄内～布留式期の集落の一部が見っかってぃる[大

阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011」。ここでは豊臣期の遺構は少ないが徳川期には多くなる。

OJO7-11次調査地では中世にわずかな遺構・遺物があるものの活発になるのは徳川期に入ってから

である[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010]。それに対してOJO5- 9次調査地では豊臣後期

から多くの遺構が作られるようになり[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006」、豊臣期の段階で
は城下町周縁部に近い場所で開発状況の差が大きいとみられる。

大阪市教育委員会が行った試掘調査で中世～近世の遺構面および遺物包含層が見っかり、当該地に
おける発掘調査が行われることとなった。

調査は事業者により地表下2、3mまで重機により掘削された状態で、平成28年2月29日から開始し

た。調査地の南部に東西4 m,南北12mの調査区を設定し(図2)、さらに1.6m程度の深さを人力で掘

Y-45,700 Y-45,680

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図

20m

1 : 800

ー103-



1重機による掘削

象SK101・108,ノ 第1層

情1ル・・・ノ 0 ・・・
U 215 ・216-2〉/ !K301-3ソ 第3層

′kシT℃5ノ ー 第4層

第5a層

\ SK61]1 ノ 第56層

図3 地層と遺構の関係図

第0層

第6層

削した。層序に応じて順次遺構・遺物を検出し、

実測や写真撮影によって記録しながら、海浜性

堆積層である第6層までを調査し、3月11日に

は現地における全作業を終了し、資材・機材を

撤収した。

また、本報告書で用いた方位は、現場で記録

した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成

することにより得た世界測地系座標に基づき、

座標北を基準にした。標高はT.P.値(東京湾平均

海面値)でTP̂ ○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地内は重機掘削によりTP + 0.4m付近でおおむね平坦となっていた。

第0層を除き下位の地層は計6層に分かれた。調査区東壁・北壁の状況から以下にそれぞれを記す。

第0層 黄褐色粗粒砂層で、残存する層厚は20cm以下である。重機による掘削で攪乱されているが、

18世紀代の陶磁器を含み、徳川期に属する可能性もある。

第1層 黒褐色(10YR3/2)シルト質中粒砂層ないしオリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質中粒砂層を主

体とする整地層で、層厚は15cm以下である。本層上面で17世紀代から18世紀に下る徳川期の遺構を検

出した。

第2層 灰黄褐色(10YR4/2)シルト質中粒～粗粒砂層ないし暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂層

を主体とする整地層で、層厚は最丈25cmである。本層上面で徳川初期から17世紀後葉にかかる遺構を

多数確認した。

第3層 黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒砂層の整地層で、層厚は最ラOOcmである。本層から肥前陶

器細片が出土したが混入の可能性もある。本層上面で検出された遺構からは豊臣期までにおさまる遺

物が出土 している。

第4層 オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質中粒砂層の整地層で、層厚は最ラ(25cmである。本層から

は丹波焼・備前焼のほか瓦器が出土し、中世の地層である。本層上面で南北に延びる溝を検出した。

第5層 調査区北半では5a・5b層に細分される整地層である。上部の第5a層は暗灰黄色(2.5Y 4/2)

中粒～粗粒砂層で、下部の第5b層は暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒～中粒砂層である。北壁では第6層上面

の標高が東側が高く、西が低い。第5b層の観察から東から西に向かって整地が進んだ状況が確認でき、

層厚も30cm程度となる。本層内で南北に延びる溝を確認し、整地の途中段階で東から西へ段を造成し

ていたことが考えられる。南半では黄褐色(2.5Y5/3)細粒～粗粒砂層で細分しがたい。第5層の出土

遺物には古代の遺物も散見されるが、第5a層からは瓦器細片が出土し、第5層内遺構からも中世の遺

物が出土することから、下限を中世に求めることができる。

ー104-



調査 区東壁

第2層 SK108    第2層
第3        第3一層

1一第5a層 TPO.Om

1:601

2

り

O

4

5

C

υ

7

Q

υ

:黒褐色(10YR3/2)シルト質中粒砂(第1層)
:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質中粒～粗粒砂(第2層)
:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒砂(第3層)
:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質中粒砂(第4層)
:暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒～粗粒砂(第5a層)
:暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒～中粒砂(第5b層)
:にぶい黄色(2.5Y6/3)細礫質細粒砂(第6層上部)
:にぶい黄色(2.5Y6/4)細礫質細粒～細礫(第6層下部)

9:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)偽礫混りシルト質細粒砂(遺構埋土)
10:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂(遺構埋土〉
11:オリーブ褐色(25Y4/3)偽礫混り粗粒砂(遺構埋土)
12:暗灰黄色(2.5Y4/2)わずかにシルト質中粒砂(SD303)
13:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)粗粒砂(SD303)
14:黒褐色(2.5Y3/2)偽礫混りシルト質中粒砂(SD303)
15:黄褐色(2.5Y5/3)細粒～粗粒砂(第5層)
16:にぶい黄色(2.5Y6/4)細粒～粗粒砂(第5層)

調査 区北壁

第1層

第2層

,・第3層

-   l'第4層
/ 第5a層

第5b層

SD6D3

TPO.Om

一l.Om

2m

1 :オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質中粒砂(第1層)
2:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂(第2層)
3:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒砂(第3層)
4:黄灰色(2.5Y5/1)シルト質細粒砂～偽礫混り細礫質粗粒砂(SK301)
5:黄褐色(2.5Y5/3)細礫混りシルト質中粒砂(SD401)
6:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質中粒砂(第4層)
7:暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒～粗粒砂(第5a層)
8:暗灰莢色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂ないし細礫質中粒砂(第5b J・,1?)
9:暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒砂質シルト(SD602)
10;暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒砂質シルト(SD603)
11:にぶい黄色(2.5Y6/3)細礫質粗粒砂～灰黄色(5Y6/3)極粗粒砂(第6層)1:60

図4 調査 区東 壁 ・北 壁 地層 断 面 図
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恵器が出土した。南北方向ではほぼ水平に、調
査区の北壁断面観察からは東西方向では大阪湾

から陸

地側へ向かって傾斜している。上 町台地の西海
岸に堆積した海浜砂が形成する砂州で、[趙哲

済ほか

20141では「河口州1」から「砂州B」付近に相当
するとみられ、離 水時期は古墳時代に想定され

ている。

本層上面で土壇や溝を検出したが、同じ断面観
察からは上位の第5層内遺構と考えられる。

ii )遺構と遺物(図5～10)

各層準の遺構を古いものから順に記述する。

a. 中世以前(図5～ 7)

第5層内遺構

調査区西北部で土WSK601と南北に延びる溝S
D602・603を第6層上面で検出した。SK601は

南北

2,3m以上、深 さ0.3mの土塘である。断 面の観
察からは第5層内遺構とみられ、瓦 質土器鉢6

が出土

した中世の遺構である。SD602は前述の通り北
壁断面で第5層内遺構と確認された。幅0.2～0.

4m,

Y-45,694 1
第6層上面遺構

Y-45,690辷 Y-45,894看
×一146,170

第4層上面遺構

Y-45,690ミ
X-146,170

SD602

SK601 SD603

×-146,175

X-146,180

×-146,175

×-146,180

3m
3m

1:1①

図5 第6層上面・第4層上面遺構平面図
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深さは0.04～0.l5mで底は凹凸があるが、全 体として北側がわずかに低くなっている。方位はN-2゚
-W である。埋土は暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒砂質シルト層で、ラミナは確認できなかったが埋めた土
ではなく、機 能時堆積層であろう。須 恵器壺の口縁部片1が出土した。SD603は南端が途切れるが
SD602に平行し、形状や埋土も同じである。SD603が先行し、整 地の過程でSD602が再掘削された
ものであろう(図4)。これらの溝は第6層上面が西へ低く傾斜する地形に対して直交する方向で掘削
され、低 い段を造成したものの可能性があるが、南北方位にほぼ合わせている点が注目される。
第4層上面遺構

SD401は下位のSD602と同一の方位で掘削された南北溝で、規模もほぼ同一である。埋 土は黄褐
色(2.5Y5/3)細礫混りシルト質中粒砂層で、やはり機能時堆積層と考えられる。後述する第4層から
16世紀代に下る遺物が出土しているため、SD401もそれ以降で豊臣期までの時代に相当する。これま
でもOJ95- 8次調査地のSD801のように東西に方位を揃えた中世の溝が見つかっており、SD602 -
603やSD401も広範囲にわたって企画された遺構の可能性も考えらる。そのほか小さな円形の柱穴や
土壇が検出された。

第 3層 上面 遺 構
Y-45,694 Y-45,690

×-146,170

ヅ SK301

SK302

SD303

-7 3  覧等-4 4

X-146,175

×-146,180k3 、

〉ゝ)(、'\'lii !l:)1

10 20cm

3m

1:1(1)

図6 第3層上面遺構平面図

1:4

図7 第3層以前の遺物

SK601(6)、SD602( 1 )、SK301(4・8)、SK302( 9 )、
第5層(2)、第5a層(3)、第4層(7)、遊離資料:SK205(5)
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第4層以下の出土遺物

上記の遺物のほか、第5層から土師器杯2、 第
5a層から瓦器椀3、 第4層から丹波焼平鉢7

が出

土した。2は古代に遡るが、3は14世紀、7は
豊臣期までにおさまるものであろう。また、

近世の

SK205から人面墨画土器の破片5も出土し、古
代の遊離資料として本項で記載する。

b.近世(図8～10)

第3層上面遺構

SK301・302は形状や規模の不明な浅い土壇で
ある。調査区南部ではSD303が見つかったが、

時期

は不詳である。SK301からは土師器小皿4、丹
波焼平鉢8が、SK302からは丹波焼平鉢9が出土

した。

第2層上面遺構

調査区のほぼ全面にわたって遺構が検出された
。西 壁沿いに南北溝であるSD204が見つかっ

た

ほかは楕円形または不定形な土壊や小穴であ
る。楕 円形の土塘には長軸を南北とするものが

多い。

SK205・208に代表されるように、一 定期間開
口して機能時堆積層の形成後に地表に残る凹み

を埋め

たものと考えられ、屋敷地の奥で日常的な残滓
処理を行うためのゴミ穴であろう。

Y-45,6941
第2層上面遺構

Y-45.690 1      Y-45.694

χ-146,170

第1層上面遺構

SK205  SK201    SK206'

SD204

SK205

z     " '
SK203

iSP21     8前 。「

SK208

X-146,175

X-146,180

SK108

SKIOI

X-146,175

X-146,180

3m ε 3m

1:1①
1:1(1)

図 8 第 2層 上 面 ・第 Ⅰ層 上 面 遺構平 面 図
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SK205は調査区の北半で検出された南北5.0m,東西2.1m程度、深gl.lmの大型土塘である。底か
ら0.7m弱まで機能時堆積層である炭を多く含むシルト層や細粒～中粒砂層で埋まり、最 後はシルト質
中粒砂層ないし粗粒～極粗粒砂層で埋められていた。出土遺物は多く、土 師器10～13・22・27、肥前
陶器14～19・丹波焼26のほか、肥 前磁器32・35などがある。10～13は皿で、丸みを帯びた底部の外
面はユビオサエ、口縁部から内面はやや強いヨコナデで底部との境が明瞭である。12・13は口縁部に
煤が付着し、灯 明皿に使われたものであろう。14・15は碗で口径に比してやや背の高い器形である。
16・19は皿、17・18は溝縁皿である。26は描鉢で口縁部をやや肥厚させている。捕 目は4条1単位
である。22は焼塩壺で、輪積成形の直立する体部から口縁部をわずかに外反させている。27は火鉢で、
内面に煤が残っている。底部外面の脚は粘土を貼り付けて指で整形した簡易なつくりである。32は口
縁部を屈曲させ外面はソギで凹凸をつけた碗で、「福」字を染付しているが、偏 と奎が逆になっている。
同一個体の破片がSK203からも出土している。肥前磁器の出現初期の資料である。35は草花文の染付

東西アゼ断面

E SD303 SK213        SK207 SK214 W

1
2

3

4

5

6

7

8

9

0

エ

2

3

4

5

黄褐色(2.5Y5/4)偽礫混りシルト(SK213)
オリーブ褐色(2.5Y4/3)偽礫混りシルト質細粒砂(SK213)
:暗灰黄色(2.5Y4/2)炭混りシルト質細粒砂(SK213)
:暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒砂(SK213)
オリーブ褐色(2.5Y4/3)偽礫混りシルト質中粒砂(SK213)
:灰オリーブ色(5Y5/2)シルト質中粒砂(SK207)
:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒砂(第3層)
オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質中粒砂(第4層)
:黄褐色(2.5Y5/4)わずかにシルト質中粒～粗粒砂(第5層)
:暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂(第5層)
:黄褐色(2.5Y5/3)極粗粒砂(第6層)
暗灰黄色(2.5Y4/2)わずかにシルト質中粒砂(SD303)
:黒褐色(2.5Y3/1)炭混りシルト質細粒砂(SD303)
オリーブ褐色(2.5Y 4/3)粗粒砂(SD303)
:黒褐色(2.5Y3/2)偽礫混りシルト質中粒砂(SD303)

SKIOB

TPO.Om

東

-0.5m

1

2

9

υ

4

5

6

ク

l

Q
o

9

団"1灰!I1色(2.5Y4/2)細礫況りシルト質利粒砂
:p,l,褐位(2.5Y5/4)中粒～利粒砂
:オリーブ褐位(2.5Y4/3)中粒～利粒砂
:にぶいl]l掲位(10YR5/3)中粒砂(ラミナあり)
:灰莢褐仏(10YR4/2)シルト(機能時坩稍1・1・フ)
:にぶいf1】褐位(10YR5/4)細粒～極細粒砂
:"i"l灰莢色(2.5Y5/2)シルト
:坩1灰ヱ11色(2 5Y5/2)シルト質中粒砂
: il'4褐位(2.5Y5/3)巾粒砂

15121614  1  13

TPO.Om

-0.5m

1:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質中粒砂(SD204)
SK205埋土(上部:埋めた地層)
2:黒褐色(2.5Y3/2)シルト質中粒砂で暗黄灰色シルト質中粒砂偽礫混る
3:黒褐色(2.5Y3/2)粗粒～極粗粒砂ないしシルト質中粒砂
SK205埋土(下部:機能時堆積層)
4:黒褐色(2.5Y3/2)偽礫混りシルト
5:黄灰色(2.5Y 4/1)偽礫混りシルト
6:黒色(25Y2/1)炭
7:黒褐色(2.5Y3/1)シルト
8:灰色(5Y 4/1)シルト
9:灰オリーブ色(5Y4/2)偽礫混り中粒砂
10:黒色(2.5Y2/1)炭
11:暗灰黄色(2.5Y4/2)偽礫混り中粒砂でシルト薄層を挟む
12:灰色(5Y 4/1)偽礫混り中粒砂
13:灰色(5Y 4/1)シルトないし中粒砂
14:黒色(2.5Y2/1)炭質シルト
15:黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂
16:黒色(25Y2/1)炭質シルト
17:灰オリーブ色(2.5Y4/2)シルトおよび黒色(25Y2/1)炭質シルト
18:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質中粒～粗粒砂(第2層)
19:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒砂(第3層)
20:オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質中粒砂(第4層)
21:黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂～シルト質細粒砂(第5層)
22:にぶい黄色(2 5Y6/3)細礫質細粒砂(第6層上部)
23:にぶい黄色(2.5Y6/4)細礫質細粒～細礫(第6層下部)

SK208

TP00m

1

2

0

d

4

5

6

黒褐0 (2.5Y3/2)炭混りシルト質中粒砂
1,1、',褐包(2.5Y3/4)炭が多く浪るシルト質中粒砂
87"1灰でji色(2、5Y4/2)細粒砂偽礫が多く混 る中粒砂
灰オリーブ色(5Y 4/2)炭滉りシルト質中粒～羽1粒砂
Bi"1灰{11仏(25Y 4/2)シルト質羽1粒砂
オリーブ黒立!. (5Y3/2)偽礫滉りシルト質細粒砂

2m

1:60

図9 第2層上面・第1層上面遺構断面図
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0           10          20cm

1:4

図11 第2層上面遺構出土遺物実測図(2)

SK203・205(32)、SK205(35)、SK208(34・36)、SK21 1(37)、SK213(33・38)

碗で、17世紀後葉のものであろう。

SK208は調査区南端にあり、東 西1.2m,南北1.Om,深さ0.5mほどの土塘である。埋土は最上部が

人為的に埋めた土であるほかは機能時堆積層の砂質シルト層である。肥前磁器34・36などが出土した。

34は一重網目文の染付碗、36は直線的に開く体部と口縁部との境が屈曲する白磁小杯である。

ほかの遺構出土遺物には、SK203の瀬戸美濃焼23、軟 質施釉陶器25、備前焼24、SK21 1の肥前磁

器37、SK213の肥前陶器21、丹 波焼30,肥前磁器33・38、SK214の中国産青花28・29、SK216の三

巴文軒丸瓦31、SK217の肥前陶器20などがある。23はやや背の高い鉄釉の天目碗、25はミニチュア

の壺である。24は1箇所に把手をつけた皿で、底部外面は手持ちで削って整形し、ベ ンガラとみられ

る暗赤褐色の塗土を施している。口縁部に煤が付着しているため、灯 明皿と考えられる。37は体部が

直口する白磁碗、33は粗雑な一重網目文の染付碗、38は皿で高台外面に「大明成化年製」銘を模してい

る。21は絵唐津の向付、30は捕鉢で捕目は8本1単位である。28は草花文、29は直線的に開く体部に

濃淡のある縞文様をつけている。31の筒部内面にはコビキBが認められる。20は口縁部を外反させた

浅い皿である。

以上の出土遺物は徳川初期以降の17世紀代に当り、第 2層上面の遺構群の時期を示している。大坂

ー 叱 4、

0           10          20cm

1:4

図12 第1層上面遺構出土遺物実測図

SK108(39・43・44)、SKIOI(40～42)
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冬ノ陣の焼け面は、本 調査地では確認できなかった。

第1層上面遣構

調査区中央部で平面形が方形となるSK108と、南 部でSKIOIなどの円形ないし不定形
の土塘を確

認した。SK108は南北2.5m,深さ1.Omで、埋 土の下半(図9-4～9)は機能時堆積層と
みられるが、

その後、一度掘りなおしており、図 9-4のにぶい黄褐色中粒砂層のラミナは3のオリー
ブ褐色中粒

～粗粒砂層によって切られている。下半の埋土内には石垣に使用された可能性のある石が
捨てられて

いた。出土遺物には備前焼39、肥前磁岩諸3・44などがある。39は灯明皿に利用されており
、把 手がな

い点を除けばSK203出土の24と類似する。43は草花文の染付碗で底部内面に目痕が残っ
ている。44

は大型の色絵碗で、内外面とも型で文様の凹凸を陽刻し彩色している。図化していないが
肥前磁器染

付には二重網目文の碗、雨降文の仏飯具なども出土している。このほか、SKIOIからは産
地不明陶器

41、肥前磁岩訊2、土 師岩呂0などが出土した。41は壺で、直 口する口縁部から体部上半
にかけてソギで

綾杉文を線刻している。42は染付碗、40は焼塩壺で体部は直立し口縁部をわずかに外反さ
せている。

以上の出土遺物から本層上面の遺構は17世紀代後葉から18世紀代の時期が当てはまる。

3)まとめ

今回の調査では周辺の既往の調査と同様に、古 代から近世に至る遺構と遺物を検出する
ことができ

た。以下、おもな成果を時代順に列挙する。

・古代ではわずかな遺物が出土したが、遺構はない。人面墨画土器が注目される。

・中世では南北に方位を揃えた溝が繰り返 し掘削されており、一帯の土地開発に何らか
の規格が働

いていた可能性を考えさせる。

・豊臣期の大坂冬ノ陣の焼け面や復興に係る遺構は確認できなかった。

・徳川期に入るとゴミ穴と考えられる土塘が繰り返 し掘られている。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2002、「大坂城下町跡の調査」:『大阪市埋蔵文化財発掘調査報告-1999・2000年度一
』、ppal35-

149

大阪市文化財協会2004、「OJ95-4次および95-8次の調査」:『大坂城下町跡Ⅱ』、pp.337-346

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006、「大坂城下町跡(OJO5-9)発掘調査」:『大阪市内埋蔵文
化財包蔵地発

掘調査報告書(2005)j、pp.l73-182

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010,「中央区北久宝寺町三丁目における建設工事に伴う大坂
城下町跡発掘

調査(OJO7-11)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

(2008)j、pp.57-84

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011、「大坂城下町跡発掘調査(OJO9-1)報告書」:『平成21年
度 大阪市内

埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2009)』、pp.l5-22

趙哲済ほか2014、「上町台地とその周辺低地における地形と古地理変遷の概要」:『大阪上町台地の総合
的研究一東ア

ジア史における都市の誕生・成長・再生の一類型一』大阪文化財研究所、pp.g -22
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第2層上面

遺構掘削状況

(南から)

SK205断面

(北東から)

第1層上面

遺構全掘状況
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中央区平野町三丁目17における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査(OJ15-3)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区平野町3丁 目17

61市

平成28年2月22日～2月25日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財
研究所

大阪文化財研究所調査課長 清水和明、積 山洋
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1)調査に至る経緯と経 過

調査地は豊臣期の船場城下町の遺跡である大坂城下町跡の西部に位置する(図1)。

当該地において再開発が計画されたため、平成28年1月5日、大阪市教育委員会が試掘調査を行い、
地表下約1.75m以下の深さで本格的な発掘調査を必要とする遺物包含層が検出された。今回の調査は、
こうした地層の年代や遺構・遺物の分布状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目
的として実施された。

調査は平成28年2月22日に開始した。比較的遺跡の遺存状態が良いと見込まれた敷地の北部に東西
5m・南北8mの調査区を設け、機 械力で掘削を始めたが、予想に反して遺構・遺物包含層の残りが
悪く、大 阪市教育委員会と協議の上、 2回にわたって南側に調査区を拡張した。その結果、試掘調査
の位置にて包含層が良好に遺存することを確認し、調査はその地点のみに絞られることとなった(図
2、第 2トレンチ)。同月25日、現 地作業を終了し、撤 収した。

以下の本文等に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、TP̂ ○mと記した。また、本 報告で用い
た方位は、現 場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得た世界測地
系座標に基づき、座標北を基準とした。

2)調査の結果

1)層序と遺構(図3 ・4)

調査地の層序はTP+2.0m以下、TP-0.5mまでの範囲で観察した。各層の詳細は図4のとおりであ
り、第 9層より上はすべて整地層、第10層は自然堆積層に由来する地層である。最下層の第10層上面

OJI評   ワよ 4=昆                   第1トレンチ

暴          平野 町 通

1「                  ;ム〒

0                   200m

1 : 5.000
20m

1;800

図1 調査 地 位 置 図 図2 調査区位置図
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現代盛土

第1層

第2層

第3層

第7a層           第7b層

S×02 SEC))

第9層

第10層

図 3 地層 と遺 構 の関 係 図

から掘り込まれた井戸SEOIは瓦質の井戸側を用
いてい

たため、江 戸時代でも19世紀のものである。ま
た、 こ

れに切られるSXO2からは丹波焼・土師器皿およ
び小型

の坩堝が出土している。したがって、第9層
より上は

近世末を中心とし、上位層は近代まで降る可能
性が高

い 。

また、第6a層と第 4層は焼土層であり、部 分的
に前

者が後者の直下に位置している。これは時間的
に近接

して2度の火災があったとみられる反面、第4
層は焼

土塊が混在するという層相なので、第6層の再
堆積の

可能性もある。

なお、図4の層序番号14・15はそれぞれ第2 ト
レン

N

現代盛土

第2層

第6a層↑一
第7a層-L-:-

1-
第8層1 -

0            1

」:40

l

I

I

I

I

S

TP+2.0m
l

+1.Om

+O.Om

2m

1 :にぶいヱl1褐色(10YR4/3)羽1粒砂:(第1 1・:・1;)

2:にぶい黄褐色(10YR4/3.5)または褐色(7.5Y
R4/3)シルト混 り中粒～粗粒砂:(第2層)

3:にぶい黄撥色(10YR6/4)粗粒砂:(第3層)

4:にぶい111褐色(10YR4.5/4)または褐位(7.5Y
R4/3)シルトなど偽礫の実i jia・フ:(第3 j:・フ)

5:にぶい黄褐色(10YR4/3)砂混りシルト(焼土の
偽礫を含む):(第4層)

6:にぶい黄褐色(10YR5/4)砂混りシルト(シ
ルトなどの偽礫など含む):(第5層)

7:暗褐色(10YR3/3)砂・シルトを含む焼土:(第6
a層)

8:褐灰色(10YR3.5/1)または黒褐色(10YR3/2)
砂(シルト偽礫を含む):(第6b層)

9:黒褐色(10YR3/2)砂混りシルト(砂の偽礫を
含む):(第7a層)

10:灰黄褐色(10YR4/2)砂・シルト等の薄層の
集積:(第7b層)

1I:灰黄褐色(10YR3.5/2)または黒褐色(10YR3
/2)シルト(砂の偽礫を含む):(第8層)

12:にぶい黄褐色(10YR3.5/3)砂混りシルト(砂
の偽礫を含む):(第9層)

13:にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂:(第10層)

14:にぶい黄褐色(10YR3.5/3)または暗褐色(10
YR3/3)粗粒砂(シルト偽礫を含も):(遺構埋土)

is : .I.I.:褐位(10YR3/2)シルト(砂の偽礫を會む)
"(造禍刈1土)

16:褐色(7.5YR4/3)シルト・礫混り粗粒砂: (SXO2
埋土)

図 4 第 2 トレンチ 東 壁 地 層断 面 図
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チ東壁断面で検出した遺構埋土であるが、形状など平面的

な把握はできなかった。

ii )出土遺物(図5)

今回の調査はほとんど断面調査に限定された結果、出土

遺物は少なく、 また実測できた遺物も、 その出土層や遺構

の年代を直接示すものではない。

1・2はSEOI掘形出土である。1は平安時代初期(9世

紀前半)の黒色土器椀である。A類(いわゆる内黒土器)で、

外面も一部黒色である。2は瓦質土器火入れの体部である。

3は第7層出土の肥前磁器青磁碗である。17世紀後半のも

のであろう。4は第6a層出土の肥前磁器染付碗である。底

裏銘は「製」かとみられ、そうであれば「大明年製」銘であっ

た可能性が高い。高台のつく りなどから17世紀後半～末ご

ろのものとみられる。 10cm

1:3

図5 出土遺物実測図
3)まとめ                       SEOI(1 ・2)、第7層(3)、第6a層(4)
今回の調査は、大規模な近代・現代の攪乱によって、かなり限定された調査となった。

第6a層と4層の焼土が大規模な火災痕跡であるとすれば、19世紀に船場の平野町が被災した大火と
しては天保8(1837)年の「大塩焼け」がある[大阪市消防局19681が、遺物の年代観からこれを裏づけ
ることはできなかった。

黒色土器は、今 回は近世の井戸からの出土であったが、 もともと8世紀末～9世紀前半の土器は調
査地の一帯で広く出土しており、道路をはさんだ南側のOS88-82次[大阪市文化財協会2004]、また
調査地北隣のOJ13- 3・4次[大阪文化財研究所2015a・b」などの例をあげることができる。船場で
はそれより古い奈良時代の遺構は非常に少ないのに対し、 8世紀末以後、ほぼ大阪湾の汀線に近いこ
の地に人々が居住するようになったことを示すものであろう。

今後とも平野町や道修町における地道な調査の継続が望まれるところである。

参考文献

大阪市消防局1g6s['a大阪市消防の歴史j pp.59～60

大阪市文化財協会2004『大坂城下町跡』Ⅱ、pp.281～314

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2015a,「大坂城下町跡発掘調査(OJ13-3)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包
蔵地発掘調査報告書(2013)』、pp.217-234

2015b,「大坂城下町跡発掘調査(OJ13-4)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包
蔵地発掘調査報告書(2013)』、pp.235-244
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調査地全景

(南西から)

第2トレンチ東壁地層断面

(西から)

SEOI

(西から)



中央区南船場二丁目30における建設工事に伴う

大坂城下町跡発掘調査(OJ15- 4)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区南船場2丁目30

384ml

平成28年3月7日～平成28年4月20日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、大庭重信・積山洋
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1)調査に至る経緯と経過

調査地の南船場2丁目所在遺跡D地点は、大坂城下町跡の南部、大坂城三ノ丸の造成に伴って開発

された船場地区の南側に位置しており、近世には1622(元和8)年に開削された長堀川(現長堀通)の北

側、東西の安堂寺橋通と南北の難波筋が交差する北西側の敷地内に当る(図1)。周辺の調査は多くは

ないが、南西約200mのOJO7- 5・6調査地では、豊臣期船場城下町の推定南限を超えた位置で豊臣

後期の遺構が検出されており[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008]、城下町の拡がりを考える

上で注目される地域である。また、東側15mのOJIO- 1次調査地でも、17世紀後半の遺構が検出され、

町場の形成が遅くとも17世紀前半に遡る可能性が指摘されてぃる[大阪市教育委員会・大阪文化財研
究所20121。

大阪市教育委員会が行った試掘調査により、地表下約1.3m以下の深さで本格的な発掘調査を必要と

する古代から近世にかけての遺構面および遺物包含層が検出されたという結果をうけ、調査が行われ
ることとな った。

調査は平成28年3月7日から開始した。試掘調査により比較的遺跡の遺存状態が良いと判断された

敷地内の南半を対象に、東西24m1 南北16mの調査区を設け(図2)、近代以降の地層を重機にょり掘

削した。しかし、予想に反して太半が現代の掘返しにより削平を受けており、比較的遺存状態が良好

な調査区北西部を除いて地山である第3層上面まで掘削し、遺構の検出作業を行った。また、地山で

ある第3層上面の標高がTP + 2.0m前後と周辺の調査地と比べて高く、調査地が上町台地西側の砂州

上に立地することが予想されたことから、検出遺構の記録を終えた調査の終盤に、調査区の中央に東

西方向のトレンチを設け、TP̂ Omまでの基盤の砂州堆積物の観察と記録を行った。4月20日には
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現地での作業を終え撤収し、調査を完了した。

本報告で用いた基準点の測量は株式会社島田組が行
い、方 位は世界測地系に基づく座標北を基準と

し、標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP̂ ○mと記した。

なお、報 告書の作成にあたり、出土遺物の整理と
原稿執筆を調査課学芸員小田木富慈美が担当し、

動物遺存体の同定と報告を東海大学海洋学部海洋文
明学科丸山真史氏にお願いした。

2)調査の結果

1)層序

調査地の標高はTP+3.5m前後とほぼ平坦であり、
現 地表下3.5mまでの地層を第0～3層に区分し

た(図3・4

第0層 :近現代の盛土および攪乱埋土である

第1層:近世の整地層で、第1a層・第1b層に細分
できる

第1a層はにぶい黄色礫混り細粒～中粒砂、明褐色
中粒～粗粒砂と焼土層の互層からなる整地層で、

層厚は最大35cmある。上面は近代以降に削平され遺
存していない。本層からはほとんど遺物が出土し

ていないが、平 面で検出した遺構の年代からl7世紀
後葉以降に整地された可能性がある

第1b層は下部が焼土層、上部が炭・焼土を含む明褐
色シルト質中粒～粗粒砂層で、層厚は20cmある

第1b層上面は被熱により赤～黒色化しており、調
査区南西端で小型の礎石とSK30を検出した。上面

の標高はTP+2.2mである。本層からはほとんど遺
物が出土していないが、第1b層下部上より掘 られ

たSK27から豊臣後期の肥前陶器が出土しているこ
とから、第1b層下部の焼土層は大坂冬ノ陣の際の

もので、第1b層は大坂冬ノ陣後の整地層の可能性が
ある

第2層 :褐色シルト質細粒～中粒砂からなり、植
物の根等による擾乱を受けた古土壌である。層厚

は1 5cmあり、調査区南壁で部分的に確認した。上面の
標高はTP+2.05mである。遺物は出土していない。

第3層 :難波砂州を形成した海浜堆積層で、第3a層
～第3c層に細分できる。第3b・3c層は調査区中

央に設定した深掘り トレンチで確認した。

第3a層はにぶい黄色細粒～粗粒砂からなり、場 所
によっては細礫を含む。調査区南壁で確認し、層

厚は0.3m前後ある。上位層からの擾乱により構造
がはっきりしない。

第3b層は粒径のそろった灰白色細粒～粗粒砂層の互
層堆積からなる淘

汰のよい地層である。西 側(沖側)にやや傾斜してお
り、汀 線近くの波打

18( ノ    ち際で波の影響で運ばれた離水直前の堆積物と判断さ
れる。層厚は最大

2       第3c層はにぶい黄橙色の細粒砂と粗粒砂～礫から
なる粗粒堆積物の互

3a      層からなり、後 者は上方細粒化
する淘汰の悪い地層である。TP̂ Omま

3b      で確認し、層厚は100cm以上あ
る。第3b層と同様、やや西側に傾斜して

3C      おり、礫 層が下位層を削って堆
積し、一部で扁平な中礫が沖側に傾いて

図3 遺構と層序の関係  並ぶインブリケーション
が見られる。こうしたことから、粗 粒物質は波
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南 壁
TP+4.0m

①

/ +3.om

5m

1:75

②

調査区

①下

①上

②

西 壁

N

第1a層 現代攪乱

SK27

ィ ヘ               0

〉  シ                           ,

SK31         SK-30        SK29

1:にぷい黄色(2 5Y6/3)礫混り細粒～中粒砂(第1a層、整地層)
2:黒色(10YR2/1)焼土偽礫+炭(第1a層、整地層)
3:明黄褐色(10YR6/6)中粒～粗粒砂(第1a層、整地層)
4:黒褐色(7.5YR3/1)焼土偽礫+炭(第1a層、整地層)
5.黒色(10YR2/1)シルト質中粒～粗粒砂(第1b層、被熱により硬化)
6 暗褐色(10YR3/3)シルト質中粒～租粒砂(第1b層、整地層)
7 黒褐色(75YR3/1)焼土偽歴+炭(第1b層、整地層)
8.にぶいtj1色(2.5Y6/3)オ1[粒砂(沁3b)!・0 2m

1:50

TP+4.0m

十3.Om

+2.0m

十LOm

図4 南・西壁地層断面図



浪によって運ばれ斜面を這い上がるように堆積したもので、下位層を削る箇所
は離岸流によって沖側

に引き戻された堆積物と判断される。これらの間に堆積した細粒砂は波浪がお
さまったときに海底を

覆った砂であろう(註1)。

第3層は[趙哲済2014」で復元された砂州Aを形成した海浜堆積層とみられ、年
代を示す遺物は出土

していないが、TP̂ am～TP+2.0mの間で見られること、OSO8- 5次調査で砂州A西側に形成さ

れたラグーン内から縄文時代後・晩期の土器が出土していること[大阪市教育委
員会・大阪市文化財

協会2010」などから判断して、第3層は現在よりも海水準が高かった縄文時代
後期以前に堆積したと

考えられる。

ii )遺構と遺物

上述したように、調査区のほぼ全域が現代に掘り返されており、近世大坂城下
町に関わる多くの遺

構は第3層の地山上で確認した(図5)。層序との関係が把握できた遺構は、調査
区南・西壁に接する

ごく一部のものであり、第1層が島状に遺存していた調査区中央～北東にかけて
も遺構の重複が激し

く、調査層序と対比させることができなかった。そこで、一部で確認した層
序と遺構の関係、遺構の

重複関係、出土遺物の年代から、豊臣後期から肥前磁器出現以前までの徳川初期
に相当する↓6世紀末

～17世紀初頭、肥前磁器出現以降の17世紀前～後葉、18世紀代の3時期に分けて
遺構・遺物を報告す

る。また、調査の対象外であるが、近代に廃絶した井戸についても、調査域の敷
地割の変遷を考える

上で参考になることから、併せて報告する。

-45,350       -45,345        -45,340         -45,33
5       Y-45,330

図5 検出遺構平面図(全体)
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a)16世紀末～17世紀初頭の遺構(図6)

遺構の分布は、調査区の西部にSE107、東部にSE98の2基の井戸が存在し、SE107の南および東側、
SE98の東側に大小の土壇群が集中しており、1つの井戸を単位として調査区の東西にそれぞれ別の
屋敷地があった可能性がある。

SE107は掘形が直径2.Omと大型で、直径約1.1mの木製の井戸側が残存していた。SE98は現代の建
物基礎に破壊されて遺存状態が悪いが、掘形が直径約3.5mと大型で、中央で瓦製の井戸側を確認した。
SE107の南側の土塘は、北 半と南半とで異なる特徴があり、南半には平面が1m未満、深 さが0.3m

前後の不整形な土塘が密集しており、埋 土中に焼土偽礫を多く含むという共通性がある(SK27・30・
32・38・39・127・128・129)。このうちSK27・127は第1b層内から掘られており、これらの土塘は
大坂冬ノ陣後の片づけの際に掘り返 されたものの可能性がある。一方、北半には、平 面が1m未満と
小型で炭を含む黒褐色土を埋土とするSK36・37・46・108・109・112や、平面が2m前後と大型の
ゴミ穴 と考えられる比較的遺物を多く含 むSK34・35・41・57などが分布する。後述するように、銅
碗(SK57)、骨製櫛払(SK108)、土製の錘(SK41・57)などの特徴的な遺物が出土する。また、SE107
東側のSK117は直径0.6mの円形土壇で、内部に桶を据えた痕跡がある。

SE98東側の土塘は、調査区東辺に沿って南北に並ぶように分布し、南端のSK83・84および北端の
SK51は平面が1.Om前後、深さが0.6m以上と規模が大きいが、その間の土塘は深さ0.2m前後と浅い。

一45,340          -45.335        Y-45,3301

109

X-146,660

-146,670

一   }   1
SK, SE等の遺構略号は省略 10m

1 : 200

図6 16世紀末～17世紀初頭の遺構平面図
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20cm

図7 16世紀末～17世紀初頭の遺構出土遺物

SK76( 1・2)、SK且(3～8)、SK108(10)、SK57(g)

また、現代の攪乱による破壊で詳細が不明であるが、SE98の北側にも東西2.4m,
南北3.Om以上の大

型のSK76が存在する。SK76からはSK108と同様の骨製櫛払が出土した。

b)16世紀末～17世紀初頭の遺構出土遺物(図7)

SK76  中国産磁器・朝鮮半島産磁器・肥前陶器・備前焼・瀬戸美濃焼・丹波焼
・軟質施釉陶器・

瓦質土器・土師器のほか瓦、古代以前の須恵器、骨製櫛払が出土した。1は朝鮮半島産
白磁の皿である。

器壁が厚く、陶質に近い胎土である。2は器種不明の土師器底部で平底である。内
面は黒灰色を呈し、

櫛描きが見られる。擢鉢の可能性がある。

SK41  中国産磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・信楽焼・備前焼・瓦質土器・土師
器のほか、瓦・土

製品が出土した。3・4は中国産青花碗である。3は蓮子碗、4は饅頭心タイプにな
ると思われる。5・

6は肥前陶器皿で、5は鉄絵を施す。7・8は土製品である。7は小型で瓦質、8は大
型で土師質である。

これらは垣などを編む際の錘ないしは窯道具の可能性がある。

SK108  中国産青花・備前焼・土師器のほか、16世紀末～17世紀初頭の特徴を有
する骨製櫛払10が

出土した。

SK57  中国産青花・肥前陶器・備前焼・土師器のほか、瓦・金属製品・銅銭・
貝が出土した。9

は完形の銅碗で、仏具であろう。また、本遺構からはSK41と同様の土製品が2点出
土している。

c)17世紀前～後葉の遺構(図8～10)

この時期の遺構が最も多く、井戸1基、炉2基のほか、多数の土壇を検出した。
遺構の分布は、調

査区中央の北端にSE16、調査区中央の南端に炉10、その北側約5mに炉59があり
、これらの周囲に

土壇のまとまりが複数認められる。
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図8 17世紀前～後葉の遺構平面図

SE16は直径1.3mの掘形をもち、内側で直径0.8mの井戸側の痕跡を確認した。一部を掘り下げたの
みであるが、17世紀前～中葉頃の瓦質土器の破片が出土したことから、この時期の遺構と判断した。
炉10は調査区中央の南端で検出した第1b層上面の遺構である。上 部は削平され基底付近のみ残っ

ており、南 北3.4m以上、東 西約1.Omの範囲に炉の下部構造とみられる焼土・炉壁片・焼 けた瓦を敷
き、その上にスサ入りの粘土で南北0.4m,東西0.6m以上の小型の方形の炉を1.1m離して2基構築し
ていた(図9)。構築面である第1b層上面から約0.5m下に炉の底があることから、地下式の炉とみられ、
西側が近代以降の攪乱により深 く掘 り下げられているが、本来ここに作業場となる掘込みがあった可
能性がある。

炉59は径約1.3mの範囲で被熱により赤色化しており、上部は削平され、中央は掘り返されていたが、
部分的に炭と砂を互層に敷いた炉壁の底を確認した(図9)。炉の底は第1b層上面のレベルとほぼ一致
することから、地上式の炉であった可能性がある。炉59の北側にも、被 熱により赤色化した部分が2
箇所見られた。後述するように、炉 内および周辺から17世紀中～後葉の遺物が出土している。

炉10の北側にはSK06・08・64、炉59の西側にはSK58・60・75・67など、炉 から出た焼土や炉壁・
炭を廃棄したとみられる大小の土塘が存在する。SK58は直径2.0m,深さ2.Omの深い竪穴で、ほぼ焼土・
炉壁・炭で埋められていた(図10)。SK67からは炉10と共通する小型の方形の炉壁の破片が出土した。
SK60はl.Om,深さ0.3m,長さ3.5m以上の細長い竪穴の底と側面に砂を充填したあと焼土や瓦の破
片を詰めており、単 なる廃棄土塘ではない可能性がある。炉10・59が使用された17世紀前～後葉の時
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φ  j

1:赤灰色(2.5YR5/1)～明赤褐色(25YR5/6)
1:炉壁(スサ材含む)

2 褐灰色(7.5YR5/1)シルト～粘土

3:灰黄色(2.5Y6/2)粗粒砂～礫

4.明赤褐色(5YR5/6)シルト質細粒砂(炉壁
や瓦片多く含 む)

5.明赤褐色(5YR5/6)粗粒砂～礫(赤色化)

6:褐灰色(7.5YR6/1)細粒砂質シルト

7 明赤褐色(5YR5/6)炉壁破片

8:明赤褐色(5YR5/6)焼土・炉壁破片+粗粒
砂

9 明赤褐色(5YR5/6)焼土+粗粒砂～礫

十l.0m

TP+2.0m

'黒色(25Y2/1)焼土偽礫+炭(炉59廃絶後埋
土)

にふいMIU位Ortff"i褐色(10YR35/3)シルト質
細粒～中粒砂

+焼土偽礫(炉59廃絶後Jet上)

.、1褐位(7 5YR3/2)中粒～判粒砂(炉59炉壁
)

暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)炭(炉59)

褐色(7 5YR4/6)中粒～粗粒砂(炉59)

:褐色or暗褐色(10YR35/4)シルト質細粒～
中粒砂(SK114)

暗オリーブ褐色(2 5Y3/3)細粒砂質シルト(炭
含む、SK114)

黒褐色(2.5Y3/2)細粒砂+細粒砂質シルト偽
礫(SK114)

2m

+l.Om

図9 炉10・59平・断面図
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SK18 TP+2.0m

1.黒褐色(2 5Y3/2)粘土質中～粗粒砂偽礫十炭・シルト薄層
2 黒褐色(2 5Y3/1)中～粗粒砂十炭・シルト薄層
3 暗灰黄色(25Y4/2)中～粗粒砂+中粒砂質シルト偽礫
4:にぷい黄褐色(10YR5/3)中粒～粗粒砂
5 暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒～粗粒砂+シルト薄層

十1.Om

1.黒褐色(10YR3/2)焼土偽礫
2:具褐色(10YR3/1)シルト質中粒～粗粒砂(炭・貝・魚骨含む)
3:暗褐色(10YR3/3)中粒～粗粒砂+シルト質細粒砂偽礫

SK43

TP+2.0m

十l.0m

1 黒褐色(25Y3/1)シルト質細粒砂(炭・魚骨多く含 む)
2 黒゚褐色(2 5Y3/2)シルト質中粒～粗粒砂(炭・焼土含む)
3 オリーブ褐色(25Y 4/4)粗粒砂～礫(崩落土)
4 にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～粗粒砂(崩落土)
5 黒褐色(10YR3/1)シルト質中粒～粗粒砂(炭含む)
6:黄褐色(25Y5/4)粗粒砂～礫(崩落土)
7 Bi i灰fj1位(25Y4/2)シルト質羽1粒砂

SK52
N

TP+2.0m

-H.0m

SK58

1
2

3

4

5

6

7

8

9

10
n

12
13

黒褐色(10YR3/2)シルト質中粒～相粒砂(戻含む、SK53)
にぶレ) tA褐Oor昭褐C (10YR3 5/3)シルト質利粒砂(SK53)
:褐色(7.5YR4/5)炭・焼土偽礫
黒褐色(7 5YR2 5/2)炭・焼土偽礫
黒褐色(7.5YR2 5/2)炭+大角礫
.黒褐色(7.5YR3/2)中粒～粗粒砂+炭・焼土
黒褐色(10YR3/1 5)細粒～中粒砂質シルト
,黒褐色(10YR3/1.5)粗粒砂(崩落土)
黒褐色(10YR2/2)小偽礫化した炭・焼土
黒褐色(10YR2/1 5)細粒～中粒砂質シルト
黒色(10YR2/1)炭十焼土
明黄褐色(10YR6/6)粗粒砂(崩落土+焼土)
明黄褐色Or黄褐色(10YR5 5/6)粗粒砂(加工時形成層)

一45,345

SK, SE等 の遺構 略 号 は省 略

TP+2.0m

十l.Om

1:200

図10 SK18・43・52・58断面図
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期の他の遺構からは、金属生産・加工を思わせるような遺物の出土が顕著でないた
め、調理と関連し

た炉の可能性がある。

日常生活残渣物を捨てたゴミ穴とみられる土塘は、炉10・59の間に東西に並ぶ
一群(SK42・52・

43・18)、この東端のSK18の北側に南北に並ぶ一群(SK44・56・55・70, 69・6
8・17)、および調査

区北西端の一群(SK88・89・92・94～96・102～106)の3箇所のまとまりがある。
東西に並ぶ土壊の

SK42・52・43・18は平面が2～3 m,深さが0.7m以上と大型で、出土遺物から
17世紀前～中葉に掘

られたと考えられ、上述した炉から生じた焼土や炭等を廃棄したSK64はやや規模が
小さく、SK52を

切って掘られ、出土遺物は17世紀中～後葉に下る。また、南北に並ぶ土壇は南北に
軸をそろえる長さ

1～2 m,深さ0.5m以下のものが主体で、SK44・69・68・17からは17世紀中～後
葉の遺物が出土す

るなど東西に並ぶ土壇より時期がやや下り、南北列の北側に移動しつつ小型化する
傾向がある。調査

区北西端の土壇は、南半に17世紀前～中葉の遺物が出土する小規模なSK102～106が
、北半に深さ0.6m

以上と深く掘られたSK88・89・92・94～96が存在し、SK94が17世紀前～中葉、
それ以外が17世紀

中～後葉に下る時期の遺物が出土する。以上から、敷地内の空閑地がゴミ捨て場と
して継続して利用

され、調査区中央の東西から南北へ、そして調査区の北西端へ移動していったよう
である。なお、こ

れらの土壊を調査中に目立って魚骨・貝等が出土したSK18・43・44・52・66につ
いては、埋土を水

洗してこれらを捕集した。このうち動物遺存体については後述し、貝類の内訳はSK4
4がハマグリ34点、

シオフキ3点、SK52がハマグリ113点、ハイガイ1点、アカニシ1点、アカガイ1
点とハマグリカ吠

半を占め、上記土壊群の位置から離れた調査区中央北端で検出したSK66からは、
シジミ649点、ハマ

グリ7点、アカガイ4点、イボキサゴ1点とシジミが多く出土した(註2)。

これらの遺構のまとまりとはずれるように、調査区の東端と北西部で、焼土や大量
の焼けた瓦を埋

めたSKO4・SK1 1・12を検出した。いずれも17世紀中～後葉の土器・陶磁器を含
んでおり、17世紀

後葉に敷地が火災に遭い、その後の片づけに伴うものと考えられる。

d ) 17世紀前～後葉の遺構出土遺物(図11～14)

17世紀前～中葉、17世紀中～後葉の2時期に分けて報告する。17世紀前～中葉の
遺構出土遺物は以

下のとおりである(図11・12)。

SK52  中国産青花・青磁、肥前陶器・瀬戸美濃焼・備前焼・丹波焼・瓦質土器・
土師器、瓦・土

製品のほか、金属製品・鋳造関連遺物・軽石・貝・骨が出土した。11～13は肥前陶
器で、11・12は碗、

13は皿である。11は鉄釉を施したのち、長石由来の白釉、いわゆるイッチンで文様
を描く。武雄市向

家高麗窯産とみられる。12・13は灰釉を施す。14は丹波焼の大平鉢である。15は
土師器焙烙である。

16は瓦を二次加工した用途不明の円盤状製品で、中央部に貫通しない円穴を有する
。

SK67  中国産青花・肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・備前焼・土師器のほか、
梳羽口・骨製品

が出土した。17は肥前磁器染付碗である。18～20は土師器である。18は三脚の火
入れである。19は

灯明皿で、体部内面に圏線状のナデを施す。20は焙烙である。32はウシの肋骨を薄
い板状に加工した

半月状の骨製品である。OJ16- 1次調査地ほか、太坂城下町跡で類例が見られる[
大阪文化財研究所

2016、市川創・丸山真史2016」。
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1:3 (14・15・29以外)

図11 17世紀前～中葉の遺構出土遺物

SK52(11～16)、SK67(17～20・32)、SK42(21～25)、SK43(26～29)、SK80(30)、SK86 (31)、SK55 (33)
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SK42  朝鮮半島産白磁のほか、肥前磁器・肥前陶器 ・瀬戸美濃焼・備前焼・瓦 質土器・土師器が

出土した。21は朝鮮半島産白磁皿である。22は肥前磁器染付皿である。23は瀬戸美濃焼志野で、鉄
絵

を施す皿である。24は肥前陶器の向付である。25は土師器皿で、内外面に煤が付着し、灯 明皿とし
て

使用している。底部は平坦で、体 部との境に明瞭な圏線が見られる。以上は、一 部に豊臣後期～徳
川

初期に遡るものを含むが、他は17世紀前半に属する。

SK43  肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・備前焼・土師器・瓦 ・金属製品・貝が出土した。26・

27は肥前磁器染付碗である。28は灯明皿として使用した土師器皿で、体 部内面に圏線状のナデを有
す

る。29は土師器焙烙である。

SK80  中国産磁器・タイ産陶器・肥前磁器・肥前陶器・備前焼・丹波焼・瓦質土器・土師器・瓦 ・

金属製品が出土した。30はタイ産陶器の四耳壺である。

SK86  肥前磁器・肥前陶器・土師器・焼壁・瓦 ・砥 石・金属製品・骨製品が出土した。31は32と

同様の骨製品である。

SK55  中国産青花・肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・備前焼・土師器・砥石・骨製品・金属製

品が出土した。33は筒状の骨製品で、内側に突起を有する。

SK18  中国産青花・肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・丹波焼・土師器・金属製品・魚骨・貝が

出土した。34は肥前磁器の染付碗、35は肥前陶器の碗である。36・37は土師器皿である。ともに底
部

内面に圏線状のナデを施す。38は菊花状を呈する銅製の紅皿である。39は煙管の雁首である。

17世紀中～後葉の遺構出土遺物は以下のとおりである(図12～14)。

SK44  肥前磁器・瀬戸美濃焼・肥前陶器・土師器・瓦質土器・丹波焼・瓦 ・石製品・金属製品・銭 ・

骨・貝が出土した。40は肥前磁器の染付碗である。41は肥前陶器の皿で、刷 毛目文を施し、二彩手
で

ある。42・43は瀬戸美濃焼で、42は天目碗、43は鉄釉を施し、体 部外面の2箇所に円環を付ける鉢
で

ある。44・45は土師器皿と焙烙である。46は黒色の碁石で、整 形は見られない。47は黒色の安山岩
?

を鋸状に加工した用途不明製品である。両端は折れている。

SK17  肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・備前焼・丹波焼・土師器・瓦質土器・瓦・砥石・金属製品・

骨が出土した。48は肥前磁器染付碗である。49は瀬戸美濃焼天目碗である。50は肥前陶器碗である
。

51は土師器焙烙で、口縁部外面に掻き上げ痕が見られる。

SK60  中国産青花・肥前磁器・肥前陶器・備前焼・土師器・瓦質土器・瓦 ・銭 ・砥石が出土した。

52は中国産青花で樟州窯産の鉢である。53は肥前磁器染付碗で寿字文を施す。54は肥前磁器染付鉢で
、

唐草文を施す。

SKI 1  中国産磁器・朝鮮半島産磁器・肥前磁器・肥前陶器・瓦質土器・土 師器のほか、焼けた瓦

が多く出土した。55は中国産青花小碗で、滝州窯産である。56は朝鮮半島産白磁の皿である。57は
肥

前磁器染付碗で一重網手である。

SKO4  焼けた瓦を捨てた土塘である。58は巴文軒丸瓦である。59は小型の巴文軒丸瓦で、珠 文帯

を有さない。60は唐草文軒平瓦である。

SK12  SKO4と同様に焼けた瓦が多く出土する土塘である。ほかには肥前磁器・肥前陶器・瀬戸
美
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20cm

20cm

1:3

図12 17世紀前～後葉の遺構出土遺物

SK18(34～39)、SK44(40～47)、SK17(48～51)、SK60(52～54)
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濃焼 備前焼・丹波焼・土師器・金属製品が見られ、なかでも土師器皿がま
とまって出土している。

61・62は肥前磁器染付碗である。63は肥前陶器壺で、外面に鉄釉を施す。64
～71は土師器皿である。

いずれも完形品で、灯明皿に転用している。64～69は口径6～7 cmで、底部外
面中央がわずかに窪む。

整形は粗く、口縁部が歪んでいる。70・71は口径10.4cm程度で、体部内面に圏
線状のナデがわずかに

認められる。71は底部外面に板状の工具による調整痕を有する。72は巴文軒丸
瓦の瓦当部分で、半円

形を呈する。73は唐草文軒平瓦である。

鮎

図13 17世紀中～後葉の遺構出土遣物

20cm

20cm

SK11(55～57)、SK04(58～60)、SK12(61～73)
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炉59 肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・土師器・砥石・金属製品が出土した。74は肥前磁器染付皿で、
口縁部が輪花となる。75は肥前陶器の火入れで、銅緑釉を施す。このほか、炉59のベースとなる地層
から、陶器の植木斜名6が出土した。86は低い三脚を有し、底 部中央には焼成前に小孔を穿つ。底部外
面にはオリーブ褐色の釉が付着し、胎土には黒色砂粒を多く含む。中国南方産の可能性がある(註3)。
一般に植木鉢の専用器が盛行するのはl8世紀中葉以降である。本例は専用器としてはかなり古い17世

20cm

図14 17世紀中～後葉の遺構等出土遺物
炉59(74・75)、SK66(76)、SK69(77)、SK88(78)、SK89 (79～85)、炉59のベース土(86)
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紀前半の例で、輸入品としても希少な例といえる。

SK66  中国産磁器・肥前磁器・肥前陶器・丹波焼・
備前焼・瓦質土器・土師器・土人形・瓦 ・骨・

貝・金属が出土した。76は肥前磁器染付の猪口で、低
い高台を有する。

SK69  瓦を多く捨てた土壇である。このほか中国産
磁器・備前焼・瀬戸美濃焼・土師器が出土した。

77は中国産青花皿で、口縁部が外折して開く。高台
には砂が付着する。遺構の時期に遡る17世紀前葉

のものである。

SK88  豊臣～徳川初期に遡る朝鮮半島産白磁皿78の
ほか、肥前磁器・肥前陶器・備前焼・土師器・

丹波焼・瓦・金属製品が出土した。

SK89  タイ産陶器・肥前磁器・肥前陶器・備前焼・丹
波焼・軟質施釉陶器・瓦質土器・土師器・瓦・

金属製品・骨・焼壁が出土した。79～82は肥前磁器で
ある。79は青磁碗で、高台内は無釉である。80

～82は染付である。80は碗である。81・82は皿で、
高台径が小さく、古相を呈する。83～85は土師

器である。83・84は皿である。84は底部外面に糸切
痕がある。85は焙烙である。

以上、17世紀前～後葉の遺物には、国産陶磁器・土
器類に加え、中国産陶磁器・朝鮮半島産磁器・

東南アジア産陶器類が含まれており、徳川初期以前に
輸入されたとみられる朝鮮半島産磁器の出土が

目立つ。また、出土遺物のなかでも、中国南方産と
みられる植木釧梠6や、肥前陶器の素麺手茶碗と呼

ばれる黒唐津の碗11、銅製の紅皿38は、この地に文
人と呼ばれる階層で、比較的富裕な人間が居住し

ていたことを示唆する資料である。このほかに、生業
を示す可能性のある資料としては、SK17・55・

60・80、炉59から砥石が出土しているが、出土比率を
他の地点と比較しておらず、今後の検討を要する。

e)18世紀代の遺構(図15)

この時期の遺構は、前時期と比べて格段に少なくな
る。特にゴミ穴とみられる土塘がほとんど見ら

れなくなる。検出した遺構は井戸5基、土塘2基、お
よびネコの埋葬塘1基である。

井戸は調査区の北西端にSE116・125、調査区中央の
北端にSE15、同南部にSEO5、調査区南東

部にSE14が存在する。いずれも完掘していないが
、SE116のみ上部に瓦製の井戸側が遺存してい

た。SE116・125からは18世紀前葉、SEO5・15から
は18世紀中～後葉の遺物が出土している。また、

SE125はSE116と隣接してこれより新 しく掘られ、
SE15は前時期のSE16と一部重複しており、 こ

れらは同じ位置で掘り直され継続して使用されたもの
と考えられる。さらに、SE14は幕末から近代

にかけて使用されたSE140と隣接している。こうし
た井戸の配置と変遷から、調査区の東西で南側の

道路に面した別個の敷地があり、西側では敷地奥に
井戸が作られてSE116→SE125と変遷し、西側

では前時期から継続して敷地奥にSE15が掘られたのち
、南側へ移動しSE○5が掘られ、その後、東側

のSE14へ移動したと考えられる。

土壊は調査区西部の北端でSK93、同南端でSK25を検
出し、SK93と重複してネコの埋葬壊SK100

を検出した。SK93は18世紀前葉の土器・陶磁器のほ
か、魚骨が多く出土した。前時期から続くゴ

ミ穴域の一角にあり、18世紀前葉までこのエリアが
ゴミ捨て場となる空閑地であったと考えられる。

SKIOOは素掘りの小規模な竪穴を掘ってネコを埋葬
したもので、検出中に一部破壊してしまったが

ほぼ全身骨格が残っており、左の前・後足を投げ出し
たようにうつ伏せて、丸まった状態で埋葬され
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ていた(図16)。SK93の上から掘られており、また

SK93とほぼ同時期の遺物が出土するSE116が隣接

することから、18世紀前葉のなかで、それまでゴミ

捨て場として使われていた空閑地にネコを埋葬し、

ほどなくして井戸が掘られた、 という変遷を経たと

考えられる。SK25は1辺1m前後の方形の浅い竪

穴で、埋土中に細かな焼土塊を多く含み、礎石に使

用されたとみられる平石を廃棄していた。

f)18世紀代の遺構出土遺物(図17・18)

18世紀前葉と18世紀中～後葉の2時期に分けて報

告する。18世紀前葉の遺構出土遺物は以下のとおりである(図16)。

SK116  肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・丹波焼・備前焼・軟質施釉陶器・土師器・瓦・瓦製円

盤・土人形・金属製品・砥石・骨が出土した。87は肥前磁器の染付で香炉であろう。88～94は肥前磁

器の染付である。88～92は碗で、92以外はコンニャク印判を施す。93は鉢である。94は蓋物である。

95は肥前陶胎染付の碗である。96・97は肥前陶器で、刷毛目文を施す碗である。98は瀬戸美濃焼の賛

水入れである。99は丹波焼の翌である。

SK93  中国産磁器・タイ産陶器・肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃焼・備前焼・瓦質土器・土師器・

1:8

図16 SKIOO平面図
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図17 18世紀代の遺構出土遺物

SK116(87～99)、SK93 (100～104)

ー138-



1:3

10cm
30cm

1:6(109) 109

図18 SKO5出土遺物

土製品・瓦 ・銭 ・鉱滓・軽石・砥石・貝 ・骨が出土した。100は肥前磁器の染付碗で、 コンニャク印

判による施文を有する。101は肥前磁器の青磁皿で、鉄 絵と呉須で圏線を描く。102はつぼつぼと呼称

される土製品である。103は用途不明の土製品で、 円柱状を呈し、被 熱している。104はl7世紀前半

に遡る肥前陶器の捕鉢である。

18世紀中～後葉の遺構出土遺物は以下のとおりである(図18)。

SK05肥前磁器・肥前陶器・丹波焼・関西系陶器・土師器・瓦 ・土製品が出土した。105～108は肥

前磁器の染付である。105は外面にコンニャク印判による施文を有する碗である。106は青磁染付の筒

茶碗である。107は鉢である。108は輪花皿である。109は丹波焼尭で、便槽として使用したものである。

g)19世紀以降の遺構(図19)

SE140～143からは近代の遺物が出土するため、調 査対象外としたが、調査区の敷地割を復元する

際の参考になるため、報 告する。SE140は調査区の南東部、SE141は中央東寄り、SE142は中央西寄

り、SE143は北西部にそれぞれ位置する。SE141～143の井戸側はコンクリート製の近代になってか

らの井戸で、SE140は井戸側に瓦を使用していることから幕末から使用されていた可能性がある。ま

た、SE141・142は井戸内を焼土や炭で埋めており、大 阪空襲の際に廃絶した可能性がある。

図19には、1911(明治44)年の太阪地籍地図に示された敷地の境界を示しており、 この当時は調査

区域が東西2つの敷地に分かれており、 この区画は先行する1890年の大阪詳細図でも認めることがで

きる。上記の井戸はそれぞれの屋敷地に伴うもので、近代になってそれぞれ敷地内で場所を変えて掘

りなおされたとみることができる。井戸の配置と変遷から、近 代の敷地割は18世紀代まで遡る可能性

があろう。

3)出土動物遺存体

1)概要

当調査では、近世の多数の土塘や井戸から動物遺存体が出土している。今回報告するのは、17世紀

前～中葉のSK18・43・52、17世紀中葉～後葉のSK44・66、18世紀前葉のSK93・100の7基の土壊
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図19 19世紀以降の遺構平面図

から出土した動物遺存体である。同定した資料の大部分は魚類であり、噛乳類と鳥
類が少量含まれる

ほか、 ネコの埋葬がある。

Ⅱ)時期別の出土状況

a)17世紀前～中葉

SK18  魚類42点、啼乳類1点、計43点が出土している。マダイが最も多く、前
頭骨3点、椎骨、

歯骨(左)、舌顎骨(左)が2点ずつなど、計17点が出土している。マダイの前頭骨は
いずれも切断され

ている。次にマダイを含むタイ科が多く、顎骨から遊離した歯など5点が出土して
いる。これらタイ

科に続くのはカツオであり、椎骨2点など計4点が出土している。これらの他、コ
チ科、アジ料、ア

マダイ属、ソウダガツオ属、マグロ属が2点ずつ、ハモ属、ナマズ属、ギギ科、ボ
ラ科、サバ属、ウ

シノシタ科が1点ずつ出土している。マグロ属は1mを越える大型個体である。ハ
モ属の椎骨は被熱

して白色を呈する。サバ属やアジ科の椎骨1点ずつは体長20cmに満たない小型個体
が含まれる。

啼乳類は、ネズミ科の寛骨(右)1点が出土している。

SK43  魚類のみが出土しており、27点が出土している。シイラが最も多く、椎骨
、角骨(左1右1)、

方骨(左1右1)2点ずつなど、計8点が出土している。次にカツオが多く、椎骨6
点など、計 7点が

出土している。次にボラ科が多く、椎骨6点が出土している。いずれも体長20cm以
下と推定される小

型個体である。これらの他、ニシン科3点、ハモ属2点、ブリ属1点が出土してい
る。

SK52  魚類が653点、両生類が1点、鳥類2点、噛乳類が↓点、計657点が出土
している。コチ科
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表1 種目名

脊椎動物門 Vertebrata

硬骨魚網 0steichthyes

ウナギ目 Ang己ⅢhⅢ es

ハモ料 Muraenesocidae

ハモ属の一種 Muraぴ屡追x sp.

ニシン目 Cluperiformes

ニシン科 Clupeidae

ニシ ン科 の一種  Clupeidae gen et sp.

indet

ナマズ目 Sil四斤らⅢ es

ナマズ科 Siluridae

ナマズ属の一種  Sil曲μssp.

ギギ料 Bagridae

ギギ科の一種 Bagridae gen. et sp. indet

ボラ目 Mug市bⅢ es

ボラ科 Mu劇 dae

ボラ科の一種 MugⅢdae gen et sp. indet

カサゴ目  Scorpaeniformes

コチ料 Platycephalidae

コチ科の一種 Platycephalidae gen et sp.

indet

スズキ目 Percidae

アマダイ科 Malacanthidae

アマダイ属の一種  Branchiostegus sp.

シイラ科 Coryphaenidae

シイラ Coyphaena hippurus

アジ料 Carangiae

ブリ属の一種 Seri○la sp.

アジ科の一種 Carangiae genetsp.indet

タイ科 Sp顔 dae

マダイ Pagrus major

タイ料 の一種 Sparidae gen et sp.indet

サバ科 Scombridae

サバ属の一種 Scomber sp.

ソウダガツオ属  Aui山sp.

カツオ Katsuwonus pelarnis

マグロ属の一種 Thunnus sp.

カレイ目 Pleuronec丘formes

ヒラメ科 Bo出idae

ヒラメ Paralichthys olivaceus

ウシノシタ科 Cynoglossidae

ウシノシタ科の一種  Cynoglossidae, genet

sp. indet

両4Lffl   Arnphibia

無尾目 An圓

無尾目の一種 Anurafam, gen etsp. indet

鳥綱 Aves

キジ目 G司五bⅢ es

キジ料 Phasianidae

ニワトリ GuⅡus domesticus

Ⅱ甫馴』岡  MamnⅡ市a

譬歯目  Rodentia

ネズミ科  Muridae

ネズミ科 の一種  Muridae gen etsp. indet

が最も多く、前鯰蓋骨(左31右28)59点、角骨(左26右28)54点、歯骨(左25右26)51点など、計567点

出土している。椎骨(第1腹椎)のうち8点には切傷や切断の痕跡が見られる。次にマダイが多く、前

頭骨5点、上後頭骨4点、歯骨(左2右1)と前魚思蓋骨(左1右2)が3点ずっなど、計44点が出土して

いる。前頭骨、上後頭骨、上擬鎖骨のl点ずつに切断された痕跡が見られる。次にサバ属が多く、椎

骨9点、前上顎骨(右)と角舌骨(左)が1点ずつ、計11点が出土してぃる。これらの他、ボラ科8点、

ハモ属とタイ科 6点、ブリ属5点、ニシン科とマグロ属が3点ずっ出土してぃる。

魚類の他には、両生類のカエル類の寛骨(右)が1点、噛乳類のネズミ科の遊離歯(上顎切歯、左)が

1点出土している、その他に、種不明の鳥類の脛足根骨、鉦骨が1点ずっ出土してぃる。

b)17世紀中～後葉

SK44  魚類22点、鳥類1点、噛乳類2点、計25点が出土してぃる。マダイが最も多く、歯骨(左1

右1)2点など、計5点が出土している。次にアジ科が多く、椎骨3点など、計4点が出土しており、

体-[ Ocm以下の小型個体を含む。これらの他、シイラ、タイ科、サバ属が3点ずっ、ニシン科、ハモ
属、ブリ属、ヒラメが l点ずつ出土している。

魚類の他には、鳥類のニワトリの烏口骨(左)が1点、曜乳類のコウベモグラの上顎骨と下顎骨(左)

が1点ずつ、計2点が出土している。ニワトリの烏口骨の最大長(GL)は69.lrnm,コウベモグラの下'4
骨の最大長は27.0mmを測る。
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表2 SK18出土の魚類遺存体集計表

主上顎骨 前上顎骨 歯骨 角骨 方骨 前鯉蓋骨 主角思蓋骨 椎

骨
その他 計 1

左 右 左 右 左 右 左 右 左 1右 左 右 左 1j右

ハモ属
1 1

ナマズ属
胸鰭練(右1) 1

ギギ科
擬鎖骨(左1) l

コチ科 1 副蝶形骨1 2

ボラ科
1 1

アジ科
3 2

マダイ 1 2 l 2 ※1 17

タイ科
1 歯3擬鎖骨(左)1 5

アマダイ属 1 1
2

サバ属
エ 1

カツオ 1
2 舌顎骨(右1) 4

ソウダガツオ属
2 2

マグロ属 1
1 2

ウシノシタ科
1 l

計
42

※1:上後頭骨1前頭骨3基後頭骨1口蓋骨(右1)舌顎骨(左
2)間魚思蓋骨(右1)上擬鎖骨(左1)基鰭骨(左1:

表3 SK43出土の魚類遺存体集計表

主上顎骨″前上顎骨 歯骨 角骨 方骨 前鯉蓋骨1:主魚思蓋骨 椎

骨
その他 計

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 1右

ニシ ン科
3 3

ハモ属
2 2

ボラ料
6 6

ブリ属
1

1

シイラ 1 1 1 1 1 1 2 8

カッオ
 6 尾骨1 7

計
27

表4 SK52出土の魚類遺存体集計表

主上顎骨 前上顎骨 歯骨 角骨 方骨 前鯉蓋骨 1主魚思蓋骨 椎

骨
1 その他 計

左 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 ]右 左 右

ニシン科
3 3

ハモ属
6 6

ボラ科
Ⅰ 1 1 4 下鯉蓋骨(左1) 8

コチ料 24 19 23 23 25 26 26 28 24 20 31 28 19 11 13 ※1 567

ブリ属 1 1 1

間鯉蓋骨(左1)

角舌骨+上舌骨

(右1)

5

マダ イ 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 2 1 8 ※2 44

タイ料 1 1 3 角舌骨(左1) 6

サバ属 1
9 角舌骨(左1) 11

マグロ属 1 1
2 3

計
653

※工 :前頭骨(左15右9)鋤骨25副蝶形骨13基後頭骨23角舌骨(左
22右18)上舌骨(左13右10)口蓋骨(左20右

18)擬鎖骨(左1右8)舌顎骨(左18右14)

※2 :前頭骨5上後頭骨4鋤骨1副蝶形骨1基後頭骨1角舌
骨(左1)尾舌骨1口蓋骨(左1右1)擬鎖骨

(左1)上擬鎖骨(左1)舌顎骨(左2右1)
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表5 SK44出土の魚類遺存体集計表

主上顎骨11前上顎骨 歯骨 1 角骨 方骨 11前鯉 蓋 骨1主魚思蓋骨 椎

骨
その他 計左 右 1左 右 左 1右 1左 右 左 11右 :1左 右 左 右

ニシン科
1 1

ハモ属 前上顎骨一篩骨一
鋤骨板1

l

ブリ属
1 1

アジ料
3 擬鎖骨(左1) 4

シイラ
3 3

マダ イ 1 1 1 1 擬鎖骨(左1) 5
タイ科

3 3
サバ属 1 1 鋤骨1 3
ヒラメ

1 1
計
 122

表6 SK66出土の魚類遺存体集計表

主上顎骨 前上顎骨 歯骨 角骨 方骨 前鯉蓋骨 主鯉蓋骨 椎

骨
その他 計左 右 左{1 右 左 右 左 1右 左 右 左 右 左 右

ハモ属 1 1
ナマズ属

1 擬鎖骨(右1) 2
タラ科 1

1
マダ イ 1 1 2
カツ オ

1 1
計

7

表7 SK93出土の魚類遺存体集計表

主上顎骨 前上顎骨 歯骨 角骨 方骨 前魚思蓋骨 主鯉蓋骨 椎

骨
その他 計左 右 左 右 左 右 左!右 左 右 左 右 左 右

ナマズ属
胸鰭練(左1) 1

ボラ科
1 下魚思蓋骨(右1) 2

マダイ 2 2 3 3 4 2 3 3 2 3 2 5 5 21 ※1 102
タイ科 3 2 上擬鎖骨(右1) 6
サバ属

4 4
カツオ

3 3
マグロ属

1 1
計

119
※1:前頭骨6上後頭骨4副蝶形骨1基後頭骨1後側頭骨(右2)口蓋骨(左3右2)肩甲骨(左2右1)擬鎖骨
(左3)上擬鎖骨(左1右3)下鯉蓋骨(左2右 2)間鯉蓋骨(左4右1)舌顎骨(左3右1)

SK66  魚類のみ、 7点が出土している。ナマズ属とマダイが

左 右

l 61.1

2 50.4

3 53.0

4 50.9

5 19.6 19.3

7 7.5 7.1

8 27,6

9 11.5 11,6

10 9.5 9.7

2点ずつ、ハ モ属、 タラ科、カツオが1点ずつ出土している。

c)18世紀前葉

SKIOO  ネコの頭蓋骨、下顎骨、椎 骨、主要な長管骨、指 骨

など、ほぼ全身骨格が出土しているが、尾 椎、左 の踵骨、距 骨、

手根骨、足 根骨の一部は取 り上 げられていない。うつ伏せで首

を体側の左に向けて、背を丸めた状態で見つかっており、埋 葬

個体と考 えられる。雌 雄は不明であるが、歯が生え揃った 6ケ

月以上の成体である。また、上顎犬歯が磨滅しているほか、左

表8 ネコ下顎骨計測値

計測値はmm, Driesch(1976)に倣う。

-143-



表 9 ネコ臼歯計測値

P3 P4 M1

左 右 左 右 左 右

上

顎

歯冠長 6.1 6.3 9.9 9.4

歯冠幅 3.5 3.4 5.8 5.5

下

顎

歯冠長 5.0 5.1 6.61 6.1 7.1 7.1

歯冠幅 2.6 2.5 3.1 3.1 1 361 3.11

表10 ネコの四肢骨計測値

の上腕骨には骨病変が見られ、 骨体にψ東

状の突起がみられる。

SK93  魚類119点、噛乳類1点、計120

点が出土している。魚 類は、 マダイが最

も多 く、 椎骨が21点、 主魚思蓋骨(左5右

5)10点、前上顎骨(左3右 3)と歯骨(左

4右 2)が6点ずつなど、計102点が出土

している。主魚思蓋骨(左3右 5)8点、椎 骨

5点、 前頭骨4点などに切断の痕跡が見

られる。次 にマダイを含むタイ科が多く、

王鯉蓋骨(左3右 2)5点、擬鎖骨(右)1点、

計6点が出土している。次 にサバ属が多

く、椎骨が4点出土している。これらの他、

左 右 左 1右

肩甲骨
GLP 13.1 13.4 寛骨 LA 12.2

ISLC 12.9 12.5

大腿骨

GL 108.6 109.5

上腕骨

GL 97.8 Bp 20,3 20.3

Bp 15.8 15,7 Bd 18.1 18.3

Bd 19,6 19.6 SD 8.5

SD 7.1 7.4

脛骨

GL 112.6

撓骨

GL 92.3 92,9 Bp 19.6 20.1

Bp 8.8 8.8 Bd 14,3

Bd 12.5 12.6 SD 7.3 7.3

SD 6.3 6.49
踵骨

GL 29,0

尺骨

GL 108.6 109.3 GB 13.4

DPA 11,3 12.9 距骨 GL 15.6

SDO 10.1 9.91

カツオ3点、 ボラ科 2点、 ナマズ属とマ

グロ属1点が出土している。

種の同定には至らないが、小型噛乳類

の椎骨1点も出土している。

iii)魚類の利用

いずれの時期の遺構でも、 淡水魚より

海水魚が種類数、 出土量ともに多く、海

産物が多く利用されたと考えられる。出

土した魚種は、従 来の魚市場跡を含む大坂城下町跡の調査で出土し
ており、大 阪湾や瀬戸内海などの

近海で漁獲できるものが大部分である。それにカツオ、ソウダガッオ
属、マグロ属など外洋性回遊魚は、

太平洋や日本海側からの搬入されたものと考えられる。

特筆されるのは、SK52ではコチ科が破片数で90.2%を占め、最 小個
体数にして31個体を数え、特

定の種類に集中した廃棄を示していることである。SK93ではマダイ
が85.7%と高比率を占めるが、マ

ダイは骨が大きく、頑 強なため、肉食動物の食害にあいにくいなど
の理由から、大 坂城下町跡の従来

の調査でもマダイの比率が高い地点は珍しくない。それに対してSK
52のようにコチ科の比率が高い

ことは稀である。また、 コチ科の出土部位は前頭骨や鯰蓋骨などの
頭部が多く、胴 部の椎骨が極めて

少ない。さらに、椎 骨の大部分は切断された第1腹椎であり、頭 部
と胴部が切断されたことを示して

おり、切 断した頭部だけをSK52に廃棄したのである。肉量の多い胴
部は、当地で調理して残滓であ

る椎骨は調査区外のゴミ穴に投棄したことや、当地から他所へ持ち
出した可能性もある。短期間に廃

棄されたものであるとすれば、コチ科だけで31個体分が消費された
ことは一般的な家庭の食事とは考

えがたく、17世紀前葉～中葉の当屋敷地において、同じ料理を大
量に準備する宴会料理、あるいは料

理屋があったことが想定される。
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iv)まとめ

当調査で出土した動物遺存体の大部分は魚類であり、すべて食料残滓と考えられる(註4)。淡水魚

は少数であり、近 海物が多く、遠 隔地からの搬入品も含まれる。SK52では、 コチ科が大量に出土し

ており、一般家庭の食料残滓としては不自然な廃棄状況であり、17世紀前葉～中葉には、屋 敷におけ

る宴会や、当地に料理屋が存在した可能性がある。また、18世紀前葉に埋葬されたネコの出土により、

近世には庶民にも馴染みの動物となっており、当屋敷地で大切に飼育していたことを想起させる。

4)まとめ

今回の調査成果は以下のとおりである。

・基盤の海浜堆積層の観察・記録を行い、砂州の形成プロセスに関する情報を得ることができた。

・豊臣後期にさかのぼる明確な遺構は抽出できなかったが、第1b層下部の焼土層が大坂冬ノ陣の際

のものと考えられることから、当地域での城下町の形成が豊臣後期に始まる可能性を指摘できる。

・17世紀以降、当地が継続して町屋として利用されていたことが判明した。後世の削平がひどく、

建物の配置などは不明であるが、井戸や炉・ゴミ穴の配置から以下のような変遷が想定できる。まず、

16世紀末～17世紀初頭には調査区の東西に別の屋敷地があり、17世紀前～後葉になると、調査区の中

央に2基の炉を配し、広い敷地に変化したようである。また、18世紀になると調査区のほぼ中央を境

に敷地が東西に分かれ、これが近代にまで引き継がれたと考えられる。

・17世紀前～後葉の遺物には、中国産陶磁器・朝鮮半島産磁器・東南アジア産陶器のほか、黒唐津

の碗や銅製の紅皿などが含まれており、比較的裕福な階層の人間が居住していたことが推測できる。

・食料残渣とみられる海水魚を主体とした多くの動物遺存体が出土し、当地での魚消費の一端が明

らかになった。特 にSK52にはコチ科の頭部が大量に廃棄されており、同 じ料理を大量に準備する料

理が屋敷内で行われたことが指摘できる。また、ネコの埋葬例は、大 坂城下町跡では初例であり、城

下町での愛玩動物の普及を示す興味深い資料である。

註

(1)大阪市立自然史博物館学芸員中条武司氏に現地でご教示を得た。

(2)二枚貝の数は左右の判別を経ていない全体数である。

(3)小田原市教育委員会藤掛泰尚氏のご教示による。

(4)SK52およびSK93の魚類遺存体の同定は、東海大学部生の八木浩太朗の協力を得た。ここに謝意を表す。
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中央区本町橋31における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS15-1)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区本町橋31

調査 面 積 42ボ

調査 期 間 平成27午4月21日～4月27日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明、田中裕子
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は上町台地西側縁辺の豊臣期大坂城惣構内西部に位置する。調査地の南は徳川期の西町奉行

所跡が存在した場所で、大坂本願寺期の町屋跡や徳川期の浜の御蔵、1724年の享保の大火(妙知焼)

で焼けた御塩噌蔵・奉行所跡の遺構が検出されている[大阪府教育委員会1986」。また、東 側のOSO8

-5次調査[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010]では縄文土器や弥生土器が出土しており、古

代～中世の遺構も確認されているほか、東 隣のOS85-36次調査[大阪市文化財協会2003a]や南隣の

OS07-15・16次調査[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008]をはじめとする周辺の調査地にお

いて、大坂町中屋敷替えに伴うとみられる盛土、大坂夏ノ陣の焼土層、豊臣期や徳川期の遺構が検出

されている(図1)。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下約1.4m以下の深さで、本格的な発掘調査

を要する近世以前と考えられる遺構面および遺物包含層が検出された。今回の調査はこうした地層の

年代や遺構・遺物の分布状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的に実施された。

調査区は敷地東半の東西7 m, 南北6mの42留で設置した(図2)。2015年4月21日より着手し、

後述の第2層までの盛土を重機で除去したのち、近世以下の各層を人力で調査した。遺構や遺物の検

出を行い、平面図や断面図の作成、写真撮影などの記録作業を行ったのち、調査区西北部に深掘トレ

ンチを設置し地層の確認を行った。4月27日には現地における作業を完了し撤収した。

本報告で用いた水準地はT.P.値(東京湾平均海面値)で、本文・図中ではTP+○mと表記した。また、

方位は現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得た世界測地系座

標に基づき、座標北を基準にした。

図1 調査地位置図

1:1,000

図2 調査区位置図
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2)調査の成果

1)層序(図3・4)

調査地周辺の標高はTP+5.3mで、西側に位置する東横堀川に
向かって低くなる。本 調査区では現

地表下-4 m, TP+ l.2mまでの地層を観察し、第0～第8層
に区分した(図3・4)。なお第7c層以

下は調査区西北部に設置した深掘トレンチで確認した。

第0層 :現代の盛土層である。下部に第二次世界大戦に由来
する焼土層がある。

第1層 :近代の盛土層である。第1a・1b層に区分できる。第
1a層は、灰 黄褐色(10YR4/2)中粒砂

と黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂の互層で、層厚は20～40cmである
。第1b層は暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質

細粒砂からなり、層厚25～40cmである。

第2層 :近世の盛土層である。層厚は15cmで、にぶい黄色(2.
5Y6/3)細礫質中粒砂からなる。本層

まで重機で除去した。

第3層 :近世の盛土層で、第3a・3b層に細分される。第3a層
は層厚10～16cm,浅黄色(2.5Y7/4)

細礫質中粒砂からなる。第3a層上部は部分的に焼土が拡がり
、火 災の罹災面である。焼土層をはずす

と17世紀後葉～18世紀初頭の遺構が検出された。 この火災は
時期的にみて、享保9(1724)年の妙知

焼の可能性がある。第3b層は層厚8～28cm,オリーブ褐色(2.
5Y4/4)シルト質細粒砂からなる。

第4層 :黄橙色(10YR7 /8)細粒砂からなる近世の盛土層で、
層厚5～35cmである。肥前磁器染付

碗などが出土し、17世紀中～後葉に属する。

第5層 :第5a・5b層に細分される盛土層

である。第5a層は層厚8～22cm,灰オリー

ブ色(5Y6/2)細粒砂からなり、上 部は焼土・

炭層が拡がる。焼土面から被熱した肥前陶器

皿26や平瓦28が出土した。下 部上面は大坂

夏ノ陣の罹災而である。第 5b層は層厚4～

-制 面  10cm, 黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂か

らなり、上 部は一部炭層が確認できる。部分

的に拡がるもので、火災などの可能性がある。

第6層 :豊臣後期に属する盛土層であり、

第6a・6b層に細分される。第 6a層は層厚10

～50cm,黄橙色(10YR7 /8)細粒砂からなる。

第6b層は層厚16～20cm1 黄褐色(10YR5/6)

中粒砂からなる。瀬戸美濃焼天目碗22、太平

通賓23などが出土した。

第7層 :豊臣前期に属する盛土層である。

図3 地層と遺構の関係図        第7a～7c層に区分できる。第 7a層は、 中礫

現代盛土

第1a層

第1b層

第2層

SXOI U=0'Eα 第3a層 「]8302

- 第3b層 Ⅵ編搭1
(ノ り

SA14 第4層 SP24

-ゞノSD27 第5a層

第5b層 SD29ゞ -ノ

、ゞ一7 ノSD39 第6a層

第6b層

第7b層

第7c層

SD40'!-ノ 第8a層

第8b層

第8c層

1面

焼土層

第7a層
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西壁断面図
北壁断面図

SD31

N

一   第1a層         1

第1b層

第3a層

第5a層

第5b層

第6b層

第7a層

TP+5.0m

[SKO8]

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質細粒砂(炭・焼土含む)

[SD29]

1:黄褐色(10YR5/6)細粒砂

[SD31]

1:黄褐色(2.5Y5/6)シルト質中粒砂

[SD38]

1;灰黄色(2.5Y7/2)細粒砂(シルト偽礫含む)

[SD40]

1:灰オリーブ色(5Y6/2)中粒砂質シルト

[SD39]

1:黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂

2:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質中粒砂(機能時堆積層〉

2.0m

1:80

5m

図4 西 ・北 壁断面図



を含むオリーブ黒色(5Y3/2)シルト質極粗粒～中粒砂からなり、層厚6～35cmで、不整形の落
込み状

に拡がる。下層との境界も不明瞭であり、人為的なものではなく水溜りか倒木痕跡の可能性
がある。

第7b層は中礫を含む灰オリーブ色(7.5Y6/2)シルト質極粗粒～中粒砂からなり、層厚30cmであ
る。本

層の上部より瀬戸美濃焼天目碗21が出土した。第7c層はシルト偽礫含む灰オリーブ色(5Y6/2)
中粒砂

質シルトからなり、層厚100cmである。出土遺物はない。

第8層:太坂本願寺期以前に属する作土～自然堆積層である。第8a～8c層に分けることができ
る。

第8a層は層厚10cmで、黒褐色(2.5Y3/1)中粒砂質シルトからなる作土層である。第8b層以下
の自然堆

積層を耕起して生成されている。古代の土師器亮、常滑焼の破片、備前焼捕鉢などが出土した。
第8b

層は層厚20cm,暗灰黄色(2.5Y 4/2)細粒砂質粘土からなる自然堆積層である。遺物の出土はない
。第

8c層は層厚15cm以上、オリーブ黒色(7.5Y3/1)中粒砂質粘土からなる自然堆積層である。

ii )遺構と遺物

a.大坂本願寺期以前の遺構(図4)

第8a層上面で溝 を検 出した。

SD40  幅0.6m,深さ0.2mの東西方向と思われる溝である。灰オリーブ色(5Y6/2)中粒砂質シ
ルト

(第7c層)で埋まる。調査区西北部に設置した深掘トレンチの西壁断面で確認した。耕作に伴う
溝とみ

られる。常滑焼や備前焼捕鉢の破片が出土しており、大坂本願寺期に属するものであろう。

b.豊臣期の遺構(図5)

第5・6層に関わって豊臣後期の遺構を確認した。

・第6層上面の遺構

1 : 100

図5 豊臣後期の遺構平面図

第6層上面の遺構はSD39・30

やSK36・37、SP32などがある。

SD39  幅0.6m,  長さ3.5m以

上、 深さ0.3mの南北方向の溝

である。北 に向かって深くなっ

てい る。 埋 土 は オ リー ブ 褐 色

(2.5Y 4/3)シルト質中粒砂で炭が

X-145,700  混じる。泥と砂の水漬きの堆積で、
機能時堆積層とみられる。上位は

黄褐色(2.5Y5/3)シルト質細粒砂

で第5b層に相当する。遺物の出土

はない。

SK36  長軸1.lm,短軸0.6rn1

深さ0.3mの楕円形を呈し、オリー

ブ褐色(2.5Y 4/6)シルト質中粒砂

[] 第5a層の遺構

[]第 5b層の遣構

5m

の瓦廃棄土壇である。土師器皿・
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丸瓦・平瓦が出土した。

SK37  長軸0.7m,短軸0.45m,深さ0.2mの楕円形の土塘である。炭混り暗灰黄色(2.5Y 4/2)シル

ト質中粒砂で埋められていた。肥前陶器皿のほか、土師器皿・丸瓦・平瓦が出土した。

SP32  直径0.4m,深さ0.2mの小穴である。埋土は白色シルト質偽礫混りオリーブ褐色(2.5Y 4/6)

シルト質中粒砂で、平瓦が出土した。同様の埋土で埋まる小穴が複数確認されたが、柱列や建物とし

ては組み合わなかった。不明瞭だがSD31を壊している可能性もある。

・第5b層上面の遺構

第5b層上面の遺構は、SD29のほかその可能性がある遺構としてSD31がある。

SD31  幅1.lm,長さ7.0m以上、深さ0.2mの東西方向の溝である。埋土は黄褐色(2.5Y5/6)シル

ト質中粒砂からなり、部分的に鉄分が析出する。本来もう少し深い溝であったが削平され、底の部分

のみが検出されたと考えられる。溝内に被熱した礫が点在するほかは、遺物の出土はなかった。

SD29  幅0.9m,長さ3.5m以上、深さ0.2mの南北方向の溝である。北に向かって深くなる。黄褐

色(10YR5/6)細粒砂で埋められており、備前焼播鉢のほか、豊臣期の大量の瓦が出土した。

・第5a層の遺構

第5a層上部は大坂夏ノ陣焼土層であった。焼土層をはずして検出された遺構はSD27のみである。

幅0.3m,長さ3.5m以上、深 さO.lmの東西方向の浅い溝である。東に向かって深くなっている。東部

ではSD31を切っている。埋土は炭混り暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒砂質シルトからなる。出土遺物は備

前焼尭、丸瓦・平瓦である。

c.徳川期の遺構(図6～9)

第3a・3b・4層上面で徳川期の遺構を検出した。

・第4層上面の遺構

第4層上面の遺構は17世紀中～後葉に属する。

SA14  東西方向に礎石が並ぶ。礎石は地面を掘りくぼめ据え付けてあった。一部が近代の井戸に

よって壊されているが、柱間は西から2.4m, l.3mである。北側にも礎石とみられる礫 3点が確認

できたが、SA14とした礎石列とは組み合わなかった。 また、 さらに南側にはこの柱列と並行して、

SP15・16が並ぶ。いずれも直径0.2mで、SP15は深さ0.2m,礫を埋めていた。SP16からは肥前陶

器碗が出土している。

SD38  幅0.8m以上、長さ6.Om以上、深さ0.3mである。埋土はシルト偽礫混り灰黄色(2.5Y7 /2)

細粒砂で、西側の上端は未確認で、西へ拡がる落込みの可能性もある。

SKO9  東西1.Om,南北1.Om,深さ0.5mの方形の土塘である。埋土は黄褐色(2.5Y5/3)シルト質

中粒砂からなり、土師器皿10点以上が廃棄されていた。そのうち2点(1・2)を図示した。ともに口

径は9,8～10cmで、口縁部の内外面をヨコナデしており、底部との境に段をなす。体部外面はユビオ

サエである。17世紀中～後葉に属する。

SK23  東西0.7m,南北0.8m,深さ0.3mのほぼ円形の土壊である。黄褐色(2.5Y5/6)中粒砂で埋

められていた。出土遺物は瓦質土器・丸瓦・鉄片である。
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Y-44,825 1
Y-44,820 1

1 : 100

SK27  東西0.7m, 南北0.8m,

深さ0.3mの楕円形の土塘である。

オリーブ褐色(2.5￥ 4/6)シルト質

中粒砂で埋められていた。 出土

遺物は瀬戸美濃焼志野向付3のほ

か、土師器皿4、巻貝、鉄塊である。

3は底部内而に目痕がある。4は

口縁部に煤が付着する。これらの

遺物は17世紀中葉頃に属する。

SK28  東西0.9m, 南北0.7m,

深さ0.2mの楕円形の土塘である。

口 第。5層上面。遺構 埋」二は黒褐色(2.5Y3/2)シルト質

中粒砂である。出土遺物は土師器

皿、丸瓦・平瓦である。

5m

柱穴は複数確認されたが、並 ぶ

'黄褐色(2.5Y5/3)シルト質中粒砂

SA14

TP+4.Om

図6 徳川期(第3b・4層上面)の遺構平面・断面図

ものとしては上記のSP15・16と

東側の小穴のみであった。そのほ

かの組み合わせは確認できなかっ

た。以下、主 なものを述べる。

SP22  直径0.2m, 深さ0.2m,

埋土は黄褐色(2.5Y5/6)シルト質

中粒砂である。胎土目痕の残る肥

前陶器皿や土師器皿、平 瓦が出土

SP24  直径0.3m, 深さO.lm,

埋土は黒褐色(2.5Y3/1)シルト質

細粒砂で、肥前陶器碗が出土した。

SKO9

TP+4.0m

・第3b層上面の遺構

第3b層上面で検出したSKO7・08はいずれも炭 ・焼土混り黄褐色シルト質細粒砂からな
る。17世紀

後葉頃に属するとみられる。

SKO7  直径0.8m,深さ0.06mである。出土遺物には肥前白磁仏飯兵や丹波焼壺のほか、
土 師器皿・

火入類、丸瓦・平瓦がある。

SKO8  東西0.6m,南北1.Om以上、深さ0.3mである。遺物の出土はない。

・第3a層の遺構(図7・8、写真Ⅰ)

SXO1  大型の3連の石組み竃である。第3a層上部の焼土層を除去したのち検出された
。妙 知焼以
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前に廃棄された遺構であ

る。旧地表面を0.3mほど

掘りくぼ め、 シル ト偽礫

を主体とするにぶい黄色

(2.5Y6/4)シルト質細粒

砂を敷き基礎としていた。

その中に礫を並べ、 3基

の竃を構築している。竃

は東側からSXOI-a・b・

cとす る。SXOI - a a bは

同様の構造であり、北 を

奥に礫をコの字状に並べ

薪を燃 やす燃焼室とし、

南側に薪をくべ る焚 口を

配置する。礫 の上には焼

土が厚 く堆 積 してお り、

鍋釜をかける竃口を構成

していたとみ られ る(註

1)。竃 口は崩落しており

確認できなかった。

SXO1 - a  燃焼室の石

組み部分は長軸0.6m, 短

軸0.4m,深さ0.3mである。

焚口部分の被熱範囲は東

西0.3m,南北0.6mであっ

た。燃 焼室内からは土師

器皿の破片が出土した。

SXOI - b  燃焼室の石

組み部分は直径0.7m, 深

さ0.3mである。焚 口部分

の被熱範囲は東西0.5m,

南北0.7mである。礫 を覆

う焼土の範囲は直径0.9m

の円形である。SXOI - b

の燃焼室底部は焼土偽礫

Y-44,8251 Y-44,8201

SKD5"

X-145,700

n

[コ第2層で埋まる
遣構

5m

1 : 100

図7 徳川期(第3a層)の遺構平面図

Y-44,8251

[コ焼土(焼壁)
[]炭化物

TP+4.4m

-一一一一一】ーフ
1

2

3

4

5

6

7

8

9

0           1           2m

1:40

図8 SXOI平面・断面図
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が混り、その上に炭層が拡がっている(図8の5)。

炭層の上は埋められており(図8の2)、土師器皿の

破片が大量に出土したほか、その上面には完形の

土師器皿5が伏せた状態で置かれていた。竃を廃絶

する際の祭示已の可能性もある。

そのほか燃焼室内からは肥前白磁碗・土師器皿、

焚口部分からは肥前磁器染付碗・土師器皿が出土

写真1 SXOI (tJ゙ら)       した。図示した遺物は中国産青花碗6、
土師器皿

7・8である。6・7は焚口部分より出土し、8は炉内からの出土である。7は
口縁部に煤が付着する。

口縁部をナデているが底部との境に明瞭な段はなさない。

SXO 1- c  長軸0.5m以上、短軸0.5mの楕円形の範囲がわずかに掘りくぼめら
れ、その上に0.3m x

O.4mの石が据えられ被熱していた。周囲には焼土が拡がっていた。東側の部
分は壊されており、詳細

は不明である。SXOI - a・bとは構造が異なっており、別の作業が行われたとみ
られる。図示した遺

物は肥前陶器皿9で、燃焼室内より出土している。砂目積で、底部に「一」とみら
れる墨書がある。

竃を構築する基礎の部分からは、底部内而に鉄絵のある肥前陶器碗10のほか、
不明土製品11などが

出土した。11は直径8.6cm,高さ5.6cm,重さ434g,スサ入り粘土を焼成しており
、上部が袂れ、中央

に孔が貫通する。何 らかの錘などの可能性も考えられるが、用途不明である。

S×01と同様の徳川期の竃は住友銅吹所跡や墨作りの工房跡が検出されたOS9
1-64次調査地[大阪

市文化財協会2003b]などで確認されている。一般の家庭用というより工業的な
煮沸用のものの可能

性がある。

・第2層で埋まる遺構

第3a層の焼土上面で検出された遺構である。第2層で埋められていて、18世紀
中葉～19世紀初頭に

属する。

SKO2  東西0.9m,南北1.7m,深さ1.Omの方形の土塘である。ゴミ穴であろ
う。出土遺物は肥前

磁器のほか、関西系陶器、丹波焼、明石捕鉢、軟質施釉陶器、土師器皿、巴文鬼
瓦・丸瓦・平瓦、土

人形、貝、鉄塊などである。図示した遺物は肥前磁器染付小杯12、蓋13、大皿1
4、色絵碗15である。

12はガラスによる焼継がある。14は底部内面にコンニャク印判、底部外面に
崩れた渦福銘がある。同

形のものが3点以上出土し、組になるとみられる。これらの遺物は18世紀後葉～
19世紀初頭に属する

ものである。

SK04 東西0.4m,南北0.4mの不整形の土塘である。SXOIの上から掘り込ま
れていた。出土遺物

は肥前磁器染付碗16、土師器皿17、ミニチュア土製品18である。18は内面にキ
ラ粉が付着する。飯事

道具とみられる。18世紀中～後葉に属するとみられる。

SKO5  東西1.8m以上、南北0.9m,深さl.Orn以上で底に達することができなか
った。方形の土壇で、

SKO2と似た形状のゴミ穴である。出土遺物は肥前磁器のほか、関西系陶器、
土師器皿、平瓦などが

出土した。図示した遺物は肥前磁器染付碗19・20である。19は体部内・外面に
輪宝繋文が、20は体部
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図9 遺構出土遺物

SKO9( 1・2)、SK27( 3・4)、SX01(5～11)、SK02(12～15)、SK04(16～18)、SKO5(19・20)
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図10  第7b～5a層出土遺物

第7b層(21)、第6b層(22 - 23)、第5a層(24～28)

外面に矢羽根文が描かれる。18世紀後葉に属すると
みられる。

d.各層出土の遺物(図10)

第7b層から瀬戸美濃焼天目碗21のほか、土師器皿、
丸瓦・平瓦、鉄釘が出土した。

第6b層からは瀬戸美濃焼天目碗22のほか、北宋銭23、
丸瓦・平瓦が出土した。23は太平興国年間(976

～983年)に鋳造された太平通賓である。

第5a層からは肥前陶器向付24、皿25・26、鉢27が出
土した。24は筒形で、体部外面に鉄絵を有する。

25は丸皿で高台にモミガラが付着する。26は口縁部
が外反する。これらの遺物は豊臣後期に属する。

そのほか縄目タタキを施す奈良時代の平瓦28が出土し
ている。

3)まとめ

今回の調査において、以下の発見があった。

・大坂本願寺期以前とみられる作土を検出した。

・大坂夏ノ陣の罹災面が検出された。

・18世紀前葉に廃棄された石組みの竃を検出した。

周辺の調査地で確認された大坂本願寺期よりも前の遺
構を検出することはできなかったが、豊臣期

以降周辺が城下町として利用され続けた様子を確認で
きた。
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註)

(1) 竃の各部位の名称は『住友銅吹所跡発掘調査報告』 [大阪市文化財協会1998]を参照した。

引用文献

大阪市教育委員会・大 阪市文化財協会2008、「大坂城跡発掘調査(OS07-16)報告書」:『平成19年度大阪市内埋蔵文

化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.41-48

2010、「中央区本町橋における大坂城跡発掘調査(OSO8-5)報 告書」:『大阪

市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2008)』、pp.l83-198

大阪市文化財協会1998、『住友銅吹所跡発掘調査報告』

2003a,「OS85-36次およびその周辺の調査」:『大坂城跡Ⅶ』、pp.291-298

2003b,「OS91-64・93次調査」:『大坂城跡Ⅶ』、pp.275 - 290

大阪府教育委員会1986、『大坂城惣構・西町奉行所跡発掘調査概要』
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豊臣後期(第6層上面)

の遺構完掘

(北から)

豊臣後期(第5a層上部)

焼土面の検出

(北から)

西壁地層断面

(深掘トレンチ)

(東から)

図
版



17世紀中～後葉

(第4層上面)の遺構完掘

(北から)

17世紀後葉(第3b層上面)

の遺構、検 出

(北から)

18世紀中葉～19世初頭

(第2層で埋まる)の

遺構完掘

(北から)

図
版
二



中央区常盤町二丁目32・33における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS15-2)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区常盤町二丁目32・33

66ポ

平成27年6月1日～6月10日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、田中裕子
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は上町台地西側縁辺の豊臣期大坂城惣構内西部に位置する。調査地は台地の西縁部にあり、

北には西南西方向の深い開析谷(本町谷)が復元されている(図1)。周辺の調査では奈良時代の井戸

(OS87-18次調査地)や奈良時代～中世の遺物包含層(OS89-23次調査地)、また豊臣期の背割り下水

(OS87-14次調査地)など、奈良時代～豊臣・徳川期の遺構・遺物が多数見っかっている[大阪市文化

財協会2003]。

調査地では事前に大阪市教育委員会が行った試掘調査の結果、地表下1.6m以下の深さで本格的な発

掘調査を要する近世の遺構面および遺物包含層が検出された。今回の調査はこうした地層の年代や遺

構・遺物の分布状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的に実施した。

調査区は敷地東部の東西8 m,南北6mで、面積48ポの範囲である。2015年6月1日より着手し、

第1層まで盛土を重機で除去したのち、第 2層以下の各層を人力で掘り下げ、遺構や遺物の検出を行

い、平面図や断面図の作成、写真撮影などの記録作業を行った。調査区内は地山が高く、西南部での

み近世初頭に遡る遺構が確認されたため、大 阪市教育委員会と協議の上、調査区の西側8n1(東西

2 m,南北4 m)と南側10ml(東西5 m,南北2 m)の拡張を行った(図2)。拡張区の図面の作成や写

真撮影を行い、6月10日に埋め戻しを含む現地における作業を完了した。

なお、基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査の成果

1  1 1 1 1                   1

1 : 5.000

図1 調査地位置図

Y-44,680

南拡張 区

1 : 400

図2 調査区位置図

Y-44,660
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現代盛土

第0層     M』蔓9ブ

第4c層

図3 地層と遺構の関係図

1)層序(図3・4)

調査地周辺は西に向かって低くなる地形をしてい

る。

第0層 層厚は8～100cm1 明黄灰色(2.5Y7 /6)

細粒砂からなる近代盛土層である。南側で厚くなっ

ている。西 壁で検出されたSKO1からは瀬戸美濃焼

磁器染付碗27が出土している。また、西 拡張区では

礫を並べた近代の建物基礎が検出された。

第1層 層厚10～32cm,明赤褐色(5YR5/8)中粒

～細粒砂からなる近世盛土層である。調査区西北部

に分布し、焼土を含む。西 壁で確認されたSKO2は

本層で埋められた瓦溜りである。西拡張区からは肥

前磁器染付火入れ26や焼継のある染付碗、関西系陶器の土鍋などが出土し、1
9世紀前半に属する。

第2層 層厚10～60cm, にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質中粒砂からなる近
世盛土層である。中

国産青花や肥前陶磁器など18世紀代の遺物を含む。本 層の上面の遺構として
井戸・瓦溜りなどが検出

された。

第3層 層厚30～120cm, にぶい黄褐色(10YR6/3)極粗粒～細粒砂で、北 から
南へ向うフォアセッ

トラミナが確認される水成堆積層である。遺物の出土はなく、砂粒は風化し
ており、低 位段丘構成層

の可能性がある。本層上面より豊臣後～徳川初期の土採り穴が検出された。

第4層 段丘構成層である。第4a～4c層に細分できる。

第4a層 層厚20～50cm, にぶい黄橙褐色(5YR3/6)細粒砂質シルトからなり、
巣 穴とおぼしき生痕

化石が顕著に観察できる。

第4b層 層厚15～25cm1 明褐色(7.5YR5/8)粘土質シルトからなる。

第4c層 層厚30cm以上、暗 オリーブ灰色(5GY4/1)極細粒砂質シルト～シルト
質粘土からなる。

n)遺構と遺物

乙豊臣後～徳川初期の遺構(図5・7)

第3層上面で土採り穴SXO5・11を検出した。

SXO5  調査区西南部に位置する東西9m以上、南北7m以上、深さ1.5m
の不整形の土塘である。

埋土は第3層に由来する明黄褐色(10YR6/6)中粒～細粒砂で一度に埋めら
れており、下 部に第4a層

由来の偽礫を含む。第4a・4b層を採取する目的で掘られた土採り穴とみられ
、第4c層の上部で掘下げ

は止まっている。出土遺物は瀬戸美濃焼志野向付1、平瓦である。そのほか
、混入品として須恵器器

台2がある。

S×11 調査区東部に位置する東西0.5m以上、南北4.Om以上、深さ1.2m
の土撞で、壁際に一部が

かかっている。S×05と同様の土採り穴 とみられる。埋 土は図4の東壁断
面図に示すように、1層:

にぶい黄褐色(10YR6/7)粗粒～中粒砂、 2層 :オリーブ褐色(2.5Y4/4)シル
ト質中粒砂、 3層 :灰黄

[コ:焼土層
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西壁断面図

図化した場所  南拡張区

北壁断面図

SEO4

現代盛土

9 \ 第 4b層

図化した場所

(西拡張区の北部は近代の建物基礎を残して掘り下げた
南拡張区  ため、拡張区部分の北壁は図化できなかった。図6参照。)

TP+6.0m

東壁断面図

SKO7     1

3 b - - 1

南拡張区 図化した場所

TP+6.0m

5.Om

[SKO2]

1:明莢褐色(10YR6/8)中粒～細粒砂

[SEO4]

1:にぶい黄褐色(10YR5/6)中粒～細粒砂
2:褐色(7.5Y 4/6)粗粒～中粒砂

[SXO5]

1:明黄褐色(10YR6/6)中粒～細粒砂(下部に第4a層由来の偽礫含む)

[SXI1]

1 :にぶい黄褐色(10YR6/7)粗粒～中粒砂
2:オリーブ褐色(2.5Y4/4)シルト質中粒砂
3;灰黄色(2.5Y6/2)極粗粒～中粒砂
4:灰色(5Y4/1)シルト
5:暗灰黄色(2.5Y5/2)粗粒～中粒砂

5m

i;80

図 4 西壁 ・東 壁 ・南 壁 断 面 図



Y-44,(i70 1 Y-44,6651

5m

1:150

図5 豊臣～徳川初期(第3層上面)の遺構平面図

Y-44,670ヒ
Y-44,665 1

入-146,070

色(2.5Y6/2)極粗粒～中粒砂、4

層:灰色(5Y4/1)シルト、 5層:

暗灰黄色(2.5￥5/2)粗粒～中粒砂

からなり、 2～5層にはラミナが

見られた。本土塘を掘った後、し

ばらく開口していな間に溜まった

8-146,。7. 機能時堆積層と思われる。埋土中

より砂目積みの肥前陶器碗3が出

土した。

上記の遺構は豊臣後～徳川初期

に属するといえよう。

b.徳川期の遺構(図6～8)

徳川期の遺構として井戸・土塘・

瓦溜りを検出した。

SEO4  調査区北部に位置する。

ぇ,4 6 ,。 7 。  直径1.2m,深さ1.9mの素掘りの

井戸で、井戸側内はにぶい黄褐色

(10YR3/4)中粒～細粒砂と褐色

(7.5YR4/6)粗粒～中粒砂で埋め

られていた。埋土中より石製の硯

X-146,075  4が出土したほか、豊臣期以降と

みられる平瓦5が出土した。

1:150

図6 徳川期(第2層上面)の遺構平而図

5m

SEO6  南拡張区に位置する。

掘形の直径1.3m,深さ1.6m以上

の井戸である。井戸側は井戸瓦が

用いられており、井戸側内の埋土

は灰黄色(2.5Y 4/1)シルトからな

る。井戸の廃棄後はゴミ穴として

利用されており、井戸側内からは肥前陶磁器、土師器焙烙、瓦、スラグ類などが
まとまって出土した。

図示した遺物は肥前磁器色絵紅猪口6で、体部外而に「いろはに」と赤で上絵付
けされている。出土遺

物は18世紀後半に属する。

SKO3  調査区東部に位置する東西1.6m,南北1.9m,深さ0.9mの楕円形の土
塘である。底部がさ

らに楕円形に掘り込まれており、木片混りのシルトで埋まっていた。木屑を廃棄
した土壇とみられる。

小片のため図示しえないが、肥前陶磁器や土師器皿が出土した。

SKO7  南拡張区に位置する東西1.5m以上、南北0.7m,深さ0.9mの土塘で
ある。埋土はにぶい黄
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図7 遺物実測図1

10cm

1 3

167



10cm

10 20cm

1:4 (21～24)

10cm

1:3

図8 遺物実測図2

SK10(14～24)、第2層(25)、第1層(26)、第0層(27)
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色(10YR4/3)シルト質細粒砂からなり、陶磁器、瓦がまとまって出土した。図示した遺物は肥前磁器

青磁染付碗7、染付碗8・12、鉢 9、蓋10,油壺11、関西系陶器碗13である。7は底部内面にコンニャ

ク印判による五弁花文、底部外面に崩れた渦福銘がある。8は体部内外面に菊花散らし文、10は外面

に宝珠と龍を素描し、高台内には銘がある。これらの遺物は18世紀後半～19世紀前葉に属するとみら

れる。

SK10  南拡張区に位置する。東西0.9m,南北0.6m,深さ0.9mに復元されるゴミ穴である。埋 土

はオリーブ褐色(2.5Y 4/3)中粒砂質シルトからなる。図示した遺物は肥前磁器染付碗14～17、青磁染

付碗18、色絵瓶19、肥前陶器刷毛目碗20、土師器焙烙21～24である。14は体部外面に丸文が描かれ、

底部内面を蛇の目釉剥ぎする。15・16は底部外面に大明年製銘がある。17はコンニャク印判で体部外

面に菊花文を押す。18は体部内面に桜花文、底部内面に五弁花文を施す。焙烙は21～23に図示したD

類と24に示したE類[難波洋三19921の2種類がみられる。これらの遺物は18世紀後半頃に属するとい

えよう。

そのほかSKO8、SKO9も同様の18世紀後半の遺物を含むゴミ穴である。

c.各層出土の遺物(図8)

第2層 図示した遺物は中国産青花皿25である。ほか肥前磁器染付碗や関西系陶器碗、備前焼鉢、

土師器焼塩壺蓋などが出土した。

第1層 西拡張区より出土した肥前磁器染付火入れ26を図示した。体部内面は上部3分の1のみ施

釉される。ほか、肥前磁器端反碗や焼継のある染付皿、瀬戸美濃焼磁器染付皿などがあり、遺物の年

代は19世紀前～中葉に属するとみられる。

第0層 第0層上面の遺構として西壁で確認したSKO1より瀬戸美濃焼磁器染付碗27が出土した。

明治時代以降の遺物とみられる。

3)まとめ

本調査区では豊臣前期以前の遺構や包含層を確認することはできなかった。調査地は上町台地上に

位置し、地山が高く、遺構面は削平されてしまったとみられるが、豊臣後～徳川初期の土採り穴が遺

存していることがわかった。土採り穴からは遊離資料ながら須恵器の出土があり、近隣に古墳時代の

遺跡が存在していた可能性を示している。

徳川期では、井戸やゴミ穴群がみとめられ、18世紀以降の遺物が出土した。調査地付近が町屋とし

て本格的に開発されるのはこの頃以降であるとみられる。

引用文献

大阪市文化財協会2003、『大坂城跡』Ⅶ

難波洋三1992、「徳川氏大坂城期の烟烙」:大阪市文化財協会編『難波宮址の研究』第九、pp.373～400
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北壁断面および

豊臣後～徳川初期の

遺構(SXO5)完掘

(南から)

SX11とSKO7

遺構断面

南拡張区(西から)

SEO4遺構断面

(南から)



中央区玉造一丁目12-1・12-2における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS15-3)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区玉造1丁目12-1・12-2

48爾

平成27年8月3日～8月5日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、京嶋覚
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は豊臣期大坂城の東南に当る「玉造口」の北側に位置にする。南に150m離れた地点で行われ

たOS89-146次調査[大阪市文化財協会2002]では、豊臣期の南北方向の堀が確認され、大坂城惣構

堀の一部と推定されており、 さらに下位層では弥生時代の遺構・遺物も出土している。また、その

50m北で行われたOSIO- 2次調査[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012a]でも一連の堀の可

能性のある落ち込みが確認されている(図1)。

教育委員会が行った事前の試掘調査により、GL-1.6m付近で上面に炭層が堆積する灰色砂質シル

トの整地層が確認されたため、その上面での遺構・遺物の分布状況や年代を明らかにするための調査

し、さらにそれ以下GL - 3mまで地層観察を行うことになった。

調査区は敷地中央の8 m X 6 mの範囲である。8月3日に重機により表土を掘削したところ、GL -

1.2mで近世の遺構面とみられる褐色細粒砂質シルトが検出され、試掘壇付近の上面で炭層が確認され

たため、この面で平面的な調査を行うことにした。翌日にはこの面の調査作業が終了し、 8月5日に

調査区中央で2.5m角の深掘り調査を行った。掘削はGL-3mまで行ったが、壁面からの湧水が激しく

GL-2.7mまでの地層観察を行うにとどめ、現場での記録作業をすべて終了した。

以下にその結果を報告する。なお、基準点および水準点は国土交通省が設置した都市街区多角点お

よび節点を与点として測量した。図中の方位は座標北を基準にし、水準値はT.p.値(東京湾平均海面値)

で、図中ではTP+○mと省略した。

2)調査の結果

0  146・、。           )

0                  200m

図1 調査地位置図

1 : 500

図2 調査区位置図

20m
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第0層 近 ・現代盛土
1)層序(図3・4)

現地表面はTP+3.6mで平坦であった。

第0層 :近・現代の盛土層で、煉瓦・コンクリー

トが多く含 まれる。

第1層 :暗灰黄色(2.5Y6/2)シルト質細粒砂から

なる整地層である。層厚は20cmで調査区東北部のみ

に遺存する。西 ・東壁断面の地層観察からSKO3・

08、SXO4は本層上面から掘 られており、SKO3・08

と埋土が共通するSKO5・06も同じ層準と考えられる。

第2層 : にぶい黄褐色(10YR4/3)  ～黒褐色

(2.5Y3/2)シルト質細粒砂層で、黄 白色や灰色のシルト質粘
土の偽礫を多く含 む整地層である。層厚

は約25cmである。

第3層 :オリーブ褐色(2.5Y 3/3)小礫混りシルト質細粒砂層
で、炭 粒を含む整地層である。層厚は

20～30cmである。

第4層 :上部はにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒～中粒砂質シル
トの整地層で、北 東に向かって厚くな

第1層

第2層

第6層

第7層

図3 地層と遺構の関係図(トーンは作土層)

N
東壁

ノ

ノ

第2層    / TP+3.0m

南壁

第0層

一一一 一        第5層

TP+3.0m

Tρ+2.0m

第6層

二"第7層 一 TP+1.Om

[]作土層

2m

1:50

図4 西・南壁断面図
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り、最 大厚は30cmである。下部は灰黄褐色(10YR4/2)細粒～中粒砂質シルト層で、偽礫を主体とす
る盛土層である。層厚は60～90cmである。西北部の上面でSKOI・02・09を検出し、その北側には炭・
焼土が薄く分布していた。

第5層 :暗灰黄色(2.5Y 4/2)粘土質シルトからなる作土層で、下部に鉄酸化物の沈着が見られる。
遺物は出土しなかった。

第6層 :にぶい黄褐色(10YR5/3)粘土の自然堆積層で、上面に第5層からの踏込みがあり、本来上
面にごく薄 く堆積していた水漬きの中粒砂も第5層とともに踏み込まれている。

第7層 :褐色(10YR4/4)細粒～中粒砂の自然堆積層で、上部は鉄・マンガンの酸化物による汚れが
顕著である。

以上の層序のうち平面的な調査対象とした遺構面をなす第4層と作土層と推定される第5層は、調
査地の北東200mで行われたOSIO- 9次調査における、最大層厚80cmの徳川期前半の盛土層(第3層)
と、 その直下の中世から豊臣後期まで耕された水田作土層(第4層)にそれぞれ類似している[太阪市
教育委員会・大 阪文化財研究所2012b]。標高では1m近く今 回調査の地層が高いが、考慮すべき資
料と言えよう。また、第 5層は今回の調査地同様に上町台地東裾の低地に位置する細工谷遺跡B地点
の調査で確認されている中世後期以降の作土層(第5層)に岩相や標高が近似している[大阪文化財研
究所2014]。

ii )遺構と遺物(図5～7)

重機により第 3層まで掘削

したため、 第4層上面でそれ

以上の各層準からの遺構や攪

乱を検出した。

第4層上面の遺構 として

は、SKOI・02・09が あ る。

SKOI・02は一連の土塘と思わ

れ、SKO2は長さl.2rn, 幅0.4

m1 深さO.lmの溝状の土塘で、

SKOIも幅・深 さは同程度と推

定される。埋 土はいずれもオ

リーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト

質細粒～中粒砂である。

これ らの遺構から丹波焼、

肥前陶磁器などが出土した。

SK09は直径0.8m1 深 さ0.15

mの円形の土塘である。埋 土

はオリーブ褐色(2.5Y4/4)～

X-1 46,780

-146,785

1 : 100

図5 第1～4層上面遺構平面図
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NsKo2 SK○3 S
-      1   TP+2.6m

SKIO

1.にぶ い黄褐 色 (10YR4/3)細 粒 砂 質 シ ル ト(偽礫 含 )

2 灰 ヱl'よ褐 包 (10YR4/2)シル ト質 細 粒 砂

3.オリーブ褐色(25Y4/3)シルト質細粒～中粒砂

N
SKO5 TP+2.6m

SKO7

、褐色(10YR4/4)シルト質細粒砂

:暗灰黄色(25Y4/3)シルト質細粒～中粒砂

:オリーブ褐色(25Y4/2)シルト質細粒砂

オリーブ褐色(2.5Y 4/4)シルト質細粒～中粒砂

SKO6 TP+2.6m

暗灰黄色(25Y4/2)シルト質細粒砂

N SK○9 8
TP+2.6m

オ゙リーブ褐色(25Y4/4)細粒～粗粒砂

:黒褐色(2 5Y3/"2)細粒～粗粒砂

図6 遺構断面図

S
SKI 1    丁P+2.6m

1 暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒砂

2m

1:50

黒褐色(2.5Y3/2)細粒～

中粒砂で、炭粒を多く含

む。

出土遺物にはC類[難波

洋三1992]の完形に近い

土師器焙烙1が割れた状

態で出土したほか、備前

焼捕鉢、瀬戸美濃焼天目

碗、肥前陶器鉢、丸瓦な

どの細片がある。

これらの遺物は概ね17世紀代におさまるもので

ある。

また、これらの遺構に近接する調査区西北部の

た粘土が確認されており、竃 などの痕跡とみるこ

ともできる。試掘調査の際に注目されたのはこの

図7 出土遺物実測図         上記以外は、より上位の層準からの遺構
である

SKO9(1), SKIO(2～5)       SKO7はSKO5 - 11に壊される土城で、東西2.3m

南北1.5mの小判形を呈し、深さは0.2mである。埋土はオリーブ褐色(2.5Y4/4)シ
ルト質細粒砂である

土師器焙烙、丹波焼徳利、肥前陶器碗、肥前磁器染付皿などが出土した。SKIO
はSKO3に壊される土

で、長軸1.Om,短軸0.4mの楕円形で、深さは0.2mである。埋土は灰黄褐色(10
YR4/2)シルト質

細粒砂で、軟質施釉陶器灯明皿2・3・灯明受皿4、関西系陶器蓋・灯明皿5、
肥前磁器染付蓋など

が出土した。2～4は外底面に糸切り痕が残り、 3の内面には「赤茂」のスタン
プがある。5は内面に

灰緑色の釉が施されており、口縁付近に菊花文が貼り付けられている。灯明皿
はいずれにも灯芯油痕

が認められる

これらは後述の第1層上面からの遺構の出土遺物とあまり変わらないが、切合い
関係からみて第2

3層に属する可能性もある

m1 深さ0.15～0.20mで、埋土がいずれも粘土質シルトの偽礫を含もにぶい黄褐
色(10YR4/3)細粒砂

質シルトと共通しており、SK03・08とSKO5・06は平行して東西に連なる一連
の土塘と考えられる

SK1 1は直径0.8rn,深さ0.2mの土塘である。埋土は暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト
質細粒砂である

以上の遺構からの出土遺物には、土師器小皿・焙烙、軟質施釉陶器灯明皿、丹
波焼擢鉢、堺捕鉢、

肥前陶器皿・鉢、関西系陶器蓋、肥前磁器染付碗・仏飯器、土人形があり、18
世紀末から19世紀代の

時期と思われる
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S×04は調査区北端の東部で検出された東西溝ないし、北側への落込み状遺構である。埋土は暗灰

色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂～細礫で少量の中礫や中粒砂の偽礫を含む整地層である。本層は西部で

は重機掘削に際して消失していたが、西壁断面の観察により続きが確認できた。上端はほぼ正東西を

なしている。南側との整地土が異なり、敷地境になる可能性も考えられる。

3)まとめ

本調査の目的であった上而に炭層が堆積する地層は第4層であり、上 面では竃痕跡の可能性のある

焼土面や小土塘を検出した。これ らの時期から本層はOS10- 9次 調査における第 3層 と同様の大坂

ノ陣後の盛土層と考 えられ、大坂城東部における徳川期の開発の一端をうかがわせると共に、それ以

前が耕作地であったことを改めて確認することができた。

引用 ・参 考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012a,「中央区玉造一丁目における建設工事に伴う大坂城跡発掘調査(○SIO

-2)報告書」:『平成22年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.l7-22

2012b,「中央区玉造一丁目540-1ほか12筆における建設工事に伴う大坂城跡

発掘調査(OSIO-9次)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2o1o)j pp.211-248

大阪市文化財協会2002、『大坂城跡』Ⅵ

大阪文化財研究所2014、『細工谷遺跡B地点発掘調査報告』

難波洋三1992、「徳川氏大坂城時期の泡烙」:『難波宮址の研究』第九、pp.373- 400
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南壁断面

(北から)

第4層上面全景

(南から)

SKIO遺物出土状況

(北から)



平成27年度特別史跡大坂城跡豊臣期石垣公開事業にかかる

発掘調査(OS15-4)報告書
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調査 個 所

調査 而 積

調査 期 間

調脊 主 体

調査担当者

大阪市中央区大阪城 太阪城公園内 本丸地区

459 rrf

平成27年8月18日～平成28年2月23日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、京鴫覚
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は特別史跡大坂城跡の本丸地区に位置する。徳川期天守の南東に位置し、現存する金蔵(重

要文化財)の東に当る(図1・2)。本調査地北側では、1984年に配水管埋設工事に伴って、南北2っ

の調査区を設定してOS84-17次調査が行われた[大阪市文化財協会1985・2002]。両調査区では豊臣

期大坂城詰ノ丸の外周を巡る石垣が検出され、また北区では詰ノ丸の石組溝、南区では中ノ段の遺構

が検出された。この調査は、豊臣期大坂城を知る上で極めて重要な成果となった。

大阪市により、上記の豊臣期大坂城の石垣を再発掘して一般市民に公開するための整備事業が計画

され、2012年度に試掘調査が行われた。その結果、本格的な発掘調査を実施して徳川期の遺構の状況

を確認するとともに、豊臣期石垣の現況確認を行うことが必要と判断された。これにより、2013年度

にOS13-11・38次の2調査が、2014年度にはOS14-4次の調査が実施された(図2)。

OS13-11次調査では徳川期大坂城の金蔵に係わる区画施設とみられる南北方向の石列と石組溝が

検出されたほか、瓦廃棄土塘群が検出され、三葉葵文鬼瓦など徳川期大坂城の瓦が多数出土した[大

阪文化財研究所2014a]。

図1 調査地位置図
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0S13-38次調査では、豊臣石垣の再発掘調査とOS13一且次調査で検出された金蔵の区画
施設とみ

られる石列および石組溝の南側への延伸状況確認のための発掘調査が行われるとともに、豊
臣期大坂

城中ノ段と下ノ段を区画する石垣の位置を確認するための動的コーン貫入検査が行われた[
太阪市教

育委員会・大阪文化財研究所2015b]。この調査により、金 蔵の区画施設に係わる石列の南
の延長部

分を検出したほか、金蔵南側において東西方向の石組溝が新たに検出された。また、コーン
貫入検査

では豊臣期大坂城中ノ段の石垣あるいは裏込石が検出された。

これらの調査結果をもとに、工事予定範囲の徳川期の遺構確認と記録保存のためにOS14
- 4次の

調査が行われ、西調査区では金蔵に係わる南北方向の石列の南側への延長状況および東西方
向の石組

溝の西側への延長部分を確認するとともに、東調査区では小石や瓦細片を敷詰めた徳川期の
舗道遺構

が新たに確認された。これは1783(天明3)～1848(嘉永元)年の大坂城を描いた『浪華城全図
』に描か

れた通路施設であると判断され遺構保存することになったため、建設予定施設の大幅な設計
変更を行

うことになった。

今回の発掘調査は、この設計変更の検討作業に伴い新たに遺構確認が必要になった箇所を
含めた1

～4区の4箇所を対象にして行った。

調査は2015年8月18日に準備工を開始し、 翌19日から1区の本格的な調査を開始した。
1区の調

査が9月28日に完了したが、すでに9月2日から並行して調査を始めていた2区では、石列
の西側で

大型の柱穴が新たに3基確認され、コンクリート基礎撤去後にさらに2基確認された。OS1
3-38次

0S14-4

西 調 査 区

調 査 区        1: 1

1       第2区

第3区                   東調査区

0           10          20m

1 : 400

一145,620

1 -145,630
図2 調査区配置図
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調査ですでに確認されていた1基を合わせて6基の柱穴が南北に並んで確認されることになった。ま

た、この作業と並行して石列の石材の移動に伴う石材調査を行い、石材カードを作成して工事完了後

の復元に備えた(9月2日～11日)。石材の取上げ、移動作業を行ったのち、コンクリート基礎撤去作

業および、保存することになった柱穴以外の石列検出面以下の調査を行った。2区の調査は10月15日
に完了した。

当初1区から4区までを順次調査していく予定であったが、大手前配水池敷地内に位置する3区で

の作業開始の手続きが遅れたため、4区の調査を10月6日に先行して開始した。4区の調査では雁木

近くで石垣普請に伴うとみられる栗石堆積を含む盛土が確認され、雁木に平行する柱穴列なども検出

された。10月31日・11月1日の2日間、2区と4区を対象に現地公開を行い、1,450名の見学者があっ

た。4区の調査は11月11日に完了したが、この時点でも3区での開始手続きが未了であったため、市

教委の指示により現湯作業を一旦休止し、機材等の撤収を行った。3区の調査開始まで、室内で1・2・
4区の調査記録や出土遺物の整理作業を進めた。

3区の調査開始は年明けの1月6日からとなり、配水池敷地の機械警備および、街灯配線の移設作

業、鉄柵の撤去と樹木の伐採および搬出作業ののち、水道管の沈下調査のための試掘および観測用視

準点の設置を行って、18日から法面裾の石垣を撤去しつつ表土掘削を開始した。東半部は徳川期の舗

道遺構延長部、西半部は豊臣期の詰ノ丸石垣上面まで確認して2月12日に調査作業を終えた。また、

4区北側では雁木の北延長を確認するための調査を2月1日から3日まで行い、記録を取った後すぐ

に埋め戻した。全体の埋め戻し復I出よ3区の調査と並行して順次行い、機材等の撒収、ガラ類の搬出

作業を行って現場での作業をすべて完了した。2月6・7日には3区を対象にした現地公開を行い
3,400名の見学者があった。

各調査区は遺構保存の部分と3区の豊臣期石垣の検出部分を除いて、本丸再築時の一括盛土(第3d
層)上面まで掘削して調査し、終了後は保護砂で養生して埋め戻した。

なお、今回の調査で使用した基準点は、OS13-11次調査においてMageⅡan社製ProMark 3により

測位した基準点を用いた。本報告で使用した方位は世界測地系に基づく座標北を基準とし、標高はT.P.

値(東京湾平均海面値)を用い、本文および図中ではTP+○mと表記した。

2)調査の結果

1)層序(図3～8、図版1・2上、表1)

調査地の標高はTP+30.6～30.8mとほぼ平坦であるが、4区南半の南部は一段高くなっており、
TP+31.2mである。

層序は、OS13-11・38次およびOS14- 4次調査における成果に準じ、現代の整地層を第0層、近

代の整地層を第1層、戊辰戟争で生じた焼土を多量に含む整地層を第2層、これよりも下位の徳川期
の地層を第3層とした。

第0層 :現代の整地層で、層厚は20～65cmである。

第1層:近代の整地層で、1区ではOS13-11・38次調査の層序と対比できる地層として、配水
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2区 1区 4区 雁木

建物2基礎

・一、]
11艶d 3,11 3]ζ6諭ソH; 1

1 /_f￥ t,
i1)I j.

1a  (SX304)

ー 『       1       建物4基礎

SP2201 -2202-  SK2216～2218       SPI 1C6 ～1108

SK4105～4108ほか

舖道遺構1

l

SK3301  SK3401・3402 SK3303

図3 地層と遺構の関係図

池工事に先立つ旧金蔵の移築時の整地層である第1a・b層、OS13-11次調査の石列SX304や石
組溝

SD310付近のみに分布する第1c・1d層を確認した。これ以外に煉瓦積建物SB103(以下建物4
とする

に伴う整地層とみられる第1e層を1区南部のみで確認した。

第1a層はオリーブ褐色(2,5Y 4/3)～暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質細粒～粗粒砂で、漆
喰や

炭を含む。層厚は10～38cmであった。第1b層は暗灰黄色(2.5Y5/2)～明黄褐色(2.5Y6/6)シ
ルト

質細粒～粗粒砂で、旧金蔵基礎の内側のみに分布する。層厚は最大で15cmである。第1c層は灰
黄色

(2.5Y6/2)～黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルトで部分的に還元されて青みを帯びている。
第1d層は

黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルトである。いずれも層厚は最大で10cmほどで1区西端のOS13-
11次

SD310近くに分布する。第1e層は黄褐色(2.5Y5/3)～オリーブ褐色(2.5Y 4/3)細粒砂質シルトで
焼土

炭粒を含も。建物4の基礎付近が最大で、15cmの厚さで堆積する

第2層:戊辰戟争時の火災で生じた焼土や焼けた瓦を主体とする整地層である第2a層と、焼土・
炭

を含む細粒砂層の第2b層に細分される

第2a層は暗褐色(7.5YR3/ 4)シルト質細粒～中粒砂で焼土・焼け瓦を多量に含む。層厚は最大
で

15cmで、1区の建物4西辺基礎から東側のみで確認された。第2b層は灰褐色(7.5YR4/2)～褐
灰色

(10YR4/1)細粒砂質シルトで、炭・焼土粒を多く含むほか漆喰も少量含む。層厚は最大で28cmで
ある

4区南半の西壁付近のみで確認された。

煉瓦積の建物4の東辺基礎付近から西側に第2a層が厚く分布しており、これより東側には第2b層
が

主として分布することが報告されている

第3層:徳川期の整地層および盛土層である。徳川初期の一括盛土である第3d層とこれ以降の第3
a

～3c層の4つに大きく細分できる。4区では後述するように一括盛土とは異なる本丸石垣構築に
際し

ての盛土が確認されたため、これを第3d-1層とし、従来の一括盛土を第3d-2層として区別し
た。

第3a層は褐色(10YR4/6)シルト質細粒砂・黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルトの整地層で、層厚は
最

大10cmである。1区の建物4西端基礎付近から東側に分布する。本層上面の遺構としてはSP11
06～
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第3a層

E

TP+310m

14-4次
西拡張区

十30am

SE
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(SDIOI)側石  第。層 第i,層

。 。            第3d-2層

1:50

2m 第1b層

;2第1c層
第1d層

第3d-2層 (SX304・SD310)
掘形

- -1
第3d-2層

TP+31.0m

二/+30.0m

図4 1区北・南壁地層断面図



ε

O
.O
の
+

1

ト

[

;
派
〉
椴
)

旧
儒
雪
吠
\
諷

1108がある。

第3b層はにぶい黄色(2.5Y6/3)シルト質細粒砂ないし

オリーブ褐色(2.5Y4/4)細粒～粗粒砂質シルトなどから

なる整地層で、 層厚は最大で36cmである。1・2・4

区に分布する。1区で瓦廃棄土塘、 2区の石列西側の上

面で石列掘形や控柱柱穴を検出した。4区西南部の舖道

遺構の延長部分では、細粒砂とシルトが薄く互層をなし

てい た 。

第3c層は炭や焼土を含み、 シルトや砂礫の偽礫を主

体とする黄褐色(2.5Y5/4)～にぶい黄褐色(10YR4/3～

5/4)細粒砂質シルトの整地層で、層厚は1・2区が20

～40cm, 4区が最大で60cmである。1・2区で瓦廃棄

土塘が検出された。

第3d層は大坂城再築時の盛土で、本丸一括盛土の第

3d-2層と、石 垣構築に伴う盛土である第3d-1層に

細分できる。

第3d-1層は4区で確認された盛土で、栗 石を主体と

しつつ、炭 ・漆喰粒を少量含む黄褐色(2.5Y5/3)シルト

質細粒～中粒砂で、一部に灰色(5Y5/1)細粒砂質シルト

層が挟在する地層である。層厚は150cm以上である。4

区南半では最上部に栗石層があり、雁木基礎石の根石下

に続いていくが、北半では最上部に栗石層は見られない。

第3d-2層は大坂城再築時の本丸一括盛土で、1・

2・4区で確認された。1・2区では黄褐色(2.5Y5/4

～10YR5/6)細粒砂やシルトの偽礫層である。4区では

灰オリーブ色(5Y5/3)～黄褐色(2.5Y5/4)極細粒砂質シ

ルトや粘土質シルトの偽礫層で、上面から50cm下に層

厚1～3 cmの、鉄酸化物が沈着して明黄褐色(10YR6/6)

を呈する細粒砂層が直線的に介在する。全 体の層厚は

1 10cm以上である。

第4層は3区の豊臣期大坂城詰ノ丸盛土上面で薄く確認された大坂夏ノ陣の火災により生
じた焼土

や炭、焼 け瓦などを主体とする整地層である。1620(元和6)年の徳川秀忠による大坂城再
築が始まる

までに整地されたと思われる。

第5層は3区の詰ノ丸地表面をなす盛土層である。下部は上町台地の地山層上部と思わ
れる黄色粘

土質シルト偽礫を主体とし、上 部は灰白色粘土質シルト・褐色シルト質中粒～粗粒砂層
が明瞭な境界
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図6 4区北半西壁地層断面図
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表1 地層番号対照表

○S84-17 1 OS13-11 OS13-38 ○S14-4 0S15-4 大坂城の歴史

第1層
明治時代

以降の整

地jf',if

第0層11現代盛土 第0層 1現代盛土 第0層 現代盛土 第0層 1現代盛土 1 第0層

昭和
大正

明治

世
紀

世

紀徳
川
期

世
紀

豊

嶋

1
第1a層

旧金蔵1二伴

う整地
1第1a層 1-;r“第1層 1近代盛土 第1a層 1旧金蔵移 V築、建物1

建設時など

旧金蔵高槻移築

1929(昭和4)年

以降、建物2

1914(大正3)年

以降

第1a層
天守閣・師団司令部

1931(昭和6)年

第1b層
煉瓦建物

(SB103)に伴

う整地
第1b層

旧金蔵移築

時基礎工事

の整地
第1b層 第1b層

旧金蔵移築

時基礎工事

の整地

配水池竣工

1892(明治25)年

以前
第1b層

陸軍第四師団

迅あ(明治21)年

第1c層

第1d層

(SX304)・

(SD310)を埋

める整地

第1c層 (SX304)・

(su31uノを

埋める整地

第1c層

第1d層 第1d層

第1e層
明治以降の

地1自.・プ 第1e層 第1e層

建物4に

伴う整地

大阪丈測図

1887(明治20)年

以前
第2a層

大阪鎮台

1871(明治4)年

戊辰戟争

18簡(慶応4)年

第2層

戊辰戦争

焼土1・.′・プ 第2層≧
戊辰戦q1娩

土による盛

土
第2層

戊辰戦Lfi焼

土による盛

土
第 2a層

戊辰戦jiI焼

土による盛

土
第2a層

作屍軍ヤ争

1868(慶応4)年

I白後の乎地

第2b層

第2c層

第2d層天守閣焼

失焼士騎

など

第2b層 第2b層

第 3a層

(SX304)以東

;こ分布する

整地層
第3a層

幕末ごろの

盛土 第3a層
幕末ごろの

整地層 第3a層
第2a層と

一連の整地

第3b層
石列(SX304)

構築時の整

地層
第3b層

石列(SX304)

構築時の整

地層
第3b層

舖道遺構

19世紀前半

の整地
第3b層

新金蔵・

区画塀

(SX304)

舗道遺構

大坂城絵図

1793〈寛政5)年

～浪華城全図

1848(嘉永元)年

第3a層
新金ji翫

1751(宝暦元)年

大坂城再

建時盛土

第 3c層

大坂城再築

当初の地表

をなす盛土
第 3c層

大坂城再築

当初の地表

をなす盛土
第 3c層

大坂城再築

当初の地表

をなす盛土
第 3c層

大坂城再築

当初の地表

をなす盛土 第2期本丸普請

1624(寛永元)年

～竣工

1629(寛永6)年

第3b層

第3c層

第3d層

大坂城再築

1620(元和6)年～

1629(寛永6)年
第3d-1層

石垣

普請盛土

第3d層穿
1大坂城再築

一括盛土
1第3d層

大坂城再築

-括盛土 1第3d層暮
大坂城再築

-括盛土 第3d-2層
本丸

一括盛土

第3層
大坂夏ノ

陣焼土層 第4層
大坂夏ノ陣

焼土層

1615(慶長20)年

～1624(克永元)

年
第4層

大坂夏ノ陣

1615(慶長加)年

秀吉築城

時盛土 第5層
豊臣期大坂

城詰ノ丸

盛土

大坂城築城

1583(天正11)年
第5層

大坂城築城

1583(天正11)年

をなして盛られている。

これまでの地層に関する調査所見はOS13-11次調査で設定された層準を基本にして、各 調査での

新知見を追加していくものであったが、それぞれ限定された範囲での所見であり、今 回の調査所見を

踏まえた総合的な層準を表1に提示しておきたい。

従来の所見と異なるのは、豊 臣期の大坂城詰ノ丸盛土を第5層とした点、徳川期大坂城再築時の一

括盛土と別に石垣普請に伴う盛土を新知見として加え、幕 末の地層とされた第3a層が直上の焼土層の

整地である第2a層と同じ分布を示すことから、戊 辰戟争直後の大阪鎮台設置に伴う第 2層の整地とし

た点である。近代の地層では、第1e層を煉瓦建物建物4に関連する整地層と判断して第2層の範噴に

含めた点、第1a層と第1b層の区分を雁木際の大型倉庫建物2建設(大正以降)→旧金蔵の高槻移築(昭

和4年)→車庫の建物1建設後の終戦までの整地と、陸軍第四師団への改編後の旧金蔵移築に伴う整

地と解釈した点である。

ii )遺構と遺物

a.豊臣期大坂城詰ノ丸の遺構(図9～1L 図版2・3上)

3区西半部で豊臣期大坂城の詰ノ丸東南隅の上面を検出した。OS84-17次調査の南区で発見され

た石垣および裏込め部分を再発掘し、さらにその北側を幅約2mの範囲で豊臣期盛土上面を検出した。

OS84-17次調査で南面石垣の裏込め幅は約2.Omと判明しており、そこから北側は盛土のみとなっ
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てい た。

一方、東面石垣の裏込め幅は北壁際トレンチ部で約1.5m

とやや狭い。東 面石垣石の最上部は新たに2石確認したが、

いずれも南面石垣に比べて小ぶりの石が使われており、この

ことが裏込め幅の違いに関係しているかもしれない。東面石

垣の一番北の石は表面の風化が顕著で剥落しているが、直径

約80cmの柱座状の加工があり、礎 石の転用材の可能性があ

る。

また、OS84-17次調査の北区で確認されている詰ノ丸外

郭内廻り石垣の裏込め幅は、北 に掘り進んだトレンチ調査で

最大約1mであることを確認した。

裏込め部分は後述のとおり夏 ノ陣後に掘り込 まれており、

豊臣期の地表面は失われていたが、盛土上面はごく薄 く焼

土(第4層)で被覆され、焼土や焼けた瓦片や石が入る土塘

SK3501～3506が検出された。

SK3501  東西1.4m, 南北1.lm, 深さ0.l9mの不整形

の土壇である。一 部掘削したところ、埋 土はにぶい赤褐色

(5YR4/4)シルトの多くの焼土が含まれ、焼け瓦のほか焼

壁片や備前焼捕鉢片が出土した(図9)。中井家『大坂御城小

指図(本丸図)』やW大坂冬の陣図屏風』(東京国立博物館蔵)に

よってこの地点にあったとされている隅櫓の礎石抜き取 り穴

などの可能性がある。

SK3502  東西1.Om,南北1.1mの土壇で、SK3501と埋土

が類似しており、同様の遺構と思われるが、未掘である。

SK3503～3505 北壁際で検出されたいずれも未掘の遺構

である。瓦 ・石などが廃棄されており、埋 土に焼土・炭が多

く含まれる。SK3504は後述のSK340iと同じく壁面が被熱

し、炭層を伴う遺構であり、次項の徳川期大坂城本丸普請期

に降る可能性がある。

SK3506  東面石垣裏の焼土・炭 や焼け瓦を含む土壇であ

り、北壁際のトレンチ調査の底面で裏込石が検出された。再

利用のため裏込石を掘り出した後、焼け瓦などを廃棄したと

思われる。東面石垣東側の徳川期一括盛土(第3d-2層)は石

垣石を薄く被 覆してSK3506埋土上にも及んでいる。一括盛

げj
田屠:
11 il

量
-  -げ1

『]

土の施工以前に戟見瓦礫の整理などが行われたことを示して
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-43,374 1

1 :にぶい赤褐色(5YR4/4)シルト(焼土)
2:褐色(10YR4/4)細粒砂質シルト

(細礫・焼壁・焼土含む)

0 1m

1:50

一43.370 -43,366 Y-43,3621

-145,590

一145,594

-145,598

m

1 : 120
図9 3区遺構全体図・遺構断面図

い る 。

b.徳川期大坂城本丸普請期の遺構(図11～15、図版4・5)

3区中央部の第3d-2層上面で土WSK3401・3402を検出し
(; )  ρ木)
b週 恢ノ

l1 r ) + _ ,禰 n -

た。

SK3401  直径0.3m, 深さ0.l2mの正円形の小土塘で、底

面に厚さ約5 cmの薄い炭層が堆積し、 その上は暗灰黄色

(2.5Y5/2)細粒～中粒砂質シルトで埋められていた。壁面より
1 : 2 0 0          数cmの厚さの範囲が一様に被熱により赤変しており、一括盛土

図10 櫓建物柱位置推定図    の施工直後の竃や炉などと思われる。この10mほど西の豊臣期
盛土上面にも未掘だが類似した遺構SK3504があり、 これも第3d-2層上面遺構に相当する可能性が
ある。

SK3402  東西1.Om以上、南北0.8m,深さ0.l5mの浅い土壊である。埋土は炭・焼土粒と多くの瓦
片を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒砂質シルトで、上面には炭を多く含む暗褐色(10YR3/3)細粒～中粒
砂質シルトが薄く堆積していた。
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六Kβ306  肋豪～5 3区 SK33C)1  [響道遺構1)

-43,350

1   ト:221
SP2220  --る

(SK307)

SK221

4区 北側

K41

[S[l8Ciコ  一二 =士

゛ ・゙、[舗道遺構1

10m   "-、、[SD147

300

6 ,     P    雁木

SP41

SK4114

図11  徳川期遺構平面図(3区豊臣期を含む)0はOS 13-11次調査、[1はOS14- 4次調査の遺構番号

Y-43.330

X-1 45.5C10

-145,600

一145,610

-145,620

-145,630



-4よ350
Y-43,340

-43、345

[SD147コ

X-145,615

ー145,620

-145,625

ー145,630

図12 4区南半徳川期遺構平面図
[]はOS14- 4次調査の遺構番号
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TP+30.0m

2m

1:50

図14 石列1断面図

これらの遺構は徳川期一括盛土の施工

直後で、本丸築造時の遺構と考えられる。

4区南部で、従来、徳川期一括盛土と

してきた第3d-2層と、 その法面の石積

および栗石層を含む石垣普請に伴う盛土

第3d-1層を新たに検出した。 また、4

区東辺の雁木基礎石の状況を部分的に確

認すると共に、 4区北側に埋没している

雁木の北延長部分を7mにわたり確認し

た。

]口
嶺
報
ミ
猶
卦
慨
凶
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TP+31.0m

-+29.0m

図15 雁木基礎石立面図

この盛土の状況は本丸北西の山里出桝形におけるOSO5- 1次調査Ⅳ区で観察された盛土に類似して

いる。同調査Ⅱ区の石垣裏込石とともに図13にはめ込むと、この盛土の上に雁木および多聞櫓の盛土

がなされていると推定できる。ただし、4区北部では最上部に栗石層がなく、南部と異なる。石垣普
請の盛土施工が一律でないことを示 している。

第3d-1・2層の南北境界線は石垣から約12.5mに位置し、この地点での徳川期石垣が豊臣期の「古

石垣」から約6間(12m)離れていると推定されている[中村博司2010]ことから、第3d-2層の一括盛

土は豊臣期本丸の下ノ段石垣ラインから中ノ段全域を埋め立てていると考えられる。

石列1・2 4区南部の最上部栗石層の上面で大型の石を積み上げた東西方向の石列が2箇所で検

出された(図12・14)。一括盛土東端から雁木に向かって2.5m確認され、さらに雁木まで続く可能性

がある。雁木に直行する東西軸より西でやや北に振る方位で平行しており、間隔はほぼ10mで5間で

ある。大坂城再築の丁場割を示した国立国会図書館蔵の『大阪御城之図』[木越隆三20121にょれば、

馬印櫓から北側の石垣普請は福岡藩黒田家の北の丁場で、櫓南東角から15間4尺6寸8分で約31mま

でとなり、南側の石列2はほぼその位置に当たる。石列が丁場割を示す可能性を示唆してぃるが、次

の臼杵藩稲葉彦六の丁場が4間4尺で約9.1mと、石列1との距離に合わないことから、丁場割を示す

のではなく、 5間間隔に設置された何らかの施工基準の標示である可能性もある。

雁木基礎地業 4区の北端と南部で雁木の基礎地業を確認した(図15)。北端部では上部4段の雁木

石の下に、幅80～140cmの切石を2段に積み上げて高さ1.1～1.3mとしてぃた。その下位には幅70cm

未満の切石が並んで確認された。さらに下位に存在する栗石の上に切石を積み上げて基礎石の高さを

合わせたと推定される。地上に出る上段の石材の外面は平滑に仕上げてぃる。これらの石材には矢穴
が認められるものがある。

一方、南部の基礎石は幅160～220cm,高さ60～80cmの切石で、その下に高さを調整する根石とな

る石が栗石面上に置かれていた。根石には下端を尖らせて栗石に突き刺すように固定したものが見ら
れる。

使用される基礎石の大きさやそれ以下の仕様の違いは、丁 場の違いに起因するものと思われる。

c.18世紀中葉～19世紀前半の遺構(図11・16～19、図版6・7)

第3c層上面 では、 1～ 4区 で瓦などの廃棄土壊 であるSK1206 ・1208 - 2216 ～2218 - 3301～
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3303・4114が検出された。

1区 SK1208はOS13-11次調査のSK336およびOS14- 4次調査のSK176
と、SK1206はOS14

-4次調査SK177と同じ遺構で、SK1208は円礫が主体で廃棄されていた。

2区 SK2216・2217はOS13-11次調査のSK321・307と同じ遺構で、SK22
18もOS13-11次調

査で一部検出されている。いずれもOS13一且次調査の石列SX304や石組溝SD3
10が構築される以前

の瓦廃棄土壇である。1751(宝暦元)年に一部が金蔵に改築された長屋建物の解体
に伴う不用瓦等の廃

棄土塘の可能性がある。

3区 SK3301は中央部で検出された直径1.5m, 深さ0.55mの瓦廃棄土
塘で、 埋土は黄褐色

(2.5Y5/7)細粒砂質シルトである。菊丸瓦を含む瓦の小片を中心に廃棄されて
いた。

SK3302は西北端で検出した土塘で、埋 土は上部が暗灰黄色(2.5Y 4/2)炭・漆
喰が混る細粒～中粒

砂質シルト、下部はにぶい黄褐色(10YR5/4)～褐色(10YR4/6)細粒～粗粒砂質
シルトで、上部下半

に瓦片が多く含まれていた。東西1.Om以上、南北1.2m以上、深 さ0.75mで、OS
84-17次調査の北区

南西部にも及んでいたと推定される。

SK3303は東端の舗道遺構の下位で検出されたため未掘である。東西2.0m以
上、南北1.5m以上で、

舗道遺構1はこの上に構築されている。

4区 南部の南東隅で検出されたSK4114がこの層準の遺構と考えられ、第3c層
上面の他の瓦廃棄

土壇から多く出土する菊丸瓦を含む瓦と漆喰を主体とする浅い廃棄土塘である。

第3b層上面では各地区で下記の遺構を検出した。

1区 瓦などを廃棄した土塘であるSK1 101～1105を検出した。SK1 101はOS
14- 4次調査で19世

紀前半以降で戊辰戦争前とされたSX180と同じ遺構で、鬼瓦を含む瓦や陶磁器
類が多量に出土した。

SK1102～1105は2～3mの小規模の瓦廃棄土城である。

2区 OS13-11次調査の石列SX304を礎石とする塀の控柱の柱穴SP2201・22
02・2205・2219・

2220を検出した(図16)。また、OS13-38次調査で確認されていた柱穴を再検
出し、SP2203とした。

さらに礎石の掘形や塀に伴うOS13-11次調査SD310を再調査した。

石列SX304は1793(寛政5)年の『大坂城絵図』に描かれた新旧の金蔵がある敷地
を囲う塀の礎石に

当たると推定されていた。今回の調査では石列西側を掘り下げて柱穴の存在を
確認した。柱穴は一辺

約1.5mの方形を呈し、深 さは断ち割ったSP2202では検出面から約1.5mであっ
た。柱痕跡は20～25

cmで、SP2202では垂直に立てられ、下に根石が置かれていた(図17、図版7上
)。検 出した平面形か

ら角柱であった可能性が高い。掘形埋土は黄褐色細粒砂質シルトで、花崗岩の
割石が多く含まれてい

た。柱痕跡が確認できたSP2201・2202・2219・2220には焼けて炭化した木材片や
焼土が顕著に見られ、

火災にあったことが窺える。

柱間隔は約4m(2間)で、石列SX304中心軸からの距離は約1.5m(5尺)である
。控柱は本丸桜門

両脇の多聞塀の控柱と同じ直立した支柱に塀を支える斜めの板材が取り付け
られた構造と推定でき

る。柱間隔と塀との距離は桜門画脇の多聞塀と一致する。塀の礎石となる石列
SX304は幅40～70cm,

長g100～120cmの礎石を0.5～0.7mの間を開けて並べており、控柱の柱穴はそ
の中間の位置にある。
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図16 2区塀(SX304)および控柱柱穴平面図

0はOS13-11次調査の遺構番号
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また、OS14- 4次調査金蔵南側の調査区

で方形の柱痕跡が空洞になって3箇所で確

認されており、 その間隔も約4mであった

(図11)。 この東端の柱痕跡と石列SX304の

距離も約4mで、石列SX304を基準に割り

付けられたと推定されること、『大坂城絵図』
根石

で塀が金蔵南で西に曲がっていることから、      o        
  2o

1:50

これらも一連の控柱であると考えられる・   1o」 オ」1オ 。エ い。 (2,574,3、イ」エ 。, ,9,

2:細粒砂～中礫および花崗岩割石を含む黄褐色(2.5Y4/3)細粒砂質シルト

石列SX304の礎石は幅1m前後の溝状の  3.炭化木・焼土を含む暗黄褐色(2.5Y 4/2)シルト
質細粒砂

掘形を掘って設置されていたが、礎石の高さ        図17 2区SP2202
断面図

を揃えるためにさらに深く掘削されているものもある(図13)。また、上面の高
さと水平を調整するた

めに全体あるいは一部に根石を敷いたり、安定させるために裏込石を詰めたりし
ている礎石もある(図

版7下)。根石や裏込石は柱穴に含まれるものと同じ花崗岩の割石である。

礎石のうちA-19の底面とB-21の南面および西面に刻印があり、B-21西面は不
明だが他の2箇所

は分銅紋である。また、礎石に焼けた痕跡は認められないが、石組溝SD310の
石材のうち17点に被熱

した痕跡が確認されでおり、礎 石A-19からC-36にかけての範囲で確認された
溝の埋土上面は被熱

して赤変していた。控柱の焼失に加えて塀が火災に遭ったことを物語る事実とい
える。

3区 調査区東部の北壁沿いの第3b層内で、OS14- 4次調査で初めて確認され
た礫や瓦を敷き詰

めた舗道遺構1の北延長部分を検出した。南部は近代の掘削によって路面は失
われており、既述した

下位の第3c層上面の瓦廃棄土WSK3303が確認され、瓦が廃棄された後に路面が
造成されていた(図版

3中)。

また、 石列SX304がそのまま

北に続く可能性があったが石材は

確認されず、最北端で北西に軸を

変える礎石E-22の東でこれを避

0      2m

0

)  1

柱

図18 塀復元図 図19 礎 石刻 印 (S= 1 i 6 )
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けて掘られた近現代の土壊が確認されたことから、E-22は当初の位置を保っている可能性が高い。

4区 OS14- 4次調査の舗道遺構1について、南西部の第3b層に砂とシルトの薄い層が互層とな

る部分が見られ、その東縁の位置でOS14- 4次調査で検出された東側溝SD14?の延長部とみられる

溝の痕跡を確認した。埋土は炭・焼土粒を含む灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂質シルトである。これによっ

て、舗 道遺構1は南に向かってやや東に屈曲してさらに南に屈曲して馬印櫓方向に延びていくと推定

され、1783(天明3)～1848(嘉永元)年の『浪華城全図』にあるこの通路が同様に屈曲して描かれてい

る点と符合する。

北端部ではSK4103・4104・4110, SP4109・4111を検出した(図11)。

SK4103・4104は瓦主体の小型の廃棄土塘で、SK4110は丸瓦の隅切瓦を凹面を上にして設置した

浅い土城で、排 水用に置かれて使用された可能性がある。SP4109は直径0.37m,深さ0.3mで、埋土

は黄褐色(2.5Y5/4)細粒～中粒砂質シルトである。直径10～15cmの柱部分が空洞になっており、平瓦

片が落ち込んでいた。SP4111は直径0.7m,深さ1.Omで、近代土WSK4102に壊されていた。埋土は

炭・細礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)細粒砂質シルトで、下部に40cm前後の石が入れられていた。

これらの遺構は4区北端の狭い範囲に集中し、いずれも第3c層上面で検出した。 しかし、 4区北半

には第3b層が遺存しておらず、この地点がOS14- 4次調査で検出された舗道遺構2の延長線上で、『大

坂城絵図』や『浪華城全図』に描かれている「同心御番所」の位置に当ることなどから、第3b層上面の遺

構として報告する。

南部の雁木と平行してSP4115・4116・4120が南北に並んで検出された(図11・12)。各 柱間隔1.8

mで、SP4115・41」6の掘形は一辺0.5～0.6mの隅丸方形であるが、SK4112により上部が削られてい

たSP4120は直径0.43mの円形であった。断面を確認できたSP4115は深さ0.4mで埋土は炭・焼土・

漆喰粒が混るオリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト質細粒砂であった。SP4116・4120の直径30cmの柱痕跡

には炭が詰まっていた。これらは第3b層が遺存していない雁木際の第3c層上面で検出されたが、掘形

の周囲が被熱して赤く変色していた。SP4120が、第3c層上面と考えたSK4114が埋まった後に掘られ、

SP4115が近代のSK4106に壊されていることから、本 層上面の遺構とみて戊辰戟争時の火災により

多聞櫓と共に焼失した構造物と考える。

d.近代の遺構(図20、写真1)

従来、幕末期の地層と考えてきた第3a層は第2a層と同じ分布範囲を示していることから、1871(明

治4)年に大阪鎮台が置かれた頃の整地の一部と考えられる。本 層上面では1区でSP1106～1108が

検出された。直径0.4m,深さ0.4～0.6mで、埋 土は第3a層の偽礫が多く含 まれる暗灰黄色(2.5Y 4/2)

シルト質細粒～中粒砂などである。SP1108の南側にも断面で同様のピットが確認されており、いず

れも建物4の基礎地業で壊されている。SP1106・1107は建物4の基礎地業の南側で検出されてぃる。

建物4に先行する建築物があった可能性がある。

第2層上面以上で検出された遺構としてはこれまでの調査で確認されている近代の建物1～4、埋

設管とこれに伴う会所を確認したほか、 4区のSK4101・4102・4105～4108・4112・4113などの廃

棄土塘、地下通路状遺構SX401がある。
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図20 近代遺構平面図

0はOS13-11次調査、[1はOS14- 4次調査の遺構番号

建物1 0S13-11次調査で検出されたSB105である。1931(昭和6)年頃から終戦直後まで存在し

た車庫の鉄筋コンクリートの基礎が2区に残されていたが、今回はこれをすべて撤去した。

建物2 0S14- 4次調査で検出されたSDOIの基礎地業による建物の東辺の基礎地業を4区の雁木

際で検出した。東西9.3m,南北28m以上の南北棟建物で、基礎地業としては他の建物より規模が大

きく、南端部では基礎地業の上にコンクリート基礎などが遺存していた。南半部中央には栗石が詰

まった方形の土W-SK403・404・407が約5m間隔で南北に並んで検出されており、 この建物の中軸

線上に位置していることから、建物内部の柱の基礎地業と考えられる。建物3を壊して建てられてお

り、方位も建物3・4と異なり雁木の方位に揃えている。雁木の基礎石上から建物の間には両側に切

石を置き、底に平瓦を敷き並べた雨落溝が作られていた。1931(昭和6)年前後の写真や図に見える、

雁木際に建つ大型の倉庫建物に相当すると考えられる。写真・図では西側に突出部があることから、

0514- 4次調査でSDOIとしたコンクリート基礎もこの建物に付随すると考える。

建物3 0S14- 4次調査で初めて確認されたll.7m四方の正方形建物で、建物4と同じ方位を示す。

東西中軸線上にSDO4とされる基礎地業の溝がある。4区南半部でこの建物の南東角が検出され、角

から北に約3mの地点で煉瓦積会所が基礎地業を壊して設けられていた。○S14- 4次調査でも北東
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写真1 建物4基礎地業出土煉瓦

角か ら南 に約 3mの地点に煉瓦積会所が見つかって

おり、いずれもこの建物に付帯して設計された会所

と考えられる。

建物4 1区で南西部が検出された東西11.Om,南

北22.3mの煉瓦積みの南北棟建物である。基礎事業

の溝に栗石を充填した上面にコンクリート基礎を敷

き、 その上にイギリス積で煉瓦を積み上げている。

煉瓦には「×」の岸和田煉瓦製の刻印がある。OS14-

4次調査でこの建物の北端と南端が確認され、北東

角と南東角に煉瓦積の会所があることが判明している。OS13-11次調査の第2層上面で検出された

柱列SA104は、建物3のSDO4と同じく建物の東西中軸線上に位置しており、 この建物に伴う遺構で

ある可能性が高い。基礎地業の栗石に混って[株]の刻印のある厚さ5 cm未満の薄手の煉瓦が出土した(写

真1)。OS14- 4次調査のSX12からも同じ刻印のある煉瓦が出土してぃる。

1887(明治20)年の大阪実測図にある金蔵東側の建物に相当するとみられるが、ここには建物3が描

かれていないため、建物3より先に建てられたと思われる。岸和田煉瓦株式会社の前身である第一煉

瓦製造会社の設立が1887(明治20)年であるため、1872(明治5)年創業後で会社設立以前に製造され

た煉瓦が使用された可能性が高い。

4区で検出されたSK4101・4105～4107・4113はいずれも瓦を主体とする廃棄土塘であるが、煉

瓦も少量含まれる。このうちSK4106・4107は平面形が方形で、壁面が垂直に掘られてぃた。特に、

SK4106は東西4.5m,南北4.Omの方形を呈し、深さは約2mである。底面もほぼ水平に整形されてぃた。

南辺部に1.5m角で深さ0.5mの方形突出部がある。廃棄土塘としては丁寧な造作であり、近世の穴蔵

のような地下倉庫として利用された可能性もある。SK4112は浅く、炭や焼土を多く含んでぃた。また、

SK4108は漆喰が重層的に堆積する土塘である。SK4106方形突出部を壊してぃる。

SX401は4区南端で検出された「コ」字形に屈曲する溝である。幅0.8mで、深さは0.02～0.68mで南

東隅から南西隅に向かって徐々に深くなっている。内部は大小の栗石を含む粗粒砂で埋められてぃた。

底面には破片となった壁土が無造作に敷き詰められ、固く締まっていた。切合い関係では最も新しく、

用途は不明だが、建物2の南端床下に設けられた地下施設への通路の可能性を提示しておきたい。

3)まとめ

今回の調査は2013年度から行われてきた個々の調査における所見を整理し、整合的な理解を可能に

することを主眼として行った。また、豊臣期大坂城詰ノ丸地表面を確認し、焼土および焼けた瓦や石

などが検出され、ここにあったと推定される隅櫓が大坂夏ノ陣の火災により焼失した可能性を示唆す

る資料を得ることができ、徳川期大坂城再築時の石垣普請の盛土の確認や金蔵東側にあった塀の構造

を明らかにする控柱の発見など、徳川期大坂城の重要な資料をも新たに加えることとなった。今後、

これまでの成果を遺構・遺物の両面から総合的に整理・検討していくことで、豊臣期および徳川期大
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坂城に関わるさらに詳細な知見が得られることを期待したい。
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2区石列西側地層断面

(南から)

1区南壁地層断面

(北東から)

4区南半

SK4106南壁地層断面

(北から)
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3区北壁地層断面

(東面石垣付近南から)

3区詰ノ丸石垣全景

(南から)

3区詰ノ丸地表面

(西から)
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3区

礎石を転用した石垣石

(西から)

3区

舖道遺構1・SK3303

(南東から)

4区北側

雁木検出状況

(南西から)
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4区南半

第3c層・第3d層上面全景

(北から)

1..〒;-.iへ Ll}i・1・...・;.μ・

4区南半石垣普請盛土(左)と本丸一括盛土(北から)

図
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4区南半

栗石石列1(西から)

4区雁木基礎石下

(西から)

南半部
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1区第3c層上面全景

(東から)

2区柱穴列

(南から)

2区柱穴SP2201

(西から)
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2区礎石掘形内の根石と裏込石(東から)
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中央区大手通一丁目1-3、谷 町二丁目8-2 9-1 2 3における

建設工事に伴う大坂城跡発掘調査(OS15-7)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区大手通1丁目1-3、谷 町2丁目8-2・9

-1 ・ 2・3

調査 面 積 80 rrf'

調査 期 間 平成28年1月6日～1月15日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は大坂城跡の西部に位置し、1598(慶長3)年に築城された豊臣期大坂城三ノ丸の西限とも考

えられている谷町筋と大手通の交差点西北部に当る。一帯では数多くの調査が行われている。南に近

接するOS91-32次調査地ではTP+ 13.7m付近以下で層厚30～40cmの豊臣前期の整地層(第2層)があ

り、三ノ丸造成に伴うものと考えられているほか、その下位で瓦器片を含む第3層、奈 良時代後半か

ら平安時代の第4a層、古墳～奈良時代の第4b層が堆積しているなど、近世以前の各時代の地層が広がっ

ている[大阪市文化財協会2003b1。

東側の谷町筋では、OS97-1次調査地C区で弥生時代後期の土城、B・C区で古墳時代の土塘、B・

D区で飛鳥・奈良時代の建物や土塘など多数の遺構が見つかっている。豊臣期になると大坂城建設に

伴って一帯の開発は進み、OS97- 1次調査地A・B・D区で建物や柵列、OS87-133次調査地でも

建物が見つかるなど屋敷地として整備されている。

また上記A・B区では北東から南西に向かう開析谷「釣鐘谷」が検出され[大阪市文化財協会1999]、

OS87-133次調査地西部でもその続きが見つかっており[大阪市文化財協会2003a]、付近の地形環境

に大きな影響を与えていたが、三ノ丸造成に伴う整地事業で大規模に埋められて平坦化されてぃる。

このように当地は難波宮や大坂城と近接しているため、古代および近世において、それぞれとの関

連に注意が必要な地域である。

当該地で平成27年10月22日大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下約0.5m以下で本格的

な発掘調査を必要とする中世以前の遺構面および遺物包含層が検出されたため、本調査が行われるこ

ととなった。

調査は平成28年1月6日から開始した。東西8 m,南北10mの調査区を設定し(図2)、地表下1,2

1 : 500

×一145,650

×一145,670

20m

図1 調査地位置図 図2 調査区配置図
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第0層

第1層

第2層

第3層

第4層

,重機による掘削

500番7:グゴ!N ノ 第5層
X ノー-一一ゞ-ノ 第6層

第7層

'-, 一, LSK701～703 第8層

/A. /メ、

SK1001・1002

第11層

から1.4mまでを重機を用いて掘削し、 その後、

人力による掘削を行った。層 序に応じて順次掘

り下げて遺構・遺 物を検出し、適宜実測図や写

真撮影によって記録しながら、 段丘構成層の第

11層までを調査した。1月15日には現地におけ

る全ての作業を終えて撤収し、調査を完了した。

また、基準点はMageⅡ識社製ProMark3により

測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基

づく座標北を基準とした。標 高はT.P.値(東京湾

平均海面値)でTP+○mと記した。

図3 "層4構0関係図       2)調査の結果

1)層序(図3～ 6)

調査地内の現況地形はTP+ 15.0m強で、周辺も含め、現 地表はほぼ平坦になっている。

現代の盛土層である第0層を除き下位の地層は計11層に分かれる。第 4層までは重機に
より掘削し

たため、それらの岩相は調査区壁面で確認した。以下にそれぞれを記す。

第0層 暗灰褐色礫質粗粒砂層で、層厚は80～150cm, ガラス片・栗石などを含む現代
の整地層で

ある。

第1層 暗灰黄色(2.5Y5/2)地山偽礫を多量に含むシルト質中粒砂層で、層厚は10cm弱
の整地層で

ある。調査区の西壁でのみ確認した。年代は不詳であるが近現代に含まれよう。

第2層 暗灰黄色(2.5Y5/2)地山偽礫を多量に含む中粒～粗粒砂層で、層厚は15cmの整
地層である。

調査区の酉壁でのみ確認した。時期は不詳だが近世以降である。

第3層 灰色(↓OY5/1)地山偽礫を多量に含む粗粒～極粗粒砂層で、層厚15cmである。
調査区の西

壁でのみ確認した。断面の観察のみであるが、西 壁中央付近で深さ40cmの遺構の埋土とな
り、基底に

は焼土・炭層が堆積している。

第4層 暗灰黄色(2.5Y5/2)～明黄褐色(10YR6/6)シルト質中粒砂ないし中粒砂層で、
下位の第5・

11層をはじめとする偽礫を多量に含む厚さ45cmの整地層である。調査区の東壁では南
から北へ向かっ

て順次整地した状況が確認される。本層直下の第5層には豊臣前期の遺物が含まれており
、第 4層は

大坂城三ノ丸推定区域外であるが、隣接する地点であり、その造成に関係する大規模な整
地層と考え

られる。西壁では本層より上位から掘り込 まれた火災後の片付けによると思われる土壇が
あり、火 災

が大坂夏ノ陣である可能性が考えられる。

第5層 黄灰色(2.5Y 4/1)地山偽礫を含むシルト質細粒砂～黒色(5Y2/1)シルト層で
上面はTP +

13.7m付近でほぼ平坦であるが、調査区の東および北側では遺構が重なって掘削され、
やや厚く堆積

している。遺構には溝や土塘のほか柱穴などがあるが、それらが埋没する最終段階で残っ
た凹みに水

漬きのシルトや炭化物が堆積している。本層からは豊臣前期の遺物が多く出土した。
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第0層

SD901

2m

l

TP-H 4.0m

TP+13.0m

第1層

1:暗灰黄色(2.5Y5/2)地山偽礫を多量に含むシルト質中粒砂
第2層

2:暗灰黄色(2.5Y5/2)地山偽礫を多量に含む中粒～粗粒砂
第3層

3:灰色(10Y5/1)地山偽礫を多量に含む粗粒～極粗粒砂

4;焼土・炭の堆積
第4層

5:灰黄色(2.5Y6/2)地山偽礫を含む中粒砂質シルト

6:暗灰黄色(2.5Y5/2)地山偽礫を含む中粒砂

7:灰色(7.5Y5/1)地山偽礫を含むシルト

第5層

8:黒褐色(2.5Y3/1)上部はシルト、下部は細粒砂(水漬き)

第6層
1:40

9:灰色(5Y5/1)シルト質細粒砂
第7層

10:灰オリーブ色(5Y5/2)細粒砂質シルト
第8層

11:灰色(5Y5/1)極細粒砂質シルト
第9層

12:灰色(5Y4/1)シルト(SD901埋土)

13:灰色(5Y6/1)地山偽礫を含むシルト(SD901埋土)

14:オリーブ黒色(5Y3/1)地山偽礫を含むシルト質細粒砂(SD901埋土)
第11層

15:オリーブ灰色(5GY6/1)粘土(地山:段丘構成層)

I

Tリ場呻
l

l

図 4 西壁 地 層 断 面 図



N

第0層

SK5,8 SK510\ 1:40

TP+14.0m

TP-H3.0m

7
8

9

0

エ

2

第4層

1 :黄灰色(25Y5/1)細～中礫および地山偽礫を多量に含むシルト質中粒砂ないし中粒砂

2:明黄褐色(10YR6/6)細～中礫および地山偽礫を多量に含むシルト質中粒砂

3:灰オリーブ色(5Y5/2)粗粒砂

4:オリーブ灰色(10Y5/2)地山偽礫を多量に含むシルト質中粒砂

第5層
5
6
黄灰色(2.5Y 4/1)地山偽礫を含むシルト質細粒砂

黒色(5Y2/1)シルト

オリーブ黒色(7.5Y3/1) k…粒～粗粒砂

:灰色(5Y4/1)シルト質極細粒砂で基底に炭化物が溜まっている

オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質極細粒砂

オリーブ黒色(5Y3/1)シルト(SK510埋土)

:灰色(5Y5/1)極細粒砂(SK510埋土)

:灰色(5Y4/1)第6層・地山偽礫を多量に含む細粒砂質シルト(SK510埋土)

13:灰色(5Y 4/1)第6層・地山偽礫を含むシルト(SK518埋土:基底は水漬きのシルト)

14:オリーブ灰色(5GY5/1)第6層・地山偽礫を多量に含む細粒砂質シルト(SK518埋土:加工時

形成層)

18:オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質極細粒砂～細粒砂(SD508埋土)

19:灰色(5Y4/1)地山偽礫を多量に含む中粒砂質シルト(SP519埋土)

第6層

20:暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質細粒～極細粒砂

第7層

21:灰色(5Y4/1)極細粒砂質シルト

第8層

22:灰色(7.5Y4/1)シルト～シルト質粘土

第11層

23:オリーブ灰色(5GY6/1)粘土(地山:段丘構成層)

図5 東壁地層断面図



第0層

TP-H5.0m

l

TP-H4.0m

第5層

SKIOOI SD901

6   SD503     第5層

-一  1 「一-一一
./ , ＿-14冫 \ 第11層 8

一-一 第9層

O

7 .偏 4層

- - 一什 第6層
-゙\ 第7層
一一一\ 第8層

2m

1:40

第4層

1 :黄褐色(10YR5/6)細～中礫および地山偽礫を多量に含むシルト質中粒砂ないし中粒砂

第5層
2:黄灰色(2.5Y4/1)シルト質極細粒砂(SD511埋土)

3:灰オリーブ色(5Y5/2)第6層・地山偽礫を多量に含む中粒砂質シルト(SD511埋土)

第6層

6:暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒～極細粒砂

第7層

7:仄色(5Y4/1)極細粒砂質シルト
第8層

8:灰色(7.5Y4/1)シルト～シルト質粘土

9:オリーブ黒色(5Y3/2)シルト～シルト質粘土

第9層

10:灰色(5Y 4/1)極細粒砂質シルト(SD901埋土)

11:灰色(5Y6/1)炭化物を含むシルト質極細粒砂(SD901埋土)
12:灰オリーブ色(7.5Y4/2)地山偽礫を含む細粒砂～シルト質細粒砂(SD901埋土)

第10層

13:灰オリーブ色(5Y5/2)地山偽礫を含む極細粒砂質シルト(SKIOOI埋土)
第11層

14:灰オリーブ色(7.5Y6/2)極細粒砂質粘土(地山:段丘構成層)

TP+13.Dm

図 6 南壁 地 層断 面 図



第6層 暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質細粒ないし極細粒砂～灰色(5Y5/1)シルト質細粒砂層で、層

厚5～10cmの作土層である。本層からは12世紀末頃の瓦器が出土しており、古代末ないし中世に属す

るとみ られ る。

第7層 灰色(5Y 4/1)極細粒砂質シルト～灰オリーブ色(5Y5/2)細粒砂質シルトで、層厚5～10cm

である。奈良時代の遺物が出土しており、古代に属するとみられる。

第8層 オリーブ黒色(5Y3/2)シルトないしシルト質粘土～灰色(7.5Y 4/1)シルトないしシルト質

粘土層で、層厚は5～10cmである。地山層の上位で、調査区全体にわたり検出されるのは本層が最も

古い。本層の上面で浅い土城が検出された。出土遺物には奈良時代後半の土師器椀12があり、本層の

時期を示している。

第9層 本層は調査区の西南部にあるSD901の埋土としてのみ確認した。上下3層に太別され、灰

色(5Y 4/1)シルト層、灰色(5Y6/1)シルト質極細粒砂層、オリーブ黒色(5Y3/1)シルト質細粒砂層な

どを主体とする。飛鳥時代の土器のほか、ウマ骨が出土した。

第10層 本層も遺構埋土としてのみ確認した。灰オリーブ色(5Y5/2)極細粒砂質シルト層などを主

体とする。本調査地で確認された最も古い層準の遺構である。古墳時代のほか弥生時代の土器も出土

している。

第11層 オリーブ灰色(5GY6/1)粘土～灰オリーブ色(7.5Y6/2)極細粒砂質粘土層で本調査地の地

山となる段丘構成層である。最高所でおよそTP+l3.5m付近である。

ii )遺構と遺物(図7～11)

各層準の遺構を古いものから順に記述する。

a. 中世以前

第11層上面遺構

調査区の東南部でSK1001を、西北部でSK1002を検出した。SK1001は長径1.5m,短径1.Omの楕

円形で、深さはO.lmである。埋土は灰色極細粒砂質シルト層で、黒色シルトの偽礫を含み人為による

堆積である。機能時堆積層は確認できなかった。出土遺物には古墳時代の須恵器のほか粗粒砂を多く

含む土器片があり、弥生土器の可能性がある。須恵器亮1(図9)は内面に当兵の痕跡を明瞭に残す。

須恵器壺2は頚部片と思われ、密な波状文を施している。SK1002は長さ0.9m,幅0.7m,深さ0.4m

である。埋土は黄灰色シルト質極細粒砂層で地山の偽礫を多量に含み人為による堆積である。機能時

堆積層は確認できなかった。図化していないが須恵器亮・器形不詳の土師器・弥生土器細片などが出

土し、埋土の類似性からSK1001と同じく古墳時代の遺構であろう。

第10層上面遺構

SD901は、層準は第10層上面となるが、作業上は第11層上面で検出した。南部は幅2.3m,北部は

やや広がって2.7m,深さは南部で0.25m,北部で0.3mである。明瞭ではないが内側の幅1.5m程度に

段が認められる。方位はN40o Wである。埋土は先述のとおり大きく3つに細分され、下部はオリー

ブ黒色(5Y3/1)シルト質細粒砂を主体に地山の偽礫が多く含まれた加工時形成層で、層厚は10cmであ

る。中部は灰色(5Y6/1)シルト～シルト質極細粒砂で、層内や基底に水漬きによる炭化物やシルトの
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ラミナが認められる。層厚は10cmである。上 部は灰色(5Y 4/1)シルト～極細粒砂質シルトで層厚は

10cmである。出土遺物には土師器・須恵器、ウマ骨がある。土師器には杯C3・4・尭10などがある。

3は摩耗が進んでいるが底部外面はユビオサエ、体 部はヨコナデである。4は底部外面をヘラケズリ

し、体 部外面はヘラミガキを施している。内面には暗文を施すと思われるが状態が悪く図示していな

い。10は頚部から肩部にかけてやや広がっている。口縁部はやや外反し、端部を上方へ肥厚させている。

体部外面は左上がりにハケメ、内面は横にハケメを施している。須恵器には杯G蓋5・6、杯 G7・杯

H8、漆 容器9などがある。5は焼成時に歪んでいるが、復 元口径は8.5cm程度と小さい。乳頭状のっ

まみがつく。6のつまみは宝珠状で、内面の返りは短い。7は器高が低く立ち上がりがやや内湾する。

8は口縁部の立ちあがりがわずかに受部よりも高い。9は完形品で、器 壁が厚く球形に近い体部外面

の上半はヨコナデ、下半は手持ちでヘラケズリを施している。体部外面の上半から外反する口縁部の

内外面にかけて黒漆が付着しており、漆容器に使用された壺である。これらは[佐藤隆2000]の難波Ⅲ

新段階に該当し、飛 鳥時代の前期難波宮期の遺構と考えられる。宮殿域からは北西へ約200mのごく

Y-44,258\ Y-44,254\

SK702

SK701

SK703

80901

)(一145,ら54

X-145,658

5m

1:80

図7 第7層上面以下の遺構平面図
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近距離にあるが、SD901は正方位に合致しない。一方、調査地の北側には北東から南西に向かって上

町台地を下刻する「釣鐘谷」が存在し、SD901の方位はそれに直交している。基底の高さはほぼ水平で

排水などの目的を積極的に想定することは難しいが、地形に則して掘削されたものと考えられる。

第8層上面遺構

SK701～703は第7・8層の判別が困錐で同時に掘削したため、第 9層上面の可能性もある。いず

れも浅 く、深 さはO.lm以下である。また、SK703は当初SD901の一部と認識していたが、SD901掘

削後に別遺構と判明し、埋 土の類似性から第8層上面遺構と判断した。SK703からは奈良時代の須恵

器杯B1 1が出土している。

遺物包含層出土遺物

第8層からは土師器椀12が出土した。直線的に開く口縁部に、体 部はユビオサエののち斜め上ヘナ

デている。奈良時代後半に属する。11・12から第7・8層は奈良時代の地層とみてよいであろう。

第6層からは瓦器椀13・14が出土した。13は高台の断面が台形となる12世紀前葉頃、14は同じく

三角形となる12世紀末頃の資料であろう。そこで第6層は平安時代の地層としておくが、上位の第5

層が豊臣期に降るため、その間の時代を含んでいる可能性がある。

b.豊臣期

第5層内遺構

SKIO○1

NE

1:黒色(5Y2/1)シルト

2:灰色(5Y 5/1)極細粒砂質シルト

3:オリーブ灰色(5GY6/1)粘土(地山)

SK70

:黄仄色(2.5Y4/1)極細粒砂質シルト

SK504

S N

1:オリーブ灰色(2.5GY5/1)灰白色粘土偽礫を含む

シルト質極粗粒砂(埋戻し)

2:オリーブ黒色(10Y3/1)黄灰～暗灰色粘土偽礫を含む

シルト質極粗粒砂(埋戻し)

3:オリーブ黒色(10Y3/1)シルト(水漬き)

4:灰色(5Y4/1)極細粒砂質シルト(第6層)

5:灰色(5Y5/1)粘土(地山)

1

 
9
ム
 
9
υ

SK1002

TP-H3.5m

+13,○m

:黄灰色(2.5Y5/1)地山偽礫を含むシルト質極細粒砂

:黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シルト(地山)

:緑灰色(7.5GY5/1)中粒～細粒砂質粘土(地山)

SK702
E

SD51 1   1

1:黄灰色(2,5Y4/1)極細粒砂質シルト

SD503  SD506

TP+l3.6m

TP+14.○m

+1 3.5m

1

2

3

4

5

:灰色(10Y4/1)シルト質極細粒砂(SD50舐里土)

二灰色(10Y5/1)少し緑色シルト偽礫(SD50舐里土)

:灰色(5Y4/1)シルト質極細粒砂(SD50弦里土)

:灰色(5Y4/1)極細粒砂質シルト(第6層)

:灰色(5Y5/1)粘土(地山)

1m

1:40

図8 各遺構断面図
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14

20cm

図9 第6層以下の出土遺物実測図

SK1001(1・2)、SD901(3～10)、SK703(11)、第8層(12)、第6層(13・14〉

本層内で検出された遺構には柱穴・溝 ・土塘がある。

SP505 - 507は調査区北辺付近で東西正方位に並ぶ。SP505は直径0.3m,深さ0.3m, SP507も同

規模である。埋土は地山偽礫を主体とする黒色シルトで、太 さ8～10cmの柱材が残っていた。柱間の

距離は156cmである。

SP516・517は調査区の東辺でN2゚ Eの方位で南北に並ぶ。 どちらも直径は0.4m, 深gO.5m

で、SP505・507と同様の埋土に太さ10～1 2cmの柱材が残っていた。柱 間の距離は196cmである。

SP516・517の中間やや北寄りに杭痕があり、SK515に壊された柱穴の可能性がある。SP516・517

の間に設けられた補助柱であろうか。SP505・507とSP516・517の柱列がほぼ直交しているため、

交わる位置に柱穴は見つからなかったものの掘立柱建物であった可能性がある。

溝は4条見つかっており、SD508がL字状に曲がる幅広の溝であるほかは、概 ね南北方向に延びる

幅の狭い溝である。

SD508は調査区の東北部で検出された。北および東へ延びるL字に曲がる溝の角部に当たるが、検

出範囲が短いため正確な方位は不明である。幅は北部で0.95m,東部でl.30m,深さ0.20mで、埋 土

はオリーブ黒色細粒砂～シルト質極細粒砂を主体とする水漬き堆積層である。角部の内側に太さ2 cm

程度の細い杭痕が並ぶことから、溝 の北東側を補強する施設と考えられる。

SD503は調査区のやや西寄りにN7゚ Eの方位で掘削された幅0.3m,深さ0.3mの溝で、北部では

SD506によって壊 されている。SD506はN3゚ Eの方位で、 幅0.4m1 深さ0.2mである。SD511は

N2゚ W の方位で南部がやや西に振っている。幅0.5m,深さ0.3mである。

おもな土塘には調査区の西辺のSK501・504、東辺のSK510・514・515・518、北 部中央のSK512

などがある。

SK501は長さl.lm,幅0.8m,深さは0.2mで、埋土は暗灰色シルト質細粒砂である。SK504は直径0.7

m1 深さ0.3mで、埋 土はオリーブ灰色ないしオリーブ黒色シルト質極粗粒砂で地山および下位層の偽
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Y-44,258\ Y-44,254\

SK504

SP507

SD508

SP519

SK502

SK501

SD503

SK513

SK509

SK5

SD51 1

SK518

SK515

SK51 0

X-i45,654

X-145,658

5m

1:80

図10 第5層 内の遺構平面図

礫を多く含む埋め土である。

SK510は幅0.8m,深さ0.6mで、埋土の大半は灰色細粒砂質シルトで、第6層 ・地山の偽礫を多量

に含んでいる。基底付近に木片が層をなして廃棄されていたが、腐 食が激しく木簡、加工材などの判

別はできなかった。上部にはオリーブ黒色シルトや灰色極細粒砂の水漬きの堆積層が認められた。

SK518は調査区壁面でのみ確認した。規模はSK510に近く、埋 土の基底はオリーブ灰色細粒砂質シ

ルトで地山の偽礫を多く含む加工時形成層で、その直上に灰色シルトを主体とする水漬きの機能時堆

積層があり、ある期間開口していたとみられる。

SK514・515はSK510・518の間に重なるように掘削されており、 ごく狭 い範囲に集中して繰り返

し掘削されたことからゴミ捨 て穴のような目的が考えられる。SP516・517が掘立柱建物の一部で、

中間の杭痕がSK515に壊されたものとすると、SD508、掘立柱建物、土壊群の順番に構築されたこ

とになる。土塘群の廃絶後、水 漬きのシルト～粗粒砂(図5 5～ 9)などが堆積した後に第4層によ

る整地が行われたと考えられる。
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図11 第5層内の出土遺物実測図

SK504(17)、SP505(28)、SD506(18)、SP507(21)、SD508(15・l6・20・22～27)、SK510(30)、SK512(19)、第5層(29)

本層準の出土遺物には土師器皿、須恵器鉢のほか、瀬戸美濃焼皿・碗、中国産磁器皿・碗などがある。

SD508からは多量の遺物が出土した。土師器15・16、瀬戸美濃焼20・22、中国産白磁24、青花25～

27などがある。15は小皿、16は灯明皿である。20は瀬戸美濃焼丸皿、22は鉄釉天目碗である。23は

口縁端部を下へわずかに肥厚させた瓦質土器鉢である。24は玉縁の中国産白磁碗、25～27は同青花

である。25は口縁がやや内湾する小型の皿で碁笥底になるタイプであろう。26は口縁部が端反となる

皿である。27は底部内面に草花文を描く滝州窯産の粗製碗である。ほかの遺構出土遺物にはSK504 -

512・SD506から土師器皿17～19、SK510から瓦器椀30, SP507から瀬戸美濃焼天目碗21、SP505か

ら中国産磁器青花輪花皿28などがある。これらのうち、瓦器椀や中国産白磁碗は中世の遊離資料であ

るが、他 は豊臣前期に属する資料であり、第 5層および関連遺構の時期は豊臣前期と考えられる。し

たがって、本層の直上になる第4層の厚い整地層は三ノ丸造成に伴うものと考える。造成直前の地表

面であった第5層上面の標高(TP+l3.7m)も、OS91-32次調査地など釣鐘谷に影響されてぃない周

辺調査地の結果と矛盾しない[大阪市文化財協会2003b]。また、遺構の方位についても同様で、OS87

一133次調査地で見つかった豊臣前期の礎石建物の磁北に対する方位はN8～10o E (真北に対して

N1～3゚ E)、OS97- 1次調査地のB・D区の礎石建物・柵列の場合はN7～ 8゚ E (真北に対して

NO～1 E゚)で、本調査地の柱列と概ね一致している。

また、第 5層出土遺物として肥前陶器碗29を取り上げたが、他 に本層から肥前陶器は出土していな

い。大坂城跡・大坂城下町跡などにおける肥前陶器の出現は、豊臣期大坂城三ノ丸造成後(豊臣後期)

が多いが、本例は豊臣前期に遡る例と考えておく。

3)まとめ

今回の調査では周辺の既往の調査と同様に、古墳時代から近世に至る遺構と遺物を検出することが

できた。以下、主な成果を時代順に列挙する。
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・遺構では古墳時代後期の土壊が最も古いが、わずかながら弥生土器も出土し、近 接するOS97-1

次調査地で見つかった弥生時代の遺構の広がりを検討するうえで重要である。

・前期難波宮造営期に並行する時期の溝が見つかった。正方位には揃わず、釣鐘谷へ直交するため

地形に即して掘削されたものと考えられる。また、注 目される遺物として漆容器のほか、ウマ骨が出

土した。

・奈良時代から中世までの遺構・遺物は飛鳥時代に比して少ない。

・豊臣前期になると、建 物と目される柱列、溝 、土 塘などの遺構が増加し、大 坂城建設による開発

によるものと考えられる。

・調査区地層断而の観察結果から、豊 臣前期の地表面を覆う厚い整地層が確認され、三ノ丸造成に

伴うものと考えられる。これらの豊臣期の成果は、既往の周辺調査の成果と一致している。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1999、『大坂城跡Ⅳ』、pp,i-139

2003a,「OS87-133次および91-70次調査」:『大坂城跡Ⅶ』、pp.l43-146

2003b,「OS90-130次および91-32次調査」:『大坂城跡Ⅶ』、pp.211-222

佐藤隆2000、「古代難波地域の土器様相とその史的背景」:『難波宮址の研究十一』、pp.253-265
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SKIOOI掘削状況

(北西から)

第9層完掘状況

(南西から)

SD901完掘状況

(北西から)

図
版
一



SD901ウマ骨出土状況

(東から)

第7・8層完掘状況

(南から)

第5層完掘状況

(西から)

図
版



中央区谷町六丁目14-33における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS15- 8)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区谷町6丁目14-33

86ボ

平成28年3月28日～4月13日

公益財団法人大阪市博物館協会 太阪文化財研究所

調査課長 清水和明(平成28年度調査課長は高橋工)
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は長堀通と谷町筋が交わる谷町六丁目の交差点から南南東約200mに位置し、一帯は上町台

地の脊梁部に当る。北の竜造寺谷、東 の清水谷の谷頭からも離れた比較的平坦な地形が広がる高燥な

環境にあった場所で、難 波京域内でも難波宮に近い。そのため、 これまで周辺で行われた調査で、難

波宮に前後する古代の遺構が見つかっている。また、豊 臣期では大坂城惣構内に当り、南 辺を画する

空堀にも近いことからそれとの関連も注意される地域である。

古代では、 本調査地の西50m付近のOS99-80次調査地[大阪市教育委員会 ・大阪市文化財協会

2001]、北北東100mのOS92-57次調査地[大阪市文化財協会2002a]、東 200mの上町筋に東面した

調査地[OS00-54次:大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2002、OS06-10次:同2008、OSO8-4次:

同2010]・[NW135次:大阪市文化財協会1981、OS99-68次:同2002b, OS02-29次:同2003]で

飛鳥～奈良時代の柱穴や方位を東西南北に合わせた溝などが見つかっている。ほかに上町筋より東側

のOS91- 3次調査地では難波宮に先行する7世紀前葉の掘立柱建物8棟、前期難波宮に併行する7

世紀中葉の掘立柱建物4棟が見つかり、宮 殿南方域での飛鳥時代の開発を顕著に示す地域として注目

される[大阪市文化財協会2002C]。近世ではOS99-80次調査地で豊臣期と考えられる柱穴、OS99-

68次調査地で豊臣後期の素掘り井戸などが見つかっているほか、顕 著な遺構は多くない。

平成28年2月に大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下約1mで中世以前の遺構面および

遺物包含層が見つかり、当該地における発掘調査が行われることとなった。

調査は平成28年3月28日から開始した。当初は東西20m,南北5mの調査区を設定する予定であっ

たが、安全対策のため市教育委員会の了解を得て東西19m1 南北約4.5mに縮小した。さらに残土置き

場を確保するため西区・東区に2分 してそれぞれ掘削と埋戻しを行った(図2)。西 区は現代の攪乱が

S99卜=

丁、147,000

200m

1 : 5.000

図1 調査地位置図

-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一で 一 一 一

1 : 600

図2 調査区配置図
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重機による掘削 現代整地屠

第0層

-一答、SDOIほかノ 第1層
第2層

第3層

第4a層

第4b層

著しく、中世以前の地層は東側2、5m程度の範囲

でのみ認められたが、東区は全体を調査するこ

とができた。地 表下約1mまでは重機により掘

削し、以下0.8m程度までを人力で掘削した。層

序に応じて順次遺構・遺 物を検出し、実測や写

真撮影によって記録しながら、 段丘構成層であ

る第5層上面までを調査し、 4月13日には現地

における全作業を終了し、資 ・機材を撤収した。

M 5b層   また、本報告書で用いた方位は、現場で記録

図3 地層と遺構の関係図        した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成

することにより得た世界測地系座標に基づき、座標北を基準にした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)

でTP+○mと記した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地内の現況地形はTP+18.5～18.6m付近でおおむね平坦である。厚 さ30～80cmの現代整地層

を除き地層は計6層に大別され、重機による掘削は第0層まで、以下は人力で掘削した。

調査区北壁・東壁の状況からそれぞれの岩相を記す。

第0層 砂礫を主体とする整地層で、北壁の観察では以下の6層に細分されたが一連の作業によるも

のと思われる。層厚は約60cmである。出土遺物はないが、下位層が中世末に遡ることから豊臣期の整

地層である可能性が考えられ、惣構造成工事に伴う堀の掘削などに成因を求めることも可能であろう。

1:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂層

2:にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒～中粒砂層

3:黄褐色(10YR5/6)細礫～極粗粒砂層

4:にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質細粒砂層

5:褐色(10YR4/4)わずかにシルト質中粒砂層

6:灰黄褐色(10YR4/2)ないし黄褐色(10YR5/6)細礫～極粗粒砂層

第1層 以下の2層に細分される作土層で、層厚は20～40cmである。瓦質土器羽釜や瀬戸美濃焼灰釉

皿26、中国産青花皿27などが出土した本願寺期の地層である。上面でSDO1・02などの遺構を検出した。

第1a層:黄褐色(2.5Y5/3)中粒～粗粒砂を含む粘土質シルト層

第1b層:黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シルト層

第2層 褐色(10YR4/4)極細粒砂質シルト～シルト質極細粒砂層で、層厚10cmの作土層である。出

土遺物には瓦器椀24、東 播系須恵器こね鉢25などがあり、鎌倉時代の地層である。東 区東半では下位

の第3層との区分が困難となる。

第3層 にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質極細粒砂層で、層厚10cmの作土層である。出土遺物には
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調査 区北壁 TP+19.Om

西区  東区

第1a層

第2層 第1b層     第2層
第3層    1    第3層

第4b層           第5b層

第1a層
第1b層

8 7      第 5a層

第5b層

2m

十1B.Om

-H7.0m

+16.0m

北壁の岩相

第0層

1 :暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質細粒砂(整地層)

2:にぶい黄褐色(10YR5/4)細粒～中粒砂(整地層)

3:黄褐色(10YR5/6)細礫～極粗粒砂(整地層)

4:にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質細粒砂(整地

層)

5:褐色(10YR4/4)わずかにシルト質中粒砂(整地

層)

6:灰黄褐色(10YR4/2)と黄褐色(10YR5/6)細礫～

極粗粒砂(整地層)

第1a層:黄褐色(2.5Y5/3)中粒～粗粒砂を含む粘土質シ

ルト(作土層)

第1b層:黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シルト(作土層)

第2層 :褐色(10YR4/4)極細粒砂質シルト～シルト質極

細粒砂(作土層)

第3層 :にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質極細粒砂(作

土層)

第4a層:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質粘土(作土層)

第4b層:にぶい黄褐色(10YR4/3)粘土を主体に地山偽礫

を多く含む(整地層)

7:黄灰色(2.5Y5/1)粗粒砂
8:灰色(5Y4/1)粗粒砂質粘土

9:黄灰色(2.5Y4.5/1)粘土

第5a層:黄褐色(10YR5/8)シルト質粘土(地山層)

第5b層:灰黄褐色(10YR6/2)極粗粒砂質粘土(地山層)

束壁の岩相

1:褐色(10YR4/4)シルト偽礫、細礫を含む中粒～

細粒砂(整地層)

2:黄褐色(10YR5/6)や黄褐色(2.5Y5/3)シルト質
中粒砂(整地層)

3:褐色(10YR4/4)シルト偽礫多く含 むシルト質中

粒砂(整地層)

4:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト偽礫含むシルト

質中粒砂(整地層)

5:灰黄褐色(10YR4/2)シルト質細粒～中粒砂で下

部は細礫を多く含む(整地層)

6:灰黄褐色(10YR4/2)と黄褐色(10YR5/6)細礫～

中粒砂(整地層)

9:黄褐色(10YR5/6)と黄褐色(2.5Y5/3)細粒～中

粒砂(整地層)

10:暗灰黄色(2.5Y4/2)と灰黄色(2.5Y6/2)礫を含む

中粒砂(整地層)

11:黄灰～暗灰黄色(2.5Y4/1.5)シルト(整地層)

12:明褐色(7.5YR5/8)シルト偽礫混り粗粒砂～細礫

(整地層)

13:黄灰色(2.5Y 4/1)シルト質粗粒砂(SDOI埋土)

60

調査 区東壁 TP-H9.0m

一Xメi尤

+1B.Om

層 +17.0m

2m
-H6.0m

1:60

図4 調査区北壁・東壁地層断面図



奈良時代までの土師器・須恵器があり、中世の遺物は出土していないため古代の地層とするが、上位

の第2層との時期差は不明であり、中世前半まで下る可能性もある。

第4層 以下の2層に細分される古代の遺構埋土ないし作土層である。上部の第4a層は淘汰のよいシ
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図5 第5層上面遺構平面図 図6 第1層上面遺構平面図
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SP501 SX502

E

TP+17.0m

1:黄 灰色(2.5Y5/1)シルト

2 :第5層

TP+17.7m

SDOI

1 :灰黄褐色(10YR5/2)と褐色(7.5YR4/4)粘土

2 :第5層

SDO2
TP+17.7m

+17.5m

1 :黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シル ト(第1層の偽礫含む)             1:黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シル ト

2 0第1層                                     (水漬きの痕はない)

0       58・・   2"第1層

1:20

図7 第5層上面・第1層上面遺構断面図

ルト質粘土層を主体とする作土層で、層厚は約10cmである。出土遺物は少なく、第4a層単独で検出で

きた遺物はない。下部の第4b層は地山である第5層に由来する偽礫を多量に含み、第5層上面の遺構

群を埋めた地層で、層厚は約20cmである。出土遺物には飛鳥時代の土師器・須恵器があり、同時期の

地層である。第4a層と一括で掘削した第4層の出土遺物もほぼ同様である。

第4a層:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質粘土層

第4b層:にぶい黄褐色(10YR4/3)粘土層を主体に地山偽礫を多く含む

第5層 以下の2層に細分される地山層である。中位段丘構成層に相当し、第5a層は層厚約10cm,第

5b層は暗色帯で層厚30cm以上を確認した。

第5a層:黄褐色(10Y5/8)シルト質粘土層

第5b層:灰黄褐色(10YR6/2)極粗粒砂質粘土層

ii )遺構と遺物(図5～ 8)

遺構の検出は第5層、第4a層、第 3層、第 2層、第 1層の各上面で試みたが、第5層および第1層

上面以外では顕著な遺構を確認することはできなかった。

a.古代(図5・7・8)

第5層上面遺構・出土遺物

西区SX502のほか調査区全体に不定形な窪みが広がっていた。第 5層の上面からの深さは最大で

0.2m程度であり、概ね第5b層に達した深度で留まっているようである。砂を含まない第5a層を対象に、

掘削と整地を繰り返 した状況から、粘 土層の採取を目的とした土採り穴と考えられよう。出土遺物に

は飛鳥時代の土師器・須恵器がある。SX502からは須恵器杯H蓋1、杯 G蓋2などが出土した。埋土

の第4b層からは、他 にも同時期の遺物が多数出土している。須恵器杯B12のように難波Ⅳに下る可能

性のある資料も含まれるが、土 師器杯C3・4、大 型の鉢5、鉢 6、高杯7、尭8、須 恵器杯H身9、

杯G蓋10,杯G1 1など、これらは前期難波宮開始期に併行する難波Ⅲを中心とする7世紀中葉の遺物

であり、難波宮・京造営に伴う一連の作業と位置付けることができよう。

第4層出土遺物

-223-



第4a層・4b層を一括して掘削した際の出土遺物も、須 恵器杯B蓋18のように難波Ⅳ新段階に下る可

能性のある資料も含まれるが、土 師器杯C13、高杯16、亮19、須 恵器杯G蓋14・17、杯G15、平瓶20

など難波Ⅲ期のものが主体で、多 くが第4b層に含まれていたと考えられる。

第3層出土遺物

20

丈;;ニニ≦▽土Y2ニニシ2213

22

20cm

図8 出土遺物

SX502( 1・2)、第4b層(3～12)、第4層(13～20)、第3層(21～23)、第2層(24・25)、第1層(26・27)
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第3層からの出土遺物には須恵器鉢21、杯 H身22、杯 B23などがある。古代に属する遺物だが、23

のように奈良時代の遺物を含む。中世の遺物は出土していない。

b. 中世(図6・7・8)

第2層出土遺物

第2層の出土遺物には東播系須恵器こね鉢25、瓦器椀24などがある。12～13世紀の資料であり、本

層は中世後半に属するものである。

第1層上面遣構・出土遺物

溝SD01・02のほか小穴SP02～04を検出した。SDO1は最大幅0.9m,深さ0.2mの東西溝で、方位

はN-84゚-W である。埋土は黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シルトで、水の流れた痕は確認できなかっ

た。土師器や布目痕のある丸瓦の細片が出土した。SDO2はSDOIの西端で直交するが、直接は接して

いない。幅0.7m,深さO.lmである。埋 土は黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シルトで、やはり水の流れ

た痕は確認できなかった。遺物は出土していない。SPO2～04では柱痕跡を確認出来なかった。 これ

らからは絢羽口・鉱滓のほか土師器・須恵器が出土しているが細片のため図化していない。

第1層からは瀬戸美濃焼灰釉皿26、中国産青花皿27のほか瓦質土器羽釜の細片などが出土した。本

願寺期を下限とする資料であり、これらの遺構はそれ以降の時期と考えられる。

3)まとめ

今回の調査では周辺の既往の調査と同様に、古代および中世末頃の遺構と遺物を検出した。

・古代では前期難波宮造営に併行する時期の不定形な穴を検出し、土採り穴と考えられる。

・本願寺期の第1層上面では東西および南北の溝を検出した。

・第1層上面に整地された上位層は、大坂城惣構造成に伴う可能性がある。
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東区

東壁地層断面

(西から)

東区

第5層上面完掘状況

(南西から)

東区

第1層上面検出状況

(東から)



中央区上汐一丁目4における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査(UH15-2)報告書
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調査 個 所 大阪市中央区上汐一丁目4

調査 面 積 35爾

調査 期 間 平成27年11月4日～11月6日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明
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1)調査に至る経緯と経 過

調査地は上町台地の脊梁部に立地する上本町遺跡の北部に位置する。古代においては難波宮の南に

接し、近世では豊臣氏大坂城の南端である惣構堀の南に近接する。これまで周辺地では数多くの調査

が行われ(図1)、古 代や中世および豊臣期の遺構・遺物が多数見つかっている。特 に注目されるのは

古代の正方位に合う溝が発見されていることで、そのうちUH12-6・7次調査地[大阪市教育委員

会・大阪文化財研究所2014]、UHO8-8次調査地[大阪市教育委員会・火 阪市文化財協会2010]では

条坊ないし坊間に相当する位置に当たるため、難波京を想定する重要な手掛かりとなってきた。また、

UNO5-1次調査地[大阪市教育委員会・大 阪市文化財協会20061のように中世に降る場合でも、前

代から踏襲された可能性があることから同様の論拠となりうるものである。今 回の調査地は西二路の

ラインに当たり、道路側溝等の検出が期待された。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下約1.7m以下で本格的な発掘調査を必要

とする中世～近世の遺構面および遺物包含層が検出されたため、本 調査が行われることとなった。

後述する第3層までを重機を用いて掘削し、その後、人力による掘削を行い、層序に応じて順次遺

構を検出、適宜実測図や写真撮影によって記録しながら地山(第5)層上面まで調査した。

また、基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

図1 調査地位置図

(太破線は難波京条坊想定線、細破線は1/4線[積山洋2010]
溝は実線が古代、点線が中世以降に属する

t    x-u7,4i0

1:400

図2 調査区配置図
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第0層

第1層

第2a層

第2b層

第3層

座標北を基準とした。標 高はT.P.値 (東京湾平均海

面値)でTP+○mと記した。

2)調査 の結果

1)層序(図3・4)

調査地内の現況地形はTP + 22m前後であるが、

西側の谷町筋を挾んで形成された寺町へは2m以上

の比高で低くなっている。

第0層 :明黄褐色(2.5Y7/6)細粒砂～暗褐色シル

1 3 い, 」構。オ .       ト質細粒砂で、層厚は100cmを越える。現代の整地
層である。

第1層 :黄褐色(10YR5/6)炭混りシルト質中粒～細粒砂で、層厚は10cm程度である。第 0層で盛

土される以前の表土層である。

第2層は岩相によって第2a層、第2b層に2分される。重機で掘削したため詳細な時期は不詳である

が、出土遺物から近世と推定される。

第2a層:褐色(10YR4/4)シルト質中粒砂で、近世瓦を多く含む。層厚は40cm以下である。

第2b層:明赤褐色(5YR5/6)地山偽礫混りシルト質中粒砂で、層厚は20cm程度である。近世の整地

層とみられる。

第3層 :褐色(10YR4/4)炭混り中粒砂質シルトで、層厚は15cm以下である。本 層を埋土とする遺

構にSD4a01がある。

第4層は岩相によって第4a層、第4b層に2分され、さらに第4a層は第4al層・第4p2層に細分された。

第4al層:明褐色(7.5YR5/6)シルト質中粒～粗粒砂で、層厚は20cm以下である。本 層を埋土とす

る遺構にSD502がある。

第4a2層:灰褐色(7.5YR4/2)細粒砂～シルト質細粒砂で、層厚は20cm以下である。上 面は堅くし

まり、褐 色(7.5YR4/3)極粗粒砂の偽礫を含むため、整 地層と判断した。調査区の西端付近にのみ堆

積しており、低 く傾斜する側に客土して、平坦な地形に整地しようとした意図が窺える。

第4b層:にぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒砂質シルトを主体とし、層厚は30cm以下である。SD501の

埋土としてのみ確認した。

第5層 :明黄褐色(2.5Y6/6)細礫質極粗粒砂で、地山層である。東 端ではTP + 20.6m,西端では

TP+l9.7mであり、1m近い比高が認められる。

ii )中世の遺構と遺物(図5～7)

室町時代の溝を3条検出した。これらは層序が異なり、古 いものから順に記述する。

SD501  幅1.Om,深さ0.2mの南北溝で、第 5層上面で検出された。埋 土は第4b層で、基 底には水

漬きのにぶい黄色(2.5Y6/3)シルトが堆積しており、機 能時堆積層であることから開口していた溝と

判断される。検 出範囲で方位を測定するとN-5゜-W となる。出土遺物には瓦質土器羽釜1・須恵
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調査区北壁地層断面

P+22.0m

l

l

第2a・2b層  第1層

第4a2層

十21.0m

十20.0m

第0層:明黄褐色(2.5Y7/6)細粒砂～暗褐色シルト質細粒砂(整地層)

第1層:黄褐色(10YR5/6)炭混りシルト質中粒～細粒砂(現代土壌)

第2al'.a・'}:褐伍(10YR4/4)シルト質中粒砂で瓦を多く會む

第2b層:明赤褐色(5YR5/6)地山偽礫混りシルト質中粒砂(整地層)

第3層:褐色(10YR4/4)炭混り中粒砂質シルト

第4al層:明褐色(7.5YR5/6)シルト質中粒～粗粒砂

第4a2層:灰褐色(7.5YR4/2)細粒砂～シルト質細粒砂で褐色(7.5YR4/3)極粗粒砂偽礫を含む(

整地層)

M4b層:にぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒砂質シルトなど(SD501埋土としてのみ確誌した)

SD4a01 (埋上は第3層)

1:にぶい黄褐色(10YR5/4)シルト(水漬き)

2:灰黄褐色(10YR4/2)粗粒砂質シルト(水漬き)

3:灰褐色(7.5YR5/2)細粒砂(偽礫)

4:黄褐色(2.5Y5/3)シルト(水漬き)

SD502(埋土は第4al層)

5;褐色(7.5YR4/6)シルト質中粒砂(ラミナ確認できず)

6 ; I:IQ褐色(2.5Y5/3)オ1[粒～極粗粒砂質シルト(ラミナ桶'認できず)

7;にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト(SD502基底の機能時堆積層:水漬き)

SD501 (埋土は第4b層)

8:にぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒砂質シルト

9:にぶい黄色(2.5Y6/3)シルト(SD501基底の機能時堆積層:水潰き)
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IY-44,229

IY-44,229

図5 第4層関連の遺構平面図

SD501と同様に開口していた溝と

×一147,436

判断される。検 出範囲で方位を測

定するとN-3゜-W となる。

SD502からではないが、第4a層

から土師器羽釜3、瓦 質土器捕鉢

4が出土 している。3はわずかに

内傾する口縁部に短い鍔がつく。

口縁部内面の調整はハケの後ヨコ

ナデである。16世紀初ごろのもの

であろう。4は体部から直線的に

開き、 内面に捕 り 目が ある。↓5

世紀後半の もの である。SD502

はSD501より後 出するため、 3が

SD502の時期を示すと考えられる。

x-147,436   SD4a01  幅0.8m, 深さ0.4mの

南北溝で、第4al層上面で検出され
SD4a01 量Y-44,224

た。位 置はほぼSD502と重なって

いる。埋 土は第3層で、太部分が

水漬きのにぶい黄褐色(10YR5/4)

シルト～黄褐色(2.5Y5/3)の機能

時堆積層であるため、 長期間開口

していたと推定される。検 出範囲

で方位を測定するとN-5 -゚W と

なる。出 土遺物には瓦器椀5があ

る。内 面にやや密なヘラミガキを

施すが高台は低く、12世紀末～13

初のものであるが、前述のとおり下位のSD502・SD501が15世紀～16世紀初に降るため、 5は遺構

の時期を示すものではない。SD4g01の時期は不詳であるが、先行するSD502と同一の場所に同方位

で掘削されていること、16世紀末の豊臣前期にこの一帯が平野町城下町に整備され、その町割りは上

図 6 第 3層 関 連 の 遺 構 平 面 図

町台地の地勢に沿った現代と同じ方位が想定されていることから、平 野町城下町の成立以前と想定さ

れる。

3)まとめ

今回の調査では室町時代に属する溝が3条見つかった。それぞれの埋土に水漬きの機能時堆積層が

あり一定期間開口していたこと、 ほとんど同じ位置にあることから、古 い溝が埋没した後に新たな掘
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0           10          20cm
1   1 1 1 1

5          1:4

図7 遺物実測図

SD501(1・2)、SD4a01(5)、第4a層(3 ・4)

削を繰り返 した状況が想定される。さらにSD502の場合は整地作業も伴うことが注意される。こうし

た特徴から何らかの境界を示した遺構と考えられ、始源の時期については不明ながら、正 方位の溝で

あり、想 定される条坊の西二坊ラインに合致することから難波京坊路に係る溝である可能性が高い。

飛鳥時代に遡る瓦が1点出土したことも古代の状況を検討する資料である。また、当該地では豊臣期

の城下町成立まで正方位を指向した町割りが存続した可能性も考えられる。

これまでの周辺調査でも中世後半の遺構は少なく、今 回の調査でも溝以外の遺構は見つかっていな

いが、 今後の調査の積み重ねによって、当該地の古代から近世に至る過程を明らかにすることがで

きよう。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006、「上本町北遺跡B地点発掘調査(UNO5-1)報告書」:『平成17年度大阪市

内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.l9-:2s

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010,「天王寺区上本町四丁目における上本町遺跡発掘調査(UHO8-8)報告書」:

『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2008)』、pp..3(5Ei - 370

大阪市教育委員会 ・大 阪文化財研究所2014、「上本町遺跡発掘調査(UH12-7)報告書」:『平成24年度大阪市内埋蔵

文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.43-54

積山洋2010、「複都制下の難波京」:平成18～21年度科学研究費補助金(基盤研究B)研究成果報告書『東アジアにおけ

る難波京と古代難波の国際的性格に関する総合研究』、pp.79-86
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SD501・502完掘状況

(南東から)



中央区西心斎橋一丁目14-2他における建設工事に伴う

西心斎橋1丁目所在遺跡発掘調査(WS15-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市中央区西心斎橋一丁目14-2他

100市

平成27年12月7日～12月11日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長清水和明、積 山洋

一236-



1)調査に至る経緯と経 過(図1・2)

調査地は、東横堀・西横堀・道頓堀・長堀に囲まれ、元和5(1619)年以後の17世紀前半に開発された「島

ノ内」の北西部に位置する(図1)。明暦元(1655)年「大坂三郷町絵図」[大阪市立大学大学院文学研究

科都市文化研究センター2008]以後の町名は「大宝寺町」であり、西 横堀に隣接している(図9)。こう

した水運至便の立地であったため、この地には遅くとも文化3(1806)年「増修改正摂州大坂地図」以後、

多度津藩(丸亀藩の支藩)の蔵屋敷が置かれている。

当該地において再開発が計画されたため、平 成

27年10月7日、大 阪市教育委員会による試掘調査

が実施され、地表下約1.8m (江戸時代の地層の下)

で遺物包含層が検出された。 この結果に基づき、

本調査が実施されることとなった(図2)。

調査は平成27年12月7日に開始された。遺物包

含層の直上までを機械力で掘削し、それ以後は人

力による遺構の検出と掘削、写 真撮影、実測、遺

物の採集などに務めた。同月1Ⅰ日、現 地作業を終

了し、撤収した。

以下の本文等に示す標高はT.P.値(東京湾平均海

面値)で, TP +〇一と記した・また・本報告で用           調査地位置図
いた方位は、現場で作成した街区図を1/2500大

阪市デジタル地図に合成することにより世界測地

系座標に乗せたものであり、座標北を基準とした。

メ

Y-45,900

図1 調査地位置図

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地の地層は大きく4層に区分される。

第1層:近現代の整地層である。第1a層は厚さ

40cmほどの砕石を敷いた現代の層準であり、第1b

層は近代に属し、盛土の厚さは70cmほどである。

第2層 :近世の整地層とそれに挟まれた生活

面を一括して第2層 とする。厚 さは50～60cmで

ある。 本層は後述するSDO3を境に層相が異な

る。東側では3層に細分できる。第2a層は浅黄色
図2 調査区位置図

×一 ,000

50m
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第1層 (2.5Y3/7)中粒～粗粒砂の整地層で、層厚は最大で約40cm

である。第2b層は黒色(2.5Y2/1)粘土質シルトと砂が互層

になっており、生 活面を形成するために下位の砂の上に敷

第3層 かれた層準であり、厚 さは10cm以下である。第2c層は暗オ

ν 141  リーブ色(5Y4/4)中粒～粗粒砂の整地層で、厚 さは10～20
SX22  土塀等

図3 地層と遺構の関係図     cmであった。一方、西側は3～ 5層に分かれる様相がみら

れ、東の第2a～2c層と対応させることができないが、灰黄色～黄褐色のシルト・砂混りシルト・シ

ルト混り砂などの整地層が認められた。第 2層下面までを機械掘削したため、 この層準の細かい年代

は不明である。

第3層 :褐色(10YR4/4)粗粒砂で、炭や下位の第4層の細礫などを含み、砂 を主体とする整地層と

みられる。最大層厚は40cmである。年代を示す遺物は出土していないが、この地で最初の整地層であ

るため、元和5(1619)年に始まる当地の開発に係わるものと推測しておく。

第4層 :黄褐色(10YR5/6)の砂礫でTP + l.3m以下の自然堆積層である。本層には遺物は含んでい

ない。その上部の第4a層は比較的均質な層相であるが、部分的に検出したTP+0.7m以下の第4b層は

明瞭な水成層であった。

ii )遺構と遺物(図5～ 8)

第4層上面

土W:SK19は調査区の北部で検出された幅0.6m,長さ1.1m以上、深 さ0.35mの長方形土塘である。

長軸は北北西から南南東の方向をとる。遺 物は図化できなかったが、菊花のスタンプ文を施す瓦質火

鉢、コビキAの丸瓦や、江 戸時代には見られないやや深手の土師器皿などの小破片が出土し、豊 臣期

に遡る可能性が高い。SK14・15はSK19と同じ埋土の遺構であるが、遺物は出土していない。SK16

は重複関係で第3層上面のSK09に先行し、出土した土師器小皿(図8-1・2)は下限が17世紀第1

四半期頃のものである。

溝 : SD23は調査区の北西部で検出された幅0.6m,深さ0.2mの南北溝である。南は攪乱に破壊され

ているが、そのさらに南の遺構面では検出されず、小規模な溝だったようである。遺物は出土してい

E

TP+3.0m

第1a層
一一一一一一」

SD23

第3層

SDO3B

第3層

I
・ +2.○m

十l.Om

SDO3A

2m

1

図 4 北 壁 地 層断 面 図

1:60
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ない。

第3層上面

土W:SK○1は東西約0.8m,南北約1.6m,深さ0.4mを測る長方形の土塘で、肥前磁器染付碗6～

8・同青磁皿9、土師器小皿、土師器焙烙E類10～12などが出土している(図8)。17世紀第3～第4

四半期の頃に埋まっている。SKO2はSKOIの南で部分的に検出された土壊で、17世紀後半の肥前磁器

Y-45,9051

SD23

Y-45,9001

のSKOI

X-147,010

[二]:第2b層上面 [=]:第3層上面 :第4層上面

1:60

2m

図5 遺構平面図
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N

第1層

第2層

第3層

SKO4

1:40

2m

染付碗13が出土した(図8)。

SX22                         SKO5はSDO3と重複し、 か

x-147,010  つ先行する南北0.5m足らず

の小土塘であるが、肥前磁

器碗や肥前京焼風陶器碗な

どが出土した。17世紀後半

である。SK○6は東西0.5m,

深さ0.2m余りの規模で、内

面に釉の掛け分けが見られ

る肥前磁器染付碗14や同小

図6 SX22・SKO4平面図           杯15・土師器焙烙E類16[難

波洋三19921の出土をみた(図8)。肥前白磁

の小杯15は古いが、遺構の年代は17世紀後半

TP+2.0m  である。SKO9は東西約0.8m, 南北1.Om余、

深さ0.2m余りの規模で、重複関係はSK16に

後出し、SDO3に先行する。一 重網手文の肥

前磁器碗・皿、丹 波焼捕鉢、瓦 質土器火入れ

などが出土し、17世紀中頃～後半頃かとみら

れる。SK12は南北0.6m足らずで不整形な浅

い遺構で、埋土はSKO9と同じである。土 師

第4層一.一 一 ～
TP+1am

1:40

』)。

図7 SKO41面図(lf区東W)        器焙烙E類17が出土している(図8)。

溝:SDO3Aは最大幅1.3m,深さ0.6mの南北溝である。この溝は直上の第2層段階にも同位置で継

続しており(SDO3B)、その東西の第2層の層相が異なることなどから、敷地境の溝であろう。埋 土

から土師器小皿3・4、同焙烙E類5が出土しており(図8)、前者は17世紀前半頃の特徴を有するが、

後者は同中頃を上限とする。この溝に先行するSKO5の年代などにより、 この溝の年代の上限は17世

紀後半とみられる。

石組 : SX22はSDO3・SKO5と重複し、か ついずれにも先行する遺構である(図6)。第 4層上面遺

構の可能性もある。東西約2.0m,南北約2,1mの規模で、深さ0.3mほどの土塘の南側に、最大で一辺

60cm弱の石材(厚く上面が平たい)を4個敷き、その上に方20cm以下の小石材が4個乗っていたが、本

来は北側にも石材があったものと推測される。もとの形状やその性格等は不明である。出土遺物は少

なく、年代の詳細も不明である。

第2層上面

土W:SKO4は南北約1.Om,東西長1.7m以上で調査地の東に連続する(図6)。直上に近代の遺構が

あったので深さは正確にはわからないが、0.6m以上である(図7)。調査区内では北側しか遺存してい

なかったが、その内部には人頭大より大きな石材(主に花崗岩の割石)が不規則に埋まっていた。年代

一 240-



20cm

図8 出土遺物実測図

SK16( 1・2)、SDO3( 3～5)、SK01(6～12)、SK02(13)、SK06(14～16)、SK12(17)

を知りうる土器の出土はない。

溝:SDO3Bは第3層上面のSDO3Aが第2層段階で新しく同位置に再掘削されたもので、継続する

溝である。幅はほとんど変わっていないが、深 さは約0,8mほどである。

3)まとめ

大坂ノ陣で豊臣氏が滅び、大坂の地が徳川幕府の直轄地になると、城下の復興と大規模な町の拡大

が図られた。船場城下町の東方には豊臣期以来の東横堀があり、また元和元(1615)年には道頓堀が完

成していたが、同5(1619)年以後、西横堀、長堀の開削工事が相次いで完成し、元和末年には東西南

北をこれら四つの堀川で限られた「島ノ内」の市街地が生まれることになる[内田九州男1989]。

当地の旧町名「大宝寺町」については、かつて大宝寺なる寺院があったことによるとされる[大阪町

名研究会1977]が、詳細は不明で、本調査地でも瓦の出土は少なく、寺院の存在を窺うことはできなかっ

た。また文化3(1806)年「増修改正摂州大坂地図」以後の絵図に現れる多度津藩蔵屋敷は、当地を含む

町割りに位置するが、この町割りは西横堀に面する西半部が炭屋町であり、多度津藩はそちらにあっ
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たものとみられる。

本調査地でもっとも古 い整地層が第3層であり、

これを元和5(1619)年に始まる開発によるものと仮

定すると、遺 構の変遷は矛盾なく理解できる。

第4層上面の遺構(17世紀前半)はそれ以前のもの

と考えられる。そ れは土壊や小規模な溝などである

が、元和の開発以前に人の居住があったことを示唆

する。

図9 大宝寺町明暦元年大坂三郷町絵図

しかし、 人々の居住が本格化するのは17世紀後半

であり、元 和段階とは若干の年代差が生じる。明暦

元(1655)年「大坂三郷町絵図」によれば、調査地の西隣、西 長堀に沿って南北にのびる炭屋町は武家地

(追手御城代家来屋鋪)であり、当初はまず武家地の開発が先行し、やや遅れて町人たちが本格的にこ

の地に居住したのではないかと想定される。また、敷 地境とみられたSDO3は、重 複関係で先行する

SKO5に肥前京焼風陶器を含んでおり、そ の初現が17世紀第4四半期とみられることから、 この地の

敷地割がこの年代を遡ることはないであろう。

島ノ内の形成については、考 古学的にはまだほとんどわかっていない。今 後の資料の蓄積が待たれ

るところである。
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大阪町名研究会1977、 『大阪の町名』 清文堂 pp.367～368

難波洋三1992、「徳川氏大坂城期の焙烙」:大阪市文化財協会編『難波宮址の研究』第九、pp.373 - 400
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北壁地層断面

(中央のSDO3の東西で

層相が異なる)

調査地全景

(東から:中央にSDO3)

SKO4(右)・SX22(左)

(南から)



西区江戸堀一丁目18-32における建設工事に伴う

江戸堀1丁目所在遺跡B地点発掘調査(ED15-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

西区江戸堀1丁目18-32

40m

平成27年4月21日～4月30日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明 市川創 櫻田小百合
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は、土 佐堀川と旧江戸堀川に南北を挟まれた位置に立地する。このうち調査地の南側にあっ

た江戸堀川は、1617(元和3)年に開削され徳川期大坂における水運の一端を担ったが、1955(昭和

30)年に埋め立てられ姿を消した。徳 川期の調査地周辺は白子裏町と呼称され[平凡社地方資料セン

ター繻19861、蔵屋敷と町屋が混在する地域であった。このうち蔵屋敷については、調査地の北側に

は1655年から幕末に至るまで一貫して松江藩の蔵屋敷が、東側には1679年以降に三田藩の蔵屋敷が

置かれたことが、史料や絵図から推定できる[豆谷浩之2001・佐古慶三監修1970] o また1806(文化3)

年の『増修改正摂州大阪地図」には、調査地に相当する場所に「浄光寺」の記載がある[佐古1970]。

周辺ではこれまでに、江 戸堀1丁目所在遺跡(EDO6-1次)や、萩 藩蔵屋敷跡(HAOO-1次ほか)に

関して調査が行われている。このうち前者では、18世紀と考えられる遺構而を確認し、建 物の礎石な

どを検出した[大阪市教育委員会・大 阪市文化財協会2008] o HAOO - 1次をはじめとする萩藩蔵屋敷

跡の調査では、石垣などの構造をもとに蔵屋敷の変遷が考古学的に把握できている[大阪市教育委員

会・大阪市文化財協会2002、大 阪市教育委員会・大阪文化財研究所20121o

今回の調査に先立って行われた大阪市教育委員会による試掘調査では、地表下0.85m以下の深さで

本格的な発掘調査を必要とする徳川期と考えられる遺構面および遺物包含層が検出された。こうした

地層の年代や遺構・遺物の分布状況など、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的として、

今回の発掘調査を実施した。

調査は平成27年4月21日に10m x 4 mの調査区を設定して開始した。後述する第1層までを重機で

掘削し、第2層以下を人力で掘り下げ、遺構面の精査と遺物の採集、写 真撮影、実測などを行った。

現地での調査は4月28日まで行い、 4月30日には機材撤収を含むすべての作業を完了した。

以下、本 文および挿図に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、TP̂ ○mと記した。また、本 報

0              300m

30m

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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第0層

第1層

告書で用いた方位は、現 場で記録した街区図を1/2500大阪市

デジタル地図に合成することにより得た世界測地系座標に基づ

き、座標北を基準にした。

図3 地層と遺構の関係図

2)調査の成果

1)層序(図3・4)

調査地の周辺にはTP+l.Om前後のほぼ平坦な地形が拡がる

が、工業用水の汲上げなどにより、近代以降に1.6～1.8mほど

沈下したことが想定される[林田精郎・三田村宗樹・中川康一

19871o

今回の調査では、現地表下約2.5mまでの地層を7層に区分

した。なお、第 6層以下は地層の堆積状況確認のために実施した部分的な深掘りで観察したものであ

る。

第0層 :現代盛土層であり、層厚は最大で52cmである。

第1層:近代～現代の盛土層であり、層厚は20cmほどである。本層上面から大規模な攪乱が掘り込

まれており、調査区東半では後述する第7層より深くまで達していた。このため、地層・遺構の遺存

範囲はほぼ調査区西半に限られる。

第2層:徳川期の盛土層である。オリーブ褐色砂礫からなり、わずかにシルトを含む。層厚は14cm

であった。本層上面では、SKO1やSXO2を検出した。また本層からは、軟質施釉陶器・瀬戸美濃焼陶

器・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・土製品が出土した。

第3層:徳川期の盛土層であり、含炭オリーブ褐色シルト質砂からなる。層厚は30cmである。本層

上面に遺構は認められなかった。土師器・関西系陶器・肥前陶器・肥前磁器・瓦・石製品・金属製品・

動物遺体などⅠ8世紀後半以降の資料が出土した。

第4層:徳川期の盛土層である。含炭灰黄褐色シルト質砂からなり、層厚は14cmである。本層上面

第 0層

E

/      丁P-1.Om

1:80

TP-2.0m

1:50
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では石列SX401やSK402・502～505を検出した。本層からは、土師器・肥前陶器・肥前磁器・瓦 ・

動物遺体・スラグなどが出土した。出土遺物の多くは、18世紀後半までに位置づけられる資料である。

第5層 : SX401設置に伴う盛土層であり、第 4層とは一連のものである。オリーブ褐色シルト質砂

からなり、壁土や炭を含む。層厚は55cmであった。本層からは、土師器・備前焼・肥前陶器・肥前磁

器・瓦 ・金属製品・動物遺体・スラグなど、18世紀前半までの資料が出土した。

第6層 :徳川期の盛土層である。上下に2分でき、上位を第6a層、下位を第6b層とする。第6a層は

褐色シルト質砂からなり、層状をなす。層厚は10cmであった。第6b層はシルトの偽礫および炭を含む

褐色シルト質砂からなり、層厚は60cmほどである。第6a層上面ではSP603～606、SK602を、第6b

層上面では竃SX601を検出した。第6層からは、備前焼・丹波焼・肥前陶器・肥前磁器・瓦 ・金属製

品・動物遺体・スラグなど、17世紀後半頃に位置づけられる資料が出土した。

第7層:徳川期の盛土層で、部分的な深掘り部で確認した。灰オリーブ色シルト質砂からなり、層

厚は12cm以上ある。本層からは土師器・瓦質土器・瓦が出土した。瓦のうち丸瓦の凹面にはいわゆる

コビキBの痕跡がある。

ii )遺構と遺物

a.17世紀後半～18世紀前葉頃の遺構と遺物

第6a層上面でSX601を、第6b層上面でSP603～606、SK602を検出した(図5)。

SX601  調査区の中央部で検出した(写真図版)。南北0.7m以上、東西0.7m1 深さ0.7mの範囲で第

6b層を掘り下げ、その底面および側壁部に石材を設置し、これらの石材を粘土で被覆していた(図6)。

粘土の表面が被熱しているため、当遺構は竃であると考えられる。底面に使用された石材は暗灰色を

呈する火山礫凝灰岩で、いわゆる豊島石である。当遺構廃絶後の埋戻し層から、土師器焙烙のほか肥

前陶器・肥前磁器が出土している。また、遺構は第6a層で覆われていた。

SP603～606  SX601よりも西の調査区西部で検出した。いずれの遺構も直径0.6mほどの柱穴の底

部に、1辺0.3～0.4mの礎盤石を設置していた。各柱穴の芯々間距離は0.6～1.Omとばらつきがある。

SP603～605が建物を構成する可能性を考え、図5には柱筋の復元案を示している。

ノ

1込
嶌   '    :100
図5 17世紀後半～18世紀前葉頃の遺構と遺物
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SK602  SX601の西側で検出し、SP603を切っていた。第 5層で埋る直径0.4mほどの土塘で、検

出面からの深さは0.2mであった。京焼風肥前陶器のほか、瓦 が出土している。出土遺物のうち1は京

焼風肥前陶器の碗で底部外面には「清水」と記す(図7)。形態からみて、17世紀末葉～18世紀前葉頃の

資料であろう。

b.18世紀後半の遺構と遺物

第4層上面では、SX401のほか、SE502やSK501・503～505を検出した(図8)。このうちSE502

およびSK501・503～505は第5層上面で検出したが、壁面の地層の検討などから本来は第4層上面

の遺構であると判断できる。

SX401  調査区の中央付近で検出した(写真1・2)。南北に延びる石列であり、東 側に面をもつ。

1辺0.4～0.5mと大ぶりで上面が平坦な石材が芯々間距離0.7mほどで並び、その間に1辺0.2～0.3m

ほどの石材を置く。石材の設置手順は、 まず第6層上面を溝状に掘り下げ、そこに根石となる石材を

置く。その後、第 5層を敷くとともに、根 石上にもう1石を置き、小ぶりな石材で間隙を埋める。最

後に、第 4層で整地を行っていた(図6、写真2)。構造からみて、当遺構は建物基礎の東辺であろう。

なお、当遺構を構成する石材はすべて花崗岩であった。

SE502  調査区の西北隅で検出した。直径0.6mで、検出面からの深さは0.8m以上ある。埋土はオリー

▼SX401
w TP-1.○m

TP-1.5m

10cm

図6 SX601・SX401遺構断面図(作図位置は図8参照) 図7 SK602出土遺物実測図

SE502

SX401

K505

1:100

図8 18世紀後半の遺構実測図
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ブ褐色シルト質砂で、炭およびシルトの偽礫を含んでいた(図9)。井戸枠の痕跡などは確認できなかっ

たが、垂直に掘り込まれていることなどから、井戸であると考えられる。当遺構からは土師器・肥前

陶器・丹波焼・肥前磁器のほか鉄釘が出土した。

SK501  調査区の西半、SX401の西側で検出した。SX401が構成する建物が廃絶したのち、その内

側に掘削された廃棄土塘と考えられる。東西約2.0m,南北は2.5m以上ある。検出面からの深さは0.9m

ほどであった。埋土はオリーブ褐色シルト質砂で、炭 ・焼土を含む。埋土からは肥前磁器や堺捕鉢の

ほか、石材(砂岩製砥石・豊島石)が出土した。このうち、図10には肥前磁器碗2を示した。釉薬は不

均一で、高台内には崩れた字款を有する。18世紀後半頃の資料であろう。

SK503  調査区の西端で検出した。東酉0.9m以上、南北0.7mで、検出面からの深さは0.5mであった。

当遺構からは、土師器・肥前陶器・肥前磁器のほか、瓦や銅銭などの金属製品、貝類が出土した。

SK504  調査区の西南隅で検出した。東西0.6m以上、南北0.9m以上の規模がある。検出面からの

深さは0.4mで、埋土は上半が含炭にぶい黄褐色シルト質砂、下半が含炭オリーブ褐色シルト質砂であっ

た(図9)。当遺構からは、土師器・肥前陶器・京焼系陶器・肥前磁器・瓦・金属製品・貝類が出土した。

SK505  調査区の西南部で検出した。平面形は1辺0.8m程度の方形である。検出面からの深さは

0.3mで、埋土は黒褐色シルト質砂で、炭およびシルトの偽礫を含む。当遺構からは、土師器・備前焼・

肥前陶器・肥前磁器・瓦・動物遺体が出土した。

c.19世紀前半の遺構と遺物

第2層の上面では、SKOI・SXO2などを検出した(図11)。

SE502 SK504

1:含炭・焼土オリーブ褐色  1:含炭にぶい黄褐色(10Y 4/3)
(2.5Y 4/3)シルト質砂     シルト質砂

2:含炭オリーブ褐色(2.5Y4/3)
シルト質砂

TP-1.Om
SK505

N         I S

.\ 一 」   一 セ)  .

冫・ワ 1、・

一 一一 一-     TP-15m

1:含炭・シルト偽礫

黒褐色(2.5Y3/2)シルト質砂

1m

1:30         0 10cm

1:3

図9 SE502・SK504・505断面図(作図位置は図8参照) 図10 SK501出土遺物実測図

写真1 第4層上面の遺構(南東から) 写真2 SX401断面(北から)
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SKOI  調査区の西部で検出した。南北1.8m以上、東西1.7mで、検出面からの深さは0.8mであった。

遺構の最下部には瓦、その上位には漆喰、さらに上位には炭や焼土を含むシルト質砂が廃棄されてい

た。火災などにより焼失した調査地近隣の建物から生じた廃材が、当遺構に廃棄された可能性が考え

られる。

当遺構からは、土 師器・瀬戸美濃焼陶器・丹波焼・関西系陶器・肥前磁器のほか、瓦(宝珠文鬼瓦

の破片を含む)、土製品、金属製品(鉄釘)、動物遺体などが出土した。図12にはこのうち、肥前磁器3・4、

瀬戸美濃焼陶器5、軒平瓦6を図示した。染付碗3は口縁部が外反する。底部内面は蛇ノ目釉剥ぎとし、

アルミナを塗布する。また、底 部内面にはコンニャク印判で五弁花を描く。染付鉢4は胎土が十分に

磁器化しておらず、陶胎に近い。鉢 5は口縁部を鉄と灰釉で装飾する。内面底部には4箇所に目跡が

残る。瓦当文様が唐草文の6は、一般的な橘唐草文とは異なる意匠である。また、瓦 当面の高さは3.2

SKOI

1:1(1)

図11 19世紀前半の遺構実測図

20cm

1:4(4～6)

閣 :鉄

[]:灰釉

・j    蕾 (

、、   ))

10ω

1:3(3)

50cm

1:8(7)

図12 SKOI・SXO2出土遺物実測図

SKOI( 3～ 6)、SXO2(7)
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20cm 10cm

1:4(8) 1:3(9・10)

図13 第6層出土遺物実測図

cmと低い。これらの遺物は、3や5からみて19世紀前半に属する資料であろう。

S×02 調査区西端で検出した。常 滑焼ないし大谷焼の亮7を埋設した遺構である。内部に白色の

付着物が認められることから、便 槽である可能性が高い。7は赤褐色に焼成され、口縁部を外側へ拡

張する。19世紀前半頃の資料であろう。

d.各層出土の遺物

第6層から出土した資料のうち、特徴的なものを図示した(図13)。層内からは、土 師器焙烙8が出

土している。外面の口縁部はハケで掻き上げたのち、ナデで調整する。外面の下半にはススが付着す

る。難波洋三氏による分類のC類に該当し「難波洋三1992」、17世紀後半頃の資料である。同層直上では、

土師器皿9および肥前磁器皿10が出土した。9は手づくね成形で、内外面ともにススが付着している。

10は白磁皿で、内面を蛇ノ目釉剥ぎとし、そ こに砂目を置いて重焼きしている。17世紀後半頃の資料

である。

3)まとめ

今回の調査では、調査地における徳川期の遺構の変遷が明らかとなった。このうち建物の基礎とみ

られるSχ401については、18世紀の大坂における建築技術を知ることができ注目される。

土佐堀川と江戸堀川に挟まれた当地域は、絵 図や文献史料から蔵屋敷と町屋が混在していたことが

わかり、武士と町人が接して居住する独特な街並みを形成していた可能性がある。周辺の考古学的調

査の進展により、 こうした景観が具体的に復元され、ひいては近世大坂の理解の深化に資することが

期待できよう。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

2002、「株式会社日商エステムによる建設工事に伴う荻藩蔵屋敷跡発掘調査(HAOO-1)報告書」:

『平成12年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.23-29

2008、「江戸堀1丁目における埋蔵文化財発掘調査(EDO6-1)報告書」:『平成18年度大阪市内埋

蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.4'i-50

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所

2012、「西区土佐堀一丁目における建設工事に伴う土佐堀1丁目所在遺跡発掘調査(TLIO- 1 )報

告書」:『平成22年度 大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』2010、pp.283 - 290

佐古慶三監修1970,『古板大坂地図集成』 清文堂出版

- 251-



難波洋三Ⅰ992、「徳川氏大坂城期の泡烙」:『難波宮址の研究』第九 大阪市文化財協会、pp.373 - 400

平凡社地方資料センター編1986、『大阪府の地名jI(日本歴史地名大系第28巻) 平凡社

林田精郎・三田村宗樹・中川康-1987、「地盤沈下累積変動量のブロックダイヤグラム化の試み」:『情報地質』12

日本情報地質学会、pp.l77-185

豆谷浩之2001、「蔵屋敷の配置と移転に関する基礎的考察」:『大阪市文化財協会研究紀要』第4号 大阪市文化財協会、

pp.239 - 257

一252-



調査区北壁地層断面

(南西から)

第6層上面遺構および

第4層上面遺構

写真左方 : SX601

写真右方: SP603・605

写真上方 : SX401

(北から)



天王寺区逢阪二丁目17-11・12・13における建設工事に伴う

茶臼山古墳発掘調査(CU15-1)報告書
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調査 個 所 大阪市天王寺区逢阪2丁目17-11・12・13

調査 面 積 102留

調査 期 間 平成27年5月11日～5月20日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明、櫻 田小百合
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は茶臼山の北側に位置し、西方100mには一心寺、東方300mには四天王寺が位置する(図

1)。周辺調査としてはCU86-1、98-1, 94-2、RJO2-4次調査があげられる。茶 臼山にトレン

チを掘削して調査を行ったCU86-1次調査では、層位学的な調査により茶臼山が盛土で構成される

ことが明らかになったものの、茶臼山が古墳であるか否かの結論には至らなかった[大阪市文化財協

会1986・趙1986]o その後、前方後円墳と想定された茶臼山古墳の前方部でCU98-1次調査が行われ、

古墳時代の遺構・遺物が確認されなかったことから、同地点に前方部が存在しないことが確認された

[大阪市文化財協会1998]。

遺跡名となっている茶臼山古墳や古墳時代の遺構・遺物についてはこれまで顕著な成果は少ないが、

一方で中世以降では大きな成果が得られている。CU86-1次調査では茶臼山を構成する盛土内から

平安～室町時代の瓦が多数出土したほか、大坂冬ノ陣の際に徳川家康が茶臼山に構えた本陣の台所と

みられる遺構が確認され、大 きな成果が得られている。また、CU98-1次調査においては、中世の

井戸21基を含む28基の井戸が検出されている。

調査地北側で行われたCU94-2次調査では中世の土塘や井戸を中心とした中世～近世までの遺

構・遺物が確認されたほか、埴輪や縄文時代の石該が出土した[大阪市教育委員会・大阪市文化財協

会1996] o この西方で行われたRJO2-4次調査では近世の土塘と道路の可能性が想定される瓦敷が検

出されている[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2004]。

今回の調査は、建設工事に先立ち大阪市教育委員会が行った試掘調査において近世あるいはそれ以

前と考えられる遺構面が確認されたことから、本調査を実施したものである。調査は平成27年5月11

図1 調査地位置図
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日に開始した。事 前に現地表下約1mまで重

機掘削が行われていたため、数cmの機械掘削

の後、 段丘構成層である地山上面で遺構検

出を行った。 地山上面の標高はTP+15.8～

15.9mであった。遺 構の掘り下げは人力によ

り行い、井戸の底を確認するために一部重機

を併用した。平 面図および断面図の作成と写

真撮影による記録作業を行い、 5月20日に現

地における調査を完了した。なお調査は当初

75渭を予定していたが、調査区南端で後述す

8-149"400 るSDO4を検出したことから、 大阪市教育委

1 : 4 0 0            員会と協議して調査区を南に拡張して102m:

図2 調査区位置図          を調査した(図2)。

基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)を用い、本 文および図中ではTP+○mと表記した。

Y-44,6G)0 1

10m

Y-44,6701

×-149,380

2)調査の結果

1)遺構と遺物(図3～12、写真1～6、図版1・2)

地山上面で溝SD04・14、土壊SK01・06～09・12・15、井戸SE02・05・13、小 穴SP10を検出した。

SDO4  東西方向の溝である。溝 の方位は正東西よりもやや北西一南東方向に振っている。南 から

北へ3度の掘り直しが行われており、新しい溝から順にSDO4a, SDO4b, SDO4c, SDO4dと呼称する。

これらの溝は、いずれも自然に埋没した後ではなく、古 い溝が埋められた後に掘り直されている。

最も古いSD04dは最大幅2.76m以上、最大深さは0.78mで、調査区を東西に横断してさらに東・西

へ延びる。遺構断面のようすは場所によりやや異なるが、西半部では南から北へ埋められているよう

すが確認できた(図4下)。SD04cは最大幅3.96m以上、最大深さは0.81mである。SDO4dと同様に東・

西ともに調査区外へ延びる。SD04bは最大幅2.45m,最大深さは0.80mである。調査区西端から東へ

5.6m程で途切れるが、西側が深く東側が浅いことから本来はさらに東方へ延びていたものが削平され

たことも考えられる。最 も新 しいSD04aは最大幅2.l0m,最大深さは0.34mである。SDO4bと同様

に東で途切れている。

遺物は土師器・須恵器・瓦器・瓦質土器・中国産磁器・国産陶器・瓦 ・博 ・井戸側・銅銭・動物歯・

石製品・石が出土した。

1～21はSDO4dから出土した。1～5は土師器皿である。6は土師器の鉢の可能性があり、体 部外

面は横方向のケズリを施し、内面は横方向のハケ調整である。7・8は瓦器椀、9～11は瓦質土器の

羽釜である。12～15は中国産青磁で、12は小皿、13・14は碗、15は輪花皿である。16・17は備前焼捕鉢、

18は古瀬戸で、鉄釉の花瓶である。19は滑石製の石鍋の転用品である。割れた面が磨かれていること
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TP+l6.0m

石
2m

15.0m

SDO4a
1 暗灰黄色(2 5Y4/2)極細粒砂質シルト偽礫を含む

オリーブ褐色(25Y4/3)中粒～細粒砂質シルト

2,炭を多量に含む黒色(25Y2/1)細粒～極細粒砂質シルト

3 灰黄褐色(10YR4/2)粗粒～細粒砂質シルト
SDO4b
4 黄灰色(25Y5/1)細粒～極細粒砂質シルト偽礫を含む

にぶい黄色(2 5Y6/4)シルト質粗粒～中粒砂
5 灰黄褐色(10YR5/2)粗粒～細粒砂質シルト

6 浅黄色(5Y7 /3)極細粒砂質シルト偽礫を含む
暗灰黄色(2.5Y5/2)粗粒～中粒砂

7 中～細礫をわずかに含む
にぶい黄色(2 5Y6/4)シルト質粗粒～中粒砂

8 黄灰色(25Y4/1)細粒～極細粒砂質シルト[機能時堆積層1

9.灰黄色(2 5Y6/2)細粒～極細粒砂質シルト偽礫・オリーブ黄色(5Y6/3)細粒～

極細粒砂質シルト(地山)偽礫を含む黄灰色(25Y5/1)極粗粒～粗粒砂[加工時形成層1

1:40

SDO4c
10 .多量の灰白色(25Y7/1)シルト質極細粒砂偽礫・少量の中～

細礫を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒～極細粒砂質シルト

11:多量の灰白色(25Y7/1)シルト質極細粒砂偽礫を含む

暗灰黄色(25Y5/2)細粒～極細粒砂質シルト
SDO4d
12゙ 灰白色(2 5Y7 /l)シルト質極細粒砂偽礫・炭をわずかに含む

黄灰色(25Y5/1)中粒～極細粒砂質シルト
13'灰白色(25Y7/1)シルト質極細粒砂偽礫を含む

黄灰色(25Y 4/1)中粒～細粒砂質シルト

14.黒褐色(10YR3/1)炭混り極細粒砂質シルト[機能時堆積層1

15 黄灰色(25Y4/1)シルト[機能時堆積層1
地山
16.にぶい黄褐色(10YR5/4)粗粒砂
17二灰オリーブ色(5Y6/2)細粒砂
18゙ 暗灰黄色(2.5Y5/2)極粗粒～粗粒砂
19:褐色(10YR4/4)極粗粒～粗粒砂

B

Q゙
2コ'

一一"2.8 ・. ' 一.    '.8・ . 一一 ?L

-一一一 . .     ・ 24 25
SDO4c    - 一 '-- O

B' TP+16.0m
SDO4c       SDO4d

2.  5.0m

SDO伯

1 :暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト偽礫・少量の中～細礫を含む

黄灰色(2.5Y4/1)シルト質粗粒～中粒砂

2:灰黄褐色(10YR4/2)わずかに炭混り細粒～極細粒砂質シルト[機能時堆積層1

SDO4b

3:黄灰色(2.5Y4/1)シルト偽礫を含む黄褐色(2.5Y5/3)シルト質粗粒～細粒砂

4:細礫をわずかに含むオリーブ褐色(2.5Y4/6)粗粒～中粒砂

5:黄灰色(2.5Y 4/1)シルト偽礫・灰黄色(2.5Y7/2)極細粒砂質シルト偽礫・

少量の細礫を含むオリーブ褐色(25Y4/6)わずかにシルト質粗粒～中粒砂

6:褐色(10YR4/4)粗粒～中粒砂偽礫を含む

灰黄褐色(10YR4/2)細粒～極細粒砂質シルト

7:褐灰色(10YR4/1)わずかに炭混り中粒～細粒砂質シルト[機能時堆積層1

8:にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質粗粒～中粒砂[加工時形成層1

9:灰黄色(2.5Y7/2)極細粒砂質シルト偽礫(地山偽礫?)・少量の中～細礫を含む

暗灰黄色(2.5Y5/2)粗粒～細粒砂質シルト[加工時形成層1
SDO4C

10:灰黄色(2.5Y6/2)極細粒砂質シルト偽礫を含む

オリーブ褐色(2.5Y 4/3)粗粒～細粒砂質シルト

11:灰黄色(2.5Y6/2)極細粒砂質シルト偽礫を含む

灰黄褐色(10YR5/2)わずかに炭混り粗粒～細粒砂質シルト

12:暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト偽礫・灰黄色(2、5Y7/2)極細粒砂質シルト偽礫

(地山偽礫?)・少量の中～細礫を含むにぶい黄橙色(10YR6/4)シルト質極粗

粒～細粒砂

13:炭を多量に含む暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質粗粒～中粒砂[機能時堆積層1

図4 SD 04断面図(1)

1:40

SDO4d

I4:黄褐色(2.5Y5/4)シルト質粗粒～中粒砂

15:灰白色(10YR7/1)極細粒砂質シルト偽礫を含む

灰黄褐色(10YR4/2)中粒～極細粒砂質シルト

16:灰白色(10YR7/1)極細粒砂質シルト

17:にぶい黄橙色(10YR6/4)粗粒～中粒砂

18:黄灰色(2.5Y4/1)極細粒砂質シルト偽礫を含む

黒褐色(10YR3/1)・褐灰色(10YR4/1)粗粒～中粒砂

19:灰白色(10YR7/1)極細粒砂質シルト
地山

20:褐色(10YR4/6)極粗粒～中粒砂

21:灰オリーブ色(5Y6/2)粗粒～中粒砂

22:褐色(10YR4/6)極粗粒～中粒砂

23:灰オリーブ色(5Y6/2)粗粒～中粒砂

24:暗灰黄色(2.5Y5/2)粗粒砂

25:褐色(10YR4/4)極粗粒～粗粒砂

26:灰黄色(2.5Y6/2)・褐色(10YR4/6)極粗粒～粗粒砂

27:灰黄色(2.5Y6/2)細粒砂

28:灰黄色(2.5Y6/2)粗粒～中粒砂

29:黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂

30:にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒砂

31:褐色(10YR4/4)粗粒～中粒砂

32:黄褐色(2.5Y5/4)中粒砂

や、 2箇所に扶りが入れられていることから転用されたことがわかり、口縁部に入れられた扶りの対

面にはややへこんだ部分が確認でき、紐 の擦れたような痕跡が確認できることから石錘に転用された

可能性がある。20は三巴文軒丸瓦で、コビキAである。銅銭21は一部欠損や文字が不鮮明な部分があ

るものの、「天鯖通宝」とみられる。

22～27・29～38はSD04cから出土した。22は東播系須恵器のこね鉢である。25・26は瓦質土器の
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SDO4d SDO4C              1920 C'
TP-H6.0m

0           1           2m
1     1 1

1:40

SK15                                             SKO7

1 暗灰黄色(25Y4/2)細粒～極細粒砂質シルト                    19゚ にぷい黄褐色(10YR4/3)粗粒～中粒砂
2 炭を多量に含む黒色(10YR2/1)細粒～極細粒砂質シルト              20:灰黄褐色(10YR4/2)中粒～極細粒砂質シルト
3'トこぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒～細粒砂質シルト                   21:褐色(10YR4/4)中粒～細粒砂
SDO4c                                      22:灰白色(10YR7/1)細粒砂
4:褐色(10YR4/4)細粒～極細粒砂質シルト偽礫・少量の中～細礫・炭を含む      23:にぶい黄褐色(10YR5/3)粗粒砂
暗灰黄色(25Y4/2)細粒～極細粒砂質シルト                    24:黄褐色(2 5Y5/6)細粒砂

5 黒褐色(2 5Y3/1)極細粒砂質シルト                        25:にぶい黄褐色(10YR5/3)粗粒～中粒砂
6 暗才リーフ褐色(2.5Y3/3)極粗粒～粗粒砂                     26 中～細礫を含むにぷい黄褐色(10YR5/4)極粗粒～粗粒砂
7:黄灰色(25Y4/1)細粒～極細粒砂質シルト                     27.灰白色(10YR7/1)中粒砂

8:灰白色(10YR7/1)細粒～極細粒砂質シルト偽礫を含む               28:黄褐色(25Y5/3)細粒～極細粒砂質シルト偽礫を含む
黄褐色(2.5Y 5/3)租粒砂                               オリーブ褐色(2 5Y4/3)極粗粒～細粒砂[加工時形成層j

9.灰黄色(2 5Y7/2)極細粒砂質シルト偽礫を多量に含む                地山
灰白色(10YR7/1)細粒～極細粒砂質シルト                    29:灰白色(2 5Y7/1)粗粒砂

10、黄灰色(2.5Y 4/1)細粒～極細粒砂質シルト[機能時堆積層1              30:黄褐色(2 5Y5/6)極粗粒～中粒砂
11 黄褐色(2.5Y 5/3)中粒砂[機能時堆積層1                      31.褐灰色(10YR4/1)極粗粒～中粒砂
12 黄灰色(2.5Y4/1)極細粒砂質シルト[機能時堆積層1                 32.黄褐色(25Y5/4)粗粒～細粒砂
13 灰黄色(2.5Y6/2)シルト質中粒砂偽礫を含むオリーフ褐色(2 5Y4/4)粗粒砂[加工時形成層1
SDO4d

14:オリーフ褐色(25Y4/3)細粒～極細粒砂質シルト
15:灰白色(10YR7/1)極細粒砂質シルト
16:灰白色(2 5Y7/1)極細粒砂質シルト偽礫を含む

灰黄褐色(10YR4/2)極細粒砂質シルト[機能時堆積層』
17二灰黄色(2.5Y6/2)粗粒砂質シルト偽礫を含む

褐灰色(10YR4/1)わずかにシルト質粗粒砂[加工時形成層1
18:灰黄色(25Y7/2)中粒砂質シルト偽礫を含む

褐色(10YR4/6)極粗粒～粗粒砂[加工時形成層1

図5 SDO4断面図(2)

系譜を引く土師器翌で、体 部外面はタタキ、内面はハケ調整を施す。いずれも口縁部は丸く玉縁状を

呈する。27は土師器の鉢とみられ、6と類似する。23・24は瓦質土器で、26は羽釜、27は火鉢で外面

に菊花文を施す。29～31は古瀬戸で、29は片口鉢ないしは卸皿、30は卸皿、31は鉄釉の徳利である。

32は備前焼捕鉢である。33は蓮華文軒丸瓦、34は巴文軒丸瓦である。35は連珠文軒平瓦、36・37は

水波文軒平瓦である。平瓦38は凹面に布目が残り「寺」とみられる文字が施される。凸面は格子タタキ

を施す。28はSD○4dあるいはcから出土した産地不明褐釉陶器の四耳壺であろう。

39～41・43・45・46・48～54はSD04bから出土した。39・40は土師器皿、41は土師器羽釜、43

は瓦器皿である。45は備前焼捕鉢の口縁部で、口縁部下端が下方にわずかに拡張する。46は中国産の

白磁皿である。48は三巴文軒丸瓦、49・50は水波文軒平瓦である。51は丸瓦、52～54は平瓦である。

53は凸面に「■寺」の文字が施される。

55・56はSDO4aから出土した。55は機械掘削時に出土した70と類似する遺物で、いずれも博の可

能性も考えられるがやや弧を描くことから瓦質の井戸側とみられる。側面には菊花文の刻印が押され

る。56はほぼ完形の平瓦で、縦41.7cm,幅29.4cm,厚み2.9cmである。凹面には「左寺」の刻印が施される。

このほか、土 師器尭42・中国産白磁壺47はSDO4c・bのいずれか、瓦器皿44はSDO4a～dのいずれ

かの溝から出土した。

これらSDO4d～aから出土した遺物の多くは、13～15世紀の遺物で一部これよりも古いものや新し

いものを含む。出土遺物からは各溝の間に時期差は認められず、これらの遺構の時期を示す遺物とし

てはSDO4cあるいはbに伴う土師器亮42があげられる。口縁部上端に面をもつことから17世紀初頭頃
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/ 1 ゞコ ル= ノ4

20cm

図6 SDO4d出土遺物実測図

のものであろう。SDO4cからはこれよりもやや古い様相を示す、23・

24のような口縁部が玉縁状を呈するものが出土しているが、重複関係

からSDO4cよりも古いSK○7から口縁部上端に面をもつ58が出土して

おり、遺物からSDO4bとSDO4cの間に時期差は見出せない。

以上のことから、SDO4d～aは17世紀初頭頃に掘削され、比較的短

期間のうちに埋めと掘り直 しが繰り返されたと推定される。出土遺物

写真1 SDO4d出土銅銭
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図7 SDO4c, SDO4d ・c出土遺物実測図

SDO4C (22-27 ・29-38)、SDO4d ・C (28)
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20cm

20cm

O 30cm

1:6

53

1:4

図8 SDO4b1 SDO4c ・b, SDO4出土遺物実測図

SDO4b (39-41 - 43 ・45 - 46 - 48-54)、SDO4C - b (42 - 47)、SDO4 (44)
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55

20cm

の多くを占めた13～15世紀

の遺物は、それ以前の遺構

に伴うものと想定される。

なかでも瓦の量が多く、京

都東寺の別名である「左寺」

の刻印を施した瓦も出土し

ている。「左寺」の刻印を施

した 瓦 は CU86-1・98-

1次調査でも複数出土して

1 :4 いる。

SD14  丸瓦を筒状に組

み合わせて南北方向に並べ

た遺構で、 南側が高く北

側が低くつ くられている。

SDO4が埋められた後に構

築された遺構で、丸瓦より

も一回り幅の広い溝状の掘

形を掘削して瓦を埋設して

いる。北 側の低い部分は、

凸面を下にして並べた瓦を

筒の下半とし、この上に凸

56 面を上にして丸瓦を並べて

筒の上半をつくり、 さらに

1:6

図9 SDO4a出土遺物実測図

写真2 SD 14断面(北から)

30cm          この上にもう1段凸面を上

にした丸瓦を重ねて並べた

つくりになっている。これ

に対して、南の高い部分は筒の下半にあたる

瓦はなく、 凸面を上にした瓦が並べられてい

るのみであった。北側から南側に水を流す排

水管としての機能が想定される。遺構の構築

時期は、SDO4が埋められた17世紀初頭以降で

あるが、掘形や瓦内の埋土からは土師器の小

片が出土したのみであり、詳 細な構築時期は

不明である。

SKO1  東西1.85m,南北1.62m以上の方形
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の土壇で、深 さはO.lOmである。土師器皿57、瓦器椀・皿、瓦 器三足釜、瓦 が出土している。

SKO6  東西0.38m以上、南北0.88m以上の土壌で、深 さは0.32mである。土 師器皿、瓦質土器片が

出土した。土師器皿は形態から15世紀に属するとみられ、遺構の時期はこの頃の可能性がある。

SKO7  東西1.44m,南北2.32m,深さ0.66mの土壊である。SK15 o SDO4cと重複しており、これ

らよりも古い遺構である。土 師器盗58、常滑焼とみられる亮、瓦が出土した。土 師器亮58は口縁部上

端に面をもち、17世紀初頭に属するとみられる。このほか、SKO7あるいはSDO4cから鬼瓦60が出土

した。

SKO8  直径0.38mの円形の土塘で、深 さは0.05mである。遺 物は出土していないが、SDO4cが埋

められた後の遺構であることから、17世紀初頭以隆の遺構である。

SKO9  東西1.39m,南北0.90mの浅い土壇である。深 さは0.09mである。土 師器皿、須恵器片、瓦

器椀・皿59、瓦 質土器、瓦 が出土した。これらの遺物は14～15世紀の様相を呈するが、SKO8と同様

にSDO4cが埋められた後の遺構であることから、遺構の時期は17世紀初頭以降である。

SK12  東西0.68m,南北0.24m,深さ0.04mの浅い土壇で、埋 土は暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質粗

粒～細粒砂である。遺物は出土しなかった。

SK15  東西1.98m,南北1.24mの不整円形の土疾である。深 さは0.22rnで、底 には炭が多量に含ま

れていた。SKO7と重複しており、これよりも新しい。遺物は瓦、博が出土した。

SEO2  直径1.62～2.02mの平面円形 を呈する井戸である。 深さは3.Omで、 井戸底の標高は

TP+l2.86mである。検 出面からl.l2m下がった位置で壁面に、後 述するSEO5の井桁基底部のような

テラス状の平坦面が確認できたことから、本 来はこれより上部に井桁が組まれていたことが推定され

る。これよりも下部は直径0.7～1.1mの円形に掘られており、井 戸側やその痕跡が確認できなかった

ことから素掘りとみられる。遺構断面の観察から井桁の基底部と想定される付近よりも下位は一度に

埋められており、 これよりも上部は井桁の抜取り穴で、

写真3 SEO2断面(南から)

抜取り後に埋められているようすが確認できた(図10)。

遺物は土師器・須恵器・備前焼・肥前陶器・瓦 ・博が

出土した。61は土師器皿、62は肥前陶器壺の底部、63は

唐草文軒平瓦である。62が17世紀前半に属することから、

この頃に埋められたとみられる。

SEO5  SDO4が埋められた後に掘られた井戸である。

上部の形状は東西2.l0m,南北1.55mの不整形な円形を

呈する。検 出面からl.l5m下にはテラス状の平坦面があ

り、 この北端と南端に東西方向に置かれた板状の木製品

が検出され、井 桁の基底部と推定される。これより上部

は井桁の抜取り穴であることが遺構断面の観察から確認

できる。この平坦面より下部は直径0.50～0.84mの円形

を呈し、井戸側やその痕跡は確認できなかったことから
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SKOI
SKO6

TP+l6.0m

. -  - .1 -゚・.- .゚-

+1 5.6m

1:黒色有機物片をわずかに含む

にぶい黄褐色(10YR5/3)中粒～細粒砂質シルト

SEO2

E TP-H6.0m

+15.am

十1 4.0m

十l3.0m

N TP+16.0m

+i5.6m

1:灰黄色(2.5Y6/2)わずかにシルト質中粒砂偽礫・

少量の細礫を含むにぶい黄褐色(10YR5/3)中粒砂
2:灰黄色(2.5Y7/2)細粒砂(地山)偽礫を含む

にぶい黄色(2.5Y6/3)中粒～細粒砂

SEO5

TP-H6.0m

-H5.0m

+1 4.0m

-H3.0m

1:暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質粗粒～中粒砂偽礫・中～細礫を含む

灰オリーブ色(5Y6/2)粗粒砂

2:中～細礫をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y5/2)粗粒～中粒砂

3:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂偽礫・中～細礫を含む

灰黄色(2.5Y6/2)極粗粒～中粒砂

4:暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質中粒砂

5:にぶい黄色(2.5Y6/3)粗粒～中粒砂偽礫を含む

暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質中粒砂

6:暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒～細粒砂質シルト

7:灰色(10Y4/1)中粒砂質シルト

1:灰オリーブ色(5Y6/2)粗粒～中粒砂偽礫を含む

暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト

2:灰オリーブ色(5Y5/2)シルト偽礫を含む

にぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒～中粒砂

3:黄灰色(2.5Y 4/1)シルト偽礫を含む

暗灰黄色(2.5Y4/2)粗粒～中粒砂

4:褐色(10YR4/6)シルト質細粒砂偽礫を含む

暗灰黄色(2.5Y4/2・5/2)中粒～細粒砂質シルト

2m

1:40

SKO8

N           S

TP+i6.○m

-H5.8m

1二灰工11色(2.5Y7/2)シルト質細粒砂偽礫を含む

オリーブ褐仏(2.5Y 4/3)中粒～細粒砂質シルト

SKO9
TP+16.0m

-H5.8m

1:浅黄色(2.5Y7/3)極細粒砂質シルト偽礫を含む

灰黄褐色(10YR4/2)シルト質中粒～細粒砂

1:20

50cm

図10 遺構断面図(1)
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SPIO
TP+16.0m

1 十1 5.8m

1:中～細礫をわずかに含む

暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質粗粒～細粒砂

SD14 (南)  TP+16.。」

-H5.8m

1:黒褐色(10YR3/2)シルト

SD14 (中)
TP+16.0m

b"

+1 5.8m

+15.6m

SD14

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)

わずかに炭混り中粒～極細粒砂質シルト
SDO4

2:細礫をわずかに含む

にぶい黄褐色(10YR5/3)中粒～極細粒砂質シルト砂

3:炭を多量に含む黒色(10YR2/1)極細粒砂質シルト

4:暗灰黄色(2.5Y4/2)中粒～極細粒砂質シルト

50cm

1:20

SE13

W    E    TP+16.0m

1         +1 5.0m

0           1m

黒褐色(2.5Y3/2)シルト質中粒～細粒砂偽礫を含む

オリーブ褐色(2.5Y4/3)シルト質粗粒～中粒砂

SD14(北)

0     1 2  0
TP-H5.7m

十15.6m

20師

1:10

:浅黄色(5Y7/3)シルト
:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)シルト

:灰黄褐色(10YR4/2)極細粒砂質シルト

:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト

:にぶい黄褐色(10YR4/3)中粒～細粒砂質シルト

:暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒～極細粒砂質シルト

図11 遺構断面図(2)

写真4 SEO5井戸側出土状況(東から

も下部は一度に埋められている

65は丹波焼捕鉢、66は肥前陶器碗である。67は連珠文軒平瓦、68は平瓦である。68は、凹面には布
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目が残り、凸面は格子タタキが施される。69はウマの左肩甲骨で、

解体痕などは確認できない。丹波焼捕鉢65の捕目が櫛により施さ

れることから17世紀中葉のものとみられ、SEO5はこの時期に埋め

られたと考えられる。

写真6 SEO5出土動物骨

SE13  東側が攪乱により壊 されていたことや、北 半が調査区外

であったことから正確な規模や形態は不明であるが、直径1.lOm

以下の円形の遺構と推定される。検 出部分がわずかであったこと

から、遺構の深さについても確認できてはいないが、l.06m以上

と深 く、また埋土がSEO2と類似することから井戸の可能性が高い

と考えられる。遺物は出土していない。

SPIO  東西0.32m,南北0.42m,深さ0.03mの浅い小穴である。遺物は土師器の小片が出土したの

みである。

このほか、機械掘削中に平瓦70が出土した。木 口に菊花の刻印を有し、時期は不明である。

3)まとめ

今回の調査では溝、土 塘、井戸、小 穴が検出された。このうち、SDO4は17世紀初頭頃の遺構とみ

られ、短期間に埋めと掘 り直 しが繰り返 されている。17世紀初頭といえば、太 坂冬ノ陣(1614年)では

徳川家康が茶臼山に本陣をおき、翌年の大坂夏ノ陣(1615年)では真田幸村が茶臼山に陣を構えている。

SDO4そのものの機能については不明であるが、遺構の年代や短期間の遺構であることから、大 坂ノ

陣と関連する遺構であることも考えられる。『武徳編年集成』には茶臼山に構えられた家康本陣につい

て、「山頂狭小ニテ、近 臣ノ外居ルベキ地ナク、御番士ハー心寺ヲ以テ屯 トスベシト云々、  ・北ノ

麓に庖厨ヲ設ケ、惣 台盤所ハ乾堀ノ外 タルベシ」と記されており、茶 臼山の北の麓で台所跡が確認さ

れたCU86-1次調査の成果と合致する。この記述には、山頂が狭く近臣以外は一心寺にいたことや

堀の外にも施設が築かれていたことが記されていることから、調査地付近に関連する遺構がある可能

性は十分考えられる。

このほか、SDO4から出土した中世の遺物も特筆すべき成果である。なかでも、「左寺」の刻印を施

す瓦はCU86-1・98-1次調査でも出土しており注 目される。「左寺」は東寺の別名で、東 寺において

も類似する「左寺」刻印瓦が出土しているほか、明石市大蔵中町遺跡や神戸市出合遺跡でも「左寺」刻印

瓦が見つかっている[発掘された明石の歴史展実行委員会20141 CU98- 1次調査では「左寺」刻印瓦

とともに「正平十六年」(1361年)と施された瓦が出土しており、SDO4から出土した土器・陶磁器の多

くが13～15世紀に属するものであったことから、土器・陶磁器と瓦の年代に矛盾がなく、この時期に

上記のような瓦を使用する中世寺院や関連施設があった可能性が想定される。四天王寺と地理的に近

いことや、CU98-1次調査で出土した「正平十六年」と同種の瓦が四天王寺からも出土していること

から、四天王寺とつながりのある施設であったと考えられる。

今後周辺調査の積み重ねにより、SDO4やその出土遺物の位置づけを明確にし、 より具体的な歴史
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的景観を提示できるよう努力していきたい。

[引用・参考文献1

大阪市
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SDO4近景(西から)

図
版
一



SDO4瓦出土状況・SD14(西から)

図
版

二

SDO4断面(調査区西壁面)(北東から)



天王寺区大道一丁目5-5における建設工事に伴う

大道1丁目所在遺跡発掘調査(DA15-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区大道1丁目5-5

82留

平成27年12月1日～12月7日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、岡村勝行
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1)調査 に至る経緯と経過

調査地は中世の集落跡である大道1丁目所在遺跡の中央部に位置し、北 は四天王寺旧境内遺跡が隣

接して存在する。これまで周辺では比較的多くの調査が実施され、中世を中心に古代～近世の遺構・

遺物が検出されている。最近の成果では、南東100mのDA13-1次調査において、平 安時代初頭に

廃絶する難波京西二路の東側溝と考えられる溝や13～15世紀の遺構群などが確認されている[大阪市

教育委員会・大阪文化財研究所2015]。また、南南西200mの北河堀町所在遺跡での調査(KC12-1

次調査)では、正方位に則った7世紀中頃～末と推定される大型建物群が発見され、難波京南端部に

おける土地利用のあり方を考える新たな問題を提起している[大阪文化財研究所2013」。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下約1.2m以下の深さで本格的な発掘調査を

必要とする中世～近世の遺構面および遺物包含層が検出され、本調査を実施することになった。

調査は平成27年12月1日に開始し、予 め敷地全体が現地表から1.2m掘り下げられた状態であった。

平面精査を行ったところ、調査区全域ですでに段丘礫層が露出しているようにみられた。連壁のない

敷地南壁の地層を観察したところ、少 なくとも地山は70cm削平され、対象となる中世～近世の包含層

はすでに除去された状態であることが判明した。この状況を大阪市教育委員会文化財保護課に連絡し、

調査区を土置き場以外の敷地全体、東西8.5m,南北9.7mに再設定することとなった。

近現代のゴミ穴、中世の井戸の埋土などの掘り下げはすべて人力により、平 面図や断面図の作成、

写真撮影などの記録作業を行った。12月7日、 以

上の調査を完了した。

Y-44,3501

以下、本文および挿図に示す標高はT.P.値(東京 X-149,430

「一一一一一一一一一一一一一一一一一′

; 当初予定された 1
1 調査 範囲 1

― - 1 h - ■ 呻 鵬 - . ― - 1 1 . . 1 - 」

実際 の調 査範囲

1:5.000

図1 調査地位置図

X-1 49,440

10m

1 : 250

図2 調査区配置図
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湾平均海面値)である。また、本報告書で用いた方位は、図 2は現場で記録した街区図を1/2500大阪

市デジタル地図に合成することにより得た世界測地系座標に基づいた座標北を基準にした。

2)調査の結果

1)層序

SEOI・O2

第 1層

丈 ノ
第 2層

図3 地層と遺構の関係図

調査地の現地表面はTP+ 16.2m～16.5mと北に向けてやや高くな

る。南面する国道25号線は北西から南東へ1/100の傾斜で下がって

いる。調査開始面はTP+ 1 5.2m前後にあり、井戸SEO2の壁面におい

て、TP+12.8mまでの地層を確認し、 2層に大別した。

第1層:浅黄色(5YR7/4)を基調とする細礫～粗粒砂からなる地山

層(段丘礫層)で、層厚は80cmである。

第2層 :灰白色(7.5Y7 /1)シルト質粘土からなる地山層で、層厚

120cm以上である。

ii )遺構と遺物(図4・5)

調査区南部で2基の井戸を検出した。

SEOI  長径1.2m,短径0.9mの平面が楕円形、深さ1,9m以上の井戸である。埋 土はすべて井戸

枠抜取り後に埋め戻されたもので、大きく2層に分かれる。上位は偽礫を多く含む暗オリーブ褐色

(2.5Y3/3)を基調とする細粒砂質シルト、下位は灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂質シルトである。

第1層から、土師器皿1・2、瓦質土器捕鉢3・羽釜4、天目碗5など、15世紀代の遺物が出土しており、

廃棄された時期は15世紀中葉と考えられる。

1・2は口縁部が体部半ばで屈曲し、外 方に開き、前者は口径9.8cm,後者は口径16.Ocmである。3

は口径は32.2cmで、口縁端部は立ち上がる。4は口径17.8cm,鍔の最大径は23.8cmで、口縁部は内傾

しながら立ち、その端部は平坦な面をなす。以上は15世紀前～中葉のものと考えられる。5は胎土や

調整、釉調から中国産とみられるが、小片のため詳細不明である。

SEO2  長径2.2m,短径1.9m以上の平面がほぼ円形、深さ2.Om以上の井戸である。埋土はすべて

井戸枠の抜取り後に埋め戻されたものである。2層に大別でき、上層(1～3)が偽礫を多く含む灰白

色(5Y7 /2)細粒砂質シルト、下層(4～6)は 灰 黄褐色(10YR4/2)細粒砂質シルトである。上層から、

土師器羽釜6、中国産青磁小片7、備前焼尭8・摺鉢9、唐草文軒平瓦10,巴文軒丸瓦11など15～16

世紀の遺物が出土し、廃棄された時期は16世紀以降と考えられる。

6は口径26.8cm,鍔の最大径は33.2cmで、口縁部は直立気味で、その端部は平坦な面をなす。7は

口縁端部をつまみ上げ、皿ないしは盤と考えられる。8は口径31.7cm, 9は口径26.2cmである。以上

は15世紀後半～Ⅰ6世紀初頭のものである。

3)まとめ

今回は深い遺構である井戸2基の検出に留まったが、その埋土からは中世段階の幅広い多様な遺物
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Y-44,350i

SEO2

SEOI

1 : 100

×-149,430

一149,435

5m

SEOI

SE NW

SEO2

TP-H5.0m

-H4.0m

-H3.0m

1 :町゚1オリーブ掲色(2.5Y3/3)細粒砂質シルト
2:灰fIi褐位(10YR4/2)細粒砂質シルト
3:にぶいf11伍(2.5Y6/3)細粒砂臘11形坤土)
4:仄白色(5Y7/2)細粒砂質シルト(掘形押土)
5:褐仏(10YR4/6)細粒砂質シルト(掘形坤土)

2m

1:50

1:暗褐色(10YR3/3)細粒砂質シルト
2:オリーブ黄色(5Y6/3)細粒砂
3.灰白色(5Y7/2)偽礫混じり細粒砂質シルト
4:黒褐色(2.5Y3/2)細粒砂質シルト
5:黄褐色(2.5Y5/4)細粒砂質シルト
6:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂質シルト
7:灰オリーブ色(5Y6/2)細礫(地山層)
8 灰゙白色(5Y7/2)シルト質粘土(地山層)

図4 遺構平面・断面図
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ノ'5

r

20cm

1:4

図5 出土遺物

SEOI( 1～5)・SEO2( 6～11)

が出土 し、四 天王寺南方に展 開する中世 集落の一端 をうか がい知 ることが できた。

引用・参考文献

大阪文化財研究所2013、『北河堀町所在遺跡発掘調査報告』

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所

2015、「天王寺区大道一丁目2番における建設工事に伴う大道1丁目所在遺跡発掘調査(DA13-

1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2013)j、pp.399 - 414
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SEOI断面(北東から)

調査区全景(南から)

SEO2断面(西から)

11  1111,111111



天王寺区玉造本町1-11・12・13における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS15-5)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

天王寺区玉造本町1-11・工2・13

42ポ

平戊27年8月18日～8月21日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、岡村勝行
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は豊臣期大坂城の東南にある「玉造口」の

南西側に位置し、上町台地の東麓を下刻する谷で

ある「清水谷」に近接する。これまで付近では、北

東100mのOS89-146次調査 [大阪市文化財協会

2002]で、 豊臣期の南北方向の堀が確認され、玉

造口の一部とみ られている。さ らに下位層では弥

生時代の遺構・遺 物も出土 している。また、西 方

80mのOS14- 1次調査[大阪市教育委員会 ・大 阪

文化財研究所20161では、 清水谷の主谷に通 じる

と考 えられ る斜面が豊臣期あるいは徳川初期に大

規模に埋められた状況で確認され、l594年の惣構

堀にかかる造成の可能性が指摘されている。

当該地で大阪市教育委員会が2015年7月27日に

行った試掘調査の結果、現 地表下約1.8mで、江 戸

時代前半の大坂城跡に関わる可能性のある遺構面

および遺物包含層が検出され、本調査を実施する

ことになった。

調査は敷地南側に東西6 m, 南北 7mの調査区

を設定し、 8月18日に開始 した。現 代盛土を重機

によって掘削し、 その後の掘 り下 げはすべて人力

によった。第 3、第 4層上面で遺構を検 出し、平

面図や断面図の作成、写真撮影などの記録作業を

行った。そ の後、調査区北部中央を深掘りし、地

層観察を行い、 8月21日、現 地における調査作業

を完了した。

以下、 本文および挿図に示す標高は T.P.値(東

京湾平均海面値)である。また、 本報告書で用い

た方位は、図 2は現場で記録した街区図を1/2500

大阪市デジタル地図に合成することにより得 た世

界測地系座標に基づいた座標北を基準にした。

図1 調査地位置図

X-146,970

Om

1 : 400

図2 調査区位置図

-279-



2)調査の結果

1)層序

調査地の現地表面はTP+4.0m前後とほぼ平坦であるが、南面道路は

西方へ緩く落ちている。調査では現地表下約2.7m (TP+l.3m)までの地

層を確認し、 5層に大別した。各層の岩相の特徴は次の通りである。

第1層 :現代盛土・攪乱層である。層厚は全体的に140cmで、最ラ(200

cm以上である。

第2層 :暗灰黄色(2.5Y 4/2)を基調とする極細粒砂～シルト質粘土か

らなる作土層で、層厚は最大50cmである。 5層に細分でき、層厚はそれ

ぞれ10cm前後である。17世紀後半～18世紀代と考えられる肥前陶器碗、

丹波焼捕鉢の小片が出土した。

第3層 :細粒～中粒砂偽礫混り黒色(10YR2/1)シルトからなる遺物包

現代盛土(第1層)

第 2層

SD301
\

冒り
SD401ほか 第4層

西壁

第5層

図 3 地層 と遺 構 の関 係 図

T I P+4.0m

現代盛土(第1層)
十3,○m

\           1
2

-           う 二 第2
"  -   - .  5-         : 一一  一 一

6     ゜二第 3層 0  ゚ .,," ・) .゚ 4-

7゙          --一第4一層一一・-一一一一一一一一一SD301 - - - - - - - 一- J

+2.0m

南壁

TP+4.0m

1

2

3

4

5

C
U

現代盛土(第1層)

l

深掘部の地層断面を合成

:黄褐色(2.5Y5/4)極細粒砂

:黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルト

:暗灰黄色(2.5Y4/2)細粒砂質シルト

:灰黄色(2.5Y5/2)シルト

:黄褐色(10YR4/2)細粒砂質シルト

:黒色(10YR2/1)細粒～中粒砂偽礫混りシルト

7

8

9

:黒色(10YR1.7/1)細粒～中粒砂

:黄褐色(10YR4/1)～灰黄色(2.5Y5/2)中礫～細礫

:褐灰色(10YR4/1)細粒砂質シルト

1:50

図4 地層断面図

+3.0m

+2.○m
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含層および遺構埋土で、層厚は最大30cmである。全体に締まりの悪い地層で、弥生土器、飛鳥時代の

遺物のみ確認したが、周辺調査の地層の状況や第2層が17世紀後半以降と考えられることから、豊臣

期以降に形成された地層の可能性がある。

第4層:黒色(10YR1.7 / 1 )細粒～中粒砂からなる自然堆積層で、層厚は50cmである。弥生土器の

小片が1点出土した。

第5層 :灰黄色(2.5Y5/2)細～中礫を主体とする自然堆積層で、層厚は40cm以上である。遺物は確

認できず、古流向は概ね、南西一北東であった。

ii )遺構と遺物(図5・6)

a)第4層上面の遺構と遺物

南北方向の溝SD401～403、土WSK404～406を検出した。埋土はいずれも下位の第4層に由来す

る偽礫を多く含む黒色シルト(第3層)で埋め立てられていた。

SD401  当初、幅1.4m,長さ3.2m以上、深さ0.3mの一本の溝と認識したが、断面観察の結果(図5)、

SD402、SD403と同様の幅0.4～0.5mの溝が4本ほど重複していることが判明した。埋土からは大型

の弥生土器鉢1のほか、土師器杯C2、須 恵器杯G蓋3、杯 G身4・5を含む、飛鳥時代を中心とす

る遺物が出土した。1は口縁に円形浮文、一条の凹線を施し、畿内第Ⅳ様式に属する大型の鉢である。

2は内面に放射状の暗文を施す。3は復元口径9.9cmで、かえりが口縁端部よりやや上位に位置する。

第4層上面
Y-42,9951

第3層上面
Y-42,9951

-756,960

SD301

-156,960

X-146,965 X-746,965

5m

1 : 100

SD401 SD402    SD403  SK404

:黒色(10YR2/1)細粒～中粒砂偽礫混りシルト

:黒色(10YR1.7 /l)細粒～中粒砂 1:50

2m

図5 遺構平面・断面図
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Z三〒i = ; 滋 3

10cm

1:3

図6 出土遺物

SD401(1～5)、SD403( 6 )

4は復元口径10.3cm, 高さ3.2

cm, 5は底面に「×」のヘラ記

号を施 す。2～ 5は概 ね飛鳥

Ⅱ～ Ⅲ、 前期難波宮期に属す

る。

SD402  幅0.5m,長さ4,6m

以上、 深さ0.1～0.2mである。

土師器尭片が出土した。

SD403  幅0.5m,長 さ4.6m

以上、 深さ0.1～0.2mである。

埋土 か ら土 師器斐片のほか、

弥生時代の飯蛸壺とみ られ る

6が 出土 した。細 長い中空の

楕円形状を呈 し、残 存長3.9cm,外面はナデで仕上げる。

SK404  幅0.3m,長さ1.2m以上、深 さ0.3mの土塘である。土 師器尭片が出土した。

SK405  幅0.9m, 長さ0.3m以上、深 さ0.3mの土塘である。

SK406  幅0.3m以上、長 さ2.0m以上、深 さ0.3mの土壇である。

b)第3層上面の遺構と遺物

SD301  幅0.3m,深さ0.2m, 長さ3.8m以上の東西方向の溝である、埋 土は第2層 と類似する褐灰

色細粒砂質シル トであり、耕 作に伴う溝 と思われる。土 師器、須 恵器の小片が出土した。

3)まとめ

第4層上面の溝群の埋土堆積状況からは、恒常的な滞水あるいは取排水の痕跡が確認できなかった。

出土遺物はすべて飛烏時代以前のものであるが、上位の2層が江戸時代以降であることか ら、豊 臣期

以降の客土、掘 削で、惣 構掘の開発とかかわる可能性も考 えられる。そ の評価については、周 辺調査

成果の進展をまちたい。

引用・参考文献

大阪市文化財協会2002、『大坂城跡』Ⅵ

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2016、「大坂城跡発掘調査(○S14- 1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書(2014)』、pp.255 - 262
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第4層上面遺構検出状況

(北から)

南壁地層断面

(北から)

深掘部地層断而

(北から)



天王寺区空堀町1-17・1-18における建設工事に伴う

大坂城跡発掘調査(OS15-6)報告書
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調査 個 所 大阪市天王寺区空堀町1-17・1-18

調査 面 積 42爾

調査 期 間 平成27年10月14日～10月19日

調査 主 体 公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明、岡村勝行
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は豊臣期大坂城の東南部に位置し、上町台地の東麓を下刻する「清水谷」に近接する。これま

で付近では、東60mのOS14- 1次調査[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所20161では、「清水谷」

の主谷に通じると考えられる斜面が豊臣期あるいは徳川初期に大規模に埋められた状況で確認され、

文禄3(1594)年の惣構堀にかかる造成の可能性が指摘されてぃる。また、東150mのOS15- 5次調

査[大阪文化財研究所2015]では、飛鳥時代以前の遺物しか出土していないものの、惣構掘の開発とか

かわる可能性のある溝群が検出されている。

当該地で大阪市教育委員会が2015午9月2日に行った試掘調査の結果、現地表下約1.8mで、江戸

時代前半の大坂城跡に関わる可能性のある遺構而および遺物包含層が検出され、本調査を実施するこ

とになった。

調査は敷地南側に東西7 m,南北6mの調査区を設定し、10月14日に開始した。現代盛土～第6層

までを重機によって掘削し、その後の掘り下げはすべて人力によった。第7層上面、第8層上面で遺

構の有無を精査し、平面図や断面図の作成、写真撮影などの記録作業を行った。その後、調査区北部

中央を深掘りし、地層観察を行った。10月19日、以上の調査を終え、埋戻しを行い、現地における作

業を完了した。

以下、本文および挿図に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)である。また、本報告書で用いた方

位は、図2は現場で記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得た世界測

地系座標に基づいた座標北を基準にした。

図  調査地位置図

1
Y-43,130

X-146,950

0m

1 : 400

図2 調査区配置図
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2)調査の結果

1)層序

調査地の現地表面はTP+6.0m前後とほぼ平坦であるが、南面道路は東方へ緩く落ちている。調査

では現地表下3.7m (TP+2.3m)までの地層を確認し、13層に大別した。各層の岩相の特徴は次の通り

である。

第0層:現代盛土・攪乱層である。層厚は全体的に60cmで、最大90cmである。

第1層:にぶい黄色(2.5Y6/4)を基調とする細粒砂シルトからなる近現代盛土層で、層厚は20cmで

ある。

第2層:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒砂シルトからなる旧表土である。

第3層:オリーブ黄色(5Y6/3)を基調とする細粒～中粒砂からなる近世盛土層で、層厚は50cmであ

る。締まりが悪く、東から西へ盛土を進行させる状況がよく観察できた。

第4層: a, bの2層に細別した。ともに近世作土層で、第4a層は灰色(5Y 4/1)細粒砂質シルト、層

厚10～15cm1 第4b層はオリーブ黒色(5Y3/1)細粒砂、層厚25cm前後である。

第5層:偽礫を多く含み、灰オリーブ色(7.5Y 4/2)を基調とする中粒砂からなる近世盛土層である。

層厚は最大90cmである。近世瓦片を含む。

第6層:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)中粒砂からなる近世盛土層である。層厚は最大45cmである。

第7層:黒色(2.5Y2/1)シルトを主体とする近世盛土層である。

層厚は最大45cmで、全体に締まりが悪く、盛 土の単位が明瞭に観

察できる。弥生土器を中心に、須 恵器杯蓋」、重 圏文軒丸瓦2な

ど古墳～奈良時代の遺物が多いが、16～17世紀と考えられる土師

器亮3が含まれる。

第8層:オリーブ灰色(2.5GY5/1)シルトからなる作土層である。

層厚は30cmである。鉄製鍬先4が出土した。

第9層:灰色(10Y 4/1)細粒砂質シルトからなる作土層である。

第0層

第1層

第2層

第3層

第4ali

第4bl隋

第5層

第6層

第7層

第8層

第9層

第10層

第11層

層厚は15cmである。

第10層:灰色(7.5Y 4/1)細粒砂質シルトからなる作土層である。

層厚は15cmである。

第11層:灰オリーブ色(7.5Y5/2)細粒～中粒砂からなる自然堆

積層である。上方細粒化し、層厚は40cmである。

第12層:黒褐色(2.5Y3/1)粘土質シルトからなる自然堆積層で

ある。層厚は20cm以上である。

第12層

図3 地層と遺構の関係図

n)遺構と遺物(図4)

第7層、および第8層上面で精査したが、明確な遺構は確認できなかった。しかし、今 回の調査で

大きな意味をもつのは、第5～7層の盛土層の存在である。第 7層から出土した土師器尭3の存在か
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X-146,958

E

TP+6.0m

第 0層

第 4層  b

第100 ' /

+4.0m

+3.0m

第11層

第 12層

2m

1:50

図4 平面および南壁断面図
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ら、 盛土の時期は16～17世紀初

頭と考 えられ、 文禄 3(1594)年

の惣構堀にかかる造成による可能

性が高い。北 側に設けられた堀で

生じた土砂を堤状に盛 り上 げた状

況が想定できる。

図5 各層出土遺物実測図

第8層(4)、第7層(1～3)

1:4

出土遺物はほとんどが第7層か

20c・  らで、弥 生土器の小片が多い。中

期～庄内期 まで幅広い時期 を含

む。図 5には図示可能な遺物を掲

載した。1は須恵器杯H蓋で、 口

径が14.8cm, TK209型式に該当するだろう。2は重圏文軒丸瓦で、外 径18.Ocmである。3は土師器盗

片である。4は鉄製鍬先の一部である。

3)まとめ

今回の調査では、限 られた面積にも関わらず、文 禄3(1594)年の惣構堀にかかる造成による可能性

が高い盛土層を確認することができた。今 後、周辺調査の蓄積によって、 より確 度の高い地域史像が

復元できるものと期待され る。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2016、「大坂城跡発掘調査(OS14- 1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地

発掘調査報告書(2014)』、pp.255 -:202,

大阪文化財研究所2015、『天王寺区玉造本町1-11・12・13における建設工事に伴う大坂城跡発掘調査(OS15-5)報

告書』
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南壁地層断面

(北から)

第8層上面検出状況

(北から)

第7層上面検出状況

(北から)



天王寺区四天王寺一丁目30-8における建設工事に伴う

四天王寺旧境内遺跡発掘調査(ST15-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市天王寺区四天王寺1丁目30-8

30市

平成27年11月16日～11月20日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は現在の四天王寺境内北にある霊園に北接し、かつての府営椎寺住宅跡地で近年は駐車場

に利用されていた。一帯の地形は、上町台地脊梁部から東側にある緩斜面上にあり、 その先は真法

院谷につながっている。古代では難波京の推定域に当り、上本町遺跡に接する四天王寺旧境内遺跡内

の北端付近に位置するため、これまで周辺では数多くの調査が行われ、古代から近世の遺構・遺物が

数多く見つかってきた。調査地の付近では中世の正方位となる堀・溝が多く見つかり、なかでも北西

200mのUH08-10次調査地[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2010]、西100mのST96-7次調

査地[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会19981、北東60mの試掘調査ST95-7次調査地[大阪市教

育委員会・大阪市文化財協会1998」、東150mのST94-7次調査地[大阪市文化財協会1996]などでは

難波京の条坊想定線に一致しているため、始源が難波京に求められる可能性もある(図1)。

大阪市教育委員会が行った試掘調査の結果、中世の遺構面および遺物包含層が検出され発掘調査

を行うこととなった。地表下1.3mまでは開発事業者側により重機掘削が行われ、その範囲内で東西

12m1 南北2.5mを調査した。調査は平成27年11月16日から開始した。東側へ低く傾斜しているため、

確実に18世紀以降となる地層(後述の第1層)が試掘地点よりも厚< 30cm以上堆積していたため、調査

期間を勘案して重機により追加掘削し、その後、第2層以下を人力により掘削し、層序に応じて順次

遺構を検出、適宜実測図や写真撮影によって記録した。第3層までを遺構面で調査し、下位の第4層

以下、第8(地山)層までは調査区の南壁・東壁沿いにトレンチを設けて地層断面の記録および遺物の

採集を行った。1↓月20日で現地における全ての調査を終了して撤収した。

また、基準点はMagellan社製ProMark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく

座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

A h-.

」
由j

-148,930

30m

図1 調査地位置図                 図2 調査区配置図
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第1層

k3j功霊\7/ 第2a層
第2b層

ゞ=ノ 第3層
第4層

第6層
第8層

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地は駐車場に利用されていたため平坦であ

るが、 周辺の地形を反映して、 敷地西部がTP +

18.8m,東部がTP+ 18.lmで若干東側が低い。

第1層:灰黄褐色(10YR5/2～4/2)炭混りシルト

質中粒～粗粒砂層で、層厚は35cm以下で、18世紀

以降の近世作土層である。

第2層 :豊臣後期～徳川初期の遺物を多く含む整地

層で第2a層、第2b層に2分できる。

第2a層:暗褐色(10YR3/3) ～暗赤褐色(2.5YR3/2)のシルト質中粒～粗粒砂層で、 第8層(地

山)の偽礫が多く混 じる。層厚は35cm以下で東部がやや厚い。整地層である。本層上面でSK201・

SX203を検出した。

第2b層:極暗褐色(7.5YR2/3)細礫質粗粒砂層で、層厚は西部で20cm以下だが東部では薄くなり分

布していないため、第2a層の整地前に削平された可能性がある。整地層である。

第3層:灰黄色(2.5Y6/2)シルト質中粒～粗粒砂層で、層厚は30cm以下である。上面は西部で20cm程

度高くなる。整地層である。遺物は出土していない。本層上面でSD301を検出した。

第4層:黄灰色(2.5Y5/1)中粒砂質シルト層で、層厚は10cm以下である。中世の作土層とみられるが、

出土遺物は無い。

図3 地層と遺構の関係図

第5層 :灰色(5Y5/1)～灰黄色(2.5Y6/2)シルト質中粒～粗粒砂層で、層厚は東部で厚< 45cm以下、

西部では第8層(地山)にアバットしている。水成堆積層である。出土遺物は無い。

第6層:黒褐色(2.5Y3/1)粗粒砂質シルト層で、層厚は東端で8 cm以下と薄く、調査区の東半で確認

した。東へ傾斜する谷内で形成された湿地性堆積物の暗色帯である。本層から下位の第7層にかけて

調査区東端で須恵器斐や布目のある平瓦片が出土したことから、古代に遡る地層とみられる。

第7層:黄灰色(2.5Y 4/1)極粗粒砂層で、東部で確認し第8層(地山)にアバットしている。水成堆積

層である。

第8層:灰白色(10Y7 /1)シルト質粗粒砂層で地山層である。

n)遺構と遺物

a.徳川初期以前の遺構と遺物

詳細な時期は不詳だが、第6層から第7層にかけて須恵器斐や布目のある平瓦片が出土している。

細片のため図化していないが古代の遺物と考えられる。

続く中世の可能性のある遺構と豊臣後期～徳川初期の遺物包含層を確認した(図5)。以下、層準に

沿って古い遺構から記述する。

第3層上面でSD301を検出した。SD301は調査区西端で幅1.1m以上、深さ0.7mで、東端では幅
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0.8m, 深さ0.2mと狭小となる。東 壁 ヨ

の地層断面図では確認できないが、西

壁地層断面図にあるように、南側に当

初の溝とその埋土が確認でき、一 度埋

まった後、再度第3層上面から掘削し

ている。謂査では第3層を掘削しなが

ら検出し、調査区西部では下位の第4

層・ 第8層の上面付近でSD301の基

底付近を確認した。埋 土の基底には暗

灰色シル トの機能時堆積層が見られ

る。出土遺物は少なく、時期不詳の土

片、布 目のある瓦片などがあるが細片

のため図化していない。また、鋳 造関

係資料として鋳型片19が出土した(図

7)。19は鋳肌面にクロミの一部が残っ

ており、内湾する形状から梵鐘ないし

半鐘などの鋳型の一部である可能性が

第6・7層 が古代と考えられ、 次

に述べる第2層が豊臣後期～徳川初期

に降ることから中世に当る可能性があ

第2層からは多量の遺物が出土 し

た。土師器10、肥前陶器5、瀬 戸美濃

焼2～4、備 前焼11・12、中国産磁器

6～9、軒 瓦13～15などのほか、鋳造

関係資料として18・20～23などがある。

大型の土師器"1 10は、肥 厚させた口

縁部を直立させ、外面は横方向の粗い

平行タタキで整形し、内面はハケ調整

である。瓦質土器の系譜を引くもので

ある。5は肥前陶器小碗である。瀬 戸

美濃焼の2は灰釉碗、3・4は灰釉の い

丸皿で、4の底部外面にはトチンの痕

E

O
.ト
下
f
1

ト

E

o
,o
r
+
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Y-44,305\

SD301

Y-44,300\ 第 3層 上 面

X-148,925

石    SK201

Y-44,300\ 第 2層上 面

X-148,925

5m

1 : 100

図5 第3層上面および第2層上面遺構平面図

がある。備前焼11・12は捕鉢で、内面の捕り目は斜め上方へ粗く放射状に施している。中国産磁器6

～9には青花碗6・7、青花皿8・9などがある。7は津州窯産の粗製である。8は底部内面に釣り人

を描き、 9も人物の脚が描かれている。軒 丸瓦には巴文軒丸瓦14のほか、「天王寺」文字文軒丸瓦15が

あり、ST85-1次調査地のSD301から同一文様の軒丸瓦が出土している[大阪文化財研究所2014」。

軒平瓦には唐草文軒平瓦13などがある。

これらは豊臣期ないしそれ以前に属するものもあるが、肥前陶器小碗5、備前焼捕鉢」1・12などが

新しく、第 2層は豊臣後期～徳川初期に降ると考えられる。

そのほか、鋳 造関係資料には甑炉22・23、支脚18、栓状土製品20,粗型21などがある。甑炉22は

内面に発泡したガラス質が厚く溶融しており、炉 の底に近い部位と考えられる。緑青を吹いており銅

の溶融に使用されたものであろう。一方、23は甑炉の鋼(湯だめ)の一部と考えられ、底 に当ると想定

された平坦な面に木炭が多量に付着している。銅錆はなく鉄錆のみが認められるため、鉄 の溶融に使

用されたものの可能性が高い。18は三脚の支脚で、脚径は3.5cm程度である。鋳 型焼成に使用された

ものと考えられる。20は甑炉の内側に当てて注ぎ口を塞ぐ栓状土製品である。21は環状に復元される

粗型で鍋・釜などの回転体の土台となるものである。

こうした鋳造関係資料がまとまって出土した例は四天王寺周辺域では初出であり、豊 臣後期～徳川

初期以前に付近で銅や鉄を素材とした鋳造業が営まれていたことが明らかとなった。下位のSD301か

らも鋳型が出土したため、中世に遡る可能性があろう。大 阪市内では住吉区の苅田・我孫子周辺に中

世鋳物師が活動していたことが判明しているが[大阪市文化財協会2004]、本例の場合は、まず四天王

寺との直接的な結びつきが想定される。銅の溶解や、わずかながら梵鐘ないし半鐘の可能性のある鋳

型片が認められたことなどは、寺 院関連の製品生産に係っていた可能性を示唆するものである。鋳型

ー294-



10cm

10

20cm

図6 出土遺物実測図

SX203( 1・16・17)、第2層(その他)
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の出土量が乏しく、その他の兵体的な鋳物製品は不明である。また、これらの資料を包含した第2層

は整地層で、客土中に中世遺物も含むため、操業時期を限定することは困難であるなど、本例の鋳造

業の実態は調査の進展を待つ必要がある。

:被熱による変色

:被熱による変色

に亨;;:真土の残る範囲

■ :クロミの残る範囲

19

カラス質付着

カラス質付着

皇=ゞ:付着物    20

図7 出土遺物実測図

10 20cm

SD301(19)  第2層(その他)
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b.徳川期の遺構と遺物

徳川期の遺構には第2a層上面で検出されたSK201・SX203がある。

SK201は調査区西部で検出された直径0.9m,深さO.lmの土塘である。近世の瓦細片が出土した。

SX203は調査区東部で検出された土塘で、確認された範囲では東西3.3m,南北1.6m以上、深さO.lm

以下である。出土遺物には瀬戸美濃焼碗1、完 形の丸瓦16・17がある。1は鉄釉の天目碗である。16

は内面にコビキAの痕があり、強 く垂 らした吊り紐跡も明瞭に残っている。17はコビキBの痕跡があ

る。これらは豊臣期に遡る遺物であり、下 位の第2層に由来するものであろう。このほか土師器皿・

肥前陶器碗以外に肥前磁器碗細片を含むため、SX203は徳川期に下る時期の遺構である。SX203と同

じ層準のSK201も同時期の遺構であろう。

3)まとめ

本調査では古代から近世に至る遺物包含層を確認した。そのうち、豊 臣後期～徳川初期の遺物包含

層からは鋳造関連資料がまとまって出土したことが特に重要である。銅 ・鉄の溶解炉、鋳型、鋳型焼

成用の支脚などが含まれる。遺物は近辺から客土によって持ち込まれたものと考えられ、鋳造に係る

遺構を検出することはできなかった。操 業時期および生産された製品の詳細などについては今後の周

辺調査の進展に期したい。

参考文献

大
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調査区東壁地層断面

(西から)

SD301検出状況
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第2層上面遺構

完掘状況

(南西から)



天王寺区生玉前町303-2他 6筆における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査(UH15-1)報告
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1)調査 に至る経緯と経過

上本町遺跡は、上 町台地の主稜線付近にある古代～近世の集落遺跡・土採り場跡である。

調査地は主稜線の西側約80mの緩い斜面上にある(図1)。周 辺地では、 調査地の南南東120mの

USO4-2次調査地で奈良時代の東西溝や掘立柱建物が見つかっており、推 定幅5mの東西溝は奈良

時代中ごろに後期難波宮の造営に係って埋められたと考えられている[大阪市教育委員会・大 阪市文

化財協会2005]。北東約200mのUH13-3次調査地では、鎌倉時代以前に遡る可能性がある南北溝が

見つかっている。規模は幅0、4mと小さいが、難波京条坊の西二坊路(註1)の東側溝に当る可能性が示

唆されている[大阪文化財研究所2013]。

しかし、 これら2地点以外の周辺調査地(UH08-4・08-11・10-3 ・11-15次など)[大阪市

教育委員会 ・大 阪市文化財協会・2010a・2010b]・[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012・

2013]の遺構は、18世紀後半や19世紀前半の土採り穴群が大半であり、古 代～中世の遺構は壊されて

いる可能性が高いと考えられていた。平成27年3月6日に本調査地で実施された大阪市教育委員会に

よる試掘調査でも、土採り穴とみられる土塘を検出した。しかし、埋 土に近世以前の遺物が含まれて

いたので、地表下1.3m以下の深さにある土塘底の地山層上面でさらに古い遺物を含む遺構が残存する

可能性があると考えられた。また、当該地を難波京条坊の西三坊の坊間路が走ることが推定されてい

た(図2)。そ こで、当該地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的として本調査を実施すること

になった。

4月14日に東西6m・南北18mの調査区を設定して調査を開始したところ、調査区の広い範囲で地

山層が地表下0.7～0.8mで検出され、古代～中世の遺構が分布することが明らかとなった。その中に、

図1 調査地位置図(格子の破線は[積山2013a]に基づく条坊推定線)
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坊間路の東側溝とみられる古代の南北溝も検出された。そこで、4月23日に調査区の南西
側を東西

5m・南北2m拡張し、坊間路東側溝の対になる西側溝の確認調査を実施した。

調査は27日まで行い、同日撤収して現地調査を完了した。途中、基準点測量を実施したが、
ビルの

谷間での測位結果は芳しくなかったので、現地で作成した街区図を大阪市デジタル地図に重
ね合わせ

て座標値を得た。また、標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

本報告の遺物の観察と記載および2 ) - iv)の記述は研究所学芸員・小田木富慈美による。
また、遺

構の条坊路の検討は同じく積山洋・市川創による。

2)調査の結果

1)地形と層序

調査地の東側約80mにある上町台地の主稜線はTP+22.2m,西側に接する谷町筋はTP+2
1.9mで、

緩やかな斜面に位置する。調査地はTP+約22mの平坦な造成地である。確認できた地表下2.
5mまで

の地層を第0～6層の7枚に区分した(図3・4)。

第0層は現代盛土・整地層で、層厚は10～70cmであった。

第1層は近代の盛土・整地層である。第 6層由来の地山大～中偽礫を含む黒褐色(10YR3/2
)中礫～

細礫混り粗粒砂質シルトからなり、層厚は20～30cmであった。上面の遺構は漆喰偽礫・炭 ・
貝殻・煉

瓦などを含み、戦後まで下る時期のものがある。

第2層は近世の作土層・盛土・整地層である。上下2層に区分できる。上部の第2a層は褐
～暗褐色

一 302-



第0層

第1層

SKO2・08ほか

SEO9ほか

q -Q2二
回   SDI 1

第3a層

第3b層

第6層
第5層

SK33 第4b層

SD12・13

図3 地層と遺構の関係図

(10YR4/ 4-3/3)細粒中礫～細礫質シルトからなる作土層で、層厚は20cm,調査地北壁で分布を確認

した。下部の第2b層は暗オリーブ褐～オリーブ褐色(2.4Y3/3 - 4/ 4)中礫～細礫混り粗粒砂質シルト

からなる盛土・整地層で、層厚は20～25cmであった。SD11の理土である。

第3層は中世の作土層・遺構埋土である。上下2層に区分できる。上部の第3a層は炭を含む明黄褐

色(10YR6/6)細礫混り粗粒砂質シルトからなる作土層で、層厚は10～20cmであった。下部の第3b層

はにぶい黄褐色(10YR4/3)細礫・粗粒砂質シルトが主体のSXIOの埋土である。

第4層は古代の土壌層・遺構埋土である。上下2層に区分できる。上部の第4a層は暗褐色(10YR3/3

-3/4)わずかに粗粒砂質シルトからなる土壌層であり、層厚は15cm前後である。上面はSD20の遺構

面である。下部の第4b層は暗褐～褐色(10YR3/ 4 - 4/ 4)粗粒砂質シルトが主体のSD12・13などの埋

土である。

第5層は黒褐色(2.5Y3/2)泥偽礫と泥からなるSK33などの埋土である。

第6層は上町台地を構成する更新統の上町層上部であり、いわゆる地山層である。上方細粒化する

黄褐色(10YR5/6)シルト～シルト質極粗粒～細粒砂からなる。層厚2m以上分布するのを確認した。

ii )遺構と遺物

a.古墳時代の遺物(図5・9)

古代以降の溝などから遊離資料として、埴輪片や須恵器などが出土している。図 5-1はSK33埋

土の第5層から出土した須恵器杯身でTK4?型式に属し、 5世紀末のものである。図 9-14はSD11

埋土から出土した須恵器器台の脚部で、長方形スカシ孔を有し、 5～6世紀に属する。また、図9-

22はSD13埋土の第4b層から出土した円筒埴輪で、円形スカシ孔を有し、無黒斑である。タガは断面

形状が低い「M」字状で、外面調整は一次調整のタテハケのみである。5世紀後葉～6世紀であろう。

b.古代の遺構と遺物

古代の遺構は調査区南部に多く分布したほか、南北方向の溝が調査地を縦断している(図6～8)。

遺構面と埋土の違いから、新旧2群に大別できる。

(1)第6層上面の遺構とその遺物(図5～7)

SK33は調査区東南部に分布した東西1.6m,南北3.2m以上、深さ0.2mの土塘である。東肩だけが

検出でき、他 は新しい遺構や攪乱で壊されていたので、性格は不明である。埋土は地山偽礫を少量含
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北壁断面図

第0層    ○
第2a層、

第3a層一

・仁一一一一一一一一一-プ ヘ 一一一 .一 一一
---一一一      一,一'第 3b層

-一一一一一一  一一一'    h,
SD21・22

TP+22.0m

;  ミ==二9一第2a層

21.Om

2m

東壁断面図

1:50

第1層ユ

第2a層二

第3b層
SKO2

図4 地層断面図

む第5層の客土が主体であるが、下底面に薄くシルト層が分布したことから、客土で埋め立てられる

以前の機能時には、一時的にせよ水が溜っていたと考えられる。埋 土からは土師器・須恵器のほか
焼

けた壁土が出土した。須 恵器1～ 4を図示した。1は先述した古墳時代の遊離資料である。2は杯
G

蓋である。3は提瓶の頚部であろう。肩部にはボタン状の把手が剥離したとみられる痕跡が残る。4

は口縁部が直立する壺である。肩部には凹線が巡る。体部は扁平で、外 面下半部をていねいにヘラケ

ズリする。底部は平底に近い。

SD28N・Sは調査区西南部に分布した溝状の遺構である。検 出時に2箇所の遺構が一連のものと思

(一ノ
20cm
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第1層 く一・

第3層一;
第4層

P+22.0m
第0層

21.0m

SDI 1

1:50

2m

第0層

第3b層

SEO9
SKO8 7

lTP+22fn

-ユー第1層

1 - ・      へ 第3層

第4層

\ 1  21,○m

一   1:50

1:60

われたのでN・Sと付 したが、確 かではない。SD28Nは南北2.5m以上、東西0.6m,深さO.lmの土壇

状の溝である。南北の中ほどで細くくびれる。SD28Sは南北1.2m以上、東 西1.lm,深さO.lmの土塘

状の溝である。埋土はともに第5層である。埋土からは土師器・須恵器が出土した。7は須恵器杯Bで、

高台は比較的高く斜めにふんばる。

SD16は調査区中央東部でN65゚ Eを向く溝 である。幅0.57m,深 さ0.l6mで、長さ2.5m以上である。

埋土は暗褐～褐色砂質シルトで、下部に地山偽礫を含む。埋 土からは土師器・須 恵器片が出土した。

5は土師器亮で、頚部から「く」字状に屈曲し、口縁部が外反する。6は須恵器杯G身で、口縁部を直

立気味に収める。底部は焼け歪んでおり、外 面に「一」のヘラ記号を有する。

以上の遺構から出土した遺物は、SD33・16が難波Ⅲ古～中段階で7世紀前～中葉に属し、SD28S

の出土遺物は難波Ⅳ古段階で7世紀後葉～末に属するものであろう[佐藤隆20001o

SP29・32は掘立柱建物を構成するとみられる柱穴である。SP29は調査区西南部で検出した柱穴

で、掘形の一辺が0.68～0.72mの方形で深さは0.57mあり、掘 形埋土は地山偽礫を多く含 む細粒砂質

シルトである。柱痕跡は太く、直径25cmあり、埋 土は地山偽礫と柱が腐朽し残ったとみられる黒色材

粒を多く含む細粒砂質シルトである。柱根が段階的に腐朽したとみられ、暗褐色と黒色材粒の多い暗

灰黄色の部分が柱痕跡を斜に横切っていた(図7)。SP32は拡張区で検出した柱穴で、攪乱のために

形状は不明確であるが、掘 形の最大残存長は0.55mで、埋 土は暗褐色泥と灰白色泥の地山偽礫が混在

する客土の第5層である。柱痕跡の残存直径は16cmであり、埋土は黒色材粒を含む暗褐色泥であった。

SP29とSP32の柱間距離は2.7～2.8mであり、柱 筋方向はN86゚ Eである。SP29の埋土からは土師器
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SD13東西アセ北側(SD11・12・13)断面図
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高杯・盗・竃片および須恵器壺片、榛原石が出土したが、細片のため図示し得なかった。

SP34は拡張区で検出した柱穴で、掘形は長径0.40m,短径0.28mの長円形で、深 さはO.lO
mであっ

た。長軸は北西一南東方向に傾く。柱痕跡の直径は8 cmで細く、自沈したらしく掘形底から
約5 cm下

がっている。埋土は第5層で、掘形に地山偽礫が多く、柱痕跡には極めて少ない。埋土から
は土師器

細片および須恵器杯B片のほか、縄 目タタキを施す平瓦が出土した。

SP15は調査区東北部で検出した柱穴で、掘形は長径0.35m,短径0.30mであった。深さは0
.l2mを

検出したにすぎないが、最寄りの壁而の第6層の高度からみて、0.4m前後の深さがあったと
推定でき

る。柱痕跡は直径12cmであった。埋土は第5層で、掘形に地山偽礫が多いが、柱痕跡には偽礫
はなく、

黒色材粒が含まれていた。出土遺物はない。

SP35は調査区南部で検出した柱穴で、掘形は長径0.34m,短径0.29m1深さは0.08mであった。また、

柱痕跡は検出できなかったが、掘形底に長径10cm,厚さ4 cmの亜角礫があり、根石であったと思
われる。

(2)第5層上面の遺構とその遺物(図6～9)

SD13は調査区内を南北に直線的に延びる溝である。幅がl.4m,深さは0.4～0.5mである。
埋土は

第4b層の褐色(10YR4/4)～黒褐色(10Y3/2)粗粒～極細粒砂質シルトからなる堆積層であり
、下部

に加工時のものと思われる地山偽礫が多く含まれる。また、調査区中央付近では、溝底にウ
シとみら

れる偶蹄類の足跡が多数認められた。足跡は含水塑性変形しており、水 の漬いた溝の中をウ
シが歩く

風景が推定できる。SD13からは、古代の遺物としては土師器・須恵器・瓦のほか、榛 原石
・結晶片

岩の板石、被熱した人頭大の花崗岩が出土した(図9)。13は土師器鍋である。体 部外面に
はユビオ

サエを施し、内面は横方向のナデで調整する。SDI 1・12から出土したものと破片が接合し
た。15～

19・21は須恵器である。15は杯A蓋、16は同身である。15のかえりは下方へ突出する。1
7は杯B蓋、

18は同身である。18の高台は高く、体部と底部の境よりも内側へ付く。19は杯蓋の大型
品であろう。

21は壺の底部で、内面には漆が付着することから、漆容器として使用したものであろう。
以上は難波

Ⅲ新段階～難波Ⅳ新段階のもので、 7世紀中葉～8世紀初頭の時期幅を持つ。このほか、古
墳時代の

円筒埴輪22および、溝の廃絶後に入り込んだとみられる平安時代後半の土師器および瓦器片
が出土し

ている。23は土師器皿で、「て」字状口縁を有する。且～12世紀のものであろう。

SD13の西側の第6層上位の第4層基底面で、溝と並行する数条の轍を検出した(図6・8
)。明瞭

な轍は直線的に4,5m余り延びていた。この轍の断面は幅約5 cm,深さ約6 cmで角が少し丸
みを帯び

ている。牛車の車輪の断面形状を表していると思われる。

轍内堆積物は黒褐色砂質シルトで第4～5層と類似する。轍の形状がほどよく保存されて
いること

から、比較的早く埋没したものと考えられる。轍周囲の堆積物は、轍底へ収斂するよう変形し
ており、

車輪が6 cm以上めり込んだ際に周囲を引きずり込んだと推定できる。平面では、轍から20cm
余り隔て

た西側に、偶蹄類の足跡とみられる塑性変形が多数認められる。断面でも塑性変形した窪み
が36cm離

れた西側に2箇所に認められる。これらは牛車を引いたウシの足跡と推定できる。

轍には幅4 cm程度のものもある。それより細い工～3 cm幅のものが轍という確たる証拠は
ないが、

轍のすぐ隣を車輪が通過したために、横からの加圧で変形した轍の可能性がある。
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図8 第6層上位の第4層基底面検出の轍および足跡の平面・断面図
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27          1  28

30                8  32

図9 出土遺物実測図(2

SD12( 9～11・30)、SD13(13・15～19・21～23)、SD20(12・32・33)、SD11(8・14・20・24～29・31)
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ところで、 第4層を埋土とするSD13の東側では遺構面が

TP+21.2-21.5m, 西側の轍を検出した遺構面がTP+21.0-

21.lmで、東側が0.1～0.4m高い。これは上町台地の主稜線が

調査地の東側にある地形と関係するとみられ、SD13を境に条

坊内の造成地割が異なることを示唆する。

写真1 板状石

SD12(34・35)、SDII(36)

なお、SD13の南壁における溝底はTP+20.85mであり、 こ

れに対になる西側溝が分布すると推定された箇所は攪乱が

TP+20.75～20.80mまで到達して、西側溝の有無は確認でき

なかった。

SD12は調査区北部でSD13の西寄りに重なる溝である。検

出面での幅は0.5mだが、断面観察から本来は1.1m程度あった

ものと推定できる。深 さは0.3m余りである。埋 土の第4b層は

暗褐色(10YR3/4)シルトの堆積層で、上 半部にマンガン斑紋

が顕著である。SD 13の中心線から西へ0.3m寄って掘られてい

るが、SD13が浚渫された際の溝と考えておく。北壁から約7m連続するが、南側で浅くなり、その

先は不明となる。SD12からは土師器・須恵器・瓦 ・板状の石のほか、黒色土器が出土した。9～11

は土師器である。9は杯Aで口縁端部を外方へ軽くつまみ、外 面には沈線が巡る。10は皿Aで、口縁

部の形状は9と類似する。11は移動式竃である。30は平瓦で、凸面には格子タタキを施し、瓦 質焼成

である。34・35は板状の安山岩(鉄平石)で、いわゆる榛原石である(写真1)。厚 さはそれぞれ2.4cm

とl.lcmである。これらのうち、 9・10は難波Ⅴ中～新段階で8世紀後葉～末、30は飛鳥時代の7世

紀に遡るものとみられる。

その他、調査区東北部に、第 4層を埋土とし、遺 構の底だけが残ったSK23、北北西方向に延びが

ある溝状の窪みSD14・24などが見つかったが、切 り合いなど詳細は不明である。

c.中世の遺構と遺物(図6・7・9)

SD20はSD13の西側に並行して南北に直線的に延びる第4a層上面の溝である。幅 は0.5～0.7m,深

さ0.1～0,2mである。溝 は徐々に埋っていったようで、埋土は暗褐～にぶい黄褐色(10YR3 -4/1)中

粒砂質シルトの堆積層で上方細粒化して粘土質シルトになる。調査区南部でSDI 1に壊されるが、南

壁に溝底部分がわずかに残り、長さ12m以上が追跡できる。SD13との芯々間距離は1.5～1.6mである。

埋土からは遊離資料であるが、土師器・須恵器・黒色土器および古代の瓦が出土した。12は土師器尭

である。口縁部は短く外反する。32・33は平瓦である。32は外面には格子タタキを施し、33は外面に

回転を利用した条線状のナデを施すものである。いずれも内面には模骨痕が見られ、須恵質で焼成は

あまい。以上は7世紀中～後葉のものであろう。

SD31は拡張区に第5層上位の第3層基底面で検出した南北方向の溝である。幅0.5m,深gO.lmで、

長さは0.8m以上である。SD20との芯々間距離は3.2mである。

S×10は調査区の東際に西屑が分布した第4a層上面の遺構である。全容および詳細時期は不明であ
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X-148,025

る。第3b層で埋る。試 掘調査では土

採り穴と考えられた。

d.近世の遺構と遺物(図9・10)

SD11は下位のSD13・12・20の位

148・010  置に重なり、 ほぼ南北に延びる第 3

層上面の溝である。幅 は2,7～3.3m以

上、深さ0.2～0.4mで南側が深い。溝

底は全般に平らであるが、調査区北

部では上端が失われ、東寄りの深い

部分のみが検出された。埋 土下部は

暗灰褐色粗粒～中粒砂質泥の水潰き

、一148,。1. の機能時堆積層で、 上部は礫混りシ

ルト質粗粒～細粒砂が主体の廃棄時

の客土層である。 下部下半に水漬き

を示すラミナがあることから、 客土

は水中に搬入され たと考 えられる。

埋土の上部で18世紀の陶磁器類が出

土したほか、下部より上部にかけて

8-148,。2o 古墳～室町時代の遺物が出土してい
る。 これらのうち、 奈良時代以前の

遺物としては土師器・須恵器・瓦・

榛原石がある。8は土師器杯Aである。

磨滅が著しく暗文の有無は不明であ

る。14・20は須恵器である。14は古

墳時代に属する器台である。20は杯

Bである。高台はやや低く、底 部の屈

曲部付近に付 く。28は瓦質焼成の丸

瓦で、 凸面には縄目タタキ、 凹面に

は布目痕が残る。29・31は平瓦であ

5o       る。29は須恵質で、凸面には格子タ

1:100              タキを施す。31は土師質で、 凸面に

1101 4゚1'101構71        縄目タタキを施す。36は厚さl.9cmの

板状の凝灰岩である(写真工)。中世の遺物としては、黒色土器・瓦器・瓦質土器・備前焼・瓦がある。

24は瓦器椀である。内外面ともに密なヘラミガキを施し、工2世紀代に属するとみられる。25・26は
瓦

質土器である。25は口縁部が断面三角形で、内面にはハケ調整を施す。26は羽釜の口縁部で、鍔 は
短
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い。体部内面はハケ、外面はヘラケズリで調整する。

これらは15世紀後半に属するとみられる。27は瓦

質焼成の丸瓦で、凸面をナデで仕上げる。

e.近代以降の遺構と遺物(図10・11)

SE07・09は井戸、SK17・18・19は曲物の水溜

めなどで、第2層上面の遺構である。SK18からは

土師器灯明皿が複数枚出土しており、 これらのう

ち1枚を図示した。37は底部外面を糸切りする土

師器皿で、 口縁部内面に煤が付着する。18世紀末    0      10
1:4

以降であろう・                          図11 出土遺物実測図(3)
SK01・02・04・05・06・08は第1層上面の土壇       SK18(37)、SKO8(38)

である。SKO8には重機の爪跡があるなど、現 代の掘削による土塘も含まれる。SKO8からは肥前磁器

染付碗のほか、関西系陶器が出土した。38は関西系陶器の鍋蓋で、竹 を模した把手を付け、頂 部付近

に「竹」の文字を彫る。18世紀末～19世紀初頭であろう。

iii)坊間路について

[積山洋2013a]に基づき作図された[趙哲済・市川創ほか2014」によれば、本 調査地には西三坊を東

西に分ける坊間路が通る。SD13がその坊間路の推定中心線と並行していることから、SD13は坊間

路の東側溝であった可能性がある。上述のように、溝 を挟んで遺構面の造成地割が異なると推定され

20ω

38

ることもこの位置が地割境界であったことを支持する。対になる西側溝の位置は攪乱されていて存在

が確認できなかったが、西側溝が存在したと仮定すると、坊 間路の推定中心線はSD13の中心から約

3.0m, SD13の西肩からは約2.5mになるから、東 西側溝の芯々間距離は約6.0m,坊間路幅は約5.Om

となる。この路幅は、推 定される大路幅が11m以上と推定されること[大阪文化財研究所2013]に比

べればかなり狭い。当時の大路と間路の位置づけの違いを明瞭に示す差であろう。中世の平行する

SD20・31の芯々間は約3.lm,路幅は約2.5mで大きな畔道程度に狭くなるが、坊間路中心線からの芯々

間が1.6mと1.5mであるから、古代の坊間路が踏襲されていた可能性がある。また、近 世のSD11も、

古代以来の溝や路の位置を地割区画として踏襲している可能性がある。

ところで、轍のある部分は当時の路面であったと考えられる。明瞭な轍はSD12の縁から30cm程度、

SD13の緩やかな西縁からは数cm Lか離れていない。本来のSD13では緩やかな斜面の上に当ることに

なる。そのような路肩際を牛車が通ることは普通ありえないと考えられる。 しかし一方、そのような

溝際の湿った軟弱な地盤の場所を車輪が通ったからこそ、轍 が残ったとも考えられる。で は、なぜそ

のような路肩を通ったのか。他の牛車を避けて路眉に寄ったのか、などと想像される。

路面の足跡にも注目しておきたい。精査で確認できた足跡は、北壁近くに5個と北壁から1.3m離れ

た位置に轍に重なった2個である。精査していないが、他にも足跡は少なからず残っていた。轍 に重

なる2個は形状および重複関係から見て前後肢の足印が重なったのであろう。足跡には足印長が10cm

前後のものと、 5 cm前後のものがある。大 きさからみて前者は成獣のウシと考えられる。後者は子ウ
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シサイズだが、足印が浅かったなどの残存条件の問題かもしれない。興味深いことに、判定できた足

跡はすべて北向きである。そうすると、当時、ウシは北向きに牛車を引っ張ったのか、と思われ、す

なわち、条坊路を行く牛車は右側通行であったことを示すものか、と考えが及ぶ。
iv)古代の遺物について

今回の調査では、古代～近世

の遺構から7世紀代に遡る瓦や

漆容器と考えられる須恵器壺の

ほか、榛 原石や凝灰岩の板石が

出土したことが特筆される。瓦

や漆容器は、付 近に仏教関連施

設や工房が存在したことを示唆

する資料といえよう。また榛原

石は、最近では奈良県小山田遺

跡で出土例があり[奈良県立橿

原考古学研究所20151、大和盆

地の寺院では飛鳥寺の金堂基壇

や山田寺金堂の敷石のほか、6

世紀末～7世紀中葉の終末期古

墳でも石材として使用されてい

る[関川尚功1994]o さらに、前

期難波宮周辺では、宮殿ないし

はそれ以前に存在した寺院での

榛原石の使用が推定されている

図12 古代の古地理図と今回の調査地

[趙・市川ほか2014]巻頭図版5から一部を抜粋して加筆

[大阪文化財研究所2012]。以上

のことから、 これらの遺物は、

SD 13が成立する以前の飛鳥時

代において、近 隣に仏堂や寺院

ないしは官衝などが存在した蓋

然性の高さを示すものといえよ

う。周辺の調査では、近世以降

1.500 m

の土採りが広範囲に深くまで及

んでいることが多く、 これまで

飛鳥時代に遡る遺構や遺物はほ

とんど確認されていなかった。

そこで[趙・市川ほか20141に掲
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載された古代の古地理図でみると、今回の調査地は上町台地西側にある南北方向の主稜線上に位置す

る(図12)。当該期において距離的に最も近い寺院は、東へ0.8km離れた細工谷廃寺が挙げられる[積山

20↓3b]。しかし、比高が約10mと大きいことを併せて考えると、飛鳥時代においてこれとは別の施

設が台地の稜線上に存在した可能性を指摘しておきたい。

3)まとめ

本調査地では、当初の予想に反して古代以降の遺構・遺物がよく保存されていた。おもな結果を箇

条書きにまとめておく。

・後期難波京の西三坊の坊間路が本調査地を通ることが予測されており、 その東側溝とみられる

SD13を検出した。ただし、対 になる西側溝の有無は確認できなかった。

・坊間路推定中心線からの距離をもとに計算すると、路幅は5,Omと推測され、大路の復元幅より格段

に狭 いもの となる。

・SD13の西側の一部は路而があまり攪乱されることなく良好に保存されていて、轍や牛車を引いたと

みられるウシの足跡が検出された。

・中世のSD20は、坊間路を踏襲した路の東側溝であった可能性があり、SD31がその対になる西側溝

であった可能性がある。もしそうなら路幅は2.5mと狭い。

・近世のSD 11もSD20に重なるから、古代以来の坊間路の位置が地割の区画として踏襲されてぃた可

能性がある。

・出土遺物から飛烏時代において仏堂ないしは寺院が近隣に存在した可能性が指摘される。

以上のように、当該地は難波京の条坊路に係る情報がよく残る地域であることが明らかとなった。

条坊路の実態解明に今後の調査が期待される。

なお、本調査地の座標は正確な測量成果に基づいていないので、今後、検証する必要がある。

註)

(1)難波京の条坊路の名称は定まったものがない。本報告では坊路の基線を「朱雀路」とし、その東西に900尺

(約265m)間隔で設けられた南北道路を「西一坊路」「東二坊路」などとし、各坊を二等分する南北道路を「坊

間路」と呼称する。
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調査区全景

(南から)

調査区南部拡張後(南から)
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版



南壁地層断面

(北から)

東壁地層断面および
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天王寺区上汐五丁目6-7における建設工事に伴う

上本町遺跡発掘調査(UH15-3)報告書
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調査 個 所 大阪市天王寺区上汐5丁目6-7

調査 面 積 40ポ

調査 期 間 平成28年2月15日～2月19日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明、松本啓子
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1 : 5.000

1)調査に至る経緯と経過

調査地は大阪を南北に貫く上町台地の尾根付近にあって、弥生時代～近世の集落遺跡である上本町

遺跡の南半部に位置する(図1)。調査地の標高は21mである。上本町遺跡は古代の難波京の南部に該

当し、周辺の調査でもNW81-4、UH07-1・2、UHII-12、UH13-6次調査で奈良時代の溝や

柱穴、土壇、井戸などがみつかった[大阪市教育委員会 ・大 阪市文化財協会1983・2008b・2009、

大阪市教育委員会 ・大 阪文化財研究所2015、大

阪文化財研究所2012]。また、UHO7-3・08-

10,USO4- 1・06-2次調査では、 正方位に近

い中世の溝が検出され[大阪市教育委員会 ・大阪

市文化財協会2005 ・2008a a 2008c a 2010]、古

代から続く大寺院・四天王寺の寺内町の様相も窺

えた。本 調査でも同様の時期の遺構・遺物の検出

が期待された。

平成28年2月9日に大阪市教育委員会が行った

試掘調査で、地表下約0.5m以下で本格的な発掘調

査を要する中世以前の遺構面および遺物包含層が

検出されたため、本 調査を行うことになった。

調査は平成28年2月15日から開始した。

東西8 m, 南北5mの調査区を設定し(図2)、

地表下0.5mまでを重機を用いて掘削し、そ の後、

人力による掘削を行った。層序に応じて順次掘り

下げて遺構・遺物を検出し、適 宜実測図や写真撮

影によって記録しながら、段 丘構成層の第3層上

面(地表下1.2m)まで調査した。そ の後、後述の

井戸SE113を、安 全に配慮しつつ重機も駆使して

TP+l7.5mまで掘り下げ、記録をとった。 2月19

日には埋戻しを行い、現 地における全ての作業を

終えて調査を完了した。

なお、基準点はMageⅡan社製ProMark3により

測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づ

く座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均

海面値)でTP+○mと記した。
図2 調査区配置図

図1 調査地位置図
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2)調査の結果

1)層序(図3・4)

調査地内の現況の標高はTP+21.lm前後で、

周辺も含め、現 地表はほぼ平坦になっている。

表土の下の地層は3層に分かれる。

第1層:本層は2層に分かれる。第1a層は暗

オリーブ褐色(2.5Y3/3)砂質シルト層で、層厚

は最ラ(20cmある。近世末の整地層である。本 層

で埋まる土塘や小穴が第1b層上面で見つかった。

現代表土

第1a層

第1b層はにぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質砂        第3層    SE113

図3 地層と遺 構の関係

層で、炭が混る。最大層厚25cmの近世の整地層

である。本 層上面で土壇1基、本層で埋まる土

城を第2層上面で検出した。

第2層 :褐色(7.5YR4/6)粘質シルト層で、炭・焼 土が混る。層厚は最大40cmで、整
地層である。

本層上面で柱穴・井戸・小穴を検出した。

第3層 :上部が明褐色(7.5YR5/8)シルト質粘土層(第3a層)で、その下に浅黄色(5Y7 /
3)粗粒～細

粒砂層(第3b層)が堆積していた。本層上面からの乾痕が観察された。層厚は40cm以上ある
。段丘の構

成層で、本層上面で遺構は検出されず、本層出土の遺物もない。

ii )遺構と遺物(図5～10)

各層上面の遺構を、古 いものから順に記述する。

第2層上面(図5～9)

第2層上面で柱穴SP201～205・207、井戸SE113、土 壇SK112・114と小穴を検出した
。

SP201は近世の土塘SK102の底面で見つかった柱穴で、大 半は既に失われている。掘形
の平面形は

隅丸方形に近く、南北が約1.Om,東 西約0.7mで、直径18cmほどの柱抜取穴がある。掘形の
埋土は残っ

ておらず、柱 抜取穴の埋土となる褐色(7.5YR4/ 4)細粒砂混りシルト質粘土が5 cmほどの
深さで残っ

ていた。柱抜取穴から土師器や須恵器、内黒の黒色土器の破片が出土した。9世紀後半頃
までには柱

が引き抜かれたとみてよい。

SP202は東壁際で見つかった柱穴で、掘形の平面は長方形か楕円形、掘形の規模は東西
0.7m以上、

南北約0.6rn,深さ約0.4m分が残っていた。柱抜取穴は直径約20cm,深さ約0.2mであった
。掘形の埋

土は褐色(7.5YR4/ 4)シルト質粘土が主体で、炭・粗粒砂が混じり、マ ンガン斑がみられ
た。柱抜取

穴の埋土は細粒砂混りシルト質粘土である。柱抜取穴から図8に示した8世紀の土師器杯
1や須恵器

とともに内黒の黒色土器の破片が出土し、掘形からは土師器の破片が出土した。 9世紀後
半頃の遺構

と考えられる。

SP203はSK102の西肩で見つかった柱穴で、大 半をこの土城によって削られている。柱
穴掘形の平

面は隅丸方形とみられ、その規模は東西0.4m以上、南 北約0.6mで、残 存する深さは約0.
3mである。
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+20.0m

1
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6

7

:暗褐色(10YR3/3)瓦・礫・石・レンガ混り砂質土(表土)
:灰黄褐色(10YR4/2)粘土偽礫・細粒砂混り粘土質シルト(攪乱)
:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂混り粘土質シルト(攪乱)
:暗褐色(10YR3/3)炭・焼土・砂礫混り粘土質シルト(攪乱)
:暗灰黄色(2.5Y 4/2)炭・粘土混り砂質シルト(攪乱)
:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)砂質シルト(第1a層)
:にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質砂(SK105)

8:灰黄褐色(10YR4/2)砂質シルト(SK105)
9:オリーブ褐色(25Y 4/3)炭・細粒砂・混りシルト質砂(第1b層)
10:灰黄褐色(10YR4/2)炭・粘土混り砂質シルト(第1b層)
11:褐色(7.5YR4/4)炭・焼土・細粒砂混り粘土質シルト(第1b層)
12:褐色(7.5YR4/6)炭・焼土混り粘土質シルト(第2層)
13:明褐色(7.5YR5/6)炭・焼土混り粘土質シルト(第2層)
14:明褐色(7.5YR5/8)シルト質粘土(乾痕あり)(第3層)

N
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東壁 S
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2        1
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一 第1a層

\ 第1b層
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エ
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:暗褐色(10YR3/3)礫・石・漆喰・レンガ混り砂質土(表土)
:暗オリーブ褐色(2、5Y3/3)砂質シルト(第1a層)
にぶい黄褐色(10YR4/3)地山ブロック・炭混り砂質粘土(SK102)
オリーブ褐色(2.5Y 4/3)炭・粗粒砂混りシルト質砂(第1b層)
にぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質砂(炭・焼土を含む) (SK114)
:褐色(10YR4/4)炭・土器混り砂質粘土(小穴)
:褐色(10YR4/4)細粒砂混りシルト質粘土(SP202柱抜取穴)
:褐色(10YR4/4)炭・土器・砂質粘土～砂質シルト(SP202掘形)
:褐色(10YR4/4)炭・焼土・小礫混り粘土質シルト～シルト質粘土(SP202掘形)
:褐色(7.5YR4/4)炭・粗粒砂混りシルト質粘土(SP202掘形)
:黄褐色(10YR5/6)シルト混り粘土(乾痕)炭・焼土(第2層)
:褐色(10YR4/6)シルト質粘土(乾痕あり)(第3層)

E

TP+21.01

l

北壁
一
1

j
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1

2

3

4

5

6
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8

:暗褐色(10YR3/3)瓦・石・レンガ混り砂質土(表土)
にぶい黄褐色(10YR4/3)砂質シルト(第1a層)
にぶい黄褐色(10YR5/3)砂質シルト(SKIOI)
にぶい黄褐色(10YR4/3)第3層偽礫・炭混り砂質シルト(SK102)
にぶい黄褐色(10YR4/3)炭混りシルト質砂(第1b層)
:暗褐色(10YR3/3)炭・第3層偽礫・砂混りシルト～シルト質砂(SK112)
にぶい黄褐色(10YR4/3)炭混りシルト質粘土(第2層)
黄褐色(10YR5/6)シルト混り粘土(乾痕あり)(第3層)

+20.0m

1:暗褐色(10YR3/3)瓦・石・レンガ混り砂質土(表土)
2:にぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒～中粒砂混りシルト質砂(SKIOI)
3:明褐色(7.5YR5/6)シルト質粘土(第3層)

図 4 地層 断 面 図

N

TP+21.○m

+20.0m

ー 321-



第2層上面

Y-44 415

⑧ SP204

SP205 i

Y-44 410

χ-148,600

SP202

1 : 100

SP201・202

SP201 SP202 [

1

2

3

4

5

6

7

j

:褐色(10YR4/4)細粒砂混りシルト質粘土

:褐色(10YR4/4)炭・土器・砂質粘土～砂質シルト

:褐色(10YR4/4)炭・焼土・小礫混り粘土質シルト～シルト質粘土

:褐色(7.5YR4/4)炭・粗粒砂混りシルト質粘土

:褐色(10YR4/4)炭・土器混り砂質粘土(第2層)

:褐色(10YR4/6)シルト質粘土(乾痕あり。第3層)

:褐色(7.5YR4/4)細粒砂混りシルト質粘土

S TP+20、5m

十2.0m

SP203

NE 菅侶

TP+20.5m

フ よ一 +2.0m

1 :褐位(10YR4/4)細粒砂混りシルト質粘土

2:にぶい莢褐色(10YR5/4)細粒砂混り

粘土質シルト

3:褐位(10YR4/6)シルト質粘土

(乾徂あり。第3j1゙・9)

SP204・205

SP204

TP*20.5m

+2.0m

1 :にぶい莢褐0 (10YR4/3)炭・細粒砂混り粘土負シルト(抜取穴)

2:にぶい;lee  (10YR5/3)炭・焼土混り粘土質シルト

3:にぶいヱIi褐0 (10YR4/3)鉄分・細粒砂滉りシルト質粘土

4:褐色(10YR4/6)シルト質粘土(乾也あり。弟3)・.・14 )

SP207

TP+20.5m

+2.0m

1:H1"1灰エ11仏(2.5Y 4/2)細粒砂滉りシルト質

粘土(第1 1r・フ)

2:にぶいZIi掲位(10YR4/3)炭・細粒砂混り

シルト質砂

3:褐位(10YR4/4)細粒砂混りシルト質粘土

4:褐位(10YR4/4)シルト質粘土(第3)-1・'11)

1m

1:50

図5 第2層上面の遺構(柱穴および小穴)
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SKI 1

SK104

SK107

SE113

SP106

第1b層の範 囲

1 : 100

Y-44,4101

SK102

X-148,600

図6 第2・1b層上面の遺構

戸埋戻時の輪郭
(上部)

図 9の 10～ 14・20

図9の 16・19

TP+20.0m
第1b層

井戸使用時の輪郭

(下部)

+1 9.0m

+1 8.0m

井戸崩落後の覆土                     :50

1:暗褐色(10YR3/3)炭・焼土混り砂質シルト

2:暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト(灰白色シルトの乾痕あり)
井戸側設置土

3:にぶい黄褐色(10YR4/3)炭・焼土・砂礫混り砂質シルト
井戸使用時の崩落土

4:褐灰色(10YR4/1)シルト質粘土

5:黄灰色(2.5Y5/1)シルト質粘土(上部暗色化)

6:灰黄褐色(10YR4/2)細粒砂混りシルト(粘土の偽礫を含む)
7:暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質砂(鉄分・マンガンが帯状に分布)
8:黄灰色(25Y4/1)シルト質粘土
台地構成層(地山)

9:黄褐色(10YR5/6)細粒砂混りシルト質粘土(乾痕顕著、第3a層)
10:浅黄色(5Y7/3)粗粒～細粒砂(第3b層)

図7 SE 113
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・エ ー トーニネ・,

0           10

1:4

図8 古代の遺構出土遺物

SP202( 1 )、SP204( 2～5・7～9)、SP204柱抜取穴(6)

20cm

1

0
1

20ω

図9 SE 113出土遺物

井戸掘形:図7-3層(16・19)、埋土:図7-2層(10～14・20)、埋土:図7 1層(15・17・18・21・22)
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柱抜取穴は直径約20cm,深さ約0.lm分が残っていた。掘形の埋土はにぶい黄褐色(10YR5/4)の細粒

砂混り粘土質シルトである。柱抜取穴の埋土は褐色(10YR4/4)細粒砂混り粘土質シルトである。須恵

器の破片が出土した。

SP204は調査区の北西部で見つかった。柱穴掘形の平面は隅丸方形で、その規模は東西0.7m,南

北0.85mで、深 さは約0.3m残存していた。柱抜取穴は検出面で直径約25cm,底部で直径8 cmである。

抜取穴の径が広がるところの掘形埋土との境目に平たい石力坪 坦面を上にして置かれてぃた。柱の据

え直しがあったのかもしれない。掘形の埋土は上部が炭・焼土が混るにぶい黄褐色(10YR5/3)粘土質

シルト、下部がにぶい黄褐色(10YR4/3)シルト質粘土で鉄分・細粒砂が混る。柱抜取穴の埋土はにぶ

い黄褐色(10YR4/3)の粘土質シルトで炭・細粒砂が混る。掘形、抜取穴の埋土にはマンガン斑が顕著

にみられた。土師器の破片とともに8世紀の須恵器6が出土した。柱穴半裁時に図8に示した土師器

の尭2・高杯3、須恵器の杯4・5、壺 7・8、平瓦9などとともに黒色土器の破片が出土したので、

柱穴の年代の下限は9世紀後半までに求められよう。

SP205は調査区南西隅の攪乱の側面で見つかった柱穴で、大半が削られていた。柱穴掘形の平面は

現状では楕円形で、南北約0.8m,東西約0.6mで、深 さ約0.2mほどであった。柱やその抜取穴は不明

である。掘形の埋土はにぶい黄褐色(10YR5/4)の細粒砂混り粘土質シルトである。出土遺物はない。

SP207はSE113の東肩で見つかった柱穴で、大半をこの井戸によって削られている。柱穴掘形の平

面は隅丸方形で、南北0.8m,東西0.5m以上で、深さ0.3mほどが残っていた。柱抜取穴は最大径40cm

ほどの不整形な穴である。上部が南に広がっているので南向きに柱を抜き取ったように見える。掘形

の埋土は褐色(10YR4/4)細粒砂混りシルト質粘土、柱抜取穴の埋土は炭・細粒砂が混るにぶい黄褐色

(10YR4/3)シルト質砂で、マンガン斑がみられた。出土遺物はない。

これらのうち、SP201・202・204・205は規模や埋土、出土遺物がよく似ており、同時期のものと

考えられる。各柱穴間は後世の遺構や攪乱により当時の地面が削り取られているため、この間に柱穴

があったかどうかの手がかりはないが、柱推定位置を繋ぐと南北約3.lm,東西約6.6mの長方形の配

置となる。また、この柱筋は北で西に少し振るが、ほぼ正南北に近い。同じ建物の柱穴、あるいは東

西に並ぶ2棟の建物の側柱、南北方向の2列の柵などの可能性が考えられる。

このほか、直径0.1～0.2m,深さ5～10cmほどの小穴が調査区南東部で6個見っかった。

SE113は調査区南西部にある直径約2.4mの円形の井戸である。検出面から約2.7m下までを調査し

たが、崩落の危険があって完掘できなかった。崩落はこの井戸を使用してぃる最中に起きたとみられ、

検出面以下約1.Omから約1.7mの間に段丘構成層の第3b層が倒れ込んでいた。下部の直径とした約1,2

mが本来の井戸の規模で、この部分には黄灰色(2.5Y 4/1)シルト質粘土(図7-8層)が堆積してぃた。

崩落後は井戸の機能を果たさなくなっていたようで、暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト(図7 - 2 M)、

暗褐色(10YR3/3)炭・焼土混り砂質シルト(図7-1層)の順に埋め戻され、その上を第1b層が覆っ

ていた。もともとは井戸側が設置されていたようで、埋戻し土の外側に炭・焼土・砂礫の混るにぶい

黄褐色(10YR4/3)砂質シルト(図7-3層、井戸掘形埋土)が井戸の壁面に貼りつぃてぃた。

遺物は図7-1～3層から出土した。これらのうち、井戸掘形埋土(図7-3層)から出土した須恵
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1   26

-龜ン 器416゚翌1縁部19・図7-2層出101師器杯
10・高杯11・羽釜12・竃13、瓦器椀14、丸瓦20,

図7-1層出土の須恵器蓋17・尭 口縁部18、瓦器

椀15、平瓦2rと丸瓦22を図9に示した。奈 良時代

などの古い遺物も多いが、各層のもっとも新 しい

遺物の年代をみると、掘 形埋土出土の蓋16が9世

紀初頭、図 7-2層出土の瓦器椀14が12世紀初頭、

0      10      20cm    図7-1層出土の瓦器椀15が13世紀前半頃で
ある

1゚4           ので、井 戸開削の時期の上限はSP201などからな
図10 第1b層とSK102出土遺物

第1b層(23～27)、SK102(28)
る建物の廃絶(9世紀後半)以後と考えられる。井

戸機能の終了時期は、 図7-1層と図7-2層が

同時の埋立てであれば13世紀、図7-2層と図7-1層の埋立てに時間が開いたのであれ
ば、12世紀

初頭に機能を終えたと考えることができる。

東壁中央でSK114を検出した。南北約0.3m,東西0.2m以上、深 さ約0.3mで、平 面楕円
形の土塘で

ある。埋土は炭・焼土を含む第1b層で、遺物は出土しなかった。

小穴SP110-111-115は調査区西南部で検出した。SPjlOは南北0.4m1東西0.3m, SP111は南北0.35

m1東西0.25m, SP115は南北0.4m1東西0.3mの楕円形の小穴で、深さは5～ 7cmで、第1b層で埋まっ

ていた。遺物は出土しなかった。

調査区中央の北壁際でSK112を検出した。南北0.5m以上、東西約0.7m,深さ約0.4mの
平面円形の

土壊で、埋 土は暗褐色(10YR3/3)シルト～シルト質砂で炭・第 3層の偽礫・砂が混る。遺
物は出土し

なかった。

第1b層上面(図6・10)

第1b層上面で土採り穴SK101・102・104・105・107とSP106が見つかった。いずれも
第1a層が埋

土である。

SK101は南北1.2m以上、東西0.5m以上の長方形か楕円形の土採り穴で、深 さは約0.5m
で、19世紀

の肥前磁器が出土した。

SK102は東西2.8m以上、南北0.8m以上、深 さ約0.4mの土採り穴で、滑 石製石鍋28や土
師器破片が

出土した。

SK104は東西約1.8m,南北約1.lm,深さ約0.3mの土採り穴で、須恵器や土師器の破片
とともに肥

前磁器や関西系陶器、軟質施釉陶器などの近世の遺物が出土した。

SK105は南北1,7m以上、東 西約3.0m,深さ約0.2mの土採り穴で、土 師器や須恵器、緑
釉陶器、瓦

器といった古代・中世の遺物とともに肥前磁器や丹波焼などの近世の遺物が出土した。

SK107は南北1,5m以上、東西1.1m以上、深 さ0.4mの土採り穴で、土 師器破片が出土し
た。

第1b層の遺物

第1b層からは土師器鉢23・24、東播系須恵器鉢25、瓦器片27、中国産青磁蓮弁文碗26
などの古代・
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中世の遺物とともに近世の肥前磁器が出土した。

3)まとめ

今回の調査では9世紀の柱穴と平安時代以降の井戸、近世の土採り穴を検出した。さらにこれらよ

り古い古代の遺物が多く出土した。検 出された遺構群は、近世以降に上面を削剥され、本 来の遺構と

地形の関係を失っており時期ごとにその変遷を明らかにすることはできなかった。今 後の周辺の調査

成果との検討によって、当該地の古代から近世に至る過程を明らかにすることができると思われる。

今後の調査に期待したい。
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淀川区宮原一丁目8-1における建設工事に伴う

宮原遺跡発掘調査(MH15-1)報告書
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調査 個 所  淀川区宮原1丁目8-1

調査 面 積  56留

調査 期間 平成28年1月18日～1月22日

調査 主体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 大阪文化財研究所調査課長清水和明、積山洋
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1)調査に至る経緯と経 過

調査地は中世の集落遺跡である宮原遺跡の中央部に位置している(図1)。付近では、条里にのる可

能性がある東西方向の中世の溝が検出されたMH99-3次調査[大阪市教育委員会・大 阪市文化財協

会20011、高台内に「上口」と判読される墨書を有する中国産白磁など12～15世紀の遺物が出土したM

HO6-1次調査[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008a]、12世紀頃の遺物とともに集落の区画

とみられる溝が検出されたMHO6-2次調査や[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008b]、瓦 質

井戸側を用いた15世紀の井戸が検出されたMHO9-2・3次調査など複数の調査が行われている[大

阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011]。

当該地で大阪市教育委員会が行った試掘調査では、地表下約1.4m以下の深さで本格的な発掘調査を

必要とする遺物包含層が検出された。今 回の調査は、こうした地層の年代や遺構・遺物の分布状況な

ど、この地域の歴史的変遷の基礎資料を得ることを目的に、開発地の中央付近で実施されることとなっ

た(図2)。

調査は平成28年1月18日に開始された。後述する第1層までを機械力で掘削し、それ以後は人力に

よる遺構の検出と掘削、写 真撮影、実測、遺物の採集などに務めた。同月22日、現 地作業を終了し、

撤収した。

以下の本文等に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、TP̂ ○mと記した。また本報告で用いた

方位は、現場で作成した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に合成することにより得た世界測地系

座標に基づき、座 標北を基準とした。なお、本 文中の遺物に関する記述については、当研究所学芸員

小田木富慈美がこれを補佐した。

1:800

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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2)調査の結果

1)層序と遺物(図3～ 5・9・10、写 真図版上・中段)

調査地の地層は13層に区分される。いずれも淀川デルタに堆積した沖積層である。

第1層:近現代の作土層である。厚 さは20cm足らずで、水 田の作土とみられる。上面
はTP+0.4m

ほどであり、その上を厚さ1.2m余の現代整地層が覆っている。

第2層 :礫や砂の偽礫を含むオリーブ黒色砂混りシルトで、 調査区北東隅で北東に
下る落込み

SXOjを人為的に埋めた層準である。最大層厚約50

"'                      8 cmを測る。

第3層 :灰色の粗粒砂～シルトからなる自然堆

積層で、ラミナが観察される。SXO1内で第2層の

下に堆積していた。最大層厚約40cmである。遺物

には15世紀代の備前焼捕鉢36(図10)が出土してい

るが、下位層から肥前陶器が出土するため、古 い

土器が混入したものである。

第4層 :黒褐色の砂・小礫混りシルトで、層厚

は20cm余であるが、調査区の北東部に分布が限ら

れている。

第5層 :黒褐色～暗灰黄色の砂・シルトが明瞭

1 第、ヮ

第4層 ゝ ゝゝぎミ': 1へ竺;:一一
1 . 、  へ( ミ

第6層

ヵ。ト、シ′1
第10層 巴ゞ=ノ くミ、 第8層

第11層

第12層

第」3層 kζ士モーノ

図3 地層と遺構の関係図

E

TP+2.0m

1

1
〜
1
一
1

j

」
、

現代盛土

第1層

～～-一一一一-ヌ5 - -

7゙--=5;== - 一一一  -5 --   一第4層

第    二二 -チ  ]一.'第5瘤

1:50

2m

図4 北壁地層断面図
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なラミナを形成する水成層で、調査区の北東に向かって低く傾斜してぃる。最大層厚は南東隅で70cm

に達する。本層の年代は下位層の遺物からみて、豊臣後期以降である。

第6層:灰色の砂・シルトで形成された層準で、TP̂ Om付近に堆積してぃる。シルトが主体であ

るため、ラミナ等ははっきりしないが、水成層の可能性がある。最大層厚は40cmであるが、北西の高

い部分は第1層に削られており、さらに厚かったようである。北西の高い部分から遺物がやや多く出

土した。出土遺物(図10)から、本層も豊臣期に近い年代をあてることができる。

第7層:黄灰色粗粒砂や暗灰黄色砂混りシルトからなる水成層で、ラミナが認められる。調査区の

北側に分布する。層厚は最大30cm余で、大半はTP-0.2m付近に位置する。出土遺物(図9)には15世

紀代に遡るものも認められる一方で、16世紀代の備前焼捕鉢21のほか、肥前陶器20が存在することか

ら、本層の形成時期はほぼ豊臣後期頃とみられる。

第8層:黒褐色粘土で、わずかに砂を含む。層厚は最大15cmで、TP - 0.4m以下に堆積してぃる。

調査区北東部では第5層に削られており、中央から西側の高い部分には分布していない。調査区の東

部が滞水状態であったことを示す。細かい年代は不明である。

第9・10層は第8層とほぼ同時期とみられ、いずれも調査区西側の高い部分に堆積してぃた層準で

ある。

第9層:灰オリーブ色の砂・礫で、ごく部分的に第10層の上で検出された。

第10層:灰色の粗粒砂・シルトなどが互層をなす水成層で、比較的多く遺物が出土した(図9)。出

土遺物から、本層の年代は16世紀後半頃とみられる。

第11層:黒褐色砂礫混りシルトで、西側の高い部分に分布しているため図4・5には図示してぃな

いが、TP+O.lm以上に堆積し、上を第1層に削られている。最大層厚は20cmで、遺物は出土しなかった。

N

TP+2.○m

l

第 1層

l

l

l

l
-H).0m

.0m

2m

1:50

図5 東壁地層断面図
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第12層:灰オリーブ色～黒褐色砂礫混りシルトで、やはり西側の高い部分でTP̂ Om付近に堆積

していた。明確なラミナは見られなかったが、水 成層に由来するものと考える。層厚は2
0～30cmで、

遺物は出土しなかった。

第13層:西側でTP-0.lm以下、東側で-0.5m以下に堆積する自然の砂礫層で、ラミナ
が明瞭に認

められた。本層は少なくともTP-2.lmまで連続していることを確認した。陸化以前の層
準であろう。

遺物の出土はない。

ii )遺構と遺物(図6～ 8)

a沖 世後半の遺構

SEO3 :直径40cm足らずの曲物を転用して井戸側とした井戸で、その底部のみ高さ10cm
ほどが残存

していた(図6、写 真図版下段)。内部からは瓦質土器羽釜1が出土した(図7)。15世紀前
半～中葉の

ものであろう。検 出面は第13層上崩であり、本 調査区でもっとも古い遺構である。

b.近世以降の遺構

SDO2 :調査区の西側で、東へ隆る斜面と平行するように検出された溝で、第10層上面
から掘り込

Y -45,7451 Y-45,740

SEO3

ト

レ

ン

チ

'x - 740,065

X -140,070

図6 中世後半の遺構平面図
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まれていた。埋土は2層に分かれ、下位は浅黄色砂礫に第11層に由来するシルトの偽礫が混り、人為

的に埋められたものとみられる。出土遺物は遊離資料である弥生時代後期の尭底部2、13世紀とみら

れる瓦器皿3のほか、15～16世紀代の中国産白磁皿4、中国産青磁碗5、瓦質土器羽釜6・土師器羽

釜7、備前焼捕鉢8である(図7)。4は高台に扶りを有する皿で、高台内に「吉」ないしは「上力 (口)」

と判読される墨書が見られる。5は蓮弁文を施す碗である。6は和泉地域に系譜を持つ羽釜で、口縁

部が内傾し、外面には凹線を有する。体部外面はヘラケズリである。7は口縁部が短く直立する。以

上の中で最も新しいものは土師器羽釜7で、16世紀に属し、遺構の時期もこれ以降となろう。

SXOI :調査区北東部で検出された深さ0.6mの落込みである。大 きな溝の一部なのかもしれない。

下から第3層、第 2層の順で埋まっていた。遺物の出土はなく、細かい年代は不明であるが、上限は

江戸時代、下限は近代まで降るかもしれない。

c.各層出土の遺物(図9・10)

第10層出土の遺物は9～16を掲載した。9・10は瓦器椀、11は中国産青磁碗、12・13は瓦質土器羽

釜、14は同火鉢、15は同尭である。16は瀬戸美濃焼天目碗である。14は口縁部外面に2条の突帯とそ

の間にスタンプ文を配す。いわゆる奈良火鉢である。9・10は13世紀、11～15は15世紀～16世紀前葉

のものであるが、天目碗16は体部外面下半に濃い錆釉を塗布しており、藤澤良祐氏による編年の大窯

2期から3期前半に属するとみられる[藤澤良祐2002]。

第7層出土の遺物は17～24を掲載した。土師器小皿17、中国産青磁碗18、古瀬戸平碗19、肥前陶器

碗20、備前焼捕鉢21、瓦質土器羽釜22・23、丸瓦24などが出土した(図9)。19は内面に淡い発色の

灰釉を施す。糸切の底部に輪高台を接合しており、底部内面の3箇所に目積跡が見られ、圏線状の凹

みが巡る。

図7 遺構出土遺物実測図

SEO3( 1 )、SDO2( 2～8)
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図8 近世以降の遺構平面図

第6層出土の遺物は25～29・37・38を掲載した。土師器皿25、中国産白磁碗26、瓦質土
器捕鉢27・

羽釜28などのほか、丸 瓦29、銅製昇37、石製硯38などである(図10)。26は13世紀、27・
28は15世紀

後半のものであるが、25は16世紀以降にも見られる形態である。丸瓦29の鉄線切技法はコ
ビキAであ

る。拌37は耳掻き状の上端部が欠損したものかもしれないが、確認できなかった。下端も
破損してい

る可能性がある。上 部は幅1.2cmほどで帯状に広く、薄 く盛 り上がった方の面に毛彫りな
いしは打刻

によるとみられるリング状(直径2.5～3.Ornm)の文様が見られる。硯38は海の部分の破片で
、折れた後

に破損部を研磨しており、砥 石などとして転用したのであろう。海部は四葉形を呈し、広
島県草戸千

軒町遺跡で類似品が出土している[広島県草戸千軒町遺跡調査研究所19951。

第5層出土の遺物は30～35を掲載した。土師器小皿30,黒色土器31、中国産白磁碗32・33
などのほか、

井戸側とみられる瓦質土器34や口縁部が高く直立する備前焼捕釧娼5が含まれている(図10)
。

3)まとめ

今回の調査で判明したことは次の2点である。
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図9 各層出土遺物実測図(1)

第10層(9～16)、第7層(17～24)
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図10 各層出土遺物実測図(2)

第6層(25～29・37・38)、第5層(30～35)、第3層(36)

第一に、調査地は淀川デルタに位置するが、この地では東が低く西側が微高地になって
いたことが

わかった。今後の地形復元に資するであろう。

第二に、遺 構はその微高地縁辺部のこの地ではSEO3が最も古 く、出土土器の年代は15
世紀前半～

中葉であった。そ して、遺物全体も15～16世紀代のものと豊臣期のものが目立つことが判
明した。お

そらく、西側の微高地ではこうした時期に人々が居住したのであろう。

宮原遺跡では平安時代以後、人々の居住がみられるが、今 回、中世後半～豊臣期という
やや新しい

時期の様相が明らかとなったことは、淀 川デルタの開発史の研究に資するものであり、今
後のさらな

る調査の進展が期待される。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2001,「丸紅株式会社による建設工事に伴う宮原遺跡B地点発
掘調査(MH99
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-3)報告書」:『平成且年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp. 3 - 5

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008a,「宮原遺跡発掘調査(MHO6-1)報告書」:『平成18年度大阪市内埋

蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.73-76

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2008b,「宮原遺跡における発掘調査(MHO6-2)報告書」:『大阪市内埋蔵

文化財包蔵地発掘調査報告書(2006)』、pp.297-303

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2011,「宮原遺跡発掘調査(MHO9-3)報告書」:『平成21年度大阪市内埋蔵

文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.61-00

広島県草戸干軒町遺跡調査研究所1995、『草戸千軒町遺跡発掘調査報告』Ⅲ

藤澤良祐2002、「瀬戸美濃大窯編年の再検討」:『(財)瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要j第10輯、pp.53-151
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東淀川区東中島六丁目1050-1における建設工事に伴う

崇禅寺遺跡発掘調査(SZ15-1)報告書
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調査 個所

調査 面積

調査 期 間

調査 主体

調査担当者

大阪市東淀川区東中島6丁目1050- 1

81 rrr

平成27年12月15日～12月24日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、南秀雄・大庭重信
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1)調査 に至る経緯と経過

崇禅寺遺跡は、大 阪湾岸の砂州と、淀 川が形成

した三角州によって陸化したところに営まれた。

当地では、鉄 製素環頭大刀が出土した大阪府教育

委員会の調査をはじめ、各所で弥生時代後期末～

古墳時代中期の遺構・遺物が発見されている(図

1) [大阪府教育委員会1982・大 阪市文化財協会

1999ほか1。崇禅寺遺跡の特徴として、吉備・山陰・

北陸・近江・伊勢湾沿岸など各地の特徴を有する

土器の出土から、瀬 戸内海・淀川を介 した水上交

通の結節点にあったことが指摘されてきた(上掲

報告書)。また埴輪が点々と出土していたが、崇

禅寺の南で墳丘の崩落土と考えられる地層ととも

に多数の埴輪が検出され、数10mクラスの古墳の

存在が確実になった[大阪府教育委員会2003] o

古墳時代後期以降は遺構や遺物が希薄になる

が、中世後半では嘉吉の乱(1441年)で殺された将

軍足利義教の首級を埋めた崇禅寺が建立される。

崇禅寺は、平 野の大念仏寺とともに大阪市内では

四天王寺に次ぐ大刹であり、柵 を伴う防御のため

の二重の堀が発掘されている[犬阪府教育委員会

2003]。中世以降はこの地域は京・大 阪から中国

地方へ至る交通の要になっており、柴 島城など戦

国時代にはしばしば合戦の舞台になったところで

ある。

今回の調査地近辺では、す ぐ北の道路で1958年

に弥生時代とされる包含層が見つかり(図1の5

番)、周 囲100m程度の範囲では試掘調査も含めて

まんべんなく庄内式～布留式期の遺物包含層や遺

構が確認されている。大阪市教育委員会の試掘で

は、地表から約50cmの自然堆積層上に中世と推測

される土壇があり、土 師器片なども出土すること

図1 調査地位置図

-44,790 Y-44,7701

道 路

X-j40,320

-140,340

道 路 -140,360

20m

1 : 500

図2 調査区位置図
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から本調査を実施した。発 掘調査は敷地の南側の9×9mの範囲で行った(図2)。第 2層上面までを

平面的に調査し、それ以下は7x2.5mの南北トレンチによりTP+O.lmまで主に堆積状況を観察した
。

基準点はMageⅡan社製Pro＿Mark 3により測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

第0層

第1層

8二〉2〉～28≦二 丈=;フ
第2層 SKOI

第3層

第4層

第5層

第6層

N

第7層

図 3 地層 と遺 構 の関係 図

東壁

2)調査の結果

1)層序(図3・4)

近現代の地層を第0層 とし、 以下のTP+2.7

～O.lmまでの地層を第1～7層に区分した。第

2層以下は調査区の東壁に沿って設定した深掘

りトレンチで確認したものである。

第1層 :細礫混り黄褐色(10YR5/6)シルト質

細粒～粗粒砂層で層厚30cm以上である。古土壌

で、庄内式～布留式期の土器片を含む。

第2層 :礫混り褐灰色(10YR4/1)中粒～極粗

粒砂層で、最 大層厚は100cmである。SKOIなど

は本層の上面または第2層上端部で検出した。

全体的に分級が悪いが、SK10等の南北アゼの

TP+3.0m

第1層

第7層

+2.0m

+l.0m

O.Om

南壁
E

TP+3.0m

第1層 第0層

+1.Om

1:80

図4 東壁・南壁地層断面図
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TP+2.1～2.2mで南(海)方向へ傾く覆瓦構造(インブリケーション)が見られる礫層があった。本層以

下で遺物は出土 していない。

第3層:黄褐色(10YR5/6)粗粒～極粗粒砂層で層厚20～35cmである。平行ラミナがある。

第4層:にぶい黄色(2.5Y6/4)中粒～粗粒砂層で層厚30～40cmである。東壁では南方向、南壁では

東方向へ傾く斜交ラミナがある。流向は北西から南東である。

第5層:明黄褐色(10YR6/6)中粒～粗粒砂層で層厚10～35cmである。平行ラミナがある。

第6層:黄褐色(2.5Y5/4)粗粒砂～中礫層で層厚28～35cmである。礫をもっとも多く含む地層で、

大きい礫で5 cmある。平行ラミナがある。

第7層:淘汰が悪い明黄褐色(10YR6/6)礫混り粗粒砂層で、層厚20cm以上である。

ii )遺構と遺物(図5～7)

第2層上面または第2層上端部でSKOI～13を検出した。近現代の攪乱が半分以上を占めるが、そ

-44,786 -44,782 Y-44,7781

X-14)譲6

-140,354

図5 遺構平面図

1:80

5m
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N

SKI 1       SKIO ,TP+2.5m

1

2

3

4

5

:黄褐色(10YR4.5/6)・褐色細粒～中粒砂

:褐色(10YR4/5)中粒砂

:褐色(10YR4/6)礫混り中粒砂

:褐色(10YR4/6)礫混り中粒～粗粒砂

:褐色(10YR4/5)粗粒砂

6

ク

I

Q
o

Ω
J

:褐色(10YR4/6)中粒砂

:黄褐色(10YR5/6)中粒～粗粒砂

:黄灰色(10YR5/6)中粒～粗粒砂

:明黄褐色(10YR5.5/6)・黄褐色礫混り粗粒砂

SK12

SW  須恵器 NE
TP+2.0m

:[,' 1.'.2蓋 、
十L8m

:明黄褐色(10YR6/6)

中粒～粗粒砂

:明黄褐色(10YR5.5/6)・

黄褐色中粒～粗粒砂

0           50cm

1:20

SKO3

1 :にぶい黄褐色(10YR5/4)礫混り細粒～粗粒砂

2:明黄褐色(10YR6/6)粗粒砂

3:褐色(10YR4/4)中粒～粗粒砂

4:にぶい黄褐色(10YR5/4)中粒～粗粒砂

5:褐色(10YR4/4～4/6)中粒～粗粒砂

1 :黄褐色(10YR5/6)礫混り中粒～粗粒砂

2:明黄褐色(10YR6/8)礫混り中粒～粗粒砂

3:明黄褐色(10YR6/6)礫混り中粒～粗粒砂

0            1m

1 : 40 (SK12を除く)

図 6 土 壇 詳 断 面 図

れ以外では密度高く遺構がある(図5)。脆い砂層であるため当時の生活面(遺構面)は保た
れず、第2

層を少しずつ掘り下げて検出したり、断面から把握できた遺構もある。平面図と壁 ・遺構
の断面図が

一致しない所では、断面図の方が精度が高い。遺構出土遺物のほとんどは庄内式～布留式
期の土師器

が占め、ごく少量の須恵器から確実に5世紀まで下る遺構が存在する。

まず、須 恵器が出土していない遺構にSK01・02・05・07～11がある。

南東角にあるSK01は南北2m以上、東 西1.2m以上、深 さl.OOmである。埋 土は、下層
がにぶい黄

褐色(10YR5/4)礫混り中粒～粗粒砂層で、上層が第1層と類似する黄褐色(10YR5/6)礫
混り中粒～

粗粒砂層である。用途は不明だが、土塘のなかでは深い。

SK○2・05は小型で浅い。SK02は長さ0.40～0.50mの楕円形で、深さ0.l4mである。
埋 土は褐色

(10YR4/4)礫混り中粒～粗粒砂層である。SK05は長さl.l5m,幅0.50m,深さ0.25
mで、埋 土は黄

褐色(10YR5/6)礫混り中粒～粗粒砂層である。SK08・09は南壁際にある、にぶい黄褐色(
10YR4/3)

礫混り中粒～粗粒砂層を埋土にした土塘で、深 さ0.1～0.2mである。自然の窪みかもしれ
ない。

SKO7・10・11は中央北側にかたまる土壇で、SK1 1はSK10を切っている(図6)。これ
らが埋まっ

た後の周囲の浅い窪みをSK06とし、SKO6からは須恵器片が出土した。SKO7は南北1.
85m, 東西

1.50rn,深さ0.60mである。断面図(図6)では4番が加工時の堆積層、その上面が機能面
で2番は機

能時の北からの崩落土である。SK10は南北2.1m以上、東西約1.4m,深さ0.35m, SK11
は約0.6mの

円形で、深 さ0.40mである(両遺構の埋土は図6参照)。

SK10からは土師器高杯の脚部5・6と、管状土錘7が出土した。7は62.2gである。上部の
SKO6といっ

しょに取り上げたSKIOの出土遺物に、土師器鉢3と尭4がある。4は体部の外面がハケメ
、内面がヘ

ラケズリ、口縁部の外面がヨコナデ、内面が横方向のハケメで、浅黄色の胎土の摂津産庄内
式尭である。
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組口⑨08⑨ 20cm

図7 遺物実測図

SKO3(9)、SKO6( 1・2)、SK06・10(3・4)、SKIO( 5～7)、SK12(10)、SK13(8)

上記の遺構群からは庄内式～布留式の型式差のある土師器片が出土し、時期は弥生時代末から古墳

時代前期である。

次に、須恵器が出土遺物に含まれる遺構に、SK06(前述)と北東にかたまるSKO3・12・13がある。

SKO3は南北約3 m,東西3m以上あり、深 さ0.75mである。断面図(図6)では4番が加工時の堆積

層で上面が機能面、3番は機能時の堆積層で2番は壁の崩落土である。SKO3からは図7の9の土師

器広口壺の口縁部が出土した。SK03の下位でSK13を検出した。SK13は南北約1.4m以上、東西1.5m

以上、深さ0.45mである(埋土は図6参照)。SK13からは土師質の管状土錘8が出土した。8は一部が

破損し、現況で50.4gである。

SK12は、掘下げ中に完形の須恵器杯蓋が出土したことから気付いたもので、平面図は底近くのよ

うすで遺構の輪郭はよくわからない。底 はTP+ l.83mであり、深 さはSKO3・13と類似する。SK12

出土の杯蓋10はTK23型式である。このほかに、SKO6から土師器の有段口縁鉢1と高杯2が出土した。

SKO4は近世の瓦も出土した遺構で、深gO.lOmである。

3)まとめ

今次の調査では弥生時代末～古墳時代前期と、古墳時代中期の二つの時期の土塘が稠密に見つかっ

た。検出した砂層上面の標高はTP+2.4m前後で、崇禅寺遺跡の当該期の遺構の検出面ではもっとも

高い部類になる。調査地点は埋蔵文化財包蔵地の東端に近いが、既調査の遺構・遺物の検出状況も加

味すると、遺跡の延びる方向や範囲を再吟味する必要があるかもしれない。

参考文献

大阪市文化財協会1999、

大阪府教育委員会1982、

大阪府教育委員会2003、

『崇禅寺遺跡発掘調査報告書』Ⅰ

『崇禅寺遺跡発掘調査概要』Ⅰ

『崇禅寺遺跡』(大阪府埋蔵文化財調査報告2002-4)
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東壁地層南半断面

遺構全景

(北から)

土塘群と断面

(北東から)



城東区野江四丁目36-1の一部における建設工事に伴う

榎並城跡伝承地発掘調査(EN15-1)報告書
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調査 個 所

調査 而 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市城東区野江四丁目36-1の一部

63 nゴ

平成27年↓0月28日～且月4日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、田中清美
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は榎並城跡伝承地の東部に位置しており、天文2(1533)年に三好宗三が築いたとの伝承のあ

る榎並城跡の一画にある水神社の北東側約100mにある(図1)。調査地の南西には15～16世紀の遺構・

遺物が検出されたENOI-5次調査地が、西方約300mには弥生時代中期後葉(畿内第Ⅳ様式)の遺構・

遺物が検出されたENII-1・2[大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2013」、13-1次調査地が位

置している(図1)。

当該地で大阪市教育委員会が平成27年9月24日に実施した試掘調査において、地表下約0.5mで、

14世紀頃の瓦器の細片を含む作土層や古土壌が確認されたため、本 調査を行うことになった。

調査は平成27年10月28日から敷地内の南寄りに東西7 m,南北9mの調査区を設定した後、現 代整

地層から第3層までを重機で掘削した。この後、第 4層を人力で掘り下げて、第 5層の上面および第

6層の上面の遺構の調査を行い、適 宜、平面図や断面図の作成、写 真撮影などの記録を作成した。そ

の後、調査区の北東部の壁際を深掘りして、第 6層以下の地層の堆積状況を観察した。且 月4日、調

査区中央部以西の第6層の上面で最終的な遺構の確認調査をした後、埋戻しおよび調査機材を撤収し

て、現 地における調査を完了した。

本文および挿図に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)で、本 文中ではTP̂ ○mと記 した。本 報告

書で用いた図2・5の方位は、調査地で作成した街区図を1/2500大阪市ヂジタル地図に合成して得

た世界測地系座標北を基準にした。

2)調査の結果

1)層序

調査地の現在の地表面の標高はTP+0.6～0.8m前後あり、ほぼ平坦な面をなすが、水 神社のある地

榎並城跡伝承地

図1 調査地位置図

500

図2 調査区配置図
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第0層

第1層(作土層)

第2層(作土層)

百3alhj(・[乍ヨ巳.隋C)
!3blhj(・乍ヨ際1)

第4b層(氾濫堆積層) 第。8層(作土層)/

ワ 5 V 琳 デご
第5層(古土壌)

第6層(湿地性堆積層)二一園 一二二゜

第7層(氾濫堆積層)

. 第8層(氾濫堆積層)  ゙ ゜

区から調査地域に向かってわずかに低くなっている。調査地で

は現代整地層(第0層)下1.4m (TP-80cm)までに第1～9層を

確認した(図3・4)

第1層 :灰色(N4/0)細礫混りシルト質細粒砂層で、層厚は

5～20cmある。本層の下面には鋤溝が見られた。現代の作土層

である。

第2層 :黄灰色(2.5Y5/1)シルト質細粒砂層で、層厚は15～

20cmある。本 層の下面でも多 くの鋤溝が見られた。19世紀以

降の陶磁器・瓦の細片を含む江戸時代以降の作土層である。

第3層 :第3a層と第3b層に2分 される。第3a層はにぶい黄

図3 地層と遺構の関係図

褐色(10YR4/3)細粒砂質シルト層で、 層厚は10～16cmあり、

14世紀代の瓦器、土 師器、陶磁器の細片を含む。江 戸時代の作土層である。第3b層はにぶい黄褐
色

(10YR5/3)シルト質極細粒砂層で、層厚は5～20cmである。土 師器、瓦器、陶磁器の細片を含む
江

戸時代の作土層である。

第4層 :第4a～4c層に3分 される。第4a層は灰色(10Y 4/1)極細粒砂質シルト層で、層厚は10～20

cmである。13～14世紀の瓦器、土師器の細片を含む。豊 臣期から徳川初期の作土層であろう。第4
b

層はにぶい黄色(2.5Y6/4)細粒砂層で、単一の地層としては調査区南部の第4c層の水田上面の足跡
内

しか確認できなかった。氾濫堆積層である。第4c層は暗灰色(N3/0)極細粒砂質シルト～シルト層で
、

層厚は10～20cmである。本 層の上而には第4a層の耕作時に下層の第4b層の細粒砂を踏み込んだ多
数

の凹凸が見られた。14世紀代の瓦器、土師器、15世紀代の瓦質土器の細片を含む。室町時代末の作
土

層であろう。なお、本 層の上面では4箇所において2本一対の丸太杭を検出した。

第5層 :黒色(N2/0)粘土質シルト層で、土壌化している。本 層の層厚は5～10cmで、上 面の標高

はTP-10cm前後あり、ほぼ平坦な面をなす。本 層上面には直径2 cm前後のサンドパイプが見られ
た

ほか、調査区の中央部で南北方向の第4c層(水田作土層)と古土壌の境界を確認した(図5)。

第6層 :オリーブ黒色(7.5Y3/1)粘土質シルトからなる湿地性堆積層で、層厚は20～25cmである。

調査区の西南部では第4c層の耕作で撹拌されており、層厚は10cm以下であった。

第7層 :黒色(5Y2/1)極細粒砂質シルト～シルト層で、層厚は5～20cmである。本 層は調査区の南

部では極細粒砂から細粒砂に移行する氾濫堆積層である。

第8層 :灰色(5Y4/1)細粒砂からなる層厚10～20cmの氾濫堆積層である。

第9層 :オリーブ黒色(5Y3/1)細粒砂からなる層厚30cm以上の氾濫堆積層である。本層以下の堆積

状態については湧水が著しく掘削できなかったため明らかでない。

第9層(氾濫堆積層)

ii )遺構と遺物

調査区の中央部以西の第5層の上面で水田を検出した(図5)。第 5層は先述したように土壌化して

おり、調査区の中程で本層と作土層(第4c層)の境界を8mほど確認した(図5)。境界には畦畔や溝
な
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TP+lOm

第1層 第2層
第38層第 3b層

十O.Om

TP+LOm

E

\           第3b層 第0層

第5層
第3a層

第2層
第3b層

第4b層  第4c層 第6層                        第5層

十O.Om

第1層 :灰色(N4/0)細礫混りシルト質細粒砂(作土層)

第2層 :黄灰色(2.5Y5/1)シルト質細粒砂(作土層)

第3a層:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂質シルト(作土層)

第3b層:にぶい黄褐色(10YR5/3)シルト質極細粒砂(作土層)

第4a層:灰色(10Y4/1)極細粒砂質シルト(作土層)
第4b層:にぶい黄色(2.5Y6/4)細粒砂

第4c層:暗灰色(N3/0)極細粒砂質シルト～シルト(作土層)

層
層

層

層

層

第
第

第

第

第

:黒色(N2/0)粘土質シルト(古土壌)

:オリーブ黒色(7.5Y3/1)粘土質シルト

:黒色(5Y2/1)極細粒砂質シルト～シルト

:灰色(5Y4/1)細粒砂

:オリーブ黒色(5Y3/1)細粒砂

.0m

1

1:40

図4 調査区東壁(上)、南壁(下)地層断面実測図



水田内 古土壌

oO
/ \

杭5 杭6

?\
杭3 杭4

二次焼成を受けた

花崗岩礫

水田内 古土壌

1 : 100

図5 第5層水田および杭位置図(上)、第4c層除去後の水田(下)平面図
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どは見られなかった。作 土層の下面には多数

の踏み込みが確認されたが、鋤溝と断定しう

る遺構は見られなかった。水 田の時期は、作

土層から出土した瓦器や土師器、瓦質土器の

細片からみて・室町時代末以降1考えられる・         睡ν
一方、作土層の基底面で検出した2本一対

の丸太杭(杭1～ 8)であるが、 これの機能に

ついては調査範囲内では明らかにしえなかっ

た(図5一上)。                 -  -  Vン       2
1        写真1 出土遺物写真

1は直径約14・"゚杭で・先端を三方から鉄   ・    ・・。、    (2oゎ,、 3oユ。,
製の手斧で削って尖らせており、 断面形は三      1:10

角形である(図6)。樹 種はマツである。本 調  図6 出土遺物実測図

査、(よ.本。杭を確認. ヵ,,、杭。先端(よ,     " '1
と同様に加工しており、いずれも樹種はマツであった(写真1)。

第6層の上面まで、第4c層の作土層を除去したところ、二次焼成を受けた花崗岩の礫が出土したほ

か、多 くのサンドパイプが見られた。

3)まとめ

今回の調査地は、榎並城跡伝承地の一部と推定されている水神社に近接した場所に位置しているが、

榎並城やこれと関係した遺構や遺物は見出せなかった。ただし、第 5層の古土壌や水田の時期は当地

域に榎並城が存在した時期とも重複することから、調査区の近隣に16世紀中葉頃の遺構や遺物が存在

する可能性は高いといえよう。また、第4c層の上面で検出した8本の杭についても地上部の腐敗が進

んでおり、長 さについては明らかでないが、これも榎並城跡伝承地と関係するものかもしれない。

一方、第 7層以下の各層は遺跡の北方を流れる淀川の沖積作用によって運ばれた氾濫堆積層であり、

当地域の陸化の過程を復元するための基礎的な資料となった。今後、周辺部の調査が進めば榎並城跡

伝承地の実態がさらに明らかになるものと思われる。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

2003、「榎並城跡伝承地発掘調査(ENOI-5)報告書」:『平成13年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調

査報告書』、pp.83-87

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所

2013、「都島区内代町一丁目における建設工事に伴う榎並城跡伝承地発掘調査(ENII-1)報告書」:『平

成23年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.l5-29
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南壁地層断面全景(北西から)

図
版
一

東壁深掘り地層断面(西から)



第5層上面水田検出状況(北から)

図
版
二

第4c層の作土を除去した水田全景(北から)



第4c層基底面での杭1・2検出状況(東から)

図
版

三

第5層上面のサンドパイプ



城東区関目二丁目9-7における建設工事に伴う

関目2丁 目所在遺跡発掘調査(SE15-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市城東区関目2丁目9-7

120rrf

平成27年10月26日～11月5日

公益財団法人 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査課長 清水和明、櫻 田小 百合
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1)調査に至る経緯と経過

調査地は新発見の奈良時代から中世にかけての集落遺跡である関目2丁 目所在遺跡に位置する(図

1)。西900mには弥生時代中期後葉の遺構・遺物が確認されている榎並城跡伝承地、北東900mには

弥生時代中期の集落を中心として、弥生時代～江戸時代の遺構・遺物が検出されている森小路遺跡が

ある。調査地周辺における調査は少ないが、北 約800mの地点でSEII-1次調査が行われており、平

安時代後葉～末の溝が検出された結果、関目4丁目所在遺跡とされた[大阪市教育委員会・大阪文化

財研究所2013]。

今回の調査は、建 設工事に先立ち大阪市教育委員会が実施した試掘調査において布目瓦1が出土し

たため、本 調査を実施したものである。平 成27年10月26日に調査を開始し、当初90 mの調査を予定

していたが、大 阪市教育委員会と協議して、遺 構・遺物の分布状況を把握するため一部拡張して調査

を行い、最 終調査面積は120m'となった(図2)。調査は、現 代～近世の地層である第0～4層を重機

により掘削し、第5層上面で平面調査を行った。実測図の作成および写真撮影による記録作業と並行

して遺構の掘下げを行った後、第 5層の堆積状況を確認するため一部深掘り トレンチを掘削して断面

観察を行い、地層断面図および写真撮影による記録を行った。

基準点はMageⅡan社製Pro Mark3により測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標北

を基準とした。また、標高はT.P.値(東京湾平均海面値)を用い、本文および図中ではTP̂ ○mと表記

した。

2)調査の結果

1)層序(図3・4、図版上・中)

賞昨

図1 調査地位置図

O

I   [ニュ士拡張区

図2 調査区位置図
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南壁地層断面

TP+＿1.O陥
第0層(現代の整地層)                                  

第2層(2a層)

16    15

1

2

3

4

5

6

7
1

8

9

中～細礫わずかに含む黒褐色(2.5Y2/1)細粒～極細粒砂質シルト

:極細粒砂質シルト偽礫含む黒褐色(2.5Y3/1)細粒～極細粒砂質シルト

中～細礫わずかに含むオリーブ黒色(5Y3/1)中粒～極細粒砂質シルト

:灰オリーブ色(5Y5/2)中粒～細粒砂

黒褐色(2.5Y3/1)極細粒砂質シルト

黒色(2.5Y2/1)極細粒砂質シルト

;灰色(5Y4/1)シルト質細粒砂・中粒砂
:植物片含むオリーブ褐色(2.5Y5/3)・暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)わずかにシルト質細粒砂

:植物片含むオリーブ褐色(2.5Y5/3)・暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)わずかにシルト質細粒砂

10;灰白色(2.5Y8/1)極粗粒～細粒砂

11:黒褐色(2.5Y3/2)中粒～細粒砂

12:黒褐色(10YR3/1)わずかにシルト質細粒砂・中粒砂

13:灰白色(5Y7/1)粗粒～中粒砂

14:灰白色(2.5Y7/1)・灰黄色(6/2)中粒砂主の粗粒～中粒砂

15:黄灰色(2.5Y5/1)中粒砂

16;黄灰色(2.5Y6/1)・黄仄色(4/1)粗粒砂主の粗粒～中粒砂

17:黄仄色(2.5Y5/1)中粒砂

西壁地層断面

N

第2a層

第4一層

1

一2城2a層)

第0層(現代の整地層)

3第2b層

- 6 -
1

1 :黒色(7.5Y3/1)細粒～極細粒砂質シルト

2:中～細礫わずかに含む黒褐色(10YR3/2)・暗褐色(10YR3/3)中粒～極細粒砂質シルト

3:中～細礫わずかに含む褐灰色(10YR4/1)極粗粒～中粒砂

4:中～細礫わずかに含む黒褐色(2.5Y3/2)シルト質極細粒砂

5:黒褐色(10YR3/1)・黒色(2.5Y2/1)・オリーブ黒色(5Y3/1)極細粒砂質シルト

6

7
I

8

9

第2b層

TP+1.Om

Ô.Om

:黒褐色(10YR3/2)極細粒砂質シルト

:黒褐色(10YR3/2・3/1)極細粒砂質シルト

:暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂・灰黄色(2.5Y7/2)中粒砂

:オリーブ褐色(2.5Y4/3)中粒～細粒砂

1:50

2m

図3 調査区南・西壁地層断面図



深掘りトレンチ東壁地層断面

-0.5m

深掘りトレンチ

植物疲 1植物遺体

深据りトレンチ南壁地層断面

-0.5m

1:40

1 :牛直物片のラミナ含むオリーブ黒企(5Y3/1)・オリーブ黒色(5Y4/2)シルト質細粒砂
2:灰色(5Y6/1)・灰オリーブ仏(5Y6/2)利粒～細粒砂
3:灰位(5Y5/1)中粒砂
4:灰位(5Y5/1)極羽1粒～和粒砂
5:灰色(5Y 4/1)・灰色(75Y4/1)中粒砂
6:灰色(5Y6/1)羽1粒～中粒砂
7:灰企(5Y5/1)羽1粒～中粒砂(管状茎の才1白゙物遺体多:1}に遺存)

図 4 深掘 り トレンチ地 層 断 面 図

調査地における現地表面の標高はTP+1.2～1.3mとほぼ平坦である。

第0層 :現代の整地層で、層厚は31～53cmである。

第1層:中～細礫をわずかに含む黒褐色(2.5Y2/1)・黒色(7.5Y3/1)細粒～極細粒砂質シルトから

なる近現代の耕作土である。層厚は最大で29cmである。

第2層 :第2a・2b・2c層の3層に細分できる。 第2a層は、 中～細礫 をわずかに含む黒褐色

(10YR3/2)・暗褐色(10YR3/3)・オリーブ黒色(5Y3/1)中粒～極細粒砂質シルトからなり、層厚

は最大で22cmである。第2b層の水成層が堆積した後に耕された耕作土である。第2b層は、中～細礫

をわずかに含む褐灰色(10YR4/1)極粗粒～中粒砂からなる水成層で、層厚は最大20cmである。第2c

層は、黒褐色(10YR3/1)・黒色(2.5Y2/1)・オリーブ黒色(5Y3/1)極細粒砂質シルトからなる耕作土で、

層厚は最大24cmである。これらの第2層からは、口縁部内面に四方欅文を施す肥前磁器の染付碗や関

2m

西系陶器碗が出土しており、18世紀後葉の地層とみられる。

第3層 :黒褐色(10YR3/2・2.5Y3/1)極細粒砂質シルトからなり、層厚は最大32cmである。第 4

層上部を耕した耕作土である。土師器・肥前磁器碗が出土している。肥前磁器の草花文を施す染付碗

の年代から18世紀中葉頃の地層とみられる。

第4層 :黒褐色(10YR3/2・3/1)・黒色(2.5Y2/1)極細粒砂質シルトからなる湿地性の堆積層で、

層厚は3～32cmである。土師器・瓦器・丹波焼・肥前磁器・平瓦が出土している。肥前磁器の一重網

目文を施す染付碗の年代から17世紀中葉～18世紀前葉頃の地層とみられる。

第5層 :極粗粒～細粒砂・わずかにシルト質細粒砂からなる水成層で、層厚は86cm以上である

(図4)。最下部は粗粒～中粒砂からなり、上方細粒化する単位が複数認められる。下位の地層に生息

したとみられる管状の茎の植物遺体が直立した状態で多量に認められたことから、第 5層最下部堆積

以前には一時的に比較的安定した水辺の環境にあったものとみられる。下部は極粗粒～中粒砂からな
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Y-41,1751

X-143,240

-143,245

5m

1 : 100

図5 遺構平面図

り、南 ・西へ傾くフォアセットラミナが認められ、流 向はS27゚ Wである。中部は中粒砂からなる。

上部は粗粒～細粒砂からなり、下半では南・西へ傾くフォアセットラミナが顕著に認めら
れ、流 向は

S57゚W であった。最上部は植物片のラミナを含むシルト質細粒砂からなり、流速の減速が
認められる。

これら第5層は流向や流速を変えながらも概ね北東から南西方向の流向により堆積してお
り、淀 川デ

ルタの堆積物とみられる。遺物は出土しておらず、堆積時期は不明である。

11)遺構と遺物(図5～8、図版上・中)

第5層上面でSD06、SK01～05、07～11、13・14・17・18・20・21、SP12・15・16・1
9・22～

26を検出した。

SD06は、最大幅0.59m,深さ0.l2mの北東一南西方向の溝である。

SK○1は直径0.63～0.72m, 深さO.llmの円形の土塘である。SKO2は北西二南東0.55
m, 北東一

南西0.80mの土塘で、 深さは0.09mである。SKO3は直径0.54 ～0.64m, 深さO.lOmの
円形の土城、

SKO4は直径0.50-0.65m, 深さO.lOmの土壊である。SKO5は直径0.45-0.64m,深さ0.
05mの長円

形の浅い土壇である。SKO7は直径0.42 ～0.50m,深さ0.08mの円形の土塘、SKO8は直
径0.80m,深

さ0.l5mの円形の土壇である。SK09は直径0.90～0.96m,深さ0.08mの浅い土壇である
。SKIOは直

径0.36 ～0.48m,深 さO.llmの土塘、SK1 1は東西1.23m以上、南北0.90m以上の土塘で、
深 さはO.llm

ある。SK13は直径0.48 ～0.52m,深さO.lOrnの円形の土壇、SK14は直径0.36～0.70mの
長円形の土
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SKO1

N0            swTP+0.3m

4 3          0.1m

1:黒褐色(10YR3/1)・褐灰色(10YR5/1)中粒～細粒砂
2:植物片のラミナ含む黒褐色(7.5YR3/2)シルト質細粒砂
3:オリーブ褐色(2.5Y 4/3)中粒～細粒砂
4:植物片のラミナ含む灰黄褐色(10YR4/2)シルト質細粒砂

SKO3

黒色(2.5Y2/1)極細粒砂質シルト(第4層)
植物片のラミナ含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)シルト質細粒砂
灰白色(2.5Y8/1)中粒～細粒砂
植物片のラミナ含む黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂

NW
SKO2

SE
TP+0.3m

ジ '  0.2m

1 :中粒～細粒砂偽礫を含む
黒褐色(25Y3/2)シルト質細粒砂

2:植物片のラミナ含む
黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂

SKO4

1:黒褐企(25Y3/1)極細粒砂質シルト(第4 1i-・マ)
2:卑11"1゙物片のラミナ含む
黒褐包(10YR3/2)シルト質細粒砂

SKO5 SDO6南断面
E

SDO6北断面
E

一゙一一一一一一"ミニニー、一一二某..7;ニニニ=冫" "'二二=二         一一゙゚゚゚"";;;ミΣコ=ア司フ四=三〕三・～     。2。
1:黒褐色(10YR3/1)極細粒砂質シルト(第4層)
2:植物片のラミナ含む
黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂

1:黄灰色(2.5Y 4/1)
わずかにシルト質細粒砂

1:中粒砂偽礫含む

暗灰色(2.5Y4/2)シルト質細粒砂

1:植物片のラミナ含む
黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂

2:暗灰黄色(2.5Y 4/2)中粒砂

SKO8

TP+0.3m

:植物片のラミナ含む暗灰色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂
:灰黄色(2.5Y6/2)中粒砂
二暗灰黄色(2.5Y4/2)シルト質細粒砂
:灰白色(2.5Y8/1)中粒砂

SKO9
SKIO

1:中粒砂偽礫・植物片ラミナ含む
黒褐色(2.5Y3/2)・黄灰色(2.5Y 4/1)シルト質細粒砂

1:植物片のラミナ含む
黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒砂

W SKI 1
E

TP+0.3m

0,2m

4    5

1:黒色(2.5Y2/1)極細粒砂質シルト(第4層)
2:植物片含むオリーブ黒色(5Y3/1)シルト質細粒砂
3:灰色(5Y4/1)中粒砂
4:オリーブ黒色(5Y3/2)シルト質細粒砂
5:黄灰色(2.5Y4/1)中粒砂

w   SK13   E

1  2   3  TP+0.3m

1:オリーブ黒色(5Y3/1)わずかにシルト質細粒砂
2:灰色(7.5Y4/1)中粒砂
3:植物片含むオリーブ黒色(5Y3/1)わずかにシルト質細粒砂
4 灰゙色(5Y5/1)中粒砂
5:植物片含む仄色(5Y5/1)・オリーブ黒色(5Y3/1)わずかにシルト質細粒砂

図6 遺構断面図(1)

NW
SP12

SE

TP+0.3m

ぐ≦冫" 0.2m

1:植物片のラミナ含む
黒褐色(25Y3/1)シルト質細粒砂

SP15 SP16
NW SE

m ブーXフー采TP+○2m
:暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒砂
:暗灰黄色(2.5Y5/2)中粒砂

1m

1:20
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SK17
SP19  8

W     -

TP+0.2m

1:中粒砂偽礫を含む

暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂

SK20      い

TP+0.2m

N  SP23   8

TP+0.2m

w SP24  8

]ヲ 'ゝ-TP+0.2m

1:黄褐色(2.5Y5/3)中粒砂          10黒色植物片含゚オリーブ褐色(2.5Y4/3)中粒砂

1:植物片含む
暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質中粒砂

SP25
NW          SE

1:中粒砂偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)中粒砂

2:暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂

SP26
1 NE

] ご 仁 I "2゙0"1

1:植物痕のラミナ含む暗灰黄色(2.5Y 4/2)シルト質細粒砂

1m

1:20

0           10cm

図7 遺構断面図(2)

塘である。SK17は直径0.70～0.90mの土塘で、深さは0.06mである。SK18

は直径0.28 ～0.58mの土壊、SK20は直径0.58mの円形の土壊で、深さは0.l2m

である。SK21は東西0.36m以上、甫北0.38mの土壊である。これらの遺構は

いずれも自然堆積により埋没しており、明確な加工時形成層や機能時堆積層、

遺物を含まないことから人為的な遺構ではない可能性もある。

SP12 - 15 - 16 - 19 - 22-26は直径0.15 ～0.45mの小穴である。

これらの遺構の年代については、第 4層が17世紀中葉～18世紀前葉頃とみ

られることからそれ以前の遺構であるが、いずれの遺構も出土遺物がなく詳

細な年代については不明である。なお、大 阪市教育委員会の行った試掘調査 図8 出土i物実9UiJ図

において第5層上面で丸瓦1が出土している。凹面にはコビキAが認められ、わずかに布目痕が残る。

3)まとめ

今回の調査では明確な近世以前の遺構であるSDO6を検出した。遺構の年代を示す遺物の出土はな

く詳細な年代は特定できなかったが、今 後周辺における調査事例の蓄積により、調査地周辺における

離水時期や人間活動の開始時期が明らかになることで、森小路遺跡や榎並城跡伝承地など周辺遺跡の

状況と合わせて河内湖北岸域における地形環境の変化と人間活動について明らかになることを期待し

たい 。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所

2013、「関目遺跡発掘調査(SEII-1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2011)』、

pp.481 - 486
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南壁地層断面

(北東から)

深掘 り トレンチ

南壁地層断面

(北から)

遺構全景(西から)



阿倍野区阿倍野筋四丁目13-12他3筆における建設工事に伴う

阿倍野筋南遺跡発掘調査(AS15-1)報告書
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調査 個 所

調査 面 積

調査 期 間

調査 主 体

調査担当者

大阪市阿倍野区阿倍野筋四丁目13-12他3筆

36 rrf

平成27午7月9日～7月13日

公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査諜長 清水和明、岡村勝行
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1)調査に至る経緯と経過

大阪市阿倍野区に所在する阿倍野筋南遺跡は、南北に延びる上町台地の尾根筋に立地する弥生時代

から江戸時代にかけての複合遺跡である。現地表の標高は約16～17mで、台地の頂上部に当る。遺跡

の東側は河内平野に向かって緩やかに下降する斜面地であるのに対し、西側は縄文海進の浸食により

南北方向に急な波食崖が形成されている。

本調査地は遺跡範囲の東域に当る(図1)。

調査地の北方では、AS89- 1・97-8・98

一2・7・99-3・4・06-2・10-1次調

査などが行われ、庄内式期から布留式期にか

けての竪穴建物・掘 立柱建物が検出されてい

る[大阪市文化財協会1999、大阪市教育委員

会・大阪市文化財協会2008、20121o なかでも、

北50mにあるASO6 - 2次調査地では、 当該

期の遺構が調査区全体に分布し、庄内式期と

布留式古段階の竪穴建物1棟が検出され、遺

跡西半のみならず、東半にも集落域が拡がっ

ていたことが明らかとなった。また、古墳時

代中期の土器集積土塘も検出され、前期から

継続して近辺に集落が営まれた可能性が高く

なった。
図1 調査地位置図

大阪市教育委員会が2015年6月23日に行っ

た試掘調査の結果、現地表下約0.6mで、近世

以前の可能性がある遺構が検出され、本調査

を実施することになった。 当初、 東西8 m,

南北5mの調査区を設定する予定であったが、

土置き場を十分に確保できない恐れがあり、 '

関係者との協議の上、東 西6.6m,南北5.5mに

あらため、 7月9日から調査を開始した。

現代盛土ならびに第2層を重機によって掘 ,

削し、その後の掘下げはすべて人力によった。

第5層(地山)上面で遺構の平面図や断面図の

作成、写 真撮影などの記録作業を行ったのち、

10

1:400

図2 調査区位置図

20m
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同月13日に調査を終え、埋 戻しを行い、現 地における作業を完了した。

以下、本 文および挿図に示す標高はT.P.値(東京湾平均海面値)である。また、図2・ 4で用いた方

位は、現場で記録した街区図を1/2500犬阪市デジタル地図に合成することにより得た世界測地系
座

標に基づいた座標北を基準にした。

2)調査の結果

1)層序

調査地の現地表面はTP+l6.9m前後とほぼ平坦である。調査

では現地表下約0.8m (TP+l6.lm)までの地層を確認した。各

層の特徴は次の通りである。

第1層:現代盛土・攪乱層である。

第2層 :黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルトからなるしまりの

悪い作土層で、層厚は最ラC25cmである。遺 物を含まず、時期は

不明である。近 世以降の可能性が高い。下 面で耕作痕跡を確認

した。

第3層 :暗褐色(10YR3/3)粘土質シルトからなる遺物包含層

で、層厚は最大15cmである。瓦器小片を含む。下部は植物擾乱の影響が顕著に見られた。

第4層:褐色(10YR4/4)粘土質シルトからなり、層厚は最ラC20cmである。遺物は確認できなかった。

下部は植物擾乱の影響が顕著に見られた。

第5層 :明赤褐色(5YR5/6)粘土質シルトからなる地山層である。層厚は20cm以上である。

n)遺構と遺物

・第 4層上面遺構

図3 地層と遺構の模式図

SXO7  調査区東北部で検出した、長さl.4m,幅0.9m,深さ0.2mの不定形な穴である。埋 土は地山

偽礫が混じる黄褐色シルトで、底面に木根跡が観察でき、倒木などによって生じたものと考えられる。

・第5層上面遺構

SDO1  調査区東南隅で検出した、幅0.7m,深さ0.2m,長さ2.0m以上の北東一南西方向の溝状遺

構である。埋 土は暗褐色粘土質シルトで、遺物は確認できなかった。埋 土と地山の境界が不明瞭で
、

底面は凹凸が著しく、後 述するSXO2～06と同様、木根跡など自然による窪みの可能性もある。

SX02～06 調査区西北部で検出した暗褐色粘土質シルトを埋土とする、直 径0.2～0.3m,深さ0.2

～0.3mの穴である。いずれも埋土と地山の境界が明瞭でなく、植 物擾乱が著しく、木 の根跡と考え
ら

れる。

3)まとめ

今回の調査では、中世に属する可能性の高い第3層を確認できたものの、周辺で検出されている弥

生時代末～古墳時代初頭の遺構は確認できなかった。北50mで竪穴建物を含む遺構が濃密に分布して
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SXO3

試掘     SXO4

[コ 第3層    \

SXO7

1 :現代盛土

2:黄褐色(2.5Y5/3)細粒砂質シルト
3:暗褐色(10YR3/3)粘土質シルト
4:褐色(10YR4/4)粘土質シルト
5:明赤褐色(5YR5/6)粘土質シルト

SDOI

1     TP+l6.2m

黒褐色(10YR3/2)粘土質シルト
明赤褐色(5YR5/10)粘土質シルト

SXO5

1:黒褐色(7.5Y1/2)粘土質シルト
2:褐色(7.5YR4/4)粘土質シルト
3:明赤褐色(5YR5/10)粘土質シルト

80

SXO7
NW                      SE

TP+16.2m

1 :偽礫 混 りに ぶ い 黄 褐 色 (10Y 4/3)シル ト

2:明赤褐色(5YR5/10)粘土質シルト

0            1m

1二4(:}

図4 北・東壁地層断面および遺構平面・断面図

いる状 況 と対 照的である。調 査地がたまた ま弥 生 ・古 墳時代集落の空 隙地に当たったのか、 あるい は

集落の縁辺部に位置するのか、 その判断は周辺調査 の進展を待 ちたい。

引用・参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会

2001、「駒井勝治氏による建設工事に伴う阿倍野筋遺跡発掘調査(AS99-4)報告書」:『平成11年度大

阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.75-79

2008、「阿倍野筋南遺跡発掘調査(ASO6- 2)報告書」:『平成18年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調

査報告書』、pp.87 -Cp5

大阪市教育委員会・大阪文化財研究所2012、「阿倍野区阿倍野筋四丁目における建設工事に伴う阿倍野筋南遺跡発掘

調査(AS↓O- 1)報告書」:『平成22年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』、pp.59-65

2012、「阿倍野区阿倍野筋三丁目における建設工事に伴う阿倍野筋北遺跡B地点発

掘調査(AS10-3)報告書」:『平成2z羊度 大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2oio)j, pp.375-380

大阪市文化財協会1999、『阿倍野筋遺跡発掘調査報告書』
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調査区全景

(西から)

北壁地層断面

(南から)

SDOI検出状況

(北西から)



住吉区山之内三丁目8-1 8-5 8-6における建設工事に伴う

山之内遺跡発掘調査(YM15-1)報告書
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調査 個 所 大阪市住吉区山之内3丁 目8-1・8-5・8-6

調査 面 積 206 tri

調査 期 間 平成27年8月27日～9月11日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明、櫻 田小百合
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1)調査に至る経緯と経過

山之内遺跡は後期旧石器～江戸時代の複合遺跡である。調 査地は遺跡西部に位置し、 周辺では

YM81-3・88-21・86-3・90-5次調査[大阪市文化財協会1988・1998]が行われている(図1)。

これらの調査では6世紀後葉～7世紀中葉の掘立柱建物が検出されており、今 回の調査地においても

同時期の遺構が検出されることが期待された。

今回の調査は、建設工事に先立ち大阪市教育委員会が行った試掘調査において古代の遺物が確認さ

れたため、本 調査を実施したものである。調査は平成27年8月27日に開始した。現代の整地層および

第1～5層の現代～近世の耕作土を重機により掘削し、第 6層上面以下の遺構および地層を人力によ

り掘 り下げた。なお、後 述する拡張区2については各地層の年代を把握するため、第3～ 5層を人力

により掘 り下げた。これらの作業と並行して実測図の作成および写真撮影による記録作業を行い、 9

月11日に調査を完了した。調査面積は当初156mlを予定していたが、遺構の状況をより広範囲におい

て確認するため大阪市教育委員会と協議し、拡張区1・拡張区2の計50 m'の拡張を行い、最 終調査面

積は206 rrfとなった(図2)。

基準点はMageⅡan社製Pro Mark 3により測位し、本報告で用いた方位は世界測地系に基づく座標

北を基準とした。また、標 高はT.P.値(東京湾平均海面値)を用い、本 文および図中ではTP+○mと表

記した。

2)調査の結果

1)層序(図3～ 5、図版1)

Y-45,800 Y-45,770

jX-155,770

X-155,800

20m

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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第0層

第1層

V ▼ ヵ,1

鋤溝

図3 地層と遺構の関係図

調査地における標高はTP+llm前後でほぼ平坦である。

第0層 現代の整地層で、層厚は2～42cmである。

第1層 中～細礫 を含 む黒色(2.5Y2/1)・黒褐色

(2.5Y3/1・3/2)シルト質細粒～極細粒砂からなる現代の

作土層である。層厚は最ラ(24cmである。

第2層 幕末とみられる作土層で、第2a～2e層に細分

できる。第2a層は中～細礫をわずかに含むオリーブ褐色

(2.5Y 4/3)極粗粒～細粒砂質シルトからなり、層厚は最大

9 cmである。第2b層は炭をわずかに含む黄灰色(2.5Y 4/1)

細粒～極細粒砂質シルトからなり、層厚は最大10cmである。第2c層はにぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒

～細粒砂質シルトからなり、層厚は最大22cmである。第2d層は中～細礫・少量の炭を含む暗灰黄色

(2.5Y5/2)細粒～極細粒砂質シルトからなり、層厚は最大30cmである。第2e層は中～細礫をわずかに

含むにぶい黄褐色(10YR4/3)・褐色(10YR4/4)・暗灰黄色(2.5Y 4/2)粗粒～細粒砂質シルトからなり、

層厚 は最 大29cmであ る。

第3層 地山偽礫・中～細礫をわずかに含む褐灰色(10YR4/1)・にぶい黄褐色(10YR4/3)・褐色

(10YR4/4)細粒砂質シルト・細粒～極細粒砂質シルトからなる耕作土層である。層厚は最大30cmで

ある。土師器・瓦質土器・平瓦・丸瓦・肥前磁器・鋳造関連遺物が出土しており、肥前磁器染付碗の

年代から17世紀後葉の地層とみられる。

第4層 にぶい黄褐色(10YR4/3)・灰黄褐色(10YR5/2)・オリーブ褐色(2.5Y 4/3)・褐色

(10YR4/4)極細粒砂質シルトからなる作土層で、層厚は最大32cmである。土師器・須恵器・備前焼捕鉢・

瀬戸美濃焼陶器碗・平瓦、鋳造関連遺物が出土しており、このうち瀬戸美濃焼陶器碗は16世紀以降に

属する。

第5層 中～細礫・少量の炭・第6層偽礫を含む暗褐色(7.5YR3/ 4)・灰黄褐色(10YR4/2)・オリー

ブ褐色(2.5Y 4/3)細粒～極細粒砂質シルトからなる作土層である。層厚は最大22cmである。土師器・

須恵器・瀬戸美濃焼陶器・鋳造関連遺物が出土しており、瀬戸美濃焼陶器は稜皿とみられ豊臣期に属

TP+1LOm

0.Om

する。

このほか第4・5層から土師器・須恵器・瓦質土器・瀬戸美濃焼陶器・蛸壺・土錘・炉壁とみられ

る鋳造関連遺物が出土している。このうち瀬戸美濃焼陶器が近世初頭頃に属することから第4・5層

は16～17世紀前半の地層である。

第6層 中～細礫をわずかに含む黄褐色(2.5Y5/3)・オリーブ褐色(2.5Y 4/3)細粒～極細粒砂質シ

ルトからなる地層で、調査区中央部と西北部の浅い低地部に分布した。層厚は最大15cmである。第7

層の上部が擾乱されて形成された古土壌あるいは浅い低地部に堆積した地層とみられる。土師器・須

恵器・蛸壺が出土している。須恵器には杯Hの蓋、長頚壺、聾などが含まれており、概ね6世紀後葉

～7世紀に属する。

第7層 黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シルト、にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒～極細粒砂質シルト、中
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Ⅵ

TP-HlOm

十lO.Om

E

1:60

Ⅵ

:中～細礫を含む黒色(2.5Y2/1)・黒褐色(2.5Y3/1)シルト質細粒～極細粒砂 (第1層)
:細礫をわずかに含むオリーブ黒色(5Y3/1)細粒～極細粒砂質シルト
:中～細礫を含むオリーブ黒色(5Y3/1)シルト質細粒～極細粒砂
:中～細礫を含む暗褐色(10YR3/3)シルト質細粒～極細粒砂
中～細礫をわずかに含むオリーブ褐色(2.5Y4/3)極粗粒～細粒砂質シルト (第2a層)
:炭をわずかに含む黄灰色(2.5Y4/1)細粒～極細粒砂質シルト (第2b層)
:にぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒～細粒砂質シルト (第2c層)
中～細礫・少量の炭を含む暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒～極細粒砂質シルト (第2d層)
中～細礫をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)・暗灰黄色(2.5Y4/2)粗粒～細粒砂質シルト (第2e層)
中～細礫をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR5/3)細粒～極細粒砂質シルト (SKIOO)
中～細礫をわずかに含む黄褐色(2.5Y5/3)細粒～極細粒砂質シルト (Sx101)
にぶい黄褐色(10YR4/3)極細粒砂質シルト (SXIOI)
中～細礫をわずかに含む灰黄褐色(10YR4/2)細粒～極細粒砂質シルト (SK102)
中礫をわずかに含む灰黄褐色(10YR4/2)極細粒砂質シル)- (SK102)
中礫を含む明黄褐色(2.5Y6/6)中粒～細粒砂 (SD103)
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:地山偽礫・中～細礫をわずかに含む褐灰色(10YR4/1)・にぶい黄褐色(10YR4/3)・褐色(10YR4/4)
細粒砂質シルト (第3層)

:中～細礫をわずかに含む灰黄褐色(10YR4/2)細粒～極細粒砂質シルト(第3層系埋土) (SDO3)
中～細礫をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)細粒～極細粒砂質シルト(第3層系埋土) (SDO4)
にぶい黄褐色(10YR4/3)・灰黄褐色(10YR5/2)・オリーブ褐色(2.5Y4/3)極細粒砂質シルト (第4層)
中～細礫をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)極細粒砂質シルト(第4層系埋土) (SDO5)
中～細礫・少量の炭を含む灰黄褐色(10YR4/2)・オリーブ褐色(2.5Y4/3)
細粒～極細粒砂質シルト(マンガン斑顕著)(第5層)
:第6層偽礫を含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒～極細粒砂質シルト (SD104)
:第6層偽礫を含む暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒～極細粒砂質シルト (SD105)
:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒～極細粒砂質シルト (SD106)
:暗オリーブ褐色(2.5Y3/3)細粒～極細粒砂質シルト (SD107)
中～細礫をわずかに含むオリーブ褐色(2.5Y4/3)細粒～極細粒砂質シルト (第6層)
中～細礫を含む黄褐色(10YR5/6)粗粒～細粒砂質シルト (第7層)
:黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シルト・にぶい黄色(2.5Y6/3)細粒～極細粒砂質シルト (第7層)
中～細礫を含む黄褐色(2.5Y5/6)・明黄褐色(10YR7/6)粗粒～中粒砂 (第7層)
中～細礫を含む浅黄色(2.5Y7/3)わずかにシルト質粗粒～中粒砂 (第7層)

図4 南壁 地層 断 面 図



TP+11.Om
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第0層

1
2

3

4

5

6

7

8

9

10
n
12
13
14

:中～細礫を含む黒褐色(2.5Y3/2)シルト質細粒～極細粒砂 (第1層)

:灰黄褐色(10YR4/2)粗粒～細粒砂質シルト (SD108)

中～細礫をわずかに含む黒褐色(2.5Y3/2)粗粒～細粒砂質シルト (SD109)

;黒褐色(2.5Y3/2)粗粒～細粒砂質シルト(第1層系埋土)

中～細礫をわずかに含む褐色(10YR4/4)粗粒～細粒砂質シルト (第2e層)

中～細礫をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3・5/3)細粒～極細粒砂質シルト (SKIOO)

中～細礫をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)・褐色(10YR4/4)細粒～極細粒砂質シルト (第3層)

:褐色(10YR4/4)極細粒砂質シルト (第4層)

中～細礫・炭・第6層偽礫を含む暗褐色(7.5YR3/4)細粒～極細粒砂質シルト (第5層)

中礫・第6層偽礫を含む灰黄褐色(10YR4/2)細粒～極細粒砂質シルト(第5層系埋土) (SD15)

.黄褐色(2.5Y5/3)細粒～極細粒砂質シルト(鉄斑顕著)(第6層)

中礫をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y5/2)・黄褐色(2.5YR5/3)細粒～極細粒砂質シルト (SDOB)

;黄褐色(2.5Y5/3)極細粒砂質シルト (第7層)

中～細礫を含むにぶい黄色(25Y6/4)粗粒～細粒砂質シルト (第7層)

図 5 西壁 地層 断 面 図
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図6 第7層上面遺構平面図



SD17  SDO8

1 :褐灰色(10YR5/1)

細粒～極細粒砂質シルト

中礫を含む褐灰色(10YR5/1)

細粒～極細粒砂質シルト

SD43
NE                         SW

TP-HO.2m

-  ゚ - ゜・ -1" -゚一 了

1:褐伍(10YR4/4)中～細礫をわずかに含む

中粒～極細粒砂質シルト

SK7

1:オリーブ褐位(2.5Y4/4)細粒砂質シルト

2:褐包(10YR4/4)細粒砂質シルト

SK73
SE            NW

TP+10.2m

1:黄褐色(2.5Y5/3)

細粒～極細粒砂質シルト

SD75
NW          SE

2 5 ￥＿. .＿ TP+10.2m

1:中～細礫をわずかに含む

オリーブ褐色(2.5Y 4/3)

粗粒～細粒砂質シルト

SP78
W E

1:黒褐色(10YR3/2)

極細粒砂質シルト

SK77
SE              NW

TP+10.2m

1   2

1:炭・焼土を含むにぶい黄色(2.5Y6/4)

細粒～極細粒砂質シルト

2:黒色(10YR2/1)炭を多量に含む

細粒～極細粒砂質シルト

SK80
N

TP+1 0.2m

1:中～細礫をわずかに含む

にぶい黄色(2.5Y6/4)粗粒～細粒砂質シルト

SP85 SP86
E E

7 ＿        Tレ十i0.1m                  -   1%,一一一-  TP+10.1m

TP-HO.1m

8 8279 、

一 ----一会,,-」TP+10.0m

:灰黄褐色(10YR5/2)

極細粒砂質シルト

SP83
E

TP-HO.Om

1:礫を含むにぶい黄色(2.5Y6/3)

粗粒～細粒砂質シルト

SP89

1:にぶい黄撥色(10YR7/3)        1:灰 白色(2.5Y7/1)細粒～極細粒砂質シルト

細粒～極細粒砂質シルト 1 :黄褐色(2.5Y5/4)中粒～細粒砂質シルト

2:細礫をわずかに含む黄褐色(2.5Y5/4)

わずかにシルト質粗粒～中粒砂

1m

1:20

図7 第7層上面遺構断面図

記号がある。TK209型式に属する。

SK77は東西0.45m,南北0.?7mの長方形の土壇で、深 さは

0.04mである。埋 土には炭 ・焼 土が含まれ、特 に底には炭が

SK80は東西0.72m, 南北0.59mの円形の土塘で、 深さは

0.l2mである。

SDO8・17は平行して掘削された東西方向の溝で、SDO8は

最大幅0.l9m,深さO.llm1 SD17は幅0.lOm,深さ0.06mで

ある。第 7層の上面で検出した遺構であるが、第 6層の分布

しない西南部で検出したため第 6層上面遺構の可能性もある。

SD43は最大幅1.04mの北西一南東方向の溝で、深さは0.07mである。

図 8 SK73出土 遺 物 実 測 図

10           20cm

SD75は幅0.34m以上、深 さ0.04mの溝である。方 向は北東一南西方向で、SD4
3とほぼ垂直に交わ

る方向である。

b)第 6層上面検出遺構(図9 ・10, 図版2下)

第6層 上 面 で はSP36・44・49・51・53～58・61・62・64・68・70・91、SK18
・29・31・37・

ー 378-
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1:125

図9 第6層上面遺構平面図



fi
SDOI

SE

TP+10.2m

SDO2

SE             NW

\ミ===ニイミ、エ.,エ, TP+10.2m

1:炭をわずかに含む暗灰黄色(2.5Y4/2)

細粒～極細粒砂質シルト

1:炭 をわずかに含む暗灰黄色(2、5Y4/2)

細粒～極細粒砂質シルト

SDO3
NW             SE

k;く,冫一 "2110゚21

1:暗灰黄色(2.5Y 4/2)

細粒～極細粒砂質シルト

SDO4 SDO5

1 :にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒～極細粒砂質シルト (生痕?)

2:褐色(10YR4/4)シルト (生痕?)

3:中礫・炭をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)

細粒～極細粒砂質シルト (SDO4)

4:中礫・炭をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)

極細粒砂質シルト (SDO5)

B

SDO4 SDO5

1 :にぶい黄褐色(10YR4/3)

細粒～極細粒砂質シルト

2:中礫・炭をわずかに含むにぶい黄褐色(10YR4/3)

極細粒砂質シルト

B゙

TP+lO.2m

SDII  SDO6
NE          SW

1      2    TP+10.2m

:黄灰色(2.5Y4/1)細粒～極細粒砂質シルト

:地山偽礫をわずかに含む

黄灰色(2.5Y4/1)細粒～極細粒砂質シルト

SD○7    SD15      SDO9

SW                            NE

TP-HO.2m

:黄褐色(2.5Y5/6)細粒～極細粒砂質シルト(地山)

偽礫を含む黄灰色(2.5Y 4/1)細粒～極細粒砂質シルト

:黄褐色(2.5Y5/6)細粒～極細粒砂質シルト(地山)

偽礫を含む黄灰色(2.5Y 4/1)細粒～極細粒砂質シルト

: i:l:l褐仏(2.5Y5/6)細粒～極細粒砂質シルト(地山)

偽礫を含むオリーブ褐仏(2.5Y 4/3)細粒～極細粒砂質シルト

SD13
SW      NE

TP+10.2m

:褐灰色0oYR5/1)

細粒～極細粒砂質シルト

SD16
SW        NE

TP-HO.2m

:褐灰色(10YR5/1)

細粒～極細粒砂質シルト

SK18

TP+lO.2m

:黒色有機物をわずかに含む

黄褐色(2.5Y5/3)

細粒～極細粒砂質シルト

SD24    SD23
NE                SW

1      2     TP+lO.2m

1 :地山偽礫をわずかに含む

黄灰色(2.5Y 4/1)細粒～極細粒砂質シルト

2:地山偽礫を含む

オリーブ褐色(2.5Y 4/3)細粒～極細粒砂質シルト

SD30
NE               SW

1:にぶい黄褐色(10YR4/3)

細粒～極細粒砂質シルト

SK31

1:中～細礫をわずかに含む

にぶい黄褐色(10YR4/3)

細粒～極細粒砂質シルト

SP44

にぶい黄褐色(10YR4/3)粗粒～中粒砂(抜取り穴)

地山偽礫を含むオリーブ褐色(2.5Y 4/3)

細粒～極細粒砂質シルト(掘形)

SD48

1   TP+10.2m

1:暗褐色(10YR3/3)

細粒～極細粒砂質シルト

SP58

TP-HO.2m

:暗灰黄色(2.5Y 4/2)

極細粒砂質シルト

SK63

ffi  TP+10.2m
:褐灰色(10YR4/1)

細粒～極細粒砂質シルト

SW
SD90

NE

1

I:オリーブ褐色(2.5Y4/3)

細粒～極細粒砂質シルト

TP-H02m

1:20

50印

図10 第 6層 上 面 検 出遺 構 断 面 図
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45・63、第5層下面の北西一南東方向の鋤溝、第4層下面のSDO5、第3層下面のSDO1～04を検出した。

なお、第6層上面遺構からは、第7層上面遺構や第6層 出土遺物と同時期とみ られる土 師器 ・須 恵器

の小片が出土しているのみである。

SP44は直径0.20～0.22m,深さO.lOmの柱穴である。柱 は抜き取 られており、抜 取り穴 を砂で埋め

ていた。

SP58は直径0.18～0,22m,深さO.lOmの小穴である。一定の深さがあることから柱が抜き取られた

柱穴の可能性もある。

その他はSP36 - 49 - 51 - 53 ～57 - 61 - 62 - 64 - 68 - 70 - 91は直径0.12 ～0.38m,深さ0.01 ～0.04m

の浅い小穴である。

SK18は北西一南東0.91m,北東一南西0.44m,深さ0.08mの土塘である。

SK29は東西0.52m,南北0.l8m以上、深 さ0.03mの浅い土塘である。

SK31はSD○3と重複しこれよりも古 い溝状の土塘である。東 西1.50m,南北0.44m, 深さは0.07m

である。

SK37は直径0.31～0.37mの円形の浅い土塘で、埋 土は北側のSD30と類似する。

SK45は東西0.82m以上、南 北0.52m,深さ0.06mの土塘である。埋 土は第 5層 と類似する。

SK63は東西0.30m,南北0.69m,深さ0.04mの浅い土塘である。

SD05は北東一南西方向の溝で、 第4層耕作時の溝 と推定される。最 大幅は0.60m, 深さ0.09mで

ある。

SDOI～04は第3層耕作時の溝 と推定される。北 東 一南西方向であるが、下位のSDO5よりもやや

東に振る。SD01は最大幅0.72m,深さ0.03m, SD02は最大幅0.57m,深さ0.04m,SDO3は最大幅0.60m,

深さ0.06m, SD04は最大幅0.60m,深さ0.08mである。

c)地層出土遺物(図11)

第3～ 4層から8、第 4層から5、第 4～ 5層から6・7・9、第 4～ 6層から2、第 6層から3

(;ジ ③ 8

20cm

図11 地層出土遺物実測図

第3～4層(8)、第 4層(5)、第4～5層(6・7・9)、第4～6層(2)、第 6層(3・4)
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4が出土した。このうち第3～ 5層から出土した遺物については本来は第6層以下に伴
う遺物であり、

各地層の年代を示すものではない。なお、第3～ 5層の年代についてはi)層序で述べた
とおり16～

17世紀の範噴であるが、年代決定の根拠となった遺物については小片のため図化して
いない。

2～6は須恵器である。2は杯HでTK209型式に位置づけられる。3は豚とみられ、体
部下半はカ

キメを巡らす。4は台付き長頚壺の体部、5は高台が付いた壺の底部である。6は翌の頚～
体部である。

7は土師質の蛸壺、 8・9は土錘である。

3)まとめ

今回の調査では、 これまでに周辺で検出されている掘立柱建物と同時期の6世紀後葉～
7世紀の遺

構・遺物が検出されたが、明確な建物跡は確認されなかった。周辺の掘立柱建物の検出面
がTP+llm

前後であるのに対し、今 回の調査地では第7層上面がTP+lO.lm前後と1m近く低いこと
から、 この

時期の集落域の中心は地形的にやや高い調査地より南に展開しており、調査地付近は集落
の縁辺部で

あったことが推定される。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1988、『中野甚一氏による建設工事に伴う山之内遺跡発掘調査(YM88-21)略報』

1998、『山之内遺跡発掘調査報告』
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南壁地層断面

(北西から)

西壁地層断面

(北東から)

西壁地層断面

(東から)

図
版



第6層上面全景(東から)

図
版



東住吉区杭全二丁目7-2 7-10における建設工事に伴う

杭全遺跡発掘調査(KP15-1)報告書
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調査 個 所 大阪市東住吉区杭全2丁目7-2・ 7-10

調査 面 積 52箱

調査 期 間 平成27年12月14日～12月21日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明、松 本啓子
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1)調査 に至る経緯と経 過

調査地は大阪を南北に貫 く上町台地の東斜面が沖積平野に埋没する地域に立地し、 弥生時代の集

落遺跡として知られる桑津遺跡の東に隣接する杭全遺跡のほぼ中央部に位置する(図1)。杭全遺跡は

1994年に発見され、KW94-16・KP12-1次調査では弥生時代前期末～古墳時代初頭の遺構・遺物や、

古代の水田などが出土した[大阪市教育委員会 ・大 阪市文化財協会1996、大阪市教育委員会 ・大 阪

文化財研究所2014]。本調査でも同様の時期の遺

構 遺物の検出が期待された。

当該地で平成27年10月22日大阪市教育委員会が

行った試掘調査では、地表下約0.5m以下で本格的

な発掘調査を必要とする中世以前の遺構面および

遺物包含層が検出されたため、本 調査が行われる

こととなった。

調査は平成27年12月14日から開始した。東西4

m1 南北13mの調査区を設定し(図2)、地表下0.5

mまでを重機を用いて掘削し、その後、人力によ

る掘削を行った。層序に応じて順次掘り下げて遺

構 遺物を検出し、適宜実測図や写真撮影によっ

て記録しながら、後 述する河川による自然堆積層

の第7層層中(地表下2.2m)まで調査した。12月

21日には現地における全ての作業を終えて撤収

し、調査を完了した。

また、本 報告で用いた方位は、発 掘調査現場で

1

『n

X-151,lj

]

X-151,16

記録した街区図を1/2500大阪市デジタル地図に

合成することにより得た世界測地系に基づく座標

北を基準とした。標 高はT.P.値 (東京湾平均海面

値)でTP+○mと記した。

Y-42,500i

2)調査の結果

1)層序(図3～5、写真図版中・下段)

調査地内の現況地形はTP + 4.0m前後で、周辺

も含め、現 地表はほぼ平坦になっている。

表土の下の地層は7層に分かれる。

1 : 500

図2 調査区配置図

20m
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表土

第1層

第2a'M\\ぎ2b← 2a秋第2ba\、 第2層

水田耕士 第3層

レ水田耕土 第必層
第4層

畦畔状の高まり 第。,層

j
1-  / 第ゞ層

.,岬て,,,ゞ,-;;,。。:荊,t,・冫鈴

.。...二ご..。....;.:雫;)萎;:曙塁1!寒亨!;:;;二...;゙た.ご..二ご....′..:....::5″

1 第5層
・j・゙ご・・・,で・,:ら゙亡二～ニク2

!゚′:′,ユシ台づ
1

n

 第6層

 ゙ 河川あ堆積 1 ヵ,.

W TP+4.0m

水平方向のずれ

第2a層

一4～第2b層

砂脈(噴砂)

第4a層

富7鳶 第6層

+3.0m

+2.0m

1:50

図 3 地層 と遺 構 の関係 図 図4 南壁地層断面図(水平・垂直とも1 : 50)

第1層:黒褐色(10YR3/2)砂混り粘土層で、炭や礫が多く混る。層厚最大45cmの現代の地層
である。

第2層 :本層は客土層で、2分される。第2a層はにぶい黄褐色(10YR5/4)シルト質細粒
砂層、第

2b層は黄褐色(2.5Y5/3)シルト質砂層で、粘土・礫が混る。これらを交互に投入して第2
層を形成し

ている。出土遺物から近代の地層と推定される。第2層の層厚は最大40cmである。

第3層 :本層は調査区南東部のみに分布する地層で、水田耕土層とみられる。上下2層に
分かれ、

第3a層は褐色(10YR4/4)細粒砂混り粘土質シルト層、第3b層は黄褐色(2.5Y5/3)礫混りシ
ルト質砂

層である。層厚は第3a層が最大38cm,第3b層が最大18cmである。出土遺物はなく、近世末
以降の地

層である。

第4層:本層は水田の耕土層で、岩相によって第4a層、第4b層に2分される。第4a層は
暗灰黄色

(2.5Y5/2)細粒砂混り粘土層で、酸化マンガン・酸化鉄を多く含む。第4b層は暗灰黄色(2
.5Y5/2)細

粒砂混りシルト質粘土層で、酸化鉄を多く含む。本層の上面は平坦で、層厚は第4a層が最大3
5cm,第

4b層が最大40cmである。出土遺物から近世後半の地層と考えられる。

第5層 :本層は湿地の堆積層で、本層も上下2層に分かれる。第5a層は灰黄褐色(10YR5
/2)礫・

粗粒砂混り粘土質シルト層で、酸化マンガンを多く含み、上面からの乾痕が見られた。第5b
層は灰黄

褐色(10YR4/2)粗砂混り粘土質シルト層で、酸化鉄を多く含む。層厚は第5a層が最大40cm,
第5b層

が最大22cmであるが、本層内に多くの地震による地層を斜めに剪断されたようすが観察され
ることか

ら、水平方向の力が加わったために地層が変形して部分的に分厚くなっているものと思われ
る。この

地層の剪断部分には黒褐色(10YR3/1)極細粒砂混りシルト質粘土や黒褐色(2.5Y3/2)シルト
質粘土が

挟まっていた。また、第 7層から第6層や本層にある斜めに横切る地震痕跡を突き破って噴
き上がる

砂脈が、第5a層上面付近まで達しているようすが観寮された(図4、写 真図版中・下段)。砂
脈は第7

層由来の灰オリーブ色(5Y5/2)極細粒～細粒砂が噴き上がったものである。遺構は、第5a層
上面で畦

畔状の東西方向の高まりが観察された。出土遺物から第5層は6世紀末～7世紀前半の遺物
包含層と

考えられる。

第6層:本層は黄灰色(2.5Y 4/1)砂混りシルト質粘土層で、湿地の堆積層である。層厚は最ラ(
25cm

であるが、第5層に繋がる地層を斜めに横切る剪断痕跡が観察されることから、本層も水平
方向の力
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N   TP+4.0m

第2b層               第2b層

第5b層 》関'
水平方向のずれ

+3.0m

十2.0m

1:50

1 : 100

5m

図5 西壁地層断面図(水平1 : 100,垂直1:50)

が加わったために地層が変形して部分的に分厚くなっているものと思われる。地層の傷跡には灰白色

(10YR7 /1)細粒砂が挟まっていた。本層も6世紀末～7世紀前半の遺物包含層である。

第7層 :本層は河川の堆積層で、灰 オリーブ色(5Y5/2)シルト質細粒～粗粒砂層である。比較的早

い流れのラミナがみられ、現在でも西から東へと流れる湧水がある。この湧水のため壁面が崩落する

恐れがあったため、上面から約50cmの深さまでの調査にとどめた。古墳～飛鳥時代の土師器や須恵器、

弥生土器の破片が出土した。

11)遺構と遺物(図6・7、写真図版上段)

各層上面のようすを、古 いものから順に記述する。

第7層上面(図6左上) 第7層上面は全体的に見ると北から南へと緩やかに下がっており、段 差や

土塘状の窪みは見られたが、明らかに遺構とわかるものはなかった。段差は最大15cmで、窪みの深さ

は3～ 7 cmで、窪みから遺物は出土していない。

第6層上面 第6層上面も地面の波打っているようすは見られたが、明らかに遺構とわかるものは

なかった。

第6層の出土遺物のうち、土師器の高杯2と尭4、須 恵器杯蓋5と杯身8・10を図7に示した。

第5b層上面(図6右上) 本層上面では調査区中央部に北西一南東方向の高まりが見られた。最 大

20cmほどの高低差になっている。北側の斜面から土師器高杯3が出土した。6世紀末～7世紀前半の

ものである。また、本 層上面では地震による砂脈が3か所で見つかった。砂脈の内包物はよく似てい

るが、方向はそれぞれ異なり、断面で観察したとおり、南壁に続く砂脈はそれ以前にあった地震の傷

跡を突き破っているので、本 層上面に見られた複数の砂脈は、同じ地震によるものかどうかはわから

ない。上位に堆積する第5a層の上面より上では地震痕跡が見られないので、いずれも6世紀末～7世

紀前半以降、近世後半より前の地震と考えられる。

上記の土師器高杯3のほか、第5b層の出土遺物から須恵器の杯身7・9、杯蓋6を図7に示した。

第5a層上面(図6左下、写真図版上段) 第5a層上面では、上 端で幅約2.5mの畦畔状の高まりが調

査区中央部で検出された。高 さは約5 cmで、 この高まりの上や斜面に直径約10cm,深さ2～ 3 cmの

窪みが見られた。高 まりの南にはこれと並行する溝状の窪みが3条ある。幅0.4～0.6m,深さ約5 cm
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第7層上面 第5b層上面

第5a層上面 第3～4層上面
Y-42,500j

イ

O Q

1
 ′

18 C

纏

4

X-15f 145

y-42,5ool

X-151 145

X-151 150
X-151 150
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図7 遺物実測図

第6層(2・4・5・8・10)、第5b層(3・6・7・9)、第4b層(1・11～13)

の溝状の窪みである。高まりの北には直径約40cm,深さ5 cmの小穴が検出された。これらの埋土は暗

灰黄色(2.5Y5/2)細砂混り粘土質シルトで、遺物は小穴から土師器の破片が出土した。

第4層上面・第3層上面(図6右下)。第 4層上面はほぼ平坦な地面であるが、明らかに遺構とわか

るものはなかった。また、第 3層は調査区南西部のみ分布する耕土層であるので、図 6右下の図に第

4層上面と第3層の分布範囲をあわせて図示した。

第4層からは近世後半の19世紀初頭代の遺物が出土した。このうち第4b層出土の肥前磁器染付広東

碗11と碗底部12と、肥前陶器三島手口縁部13、および下位層由来の弥生土器底部1を図示した。

3)まとめ

今回の調査では周辺地域ではまだ明らかでなかった6世紀末～7世紀前半に遡る可能性のある畦畔

状の高まりを検出した。また、この時期以降、2回以上の地震痕跡を検出したことも今回の大きな成

果である。今後の調査の積み重ねによって、当該地の古代から近世に至る過程を明らかにすることが

できると思われる。また、今 回見つかったような地震痕跡は、今後起こり得る地震を想定する上で、

手がかりとなり得るものである。

引用・参考文献

大

1)報告書」:『大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書(2012)』、pp.407-412
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第5a層上面全景

(南から)

南壁地層断面

(2回の地震痕跡が

見られる)

地層の水平方向のずれ

を貫く砂脈

(第5b層上面検出時、

南壁断面)



東住吉区南田辺一丁目24-6・24-7・24-8における建設工事に伴う

難波大道跡発掘調査(ND15-1)報告書
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調査 個 所 大阪市東住吉区南田辺1丁目24-6・24-7・24-8

調査 面 積 72渭

調査 期 間 平成28年1月27日～2月5日

調査 主 体 公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所

調査担当者 調査課長 清水和明、松本啓子
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1)調査に至る経緯と経 過

調査地は難波宮朱雀大路から南へ延びる古代の幹線道路の難波大道推定範囲に位置する

難波大道跡は大和川の南の推定位置で遺構が検出されているが、大阪市内の難波大道跡推定地の

調査にはND11-4・10-1次調査[大阪市教育委員会 ・大阪文化財研究所2012・2013a](図1

や、さらに北側のND90-10・94-13・06-1次調査[大阪市教育委員会 ・大阪市文化財協会1991

1996・2008]があるが、 これらの調査では難波大道とわかる確かな遺構は検出されていない。ただ、

近く、古 代の地割を踏襲した可能性があることが

紀の遺物が、 またMQ11-1次調査で中世～近世

の耕作遺構が検出され[大阪市教育委員会・大 阪

文化財研究所2013b]、本 調査でも同様の時期の

1 : 5.000

掘調査で、地表下約0.2m以下で本格的な発掘調査        図1 調査地位置図

を必要とする中世とみられる遺構面および遺物包

調査は平成28年1月27日から開始した。東西12

m1 南北6mの調査区を設定し(図2)、地 表下0.2

mまでを重機を用いて掘削し、その後、人力によ

る掘削を行った。層序に応じて順次掘り下げて遺

構・遺物を検出し、適宜実測図や写真撮影によっ

て記録しながら、上 町台地を構成する自然堆積層

中まで調査した。2月5日には現地における全て

の作業を終えて撤収し、調査を完了した。

また、基 準点はMageⅡan社製ProMark 3により
1 : 1 000

50m

X-1 52,850

測位し、本 報告で用いた方位は世界測地系に基づ 図2 調査区の位置
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く座標北を基準とした。標高はT.P.値(東京湾平均海面値)でTP+○mと記した。

2)調査 の結果

1)層序(図3・4)

調査地内の現況の標高はTP + 7.0mで、周辺

も含め、現 地表はほぼ平坦になっている。

表土と現代の整地層の下は、大きくは 2層に

分かれる。

第1層:固く締 まった黄褐色(10YR5/6)粘土

偽礫を含む砂質シルト層で、炭が混る。本 層に

SKIOI

・115

表土  SD102・107～109

\

SD113
第2a層

第2b層

SD105・117・122

SK103・」12など
第2c層

東壁

N

第1層

木根による擾乱

第2a層  /

SD113

図3 地層と遺構の関係

木根による擾乱  S
TP+7.0m

Sull/          7

, 第1層

1:50

SKIOI:

北壁

第1層 第1層

第2b層
第2b層     一一一一一一一 一 一一  一一一一一.一 .一  .一

--一一一一一                第2c層

第2cN         木根による擾乱     木根による擾乱

第1層

第゙2b層

第2c層

1 : 100

3m
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十6.0m

1:50

南壁

第1層 SD107  第1層

木根による擾乱

第1層 TP+7.0m

第2a層

第2b層

木根による擾乱

+6.0m

1:50

図4 地層断面図

1 : 100

3m
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混る偽礫は、上 町台地の最上部に堆積する粘土に似ており、周辺に堆積していた地山層を混ぜて整地

に用いた可能性が考えられる。層厚は5 cm程度でほぼ水平に堆積し、部分的には下層の窪みを埋めて

20cm程になるところもある。図 7の瀬戸美濃焼磁器染付蓋1・染付鉢2などの近代(明治初)の遺物が

出土したことから、本 層はこの頃の整地層と考えられる。

本層上面で土塘と石敷きの溝を検出した。

第2層 :本層は上町台地を構成する海成の堆積層で、 3層に分かれる。

第2a層は明黄褐色(7.5Y 4/6)細粒砂層で、層厚は最大50cmである。本層上面はほぼ平坦であるが、

調査区の中央部から南東部のみに分布し、南東隅に向かって厚くなっていた。第2a層上面で、近世の

溝や土塘、小穴および巣穴化石が検出された。

第2b層は明黄褐色(10YR7 /6)礫混り細粒砂層で、層厚は最大63cmである。第2b層は全体的にみる

と北西から南東へと緩やかに下がって堆積していて、上面で約60cmの高低差がある。第2a層上面で見

られた巣穴化石は第2b層中にも達していた。

第2c層は明黄褐色(2.5Y6/6)巨礫混り粗粒砂層である。層厚は60cm以上ある。

第2a層と第2b層は植物の根によって擾乱されていた。第2a層と第2b層で見られた巣穴化石は、直

径8 cmほどの円筒状の穴で、中に黄褐色細粒砂が詰まっていた(写真図版下段)。第2a・2b・2c層とも

遺物は出土しなかった。

11)遺構と遺物(図5～7、写真図版上・中段)

第2b層上面(写真図版上段)

第2b層上面では土塘状の窪みが見られたが、明らかに遺構とわかるものはなかった。

第2a層上面(図5)

第2a層上面では、溝や土塘、小穴が検出された。

溝は幅0.2～0.5m, 深さ0.1～0.2m, 埋土が炭を含んだ明褐色粘土質シルト～砂質シルトである

SD105 - 117 - 122と、幅1.5m,深さ1.1mのSD113がある。SD105 - 117 - 122の断面がU字形であ

るのに対し、SD113はほぼ垂直に掘られ、底が平坦になっている。さらにSD113の南北両側面は直

線的で、土塘が順次掘られて繋がったようなものではなく、明 らかに溝状に掘っている。SD113の埋

土は下から順に黄褐色シルト混り細粒砂、明黄褐色砂質シルト、明黄褐色シルト質粘土で、最終的に

明黄褐色砂礫で埋められていた。水 の流れた痕跡はなく、木組みや石組などの構築物があったのかも

しれない。これらの溝はすべて東西方向で、平行に配置されていた。

土塘は長径0.6～l.lm,短径約0.5m,深さ0.1～0.3m,埋土が炭や粘土を含んだ褐色砂質シルト～

シルト質砂のSK103・104・112がある。

小穴は直径0.3m,深 さ0.2m程のSP119-120や、直径0.1 ～0.2m,深 さ0.2m程のSP121などがある。

埋土は炭や粘土を含んだ褐色砂質シルトである。

これらの遺構は耕作関連のものと考えられるが、SD113は規模の大きさからみて、区画施設を兼ね

たものとも考えられる。

遺物は、SD113から瀬戸美濃焼磁器高台や土師質火鉢、近世瓦が出土したほか、SD105、SK103・
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Y-43,790 l Y-43,785 l
Y-43,7801

「      SK104

SD122

SD113

X-152,855

図5 第2a層上面遺構平面図

1:100

5m

104・112、SP119から近世瓦が出土したが、いずれも破片で、図化しえなかった。こ
れらの遺物から、

第2a層上面の遺構は近世末のものと考えられる。

第1層上面(図6)

第1層上面は、溝 と土城が検出された。

溝はSD102 - 107 ～109が検出された。幅0.5m, 深さ0.2mのSD108と、 幅0.5m, 深
さ0.25mの

SD109は東西方向の溝で、幅0.9m,深さ0.3mのSD109と、幅 0.7m以上、深さ0.23mの
SD102は南

Y-43,790f                  Y-43,785/ Y-43,780 l

X-152,855

図6 第1層上面遺構平面図

1 : 100

5m
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北方向である。これらの溝は底に長径が15～30cm,短径が↓0～20cm,

厚さ20cmほどの石を敷いていた。埋土はいずれも粘土や細粒砂・炭を

含んだ明褐色シルト質砂である。配置は、SD102の北端で東西方向に

曲ってSD108に繋がり、SD108の東端で南北方向のSD107に取付く。

またSD109はSD108より約1.5m南の位置で西端がSD107に取付いて

いた。SD108とSD109より5 cmほど底面が低く、SD107も同様に南

側に若干低くなっている。 もともとあったであろう敷石もかなりの部

分が失われているので、水 の流れた痕跡は確認できなかったが、建物

の周囲に配された排水溝の可能性が考えられる。

遺物は、SD102から土師質植木鉢の破片が、 またSD109から近世

1:3

3

h
〃

10cm

瓦の破片が出土した。

土塘は東西0.7m以上、南北2.5m以上で、深 さ0.4mのSK101と、南

北1.Om,東西0.7m以上、深さ0.5mの平面が隅丸方形のSK115がある。

SK101とSK115の埋土は、 ともに褐色シルト質粗粒砂で、礫 や黄褐色

粘土の偽礫を多く含 む。SK101から近世～近代の瓦の破片が出土し、

SK115から白磁や関西系陶器、近世瓦の破片とともに図7の焼締陶器播鉢3が出土した。第1面は近

代の遺構と考えられる。

図7 遺物実測図

SK115(3)、第1層(1・2)

3)まとめ

今回の調査では古代の難波大道に関わる遺構や遺物は検出されなかったが、周辺の調査地で古代や

それ以前に遡る遺構・遺物が検出されている。それらの調査地の地山の層相やその高さ、および本来

地山の最上部にあった黄褐色の粘土層が本調査地では第2a層の上にもともとの形では見られず、第1

層がこういった粘土を混合して用いた整地土の可能性があることなどを考えあわせると、本調査地の

地山の上面はかなりの削平を受けている可能性がある。また、本 調査地が側溝と側溝の間の古道その

ものの中に位置していたのなら、建 物等の構築物は見っからなくて当然なのかもしれない。

今後の調査の成果と、 これまでの調査や本調査の情報をあわせて検討することにより、当該地の古

代から近世に至る過程を明らかにすることができると思われる。
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第2b層上面の巣穴化石

第2b層上面の傾斜

(北東から)

第2a層上面全景

(西から)
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